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紡績・織物工場に多い繊維質の塵埃を除き，作業者に快適であるばかりでなく，製品の品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
質を向上し，汚染による廃品，不合格品を減少できる

自動洗浄型

電気式

　この装置は，卓越せる集塵効率を有する静電気的集塵作用と捕集塵埃の巧妙な

処理方法とを組合せた空気清浄装置であり集塵部に吸着した塵埃の洗浄ならびに

新しい粘着剤の吹付をすべて自動的に行う．しかして洗浄の際は本装置のその部

分が一時休止するだけで残りの部分は引続き集塵作用を行うことができ，集塵効

率は定格風量のとき0．1ミクuン以上の塵埃rL対して90％であり，洗浄中でも

85％以上の集塵効率を有する．なお電源は単相交流50160cls　200　Vである．
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　　　　　　　表紙説明

　ローブ式連続1票ピ｛装置tiij　＃1、　J－Bo＼）　±

転要領

　均　世秀な製品を尚速度て多量’1珪ナt．

ための近八製造1業の　般力式とLて，「」1

λ桟械をユ釧貝に縦絢杓に配川して桝巨

　　　二」くのままて加1ナる方式は最近紡

　　　積「業にも採川さオ｜織イ1〕の処卯f川

r9‘1’なごに盛んに使用さ才るよっになった

　この阻動運転には各区1ナ機械に1白流厄動

機を使用L，庖動発｝頓幾を設けてワートし

オナート制御によるセク！Hづ；しトフイマ

か最も優れている　、」細は本丈記事参照の

こと
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　衣食住は人間の生活｝こ不可欠であると同時に，

文化を希求する人間の本性は，　つねに“より

良いも・・）を，　より豊富に”　と追及してやまな

い．

　1770　1f’ン　ン　ヵ　シ　ャ＿」）一　＿・11　f1　ノ、＿　グ　iJ＿一〆

Zによって発明されたジュニー機によって，手

工業から機械工業に転換された紡績業は，やが

て蒸汽機関の発明を取入れ，さらに電動力の利

用となり，今Uの目覚しい発達を遂げた．また

電気［：i業は，他のあらゆる∫業部門におけると

同様、動力としては’1，ちうん、さらに近時計測

ならびに自動化において著るしい寄与を為しつ

つある．

　安い労働力に頼って世界市場に君臨していた

わが国の過去の紡績惣L，戦争の結果一変した

社会炉情のドで、一一時は再起不能に陥るノ）では

ないかと懸念されたが、経営者の叡智と勇気，

勤労者の良識と勤勉　両・・相ま’，て，着々と堅

実なる復興を見、国民の衣生活は改善され，ま

た外貨獲得の花形として活躍のことは　敬服と

感謝の念に堪えない．

　さて，現在における繊維1：業界の課題は，設

備の合理化によって，人件費の低減による生産

コストの引Fげと，品質の向上による質的競争

に勝たんとする努力に傾注されている、

　わが国において，進歩的な企業家によって行

われた最近の工場設備のあるt7、のは、品質にお

いてtlッまた生産能率においても欧米一・流業者に

匹敵するに至っている．しかL，全般的に見れ

ば，残念ながら未だ今後改善さるべき幾多の問

題を有すると思う．

　当社は電機製造者として，永年にわたり繊維

工業用電機品の進歩改善に努力して参ったので

あるが，さらに最近における諸外国の新傾向に

対してもつねに調査研究を怠らず，たとえば

し一ンジドフ1ブ連続漂白装置，自動制御の繊

維［業への導入！穿，　着々成当↓を収めつつめる。

ここに紡績特集号を刊行してその一・端を紹介す

る；欠第でちる．

　しこうじて，繊維．1：業は高度の総合技術の精

華であるに鑑み、われわれは繊維工業、機械工

業等　各界関係者の示唆とご指導をお願いして，

今後一層の研究努力を致し，tl、って斯界の進展

に寄与したい，

A

2（348）
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The　Latest　Application　of　Electricity

to　Textile　Industry

A Taira　MUNEMURA

（leacl　OmCe

　　Nla：’g，　Pl“duction・f　e．xCelk｝riいmif・川l　goods　witll　hig’h　t　J）eいd；und　t’c・ductioii・f　C・・sts

i11　c（msequcnce　is　the　aim　m《｝dc，ti’n　miinuf；icturilig　iiidustriet，every　（ml、e1「1）1’ize　l1“yi　11　．C　to

walk　along　this　course．　In　general　high　speerl　contilluりus　working　system　is　brought

int〈）（．）peration　to　this　end，　for　which　automatic　c（mtrol三m〔l　precision　measuremellt　are

reqし1ired，　so　is　the　case　with　teNtile　industry、　Vari〈）us　new　electrical　21pPal’三lttlS　is　lloXV

widely　aPPlied　t（）tllis　industry　to　c｛）pe　with　tlle　developn】ent　of　the　f三lctory　arl’ange・

mellt，　brief　explanatioiユof　the　trend　being　givell　here｛n．

掲けてあるものについては．詳細はそ」，iをご覧願いたい．

o■一一、

”b’”

1，まえがき

　紡績【：業已、近代ll装の中では最1’b永い歴史を｛1’する

1二業であるにもかかわらず，電気応川に関Lてはおくれ

ている感があった．まず照明用に電燈が1日いられ，また

動乃用としてづC車や蒸気機関に代って，電動機が使用さ

れたのが最初で．これは非常に占いことである．つぎに

は単独・追転の自1益が認めら力て，大部分の機械が変更さ

feた．［かし電動機とL．ては、ノ＼部分力・r形誘導電動機

が使川さ’ii，機械の要求する特判1に専ら機械的1．：　kに｛衣

rf：して最近に至り，電文C　Lk－1係の技術掬支惰眠を貧ってい

たかの感がある．このために紡織機械においてlt，機械

的Il　」〈・it高度に進メレでいるのであるが，　’｝jまた複雛過

ぎて機構的にはすでに限界に近い感もある．最近に至り

　・般仁遊における要求と傾向は紡糸し｛川：業にgt、および，均

　・優秀な製lll11を単f、「t：の設備・人員・｝1与問当り多靖に生i；1，1

する、fこ．めにば，設備の画期的な改変を必要とする］1うに

なり，こ力を解決するのに，電気的りi去が刊川されるよう

になったLかくLて最近紡績L茱i「こも，種々の新Lい電

気設1杭が使川されるに至った．本巾において仕そのあら

まLを紹介したいと思う，なおこのなかで別章に題目を

＊営業部電機技術部長

2．誘導電動機の応用

　誘導電動機が繊維11’itilljの電動機とLて1・E’　，［　ljされてい

る歴史はすでに・kく，したが’，て最近になって急速な飛

躍的進歩はないが，今II4，なお電動JJのメ＼部分をsLiめて

いる位置に変りはない．それで順序としてその最近の状

況を’瞥してみ仁う．

　ア．電動機に関する最近の進歩

　｛幾械の単独1重転がト，イどんになってから，使用，U動機の」〈

部1ナが小型力．・形IE動機で、僅かに特殊用途に対Lて巻

線↓把E動機が使川されていることは従＞kl　1・ij様である．

長時間にわたり連続趣転されるので，高能率を最市：点と

しているが．：の点に関Lては紡統IE業が400Vまた

は5t〕JV級の電圧を何川Lていることは誠に賢明であ

る．最近ホリヒニー一・い1・’しマー・し線あるい川こtil二類す

る絶縁電線の使lijにk’って，能率は1、2、％向iiLてい

る．また耐高川ワ・一一スの使川によ．、て，絶縁物の存命は

嵩しく延びている．機械的構造部においては，特殊のグ

リースを使川Lた密封同i｝1ヒ受は，氾動機の存命叩グ11一

ス補給の必要なしと称されている．保護型式は乾燥ivii｝lfi｝

c　349．　）3



のみ存在するところでは，綿屑が自由に内部を通過し，

また掃除に便利な開放型が使用され，湿気をもった綿屑

の存在するところでは，太目の保護金網張を用い，冷却風

速をとくに遅くする方法も用いられ，特殊の場合あるい

は小容量の場合には全閉型も使用される．また酸アル

カリなどの存在する工場には，特殊の耐蝕電動機が使用

されている．織機の如き特殊用途に対しては，その織機

に最も適した特性の設計とし，フライホイールを付加す

ることにより，消費電力の節減を計るなど工夫されてい

る．ポット式精紡機の研究につれ，その単独運転電動機

も製作されている．

　4．制御装置に関する最近の進歩

　大部分の電動機が小型の400Vまたは500Vのカゴ

形電動機であるために，大部分は電磁直入起動器が使用

される．保護装置としては，新型の熱動過負荷継電器・

や，ノーヒューズ遮断器の如きものが使用される．最近

の新しい問題は，電動機のトルクを加減して，起動加速

や制動停止をそれぞれの用途に適したようにすることで

ある．糸切れや不良製品防止のヒから，急激な起動加速

を避けたい場合には，起動トルクの小さい電動機を使用

するか，あるいは，また直列抵抗器を用いて緩起動を行

うが，極めて特殊な場合は巻線型電動機を使用すること

もある．緩起動装置としては常VC－一一定の緩起動だけで差

支えない場合には，継電器を用いて直列抵抗を自動短絡

するが，緩起動を制御の必要ある場合は，たとえばイン

チング時のみ直列抵抗が挿入されるとか，あるいは起動

釦を押した時間中は直列抵抗が挿人され，r一を放せば直

列抵抗が短絡されて急速に加速するようなノ∫法が使用さ

れることもある．機械の運転を急速に停止したい場合に

は制動が必要で，種々の方法があるが，最も簡便で確実

安全な方法として，セレン整流器などを用いた直流励磁

電気制動法が使用される．自動制御が使用されるにつれ

複雑な制御装置も必要であるが，多くは標準品の組合せ

である．制御装置を1箇所に集めて，集合キャビネット

に納めたコントロールセンタの採川も，今後増加の傾向

にある．

3，直流電動機の応用

　近代製造工業の一般的傾向であるところの，高速度多

量生産を目的とする連続作業方式は，紡績工業にも採用

されるようになった．これは機械を工程1順に従続的に配

列して，材料を長尺のまま連続的に流して加二tする方法

である．このためには，各機械の速度を同時にも，ある

いはまた各箇にも，速度加減のできる直流電動機による

セクショナルドライブが最適である．’また糸あるいは布

を巻取機で巻取る場合に，巻取張力を’一定に保持するに

も，直流電動機を用いて電動的に自動調整すれば簡単で

ある．その他種々の自動制御にも，広範囲に細密な速度

調整のできる直流電動機が最も適している．かくしてい

まや紡績工場にも，多数の直流電動機が使用されるよう

4（350）

になった．

　ア．織布の加工仕上機（Range　Drive）

　織布の加工仕上に必要な，毛焼・精練・漂白・洗浄・

絞り・艶出し・糊付・乾燥・幅出し・染色・捺染，など

の諸作業を連続的に行う設備として，次のようなものが

できている．

　（1）　連続毛焼処理機

　（2）連続精練漂白機

　（3）連続糊付乾燥機

　（4）連続染色機

　（5）　連続捺染機

　各区分機械は直流電動機で区分運転されるので，電動

機の数は数台からト数台となり，電動発電機を設けて，

レオナード制御によりすべての電動機は同時に速度制御

され，また各電動機は，手動界磁調整器あるいはダンサ

ー一・1・一ル界磁調整器によって，手動操作であるいは自動

的に速度調整が行われて，必要な正しい関係速度が保た

れる．この方法によって，作業速度は毎分400m近い

ものもある．

　イ．糊付機（Slasher　Drive）

　前項の織布加工仕ヒ機と同様に，数台の直流電動機を

用いて，レオナード制御により区分運転されるものが多

くなった．この場合には，巻取電動機に回転増幅機ある

いは磁気増幅器などを用いて，巻取張力は電気的方法で

自動的va・一定に保持される．このような方法によつて，

1乍業速度は毎分100m以上にも達するようになった．

また水分計と組合せて，作業速度を調整し，製品の含水

分率を一一定にするようなILi動制御を行なっているもの8）

ある．

　ウ，整経機

　巻取の際に巻取張ノ」を’定に保持する必要のあること

は，前項糊付機の場合と1司様であるが，この場合には一

般に電動機は1台だけで，容量も小さく，相互関係速度

を調整する必要はないので，サイラトロンあるいはイグ

ナイト1」ン管のような，簡便な整流器による直流電源を

使用する場合が多い．

4・電子工学応用

　電子工学的応用も繊維工業ではおくれていたのである

が，最近他の二業で経験済みのものが盛んに活用される

ようになった．主なるものをあげると次のようなもので

ある．

　ア．電子管継電器

　織機・整経機・糊付機などで糸切れの場合や，精紡t

程中の切断の場合などに，機械を自動停止させるのに用

：：撫響‡誌難鷲二灘違
器に比べ，低い電圧の電源を使用しても確実に敏速に動

作するのが特長である．
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　イ・電子管自動速度調整器

　人造絹糸などビス：・一スから繊維を製造する際には，

繊維の太さを正確に不同少なくするためには，その抽出

ポンプ・送出ロール・巻取機などの速度を正しく一定に

保持することが必要である．最近のものでは，これら

に小型同期電動機を用いて単独運転し，その電源用の可

変周波数電動発電機に電子管式自動速度調整器を使用す

れば，±αユWの範囲にIE確に保持できるといわれて
いる．

　ウ．水分計

　貯蔵材料や製品の含水分率をサンプルにより測定する

ものと，糸や布の糊付乾燥の際に使用して連結的に測定

し，さらにその含水分率を一・定にするための自動制御に

使用するものとがある．現在使用されているものは大別

して，電気抵抗の測定によるものと，誘電率の測定によ

るものである．検出量を真空管や放電管により増幅し

て，計器または継電器を動作させるものである、

　エ．糸籏判別機

　糸の太さを測定してその不同を判別するもので，空気

マイクVメータの如きものを用いて太さを測定し，貞空

管の組合せにより増幅し，計器または記録計を動作させ

るなどその他各種のものがある．

　オ．メタルデテクタ

　綿などに混入したあるいは織布などに付着した金属を

検出して，取除くために使用される．発信部と受信部と

から成り，発信部に同じ強さで極性反対の2組のコイル

があり，金属片が存在すればその平衡が破れて，受信部

の検出コイルに電流を発生するから，これを増幅してブ

ラウン管上に表わし，あるいは信号燈で表示するように

なっている．

　カ．静電空気清浄器

　コットレル式清浄器はすでに古いものであるが，紡績

工場などに使用するには適当でない．最近プレシピトロ

ンの如く整流管による，13，㎜V位の電圧を用いた危険

でも有害でもなく，0．1ミクロン程度の塵埃まで収塵で

き，効率90％程度のものができて使用され，L紡績工場

の製品の向上，不良品の減少に役立っている．

　キ．静電処理装置

　繊維工業においては，その作業工程中に静電気が発生

して，危険でもありまた作業の妨害となって困るので，

これを除去するために，前項空気清浄装置用と同様原理

のものが使用されている．また繊維材料に高圧静電気を

かけることによって，強度を増加することも研究されて

いる．

　ク．電気パイル織

　模造毛皮は紙または布に短繊維を糊で植付けたもので

あるが，これが製造にはコンベヤで長尺の紙または布を

送出しながら糊を塗布し，高圧交流の電場で短繊維の上

を通過させると，繊維が糊面に垂直に衝突を繰返して接

着し，次に乾繰工程を経て製品となる新しい高速度製造

　繊維工業における最近の電気応用・宗村

法が考案された．

　ケ．ラジオヒータ

　貞空管を用いた発信装置によって発生される5～15

Mc程度の，高周波による誘電加熱法は，タイヤコード

などの撚止めや，レーヨンケーキなどの乾燥に使用され

ている．

　コ．紫外線ランプ

　可視光線はほとんど発せず，・1三として3，㎜～4，000A

の近紫外線を発生するもので，染色品・生糸・繭など，

紫外線により螢光を発するM料や製hhの検査などに用い

られる．

　サ．殺菌燈

　材料や製品の貯蔵室などで適当に使用すれげカビの発

生を防ぐのに有効である．

　シ．螢光燈および水銀燈

　工場照明川としては螢光燈が一般的に使用されるよう

になり，無窓工場なども増加しつつある．また起重機な

どのある天井の高い工場tcは，水銀燈や螢光水銀燈が使

用されるようになった．

　ス．水銀整流器

　最近の水銀整流器は，一般工場用としてもはや不安の

ないものとなったので，能率が高く価格も安いなどの点

から，直流電源用として使用される場合が多くなった．

どくに小容量直流電動機の電源用として，たとえばP一

トトP一ルの如く，サイラトロンやイグナイトロン管

と，変圧器とを小型キャビネットに納めて，交流電源と

直流負荷に接続するだけで，据付取扱も簡便なものがで

きている．ただし容量も相当大きくて，長時間低電圧運

転を要するものや，電気制動を必要とする場合には充分

検討を要する．一般用あるいはレーヨンポットモートル

の電源用周波数変換装置としての用途も，今後増加する

であろう．これは回転機と比較して，一般用の場合の特

長のほかtc，酸などに対して耐食性の強いことも特長で

ある．

5．電熱および化学的応用

　電熱は蒸気などに比ぺて，自動調節の容易なこと，小

容量の場合ボイラなどの発生装置を必要とせず簡便なこ

となどが特長である．最近はアルミカヒータの如き耐久

九耐食性の強いものもできてきた．従来は調節のため

には，変圧器のタップ切換や，電流の接断によるものが

多かったが，最近は直流励磁リアクトルを使用すること

などによって，調節が精密容易になった．

　ア．気温および水温の調節

　自動温度調整器と組合せて，室温や水槽の温度を調節

することは一般に広く使用されているところである．

　イ．カレンダーロール

　布用カレンダー一　P一ルの加熱κ二は，蒸気を使用してい

るものが多いが，前記のような電気加熱の利点から，最

近電気加熱によるものも増加してきた．
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　ウ．ビニール繊維の熱処理

　ビニール繊維を，その溶融点近くに加熱して緊張処理

することは，品質改善上必要なことであるが，このため

に自動調整器付電熱装置が使用されている．

　エ．絹布精練

　絹布の精練は，石鹸・珪酸ソーダ，などの溶液内で撹

押作業を繰返し，セリシンを除去するものであるが，従

来の普通の方法によれば非常に長い時間を必要とした．

最近はこの液に交流を通じて促進することによって，作

業時間が著しく短縮され，浸透性などにおいては，普通

の｝j法の場合よi’」も遥かに良い結果が得られる．

6、清掃設備的応用

　紡績工場における風綿その他の塵埃処理は非常に厄介

な問題で，これまで放置されていた感があったが，最近

紡績工場ではこの問題に非常に力を人れ，種々の新設備

ができてきた．

　ア．静電空気清浄装置

　前記4のオ項参照のこと．

　イ．ニューマフィール

　最近の新式紡績工場は，大抵これを設備するようにな

ったので，作業能率と製品の品質は著しく向上したとい

われている．これは精紡機の各錘W・・一ルの近くに，吸込

管から小穴がのぞいているので，糸切れの場合には，糸

は直ちに吸込まれて，ロールに巻付くことがないので，

その処置が極めて簡単である．このための電機品として

は，吸引用ブP　17を回わす1HP程度の高速度電動機が必

要である．

　ウ．移動ファン

　精紡機の上を移動するファンによって，精紡機のロー

ル付近を吹かして，風綿および塵埃を吹払い，精紡糸の

均一性を得，また精紡機の清掃を助けることができるの

で，新式の工場では，多くこれを設備する傾向にある．

電機品としてはたとえば，両側斜方向と上方（移動用兼

用）を吹かすファン3箇を有するもので，移動速度毎分

25m位の場合，精紡機4枠から6枠毎rc　1組が設備

される．

　エ．樺帯ブPワおよび真空掃除器

　精紡機および床面などの清掃用に，携帯プロワ・真空

掃除器，なども使用されている．

　オ．風綿電動機

　精紡機に付着した風綿の除去は，従来は人が棒を持っ

て巻取っていたが，最近は携帯用電動棒を用いるように

なり，所要時間は5分の1程度に短縮されている．

7，自動制御

6（352）

　均一な優秀製品を高速度で多量生産するために，近代

の生産工業には，自動制御の使用が一般にますます盛ん

になりつつある．最近たとえばロートトロールの如き回

転増幅機・磁気増幅器・電子管装置などができたため

に，自動制御の発達は著しく促進された．繊維工業にお

いて，電気的自動制御として使用されているものは次の

如きものであろう．

　ア．機械の自動停止

　前記4のア項参照のこと．

　イ．織機シャットルの自動交換

　自動織機でシャットル木管の巻糸が無くなった場合

に，自動的に交換するのには，従来はもっぱら機械的方

法が使用されたが，最近は，フイラーバecより検出し，電

磁石によって操作する電気的方法が使用さtlつつある．

　ウ．水分計による自動制御

　前記4のウ項参照のこと．

　工．温度の自動制御

　電熱による温度の自動制御については，5項において

述べたが，蒸気を使用する場合にも，電磁弁あるいは電

動弁を使用して蒸気の量を電気的に制御している．

　オ．糊の自動制御

　糊の濃度を計測して自動制御する方法や，糊槽の景を

自動制御する方法も，次第に採用されつつある．

　カ．巻取張力の自動制御

　前記3のイおよびウ項参照のこと．

　キ．加工工程の自動制御

　熱処理・染色などで，予定の処理を予定の時間に進め

ることが必要な場合には，自動制御器を用いれば，作業

は簡単でしかも確実である．　　　　．

　ク．自動扉

　室内の空気調節を行っている工場の扉は，人あるいは

運搬車などの通過に当り，自動開閉をするのが好都合で

あるから，電気的に制御される空気扉，または電動扉を

使用して自動的操作が行われる．

8，むすび

　以上で繊維工業における最近の電気応用について概略

を述べた．電気応用に関しては，他の工業に比べておく

れている感があった繊維工業も，連続作業方式や自動制

御の採用によって，その作業速度は2倍から3倍に増進

した．また清掃的設備などによって，その品質も改善さ

れた．かくて近代製造工業の題目であるところの，均一

な優秀製品を高速度で多量に生産する目標に進みつつあ

るが，これをもって満足すべきでなく関係技術者は一・段

と努力を要する．最後に関係諸会社から発表制限のご希

望もあって，充分尽せなかった点はこ諒恕願いたい．
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名11ゴ屋製作戸斤

緒　方　今　朝　雄

Induction　Motor　for　Textile　Machines

Kesao（．）GATA

Nagoya　Works

A
　　　It　has　been　thirty　years　s｛nce　our　colllparly　started　to　build　electrical　apl〕aratus

fi’n－texti｜e　industl・y．　In　the　meantime　painstaking　efforts　have　been　made　by　us　in　the

desigll　of亡hem　to　keep　Pace　with　the　improvement　and　progress　of　textile　machinery．

ln　this　article　is　given　a　brief　explanation　‘）f　representative　cr）ttoll　spillnirlg　processes

and　also　of　various　inducdon　motors　built　with　due　regards　to　the　above　processes，　a

starwdard　and　co1〕vellti（Dnal　dimensions　of　textile　motors，　special　mot〔）rs　f（｝1’　Pneumafi1，

10c⊃m　mot《〕rs　with　flywheels　and，1・11　example　of　power　rlleasul・ement　in　the　pl’ogress　of

C（）ttOll　SPInnm9．

へ

Lまえがき
　わが国に．むUる’1・Zi元績L場は　1867　←1・鹿リ己島に島汁し公に

よ、．三建設さカた鹿児島1：場か］，っとメ、整頓Lた最初の

∫の：ちるL：いわi　iフ1・．その後紡績1：業σ）発達は実にH

’亘［　1，　Ilくに細紡績1．｝1’j｛系．でぱあ↓ノゆる薗iにおいてiH：界

’k準｝．こkで達i，　lli：界に雄飛「ていたが，　イいドに｛．．て戦

争の犠牲1二た．」，：施1没の人部を喪り口，技術もまた低ド

tt’、ざる田財よか一、た．

　itiSl後’1く川国’家とL．て円・建Lよ㌦と．lj一るわが国にと・．、

て，　ft）iび紡績一E業のわが［IJtb｝igl：．業にL．める役1判は極めて人

きいものがあり，　・時荒廃した施設もノこ半は復1日し，さ

らに今後の復元が期待されている．　また技術印iにおいて

も改善進歩は’実に屠L．いものがあそ，．

　紡績1：場にゴ，ける運1｝娠与式は，　集卜ti運転から現在はほ

とんとすべてが由：用屯動機による単独運転になっている．

諸機械の単独運ieg．Uヒは，　さらに製1｜lrllの「号11ε，〔i・’・］L，ノヒ「肇II；：

の増1川，と生産費低減のために，運転の合理化と安全性

および動り消費の節減を計るために動力用電動機として

その設置場所，機械に二ふさわしいト型式，特性のものの研

lfピと製1乍力司寅く「要i㌣｛lt・Fノメ1“（いる．

　当社はすでに30年に近く紡織機旧電動機の．製作に従

事し，現在も紡織Il場における作業機械の運転の能率化

＊士支砕1部

．L合凹fヒのためにイ、断（ハ研．”“L’と改」1ミにノ＼きな努ノ」をまム　・

ている．なお将．来メ，こわらの問題については，紡績会社

ならびに紡寄哉機．b皮製造会引：の各・位と連糸各を1密にし．　iilに研

だ補足して，、Lり能率的な坪想の境地を極めたいと念願

する．t，σ）である．1り、卜’ 本姐こおいて，紡織機用誘導電動

機として要求せら；i1る｝刊式と特性，これらに適㍍する当

社誘導電動機について述べ，諸賢のこ’批判を仰ぎたいと

思う．

2，紡織工程について

　「li糸やノ＼絹のように長いせん紺を集め1本に合わ．せて’

撚りをかけて糸を造ることを製糸といい，綿花や了こ．毛の

ように比較的短し・せん維を大体並行1こ並べて撚り合わせ

て糸を造ることを紡績という．品物の．良否は別として，

長いせ一ん維の特性力s製造技術を簡単にLてくれるので，

製糸より紡紀｛の万が技f，iLij的に罰皇しいといわれる．

　紡織ピ程についてはすでに多くの紹介がなされている

ので周知のことであると思うが，

工程について簡単に述べる．

　ア．　開綿，混綿工程

　原綿は【抑く圧縮L、て梱包され，

てくるから，

柔かにほぐすとともに，

・応代表的な綿紡織の

川界各地から輸送され

この綿のかたまりを打ったり叩いたりして

　　　　　　1互力や遠心力や風力などを利用
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　　　　　　　1図　開綿，混綿、才」’綿機

　　Fig．1，　HoPPer　baie　hreaker．　crighton・pemer・

　　　　　　　　nnd　scutChei・elC．

して，綿の中に含まれた綿花の種や雀やヒ砂なと．の不純

物を取り除く操作をする．これが開綿1二程である．また

この際品質，等級などの「1的に応じて各種の原綿を混合

する場合がある．これが混綿で，この場合には開綿と1・ij

時に臼：われる．

　この11程でIlii　l｜1されるi：な機械には

　　HoPper　Bale　Braker　〔トツ・・lll・」俵機）

　　HOpper　Opeller　｛・i・tttJ’・一il－一　ノ・1．）

　　PorCupine　Opener　（「1極、封・λ・一　・．▲つ

　　Crighton　Opener（1ノノfトンづ・一ノ1）

　　llOPper　Feedel’一・ノパ給耐矧

　　Latticc　Feeder〔ノfく給綿機）

がある．

　これらの機械は，綿のかたまりを解きほく［r，各柿

の原綿を混合L，機内に遊離した11甚芥を排風機に4、っ’C

外部に排川する．（1図参！IK　’，

　イ．打綿工程
　開綿によって　・応柔かににぐさ，ll，イ・純物をll’tり除か

kた綿σ）かたまりを，り1続いて一層工1く解きほぐ［，不

純物も充分に取り除いて，厚さにむらのないちLうL蒲

団綿を長くつらねたような形のもの｝こするのがこのll程

の目的で．ある．

　このll程で使用さ力る機械は

　　Exhaust　Opener　（荒」It幾）

　　Scutcher　〈仕上］丁機）

である．

　荒打’機ぱ綿せん維中の不純物やく」せん維を取り除い

て，良質のせん紺をll一フの作用で1くい蒲団綿状にし，

ビータで打ちながら浄綿作用を白：う．

　仕ヒ打機もノミ体同様の1乍業をするもので，荒打ででき

た蒲団綿を数枚合せてけ一llする．

　前節で述べた開綿，混綿とこの打綿11程とは一貫した

流れ作業となるよ」）に機械が配置される．（1図参照）

　ウ．杭綿工程
　相’綿工程でできた蒲団綿を構成するせん維は，まだ全

く無秩序に寄せtk・めらilているにすぎないので，これを
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2図　硫　綿　機
Fig．2．　c川’rhn9ピ｜vgine、

3図練　篠　機
Fig．3．　DT’awing　fram《．・．

1　　］9　十一．）　分轟‖・1　　　〔liij　ノノfl’TJ｛こ　・i｜三一・ミ，　　し　、　h　，　L’）｝　る　．く　　ノ　　f　’、　i　L　．オ．

るのかこの1’1程一．’ちえ、t

　そのためにはCarding　Engine嘱［綿機）によt、て多

くの針を植えた　1つの円とうの間に前の蒲1寸’1綿を通L

て，乱わた髪を櫛けずるようにして行われる．

　なむ高級糸質に対しては硫綿のつぎに

　　　Sliver　Lap　Machille

　　Ribbon　Lap　Machille

　　　Comber

を使用して討」硫制が行わλ1る．〔2図夕照1

　エ．練篠工程
　硫綿機あるいばコー∵から出たス／fハが太さに不同

がなく，せん維v、・様に並んでいれば，これを細く引伸し

て撚りをかけ引は糸になるのであるか，実際にはそのと

きのスノイハは人さにもイ・同力こあり，せん締もま’．すぐ

でなくちぢれている．そオ！故に数本のスライハをrEね合

せて引伸して，／〈さを一一様にするとともにせん維をま’、

すぐになるよ‘；）に引張る操作力口fわれる．これを練篠工

程といい，使用される機械をDrawing（練篠機）という．

（3図参照）

　オ．粗紡工程
　練篠L程から出たス．ノイハを数本合せてさらに引伸

し，；（　lkHくして軽い撚りをかけ，精紡1二程に送るまで

一三菱電機・Vr）L　28　No．8－　1954

一L．

A

、　A

’

念

A



””

A

へ

A

の操作が粗紡1二程である．こ力には

　　S　lubbing　Frame（始紡機）

　　Intermediate　Frame　（問紡機）

　　Roving　Frame（練紡機）

なとの機械が使川される．また始紡機と間紡機を1台に

組合せて，　高度の索llhを∫」：えるものに　Simplex　Fly

Frameがある．いずれも索伸1・一・しと．ノソfヤとボビ

ンを有し，引伸Lと撚りかけとを1い〕．（4図Aおよび

4図B参照戊

　力．精紡工程
　粗紡L程から送らhLてきた糸に，さらに適当な索伸と

4図A始　紡　機
Fig．4A．　SlubbiIlg　frξ1me．

　4図B川　紡　機
Fig．4B．　Intermediate　frame．

　　　　　　5図　11，’ツ精紡機
　　　　　　Fig、5．　RiTi、gs　Spimling　frame，

紡織機用誘導電動機・も呂ノノ

撚りをかけて所要のjNさの糸にfl：1：げ，木管に巻取る紡

績最後の1：程である．

　精紡機にはいろいろの種類があるが，綿紡績にはRing

Spinning　Frame（リング精紡機）がメ，　v－，とも普通に使

用される・1台の木管の数は普通400錘である．この錘

数が紡績の設備容量を表示する単位として使用される．

この他にホット精紡機があろが将来は別として現在はま

だ・般に使川されるまでには至’．ていない．（5図参照）

　キ．仕上工程
　精紡1：程で所要の人さに仕llげられた糸はその目的に

Lilじて，造直したり，撚り合したりする．

　6図A　整　　経　　｛幾
Fig．6A．　XVarpingr　niachine．

6図1う糊　付’　機
Fig．6　B．　　Slzing　m乏ichine．

　　6図c　目　動織機
F19、6C．　AutOmutiC　P《ハWr　l，，（，川．

1：ハ55）9
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　チーズに巻直す場合には

　　Quick　Traverse　Winder倦糸陶

にかけられる．

　撚糸として使用する場合には

　　Quick　Traverse　Double　Winder（合糸機）

　　Ring　Doubler（rJング撚糸機）

なビの機械がiWliさinる．

　さらに糸束にするものは

　　Reeling　Machine（　－7ノセ機｝

にかける．

　ク．織布工程
　織｛li　Il程に｛．t人りll　Lて準備i：程，製織一fi　1程，」b］：び日．

Ll二程がある．（6図A，6図B，6図C参照）

　q）準備．〔程

　準備ll程とは紡績された各種の糸を織機にかけるため

の準備をするll程で，これにはつぎの機械を使川すろ．

　　Warping　Machine（整経陶

　　S　izing　Machine（糊付機｝

　（2）製織工程

　以ヒの準備．1：程をへて製織1：和になる．絨｝幾はAuto・

matic　Power　Loem　qll動織機）が多く川いV，；ilる．

　（3）　fl：卜　1’1i・㌧1

11椙の進行貢「u

一

　　　　　

／べ、／　　恒＼
L．L－．‘－

“ s．二＝＝：二＿7s

　　　　　　　　　　ロ　　…ぜ製＝：二：一．ニユー一．

　　　　“’、．

　　　　　；＼

　　　　．でざ1ご1ミ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’ii’㌧’．ド
　　　’，い　・’；．．T

　　　　　　　　　＼

＿　　き口ごilFl・．：∵！：s：41三≡・石．

　仕一止．仁程は織物の種類や質によって賢るが，綿織物で

は

　　Inspectiiユg　Table（検査台）

　　Dryer（乾燥機）

　　Folding　］Vlachine　（拝「畳機）

　　Stamping　Machine（スtxンドンt〆）

　　Baling　Press　（荷造F．N　’｝

などが使川されるが，場合によつてC．；、

　　Calender　↓艶II日機）

　　Cloth　Pl・eSS　｛　ソ　1’　タ　ノ　し　ス）

／よ　し三　、t，　iiじ111　さ　〆t l　7y
パ

　以Lに述べた芥1：程をしりまヒめ『て，7図Aけ紡績

1’1程を，7図Bは製織11程をボ［たものである．

3、紡織機用誘導電動機について

　紡績工菜か戦前はlllすにおよばず戦後においてもわが

L日工業のノく宗であることはいまさら喋々を要しないとこ

ろであるが，そのここに至’．、た目覚Lい発達の経路にlt，

品質の向Lと原価採fAl：の低廉を期するために，1場の整

備と経営の合理1ヒのために高能率の機械設備を採川し，

そ41らの原動機としてぱ高能率電動機を｝采IHして，能率

の増進を計るなt人きな努ノJがなさ］1てきたa）である．

　　　k

溝亘竺蟄・

a（lfT］，）．

、．1i．sSY－E

　　L．：．‘　1

⊂＝⊃”7

A

A

．・

原　濡 不ノパ喉臆已 ．言　ご　言 rl川！品綿柱韓㌣．一ブナ クTi　1’七二†一フナ． 荒、手’丁　伎

P料の進行言向

一
飢鮎二舗畠

［⊃
ブ

濃s’

　　　　　　　　ヒミもて

＿
　　　k　．

〔．．H＿！rf！！J　yi　i／

’〈

へ

一

／㌍
〔⊃

／

　　　　　　　　　　　　　　　一
　而．日ヰ　　　　　　　紳碑　桟　　　蛤恒硫

　　　7　図　A．　　　紡　　績　　　1：　　程　　図

Fig　7A．　P［・〈パ（・ssc・　1’and｜11achil1Cry　hい｜Cl，“りlhりinnin9｜11ill・

／

1

［Cl［0

’All

．■．■，n

lt上；lk rbl締は 日ンプ惰市桟

1）1．．　t：　．t．．u
　　Le．
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作業機械の運転方式が現在ではほとんどすべて集団運転

から単独運転に切換えられていることも合理化の一一つと

　いえよう．単独運転が是か，集団運転が非かというよう

な問題は，もはや論議の時代ではない．

　　単独運転にはどんな電動機が使用されるか，それには

設備場所と機械の特性に合致した型式，特性の電動機を

使用することが大切である．以下このことについて述べ

てみたい．

　紡績機用電動機全般としてとくに考慮しなければなら

ぬ点は

機一
難度

　　　電酬性1㌶性

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　温度上昇

　　　　　　　　　耐湿性
などである．

　ア．機械的構造について

　機械的構造についてとくに考慮すぺき点について述べ

れば

　（1）防塵構造

　紡織作業では各工程とも非常に綿ほこりが多いから，

全閉型または全閉外扇型にして，綿屑が内部に侵人しな

いようにするか，あるいは開放型で通風窓を充分大きく

とり，線輪端も布で包んだりして表面を滑らかに処理し，

綿屑が内部に侵入しても容易に掃除できる構造にするこ

とが必要である．

　（2）機械的強度

　とくに問題になるのは直接起動のカード電動機であ

る．大きな起動，加速トルクを必要とし，起動時間も約

1分近くかかるので，軸および軸受はこの要求に充分耐

え得るものでなければならない．最近ギヤードライブで

フリクションクラッチによる起動方式のものがあるが，

これによれば機械的強度も直接起動式のもの程問題にな

らない．

　（3）外形寸法

　電動機は床上に取付けるもの，機械の一部，または上

部に取付けるものなどあるが，工場の床面積を有効に利

用する点から，または機械側の要求から電動機の外形寸

法を制限されるものが多い．この要求を満足させるため

に設計上の苦心がある．

　イ，電気的特性について

　電気的特性についてとくに考慮すぺき点について述べ

ると

　（1）トルク特性

　ヵ一ドおよびノL一ム用電動機に対しては，前者では大

きな慣性をもつシリンダの加速に，後者では速かな速度

一
ヒ昇のために，大きな起動，加速トルクが必要である．

　練篠，粗紡，および精紡用電動機に対しては，起動時

　紡織機用誘導電動機・緒方

に急激な速度上昇をさせると，スライバは甚だ弱いもの

で切断し易い．それ故電動機の起動トルクも適当に低く

選定しなければならない．

　（2）効率

　紡績工業における原価低減の大きな条件の一つは電力

消費の合理化である．それ故に電力費の節減を計るため

に紡織機用電動機には高能率，高力率が要求される．な

かでもカード，リング，およびルーム用電動機は使用台

数も多く，したがって電力消費量も大きいのでとくに高

能率が必要である．

　（3）温度上昇

　温度上昇はできるだけ低いことが望ましい．絶縁物の

寿命と温度とは密接な関係があり，温度が低いことは絶

縁物の寿命を長くし，ひいては電動機の寿命を長くする．

今一つの理由は紡織作業では室温と湿度の調整が行われ

るので，電動機の温度が高いと放散する熱が大きくなっ

て室温の調整が困難になb，湿度とも関連して糸切れの

原因となるからである．

　（4）耐湿性

　精紡および織布工場，とくに織布工場では湿度が高い．

また糊付工程ではかなりの湿気を発散するので，これら

の工場で使用される電動機は防湿上の処理を充分施され

ねばならない．

　紡織機用電動機について全般的に考慮しなければなら

ぬ点は以上のとおりであるが，ほかに各機種についての

問題点は多種多様である．以下各綿紡織機に用いられる

電動機について簡単に述べてみたい．

　a．開綿，混綿および打綿機用電動機

　この工程では綿ほこりが甚しいので防塵構造にしなけ

ればならない．普通全閉外扇型が使用される．運転中の

負荷は一般に軽いが，綿のかたまりなどのため瞬間的に

過負荷になることがあるので，容量に若干余裕のある電

動機が選ばれる．また起動および停動トルクは普通程度

でよく，温度上昇の低い，高能率，高力率であることが

必要である・したがって電動機はMK型全閉外扇型3～

5HP　4極または6極が使用される．

　　la当社麟≡クライトンオープナ用電動機一覧表

　　　　　　型式MK型　全閉外扇型竪型

　　　　　　　　定速度用枠番号

kW一辱卿一　　8　　－1－　一一io　－　一一12－＝L

　　2　　　　　　　320＝F3　　－　　　　330－F3　　　　　　340＿F3

　　3　　　1＿　32（トF召一二　　　　340－F3　　　「　　460－F4

　　4　　　　‘＿＿｛｝31Q：：≡　　－　　450－F4　　　　1　　　460　Fξ「一一1

　　5　　　　　　　　450－－F4　　　　コ3｛工一　一’　　　560L－］F5

　　7．5　　　　　460－F4　　　　　　560－F5　　　　　560－－F5

　　　　　　　二段速度用枠番号

kW鰍　・口　　∪・・一「－i…「三、4－

　；謬輩罫手i：裏霊㌃1］器≡芸2一藍薔
　一4／3　　．＿4型0－F4　　　470－－F互一‘・560－F5－　一一一S7δ＝F5一

工1曇　從塞，豊ピ爵一薔霊1嘉言器1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（357）11



8図ン・：1．・
　　一イーゴ！・；．月」，E一動機

Fig．8，　M・．・t・，rh｝r

CI－ighk．m　Ol．）t・ne｜『・

　ソ・ノイトンオーフナにばi氾型くこ1別外扇型が1・E川さlrる．

処」旧する石綿の．種類によ一ノて川相速度を変える必以があ

るのて’極数変換電動機も1・E川さオ1る．

　・1］社標準1・．・ノ”・ンオーフー1．用電動機のfl：様を1表

に，その外観を8図に示L．た．

　1），　硫綿機川電動機

　硫綿機用電動機として特性Lとく」こle‘｝」題にたるU）LL起

動時の加速ト・L　’！である，すなわら綿輸・i｛に1川通ノ．’

一

！　ト　カ・一一　ドカ：1・ξlllさti［そ，カ：，．こオlcr）t　リ　ン　タ．i’tげ〔1詮5（）ill、

［F畠　40ill　＃、あり，　1目1［Vgkオタitlり，フノ・　17U～］．8｛｝［t｜la粒t・．C・，　　一と〃）

慣性は非常に人きく，電動機軸1，00｛〕　1・　t－）mに換算［た

Gl）L’は30　kg　ml，程度で，’ド均1川速i・　・L’t　275．o｛〕ヒL

て」、起動に4〔〕秒前後かかる．［．たが．∴．：」〈きな起動，

加速トノしクが要求さh　1．るわけである．Lかも運転中の負

荷は1HP程度である・
　運転方式にはギヤー，チ．lt一ン，’1”i・ユト，お上びV

べ兀ト，ドフイゾなどがある．ギヤ…ド．ノイパ〔ヵ・一ト．

の1三軸と電動機とが接近するためカード氾動機の負荷側

肘軸受はギ．ヤーJ」一スを取付ける．k・T）になっており，歯

車は油栴中で述転するようにな一．、ている．電動機はカー

ドのサイド．フし．一ム上に取付けられるため電動機の外形

寸法は極度に制i堤され．る．

　チ．1’．　一ンまたは平べ・しトト．．ノ．仁ノでは電動機をか一ド．

の，一ノ川ンのトに納め，　laこのヒに取ト1’けて電動機ニノ≡

リとか・一ドのフーリと一段落し、で運転する．この場合の

電動機はとくに幅の狭いものが要求される．

　Vベノしトト．ノ．イ・／．一□・目極の電動機を川い，．：段に

速度を落す場合がある．伝導装置がヵ一トジリン7’．ベン

ドの内側に納まるように］醐陶．tリ’イド’L一ムにt関・1’

け，さらに取付台に軸受と　段Vべ・しト中：を設け，庵

動機の川転を・度にこのべノしト中：で約14にゴ客し，さら

にか一ト．の軸に1k．付けたVべ・しト中：により，か一一ド軸

の所要ト嘱広数として動ノjを伝達する．電．動機はllil」限さか

た場所に据付けジノれるの．．．で外形・」’法は極1芝に制限を受け

る．

　以L各運転ノ∫式において1吏用さ2’rる竃動機は，ここで

も綿ほこりがかなり．甚し．いのでりこ閉型とし，容駄はギ．ヤ
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，チt’．　ン，おkび’1’iベノしトト1ソ．イブ．の場合i、』1．5HP6

極が1：で，V・．．ミ1しトド．ソイソ’．では1．5　HP4極である．い

ずYN．も高能率，’ド均加速ト・しク275～30（）．06以ヒが要求

さ2．1る．外形｛1’法に制1；1］を受けることは前に‡）述べたと

」ぷ4）．．ごある．

　以いこ．述べた乳のftいず力も直接起動の場合である
ンうこ，　　iUl　トこ　　．ノ　！l　　s・ノ　シ　　ョ　　ン　　ク　・ノ　ッ　．チーf寸’．♀　ヨ’一　　ト．1　r／　f　・／　々工｜こカ；

ある．このり’式に仁れぱ．げ［：接起動式の場合程人きな起動

卜・し．’！を［堤せず，電動機に急激な負荷のかかることをさ

｝．．｝．，氾動機容川：4、直接起動式‘で1．．．1．5HPが1HPで充

分．である．

　c．’判：標準力一・．電動機

　’1］社標準渦糸，りIBカ・一ト．電動機に（〔MC　馳とCE咀ぴ）

2師蛸〔がある．

　MC　塑．ll－一ト電動機は’1杜1：部・U・」’法に．L：るt’）の．で，硫

綿｛幾の単独，運］垂1に適一．1．る］1うに構造，特性，　・i’法がUJ慮

されているカ・らノビー［ジ　リし．？．i．．シ　ドに｝プ、日付ける場合，

あるいにT．・一力fンのド川；に据（・i’ける場合・でも硫糸畠機に

1t．d〈都合なく’七全・占よld郵云を白：うことができる．枡［綿機・L｝．）

．□転．り’法すなオ川カート．卍動機捌1肘ノノ法にい．・て，電

動機外枠の幅の極めて狭いもの，・あるいはこリンμペン
ト． 内に，iた．P一カインの1・’に納．liEる1二・’ぽ動階即・L

u）ダ十臼f．cノ）’」、さ1－・・jゴ去σ）もo’）ノよと’カs・ある．

　CE咀カー一ト電動機…川，〈電機1：叢会制定」EM｜Ol～．｝

の協約・」’法に！：：るものである．

　なお将skltMC甲］己CE）lll！に統1〒｛．．て人IE・U　1］・

にまとめてゆく］：定である．

　以ヒい丁れ］、電気rl勺特性INllうUl業i・見格」［SC・．1206

紡織用　1相．ノノ川：多1｛膓導電動機に制定の規格ll｝’［を充1♪L川

るよう設計，製作さ力．ている・

　　ここに当社標準MC甲］，　CE型ノ」＿ド電動機o・）特長

をケ［」記すれば．

　　1．　完令な防塵構造

　　　　りこ閉型で完全な防塵構造にな一、（いる．電動機の

　　　表面も肘軸受11叉付ねじなどを沈めて滑かにL，ii｜｝除

　　に便刊にL．てある．

　　　2．　完・だな軸箱

　　　　軸受は1：軸・受をlljい，杣節の閉鎖を’ld　4ミにしてあ

　　るσ）で，川が洩引．ることなく，また綿ほこりが軸受

　　　1勺1こおと．人寸．一ることカミなレ・．

2表　当社撰準CE型Vj一ト電動機一1辻」ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　Ili］19i　ll中1医数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（毎分・｝
，胆　式　　　容　　ll｛1　　　柚　　数　　　枠　fff　［・」’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5〔｝C　ざ　　　6nC　S

CE

］｜－IP

1．511P

lkw

6

6

4

6

8

CEI516

CE］516

CEI615

cE］616

CE1913

CE1915

1　．（’1“0

1，COO

1，2（：｛．［

L2印

1．500　　　　］，S’“o

1，（，00　　　1．L）OO

750 9｛｝o
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9図　CE　カート電動機

Fig．9．　tyP・・CE　cこiτd　m・）t・r．

10図　い一山f・川
、

機

Fig．　lo．　’1’yptt　CE　cal・d

川uいrhr　yt；u・drive．

　　3．　高能率

　　　効率はktJ格値i：りfl’ljくとり，電力費の経済を計・）

　　ている．

　　4．　　［1’lj　卜　・［　ソ

　　　起動卜・しク，加速卜・しクな．レしケ特性は充フパli

　　くして，大きなカートシリンタの慣性に打ちかって

　　円滑に起動するようになっている．

などが挙げられる．

　つこに当社標準CEi9’蔓カード屯動機の・覧表を2表

に示し，9，10図にその外観を・」こす、10図はギヤートノ

1ノのものである．

　d．　繰1レ機川電動機

　紙篠L：程もかな同ilほこりが多いので，電動機ま伺】］

型が用いらtlる．特性としては，ス．ノイバはまだ撚り4、

かかっておらず，甚だ弱いので，起動時に急激な速度1：

昇をさせると切れ易いから，起動ト・しクは余り大きくな

いように設計される．また高能率，高］J率とし，なお練

篠機では負荷の変動がほとんとないからできるだけ負荷

率のよくなるように竃動機の容娃をえらぶ．

　当社標準型電動機としてはML型全閉型1HP　6極が

あり，　・般にぱ用される．

　e．　粗紡機旧電動機

　このIl程でもスライバはまだ充分な強さを持っていな

いから，Uj断を防ぐために緩起動させる必要がある．従

来の運転ノ」式にはエリコン式運転法とキヤーまたはVベ

ノしトによって直接起動するノ∫法がある．エリコン式では

ノし一ズフーりにより比較的ゆるやかな起動ができるが，

キヤーまたはVベノしトによる直接起動では起動時の種」撃

のために糸が切れたり，太さの不均一を生じたりするこ

紡織機用誘導電動機・緒ノノ

とがないように，電動機の起動ト・しクを適当に制限しな

け力はならない．

　＊Y2　EL動をさせるたrγにもっとも簡単で調整容易なノi式

1’tKussa起動法である、この方式は1相ヵ一・形誘鷺琶

動機の固定子回路のユ相に抵抗を挿入して起動し，運転

中はこの抵抗を短絡するのであって，挿入抵抗1直の調整

によって起動トノし’fの調整ができる．この場合電動機の

起動トノしク縫起動に’Z・要な値におさえておぐZ要が，V、

る．

　電動機の型式は］潮戊1；時たは4潮桝ち粛1！力消・通で，v，

乙・竃動機容恒⊥レー・Lの1ニド運動によ．，て数1－”・ソ｜．

の負荷の変動があるが，全ぺりからみ川よ問題｝一ならな

いから負荷率が良好になるよiに選ぶ．

　当社標準型電動機と1ては，MK型全閉ケ十扇型3HP6

極が｝5：通用いら11る．

　b．　精紡機用電動機

　精紡1二程は紡績1二唇㍉：最後の1二程であ・、て，川紡機の運

転ノノ法の適否は糸ノ［／の良否とりこ体の生産量｝こも㍉と￥，」〈

きな影やを勺：える．Lたかってその能率的運転というこ

㌧が常にi’nj題となる．

　Ilング精紡機はあまり急に起動すれば糸切れの原因と

なり，反対にあまり遅く起動すれば糸に瘤や節を生ずる．

この川已解決のため従来種々の起動力式がIUいられてい

る・すなわち一一般には，カ．了形誘導電動機では，一丁□1∫

ン式起動法，Kussa起動i去あるいは極数変換：迎ピの4、

のなどがあり，その他では住線型誘導正劫機，　ヨ刊交流

承流子電動機を使用Lて速度調暫をするものなどがあ

る．いずれの万法も緩起動させて起動時に生ずる不只合

を少くしようとするものである．

　リング電動機の特性については，拓紡11程で消費され

る動力費は全動力費の40～50．u。にも達するので動ノJ費

の経済をはかるため，負荷率のよい，高能率，高力率と

する必要がある．また起動卜・し’；　is起動ノノ式との組合せ

を杉慮して，もっとも適当なf直を選定Lなけit　iは1ならな

1㌔　、．

　電動機の型式Ct精紡室尋、そオ曜ではないがやはり辛吊ほ

こりがあるのでその点考慮しなければならない．　’般に

は掃除しやすいよ・5にとくに通風窓を」〈きくした開放

型，全閉外扇型，または閉鎖型などがある．

　竜動機容量は⊥OHP4極が普通である．

　9．　当社標準リング電動機

　当社の標準リンゲ混動機には，　MK　型全閉外扇型，

MK型とRA　i『｜］開放刑，およびMS型巻線型閉鎖風

道換気型などがある．

　MK型とMS型は当社標準寸法による4，ので，　RA

Ψはll本電機rl業会制定JEM－1019の協約・1一法による

ものである．

　11図はMK型全閉外均鋼のものを示すもので，完全

な防塵構造になっており，高能率，高力率に設計さ才Lて

いるので温度上昇も低い．

｛：｛5トり　｜3



　12図はRA　l『り開放∫『llのものを示す．これは掃除がし

やすいように通風窓はできるだけ人きくあけ，風受け8）

冷却ファン部分の点検や拓寸除をしやすいよう，通風効果

を妨げない程度に内径を大きくし，1た線輪端は布で包

んで表面を滑かに処理して，溜ったlf1｝綿を容易に取除く

ことができるようicしてある．なお軸箱はカートリ・ソジ

型になっているから，屯動機の組L‘t：，分解は容易で，分

解の際にも1こ軸受は軸箱［勺に保護さ如たまま軸ヒに残さ

れていて，下1軸受に綿ほこりなと限埃の付着する恐れが

ない．特性は高能・乎1，高力率に設計さli　Lているから屯ノ」

費は少くてすむ．

　13図はMS型巻線型閉鎖風1迫換気咄のものを示すも

ので，電動機は精紡機のパ・ノ、．ッ1・内に納め，床ドに設U

　U図　MK型全閉クト扇型リング電垂1磯

Fig．］1．　Type　MK　ril、g　m‘）torぽ三m　uouled’i．

　｜2図　RA型

　リン：t電動機

Fig．12．　Type　RA

　ring　mし）t（）r．

　　13図　MS型閉鎖風道換気型リンク電動機
Fig．13，　Type　MS　rmg　moto1’｛　E．nclog．　ed　ventilated）．

14（360）

られたダクトによって通風を行う．L．たがって屯動機は

バーノェット内に納めるためにできるだけ軸方向の長さを

短くしてある．巻線型誘導電動機はカコ形誘導電動機に

比し効率がやや劣り，構造」、複雑となるが，抵抗法によ

って速度調整は広いai芭囲にできる．

　以ヒ当kl：標準リング電動機の特長を総合すれば

］．　綿ほこりの多い室内の使川に適した構造になっ

　ている．

　　1＞閉外扇型と閉＄ii三風道換気161！は完全な防塵構造

　になっており，開放型も点検，掃除に便利な構1口

　となっている．

2．　　と　く｝こ　RA．　｝｝目一flt角iiilWカ’；ノノ・一　ト　リ　ッジ戊阜4｝こ／こ

　っているから，電動機分解の際メ部ilほこりなレが

　1｝油受にf・」着寸一ることがない．

3．　高能率，高力率に設計，製作されているから，

　漏度ヒ昇は低く，電ノ」費もまた少くてすむ．

4．絶縁処川はとくに入念にしてある．

5．　起動ト・しクは，起動時に生ずるいろいろの不只

　合を少くするため，緩起動させるのに適するよう

　適当な値におさえてある．

などが挙げらカる．

3表にRA型l！ング電動機の・覧表を・j；cす．

　　　　容　甲．
型　式　　　　　　柚　　数

　　　　kw

RA

3表　x［’1　lt二標準RA型リンク電動機一・覧表

　　　‥．　　　　　　　　1司期回転数

6

7．5

4

4

1ユ．　　　fi：　1こ　1二i；flllij1匡動機

枠番ジ

RA　1724

　〔毎　分’1

50cs　　60cs

l．500　　　　1，8‘JO

RA　2024　　　　1．5〔〕〔〕　　　　1，800

　造糸機に対しては機械の仕様がまちまちであるので一

概にはいえないが，全閉外扇型の2HPが2台使川さ，tr

ているものが多い．負荷の変動は少く，ノ〈きな起動トノし

クの必要もないが容埴についてなお検討の要があるよう

に思う．

　合糸機に用うるものは，負荷の変動が少く，大きな起

動トノしクを必要としないから，iil通仕様のものでよく全

閉外扇型2HP程度のものが使川さ］｛る．

　llング撚糸機には’般に高能率，高力率の全閉外扇ノlll

10HP程度のものが使用される．

　カセ機では負荷の変動が少く，かつ軽負荷であるから，

・般には全閉外扇型12HP程度のものが使用される．

　i．製織準備1二程旧］琶動機

　整経機は巻取り速度が非常に遅いので，一’般にはキヤ

ー ドモート・しが使旧される．起動時の衝撃が糸切れの原

因となるので，必要以ヒに起動卜・しクを大きくしてはな

らない．電動機の容［固まL5　HP程度のものが使用され

る．

　糊ト1’機は巻取りが進むにしたがって負荷が増加するか

ら，最人負荷にな一．たところで電動機の容量を決定する
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必要がある．また周囲はかなり湿気が発生するから電動

機には充分防湿処理を施す必要がある．したがって電動

機は全閉外扇型カミ用いられ，防湿処理が充分施される．

電動機容量は5HP程度のものが一i般に使用される．

　j．織機用電動機

　織機の負荷は一定の連続負荷ではなく，0．5sec以下

の短時間を一周期として将打ち，箴打ちなどの運動をな

し，激しく負荷が変動する，したがって電動機の容量は

’ド均負荷は軽いにもかかわらず，大きな尖頭負荷がかか

っても安全運転できる程度の余裕を持たねばならないか

ら，その平均負荷に対してははるかに大きい容量のもの

（ほぼ200％）を選定しなければならない．

　また織機は糸切れのために起動，停止をたびたび行う．

起動してから最初の秤打ちを行うまでに電動機は全速に

達することが必要である．箴打ちは規定のトルクで行わ

れなくては織むらの原因となる．しかも起動時の織機の

｛貫｛生と摩擦が非常にkきいから電動機は高い加速トルク

が必要である．

　織機の使用台数は一工場に数百台から千数百台にも達

するので，電力消費量も大きいから極力高能率にするこ

とが要求される．また負荷は変動負荷であるため，平均

負荷は前にも述べたように比較的軽いので効率，力率は

軽負荷においても高いことが望まれる．

　温度上昇についても一工場内の設備台数が多いだけに

室温調節を容易にするため極力低いことが必要である．

　電動機の型式には床置型，シュウ動型，および懸垂型

がある．床置型は固定型ともいわれ，普通の横置型の構

造のもので，織機の台の上に乗る場合と床の上に置かれ

∂宝開標準型 ゴ．餉ズプルグ髄型4錦

一廻ピ國 l　　　　　　　o
◆

5　全同摺動型 ε銅スプリンプ縫型60°吊

一

o

o

τ　至61軽垂型 £釧スプ1ルグ懸垂型竪吊

隅巳峰

　　t4図　織機用電動機の型式

Fig．14．　Type　for　textile　machines．

紡織機用誘導電動機・緒方

る場合とある．（14図a参照）シュウ動型は織機の台の

上に乗る型で，織機台のシュウ動レールに合うように電

動機の取付足が加工してある．（14図b参照）懸垂型は

織機の台の上に置かれるものと床の上に置かれるものが

あり，支え方にスプリングを使用するものと使用しない

ものがある．スプリングを使用するものは普通スプリン

グ懸垂型といい，電動機主体は1箇所で蝶番によってベ

ー スに支えられ，反対側はスプリングで受けて浮動状態

におかれている．スプリングを使用すればその弾力によ

り負荷の衝撃を緩和する作用をする．スプリングの取付

け方にはベルトの張り方向により45°吊のもの，60°吊

のもの，竪吊のものなどがある．（14図C～f参照）．

以上の型式はいずれも，織機室は湿度が高く，綿と糊の

ほこりが多いから全閉型で耐湿，防塵構造のものが使用

される．

　k．　当社標準ルーム電動機

　当社のルーム電動機にはML型とLE型の2種類が
ある．

　ML型は当社標準寸法によるもので，型式には，床置

型，シ＝ウ動型，および懸垂型がある．

LE型は日本電機工業会制定JEM－1019の協約寸法

によるもので，型式は床置型とスプリングなし懸垂型の

2種類であるが，当社ではご要求があればスプリング懸

垂型も製作している．

　いずれも織機の単独運転用として性能，形状をもっぱ

らその用途に適するよう工夫されたものである．

　電気的特性は，とくにトルク特性は，ルーム電動機と

しては重要な要求であるからとくに注意を払っており，

しかも起動電流を低減するとともに効率，力率も極力向

上させ，規格値JIS　C　4206を充分上回っている．

　以上のうちML型はLE型に統合して，将来はLE
型一本にまとめてゆく考えである．

　4表に当社標準LE型ルーム電動機の一覧表を示し，

15図に固定型，16図に懸垂型，17図にスプリング懸垂

型の外観を示す．

　つぎに当社標準ルーム電動機の特長を列記すれば

　　1，耐湿，防塵構造であること

　　　織機室は，湿度が高く，綿や糊のほこりが多いの

　　で，防塵構造として全閉型を採用し，絶縁処理には

　　とくに留意し，耐湿絶縁処理が行われている．

　　2．加速トルクが大きい

　　　いかなる位置でも急速に起動し，完全な仔打ちを

　　行うために加速トルクは大きく設計され，しかも起

　　動電流は低くおさえてある．

　　3．広範囲の負荷に対し高能率にしてある

　　　織機の負荷は変動が甚しいので，広範囲の負荷に

　　対して効率が良好になっいる．

などが挙げられる．

　1．フライホイール付織機用電動機

　織機の負荷は前にも述べたとおり激しい変動負荷が

（361）15



4表　当ト闇1：準’い一，’・電動機’覧ノこ

　　　　容　吊型　式
　　　　kw
LE

LES

LEP

LE

LES

LEP

LE

LES

LEP

LE

LES

LEP

LE

LE

o．1

n．1

0．5

｛［．5

O．75

〔［．75

9

　睡

6

8

数　　枠　番　LJ一

LE　　l51el

同期回転数
　（毎　分）

5〔｝cs　　60cs

L　E．．S　1516　　　1．（K｝O　　　I．2txO

LEP　1516

LE　l516

1，ES　1516

LEP　l516

LE　1516

75｛l　　　　　POtb

‘；　　　LES　I　5］6　　1，t－0　　1，20｛｝

　　　LEPユ516

8

LE　ユ516

LES　I　516 75C｝ 900

　　　LEP　1516

6　　　LE　　1616　　1、000　　］，200

8　　　LE　　1616　　　750　　　！mo

LE　床置型
LES　懸巾型
LEP　　、・’1］ン　：・懸屯型

0．5秒という無元時間を一周｝PLとLて繰返される．そのため

に・い一ム電動機は’r均負荷は1軽いにもかかわらず過人の

起動，停動1［転力を要求さdLる．ところが電動機にフーフ

イホイーtL効果を持たせると，尖頭負荷時に必要なト・し

ンが．ノライホイー・しから￥、放出されるので，竃動機にか

かる過負荷はかなり緩和されることになる．またクフノ

チ付織機では電動機の起動は無負荷であるから，起動ト

・しクは普通程度でよいが，クラッチを人れた直後にかか

る負荷は非常に人きく，電動機速度はかなり低ドするの

で，起動不能になることがある．このような場合のノノ

ィ小イーノし効果は人きい．

　直接起動の織機川電動機の電気的特性はとくに考慮L

なけれはならない．加速1・’しクを300％以Lというよう

に高くとることit，効率，　JJ率の低ドをきたす．つぎに

変動負荷であるために’ド均負荷は比較的軽いので，効率

およびjJ率は軽負荷においても高いことが必要である．

かかる場合にソソfホイー’しf寸電動機を1吏用すれlf特性

もよくなる．

　つぎに消費電ノ∫についてフみれば，まず起動の際クノッ

ィ．を肋た瞬間に必【ti　is」．X’．ネ’しキは電動機のみでなく，

ノノイーi・イー凡力・らも｛共糸合されるカ・ら，　クソ・ノ才を人．力

た瞬間の過人左電動機人ノJ，すなわち負荷電流㍑かなり

制限さ・liることになる．このことほ起動時の電ノ1　t｛　Y〈・　t；

らひに淑度上昇の点からみて有効なことである．また運

転中織機の負荷のように変動負荷では，急に負荷か増加

Lた場合には，竃動機自身以外に’ノライホイー　・Lからも

蓄積一Lネ・Lギが放川さオし，電動機の急激な人ノJ増加と川

転数の低ドをある程度おさえることができる．その結果

負荷電流は急激な増加をおさえられるから，平均電流と

16（rs62）

15図　LEメ‖」固定胆

　　ノい一ム’r｛£動機

F｜9．15，　Type　LE

　　hハ《，m　m《｝fOr．

16図　LEs型懸IK型

　　ll一ム電動機

Fig，16、　Tyl〕e　LES

SUSpenti《）n　type　lu〔｝ITI

　　　　　nv《〕t‘）r．

17図LEP型ulい”
　懸垂型・し一ム電動磯

　Fi9，17．　　Type　LEP

spring　suspention　type

I）1・）tor　with　flv　wheel．

して若fの減少iこなる．

　負荷電流の平均値の減少は消費電力債の減少となる．

　以1二織機に対するフライd・　・t－’し効果を総合してみれ

ぱ

　　ユ．　起動が極めて楽で，織機の取扱いにあまり熟練

　　　を要Lない．

　　2．　ケt”tノチを人れた直後の瞬時人JJが少くなり，

　　　電力消費，温度上昇の点で楽になる．

3．　運転中の電力消費1辻が］0、15．o’i節約になる・

4．　運転中の電流，川転数の変動は少くなる．

5．　瞬時過負荷に対Lて，GSi；を電動機か負担L／c

　くてよいから，電．動機に過人の起動，停動トノしJl

　を必要！［なくなり，屯動機に合卯的な設計が可

　能となる．

なとが挙け二ら川る．

　ここて最後に注意・｛へきノ1∴い，　ノノいf・．・r卜1電動

機は，ケノ・川・1’織機に使川L（のな効果かあるものC，

llll：接tULi　1｛1カa）氣曳｛幾｛こk・t　L　’f｛t，UL］Ptカ（ノ）甜；1隻’ノーノ　イオニイ　ー一・Lカf

人きな慣性となt／て作川するのて逆効果となり，かえっ

て有害てちるということである．

　この種ノノイ．1ゴー’し付電動機は現在までにE－，絹，

ノ＼絹旧の織機にi・EIIIされて，箸しい効果を挙げている．

＿三菱；琶｝幾　・Vし）L　28 No．8・1954
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A

A

5表は当社製ノ．ノイホf・一…LIJ・屯動機’覧去を示L、，18

図と19図はそのV’KfAを示す．

　m・ニュー．プノf・し用電動機

　紡績用機械とくに精紡機｝こは綿ほこりが人敵である．

機械に付着したものは，機械を汚し，能率が一ドるととも

に，粗糸に付着した綿ほこりは製品の均・性が得られず，

品質を箸しく低ドさせる．したがってこの綿ほこりが粗

糸に付首しないように浮遊する紬ほこりを吸収するため

に川いられるのがニューマノfノし装置である．

　ニューマ’／イ・し用電動機とはこの装概に1上用される電

動機で，この装置はその構造上電動機を機械の箱体内に

納めているので，近動機の設計は極ノル」、；、liめられ小1判ヒ

することに成功Lたものてある．

　現在当社で製作Lていが、のは6表に示すとおりで
ある．

20図にこの電動機の外観を示す．

　この竃動機の特長を列記す？，tl’t

　　ユ．　ほこりの人らない全閉型

　　　　綿博やほこりを吸込む装置内に生芝備され乙た

　　　め，型式は斜月型を採用〔てあるのて，分解，掃

　　　除の必要はほとんどない．

5　表　　当Eヒ札野～f三一ノ　’　イ　’｝　i　－　・t付電動｝機一’覧呈ξ

　　　　　　　　　　　　　　同期In｜転数
型　　式　　　容　　1，　L／　　睡　数　枠番ザ

MKF　O

MLF　O
｛懸ポ型）

MLF　O
（懸1睦型ハ

MLFO
し懸｝川］り

lHP

025k、V

t）．25kw

O．ll　kW

G

G

8

8

］2C）

Y5

95

95

　（毎
5｛［cs

l，〔iOO

分）

60cs

1．2CO

1　s］〔1u　　ユ．2（）0

750

750

f’）｛）t｝

9（1｛1

　18図MKF型ノ，イ．卜f，一，しf］電飼1機

F｝9．　18．　　’Fype　NIKF　TI）t，k》r　witil　｜lv　wheel

糺織機用誘導電動機・糸焉り

19図　MLF，f，Lt懸gfi、型

’ノ1卜f－・〔付電動機

Flg．19．　Type　MLF
su：pt－11ti川1　tyPe　1110tt）r

　　Wl山　tlv　“’hee］

　　2．熱伝導率のよいア・しミ鋳物

　　　　外枠をアルミ鋳物にして重量を軽くL，同時に

　　　熱の伝導，放散をよくしてある．

　　3．放熱フィンの採用

　　　　外枠にはとくに放熱フfンを設けて，放熱面積

　　　を増し，湿度一ヒ昇を極力低減している．

　　4．　分解，掃除にほとんとf：数がかからない

　　　　全閉型を採用し，防塵構造になっているから，

　　　綿ほこりなどの侵入はまずなく，したがって分解，

　　　掃除は3年位に1回でよく，問題となる軸受潤滑

　　　剤にも耐熱，耐老化桝三グリースを用いているので，

　　　その補給，取換えも3年に1川1【ll度でょいから，

　　　電動機保守ヒのτ数が省ける．

　　5．　電力消費量が少い

　　　　この電動機は連続に運転さilるので，電力消費

　　　量は極力少いことが望まれる．この電動機は高能

　　　率に設計されているのてその点充分満足ができ

　　　る．

などが挙げらdnる．

4，紡織機用電動機関係規格と協約寸法に

　　ついて

　規格は製品の品質を保証するものであり，製品の種類

を標準化するものである．すなわちこれによって製品の

品質が一・定水準に1呆たれ，・」’法の標準化は各製造者の製

品にη換性があって，需要家の受ける便益は極めてたき

いことになる．

　紡織機用電動機についてメ，今次戦了前ぱ　・定の基準と

いうものがなく，各社まちまちに製作さ」1ていたが戦後

織機の輸川が盛んになってきたので，品質保証の意味か

らも規格統・の必要が感ぜらカ，特性規格おkび・」’法阻

格（協約・j’Vi）がそカぞ］1制定された．

6表

型　　式

MKTE
MKTE
MKTE
MKTE
MKTE

当社標準二・L一マノィ・t川電動機・覧表

　　　　　　　　　　　　同期回転数
　　　　　　　　　　　　　｛毎　分）　　　　睡　数　枠番号
容　ll：：

1．IP

12

12

34

1

12

Z〕図MK．；ドーマノ

　　　f・L川電動機

Fig，20，　Type　MK

ln“tor　f”r　1）lleu！1）afi］

2

2

2

2

2

56

50cs

：－3，000

60CS

3，鍋o

6（ボ　　　　　3メ｝00　　　二輻60（｝

56

56

56

3，Eo〔，　　3、6（［｛1

3．oω　　　3、60（1

3，〔〕uu　　it，6〔｝〔｝

（：砿い11



ア・特　　性

7表　JIS　C　4206（1953）紡織用三相カゴ形誘導電動機より特性，裕度，および

　　　　　　　　温度上昇に対する規格値を抜奉して下に示す．

特性は下表による，

ルPム電動機H　kW表示

定　格出　力

極数

　　　　　　　一
同期回転数
　（毎　分） 全 負　荷　特 性

全負荷電流
1（各相の

kW
1　　　’

　　　　　　　一・・φ‘・・白1狸1批き1駕彦！
一

　一一一 平均値）

A
6　1 　　11，000 1．2001 60 78 66　1 1．4

α25 l　　l i l　　　　I
8 750 900 6．5 771 63 15

6 1，000 1，200 50 80 69 i　盆1
0．4

8 750 900 60 79 66．5 1　　22

6 1，000 1200 5．0 181 71 2．5

α5
8 750 900 55 18・ 69 26

一　　　　一
6 1，000 1200 83 73 3．6

α75 1
8 750 900 5．0 82 71 3β

一

全負轡1鮪薯甜
‘（各相の

　　平均値）

A
l．0

1．1

1、4

1．6

1．7

起動電流

（各相の

　平均値）

　　A

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

起㌘響圭

Ahし　　，

10．0

9．0

14．3

13。0

250以上

1．8

23

2．5

225以上

250以上

225以上

・7．5已・以上

15．5

25．0

23．0

225以上

250以上

225以上

300

275

300

275

300

275

300

275

←i

A

カード電動機　kW表示

定　格
出　力

kW

1

極　数

4

6

8

同期回転数1
　　　　　　　　　全　負　荷　特　性　（毎分）　1

50c／s

1，500

1，000

　750

60c／s

1βOO

1，200

900

スベリ

s％
4．5

4．5

4．5

竺夕劃鍵
84

83

82

78

74

71

全負荷電流
　　1
（各相の

　平均値）

　　A

44
4．7

4．9

無負荷電流

（各相の

　平均値）

　　A
2．5

2．8

3．1

起動電流

　　

ISt

（各相の

　平均値）

　　A
33

32

31

起動トルク

TSt％

250以上

225以上

225以上

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 L

起動トルクと
停動トルクど
の平均値
丁伍％

300

275

275

亨

リング電動機　kW表示

定　格
出　力

kW

6

7．5

極　数

4

4

同期回転数
　（毎　分）

50c／s

1，500

1，500

60・c／s

1，800

1β00

金　負　荷　特　性

スベリ

s％

4．5

4．5

効率
一一

η％一

88

89

力　率

Pr％

84

85

全負荷電流
1

（各相の

　平均値）

A

無負荷電流

（各相の

　平均値）

　　A

23．4

28．6

9．8

12．0

起動電流
　　1ss
（各相の

　平均値）

　　A

152

186

起動トルク

TSt％

100以上

100以上

停動トルク

丁疏％

175以上

175以上

＿」

・A’

4．裕度
　上表の効率，力率，無負荷電流，スベリ，起動電流および

起動トルクと停動トルクとの平均値の裕度は下表による・

項　　目

効　率n％

力　率Pl％

無負荷電流　lo

スベリS％

起動電流ISt
起動トルクと停動
トルクとの平均値

　　Ta％

ウ．温度上昇
　温度上昇は下表の値以下でなければならない．

裕 度

正

制限しない実負荷法の場合tt　151100（100－OP）％

　　　　1ただし最小α7％「

制限しない

il　　　　負
11／10（100－n）％

3／1010

1／5S％

Ms　ISt

制限しない

：1／6（10（房厩

た塵し最小2％最大7％

　　　　制限しない

制限しない

制限しない

1／10丁己％

ヨ

　　電動機の
　　　部分の
　　　　温度
　　　　上昇，
1種別

「H

開放
保護．

型
全閉
型

固定子
巻　　線

温度
計法
゜C

ルーム

電動機

40

L

カード電動機

　　　開放保
リング護型
電動機全閉外
　　　1扇型

50

55

50

40

抵抗’

法
゜C

50

60

65

60

カゴ形
巻　　線

制限しない

制限しない

制限しない‘

制限しない

55制限しない

5・6・1綱しない

絶縁物に接近
する鉄心その
他の部分

　　℃

40

50

55

50

45

50

　軸　受
（自冷式）

外部より測
定するとき

　　℃

35

40

40

40

40

40　”一

備考1．ルーム電動機Hとは直接起動方式の電動機をいう・

　　2・ルe・一ム電動機Lとは軸継手，摩擦継手，またはカミアイクラッチなどを使って起動させる無負荷起動方式の

　　　　電動機をいう．

， o・

18（364） 三菱電機・Vol．28　No．8・1954
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A

　ア．特性の規格

　この規格には現在国内向品に対して

　　JIS　C　4206（1953）紡織用三相カゴ形誘導電動機

　　　　　　　　　　　（旧JES輸出38）

がある．その内容の抜奉を7表に示す．

　輸出品に対して

　　JIS　C　4208（1953）輸出紡織用三相カゴ形誘導電

　　　　　　　　　　　動機

がある．

　イ．寸法の規格

　寸法の規格はいわゆる協約寸法とよばれるもので，現

在

JEM　1019　　紡織用三相カゴ形誘導電動機の寸法

　　　　　　　およびクライトンオープナ用誘導電

　　　　　　動機のフランジ取付寸法

がある，

8表にルーム，カード，リング電動機の寸法を示す．

5・綿紡績工場における動力測定の結果による

　　問題

　紡績工場における動力用電動機については，設置場所，

機械の性能に適した型式，特性のものが研究，製作され，

製品の品質向上，運転の安全性，能率の増進，電力消費

の合理化を計ってきたが，当社がさきに施行した某社に

おける動力測定の結果は，これらの点についてなお検討

を要すべき問題を含んでいることを示している．

　以下にそのときの結果の概略を述べご参考に供したい

と思う．

　ア．混打綿機
　使用される電動機の容量は1／2～5HPで，機械は大阪

機工株式会社製である．

　測定結果は，いずれの機械に対して4）負荷率は50％

4

8表　胃本電機工業会標準　（輸出向紡繰用三相カゴ形誘導電動蔑の寸法およびクライトンオープナ川誘導

電動機のフランジ取付・1’法・　　ルーム電動機，カード電動機およびリング電動機の寸法は1表tCよる．）

付記　1．

2．

3．

4．

5．

6．

この寸法は日本輸出斑格JES輸出38紡織用カゴ型三
相誘導電動機の各種電動機に適用する・

この寸法は転り軸受の場合に適用する・

S寸法の公差は日本機械規楕0401穴軸公差方式の二級
基準軸‘‘h2”による‘

C寸法の公差は士：．5　MMとする・

口出線はとくに指定のない限りベルト車からみて，電動

機の左側に設ける．

この表に使用している寸法記号はJEM第4号ブラケッ
ト型横軸回転電機寸法記号による．

6

，，iy

’v

　　1　　．

・途紫
定格

出力極数
kW

　　　　　A枠番号
　　　　　＊

0．4
6　LE　1516

一9

B　　　C　　　D

＊　　　　　　　　　　＊

ル＿ム1全閉型o．5

　　　　　　　125

　　LE　1516　　125

6　　LE　1516　　了百｝　105

105　　150　　285

105　　150　　285
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以下であった．この工程では一時に綿のかたまりが送り

込まれたときには，平均負荷より30～40％の負荷増加

となるが，これらを考慮してもなお余裕があり，今後電

動機の容量を縮少して負荷率の向上を計るべきであるよ

うに思われる．

　イ．杭綿機
　測定したものは直接起動による歯車駆動式で，電動機

は1．5　HP　6極のものと，クヲッチ付歯車駆動式で電動機

は1HP　6極のもので，硫綿機は豊田工機株式会社製で

ある．

　起動状況についてみると，直接起動の場合には，起動

時の突入電流が大きく，完全起動までに約30秒かかり，

この場合には大なる加速トルクが必要である．これに対

しクラッチ付の場合は，直接起動の場合程大きな起動ト

ルクを要しない．クラッチを入れた直後の突入電流はさ

程大きくなく，完全起動に約60秒かかっているが，摩

擦接手を使用しているためで，この滑りは電動機に急激

な負荷のかかることを緩和してかえって好都合である．

この場合竃動機容量は1HPで充分であることがわか
る．

　なお直接起動の場合は電動機容量は従来の1．5　HP　6

極で平均負荷率は45～53％であるのに対し，クラッチ

付の場合は1HP　6極で平均負荷率67～79％になる．

　結局運転方式としてのクラッチ付は直接起動式にくら

べ，電動機の容量を1．5　HPから1HPに減じて負荷率

もよくなり，起動状況は電動機に無理がない点などから

考えて合理的なものと思う．

　ウ．練篠機
　電動機容量は1HP，機械は豊和工業株式会社製であ
る．

　当社納人の電動機は問題の起動条件についても満足な

状態を示し，また負荷率も70～90％で容量の選定も適

当であることを示していた．

　エ．始紡機
　電動機容量は3HP，機械は蔑和｜二業株式会社製であ
る．

　従来始紡機と問紡機は同・仕様の電動機を使用する場

合が多いが，所要動力は始紡機は間紡機より少く，測定

した例も負荷率は45～50．％で，始紡機は別に選定すべ

きであると思う．測定結果からみれば2HPで充分であ
る．

　オ．間紡機
　使用電動機は3HP，機械日豊和L業株式会社製であ
る．

　前節でも述べたとおり間紡機に使用される電動機は始

紡機に使用されるものとlfiJ一仕様のものが多いが，この

場合の負荷率は70～75％になり3HPの容量で適当と思
う．

　カ．精紡機

20（366）

　測定したものは，一つは巻線型誘導電動機10HP　4極

を用い，他の一つはカゴ形誘導電動機101｛P4極を用い

たもので，機械は豊和工業株式会社製のリング精紡機で

ある．

　巻線型は二次抵抗の調整によって速度調整を行い，カ

ゴ形のものはKussa起動方式によって緩起動させるも

のである．

　測定結果は極めて満足すべきもので，10HPの容量で

大にすぎることはないという結論を得た．

　キ．織機
電動機容量は0．5　kWで，機械は遠州織機株式会社製

である．

　測定の結果平均負荷率は約50％であることが明らか

になったが，織機の負荷は前にも述べたとおり激しい変

動負荷であって，定格負荷の200％以上の尖頭負荷に耐

えねばならぬこと，起動時に極めて大きい加速トルクを

要求されることなどから考えると現在の0．5　kWの容量

で適当であるといえる．

　以上で綿紡績工場における動力測定の一例を示した

が，各作業機械に対して幾馬力の電動機を使用すべきか

というような問題は，その工場における製品の種類，原

綿の品種，機械の種類などによって決めらるべき問題で

あって，一律に決めるべきことではない．しかし概括し

て紡織機用電動機は現在までのものは余裕があり過ぎる

といえると思う．今後さらにこの種の資料を多く集めて

電動機の容量を再検討すべきであろう．

6．む　す　び

　以上で紡織作業における工程と各工程における作業機

械に応じた電動機ならびに紡績工場における動力測定の

結果からみた今後のあり方などについて概略を説明し

た．

　紡織機械の運転ノ∫式が集団運転から単独運転に切換え

られ，作業機械も幾多の改良が加えられてきた．その動力

たる電動機もまたこれに応じて不断の改良がなされてき

たが，なお問題のすべてが解決されているわけではない．

　またさきに当社が行った動力測定の結果からみても，

作業機械に対して電動機が適切に選定されているかなど

も電力合理化の問題もからんで検討の余地があると思わ

れる．

　要するに，電動機としては，どんな特性のものを選ぶ

か，容量は幾馬力にするかなどというような問題はその

T：場における製品の種類，原綿の品種，機械の種類または

その他の問題によって決めらるべき問題であって，各社

必ずしも一様ではなく結局紡績会社，紡織機械製造都電

気機械製造者が緊密に協力して検討すべきであると思う．

　当社も微力ながら紡織工業発展のため最適な電機品の

製作に努力を続けて行きたいと思う．どうか今後とも関

係各位のご指導，ご鞭縫を切に願う次第である．
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紡 績 機 械 用 管

UDC　G21．34層677　i［5

制 器

1

　　　名占屋製作所

篠　崎　善　助’

Contro1

and
Equipment　for　Spinning

Weaving　Machinery

A

Zensuke　S田NOZAKI

　　Nagoya　WOrks

　　C．1’（）up　driving　in　the　spinning　and　weaving　mills　is　gradually　dying　out　and　single

mot∩r（h’iving　is　coming　to　the　frf）nt．　Three　phase　squirrel　cage　induction　motr）rs

are　mw　used　with　cushion　starters　to　guard　against　cutting　yal・ll三iccidenta】ly．　Thしls

cl旧trol　e（luipment　is　drawing　attensi（〕n　of　factory　operators　and　cil・cuit　breakers　with

atest　jack，1・・m　switches　and　a　c・ntr・l　center　c・nvenient　t・・the　centrali・ed　c・mtr・lling

al’e　sseT’i∩uslv　Considered．

i

A

1．まえがき

　紡績工場で川いられる電動機は，集団運転の行わ21た

当時は電動機川ノJがJ〈きいため巻線型の三相誘導電動機

が多く川いられたが，rl場のX（：（ヒ・能率の向ヒなどから

単独運転が採用されるようにな一ノて，付帯設備用を除く

紡織用電動機はほとノ、．ど三柑力・・形電動機が川いられる

1：うになった．糸のll川㌧質をよくするために粗紡，精紡Il

程てはまだ変流整i6［1三電動機や進線型の誘導電動機を川

1、・”ているところもあるが，最近設備せらるる丁場ではこ

のL程寸，カーr形竃動機を用い，’1ニリ：一ルデバイスき烈、

廃し電気的緩起動装置にk．ノて起動時の糸L；iM　iを防ぐノ∫

法がとらカている．

　紡績1二場用卍動機㍑，硫綿機や織機用σ）ように特別に

」ミきな起動卜・しンを必要とするものもあるが，ノミ部分の

電動機は標準設計の1，ので充i）であり，その構造ほとく

に機械の・部として設計さfiる，1、のを除いては，ほとん

どが標準構造で，掃除の便利な開b’1’　fg－v．か，全閉型がIUい

らtitる．単独連転化によって小型の電動機が多く用いレb

］1るので効率の高いものが要求されるが，精紡機用電動

機は一L場全動力の約’阿ノを［tiめる関係からとくに効率の

Lい電動機が要求さ］1る．

　ヵコ形電動機は小規模の「場では電源の関係から減圧

起動を必要とすることもあるが，ノ〈L場では全電圧起動

が白わわ，直ぺ起動器が用いられる。管制器として・般

1：場と相違する点i；y〈ll場のほとKどが回路電圧とLて

40｛〕Vまたば500V　を採川Lていることで1凡「目の管制器

がそのまま｝口用できな一こヒと，fK’　］’・工員に4：．ノて運転

ざかる事情から操日の安全がtくに留意さ，ilなけ川ゴ，な

らない．本文でけ’t．’1　ILの紡績ll場用管御1器の全般につい

＊技術部管制器課長

て述べとくに適川ヒのi12点を記Lた．

H．直入起動器

　単独運転1ヒさtilた紡績Ll場てはノミ部分が10HP以ド

のカー！形電動機で相紡機精紡機川に緩起動装置を用いる

⊥’堺は直人起動器が用いられる．11’｛：人起動器は操作方法

によ・）て手動操作と電磁操作とカ；あり，屯磁操作は操作

開閉器によ一ノて遠方操作ができる．　「・動操作の応用とし

て織機用のレパー・1・　）レしやシッパーU・：tドに連動して

使川さ力．ることもある．ごく小馬IJの電動機の起動器と

Lてあまり起動の頻繁でない場合には箱人刃形開閉器が

川いられることもあるが，これは構造が簡単で，安価で

ある．起動回数が多く，操作が1㌔］酷であり，電動機の過

負荷保護が必要なとき，遠1ノ操作が望まぬるときには電

磁開閉器が用いc＞れる．

1，手動直入起動器

　「：動操作直人起動器のEW，・般的なものはJ｝一イーノスイ

ッチと筒形ヒューズとを組合せた金属箱開閉器で，本来

の川途は分岐開閉器であるが小馬力の電動機の起動器と

しても用いられる（1図）．ヒューズを電動機の過負荷保

，脚こ適するように選べば，電動機の起動電流で溶断する：

から，起動電流で切i（ない．Jgきな定格のヒューズが取f・J

けらかるので電動機の過負荷保護はできず短絡保護のみ

となる．この起動器を川いると遠1∫操作」、低電圧保護も

できないから多数の電動機を旧いるところでは，停電後

の屯圧川復時に］詰llの宙動機がli　ilH　jiに起動す乙ことにな

り，いろいろのF具合が，tJ　！，ので，停電時にi，tいちい†ノ

起動器を開路Lておく必要がある．

　定格電ll：250V，定枯電流200A寸・で♂）コ漏箱開閉器

（i367）　2｜



　　　1図　LK型酬1蝋1謝i

Fig．　L　Type　LK　enclosed　switch．

はJIS規格とL．て近く制定公布されることになってい

るが，ヒューズは爪付と筒形の1山1者が採用され，筒形ヒ

ユーズの境格はJIS　C　83ユ3によっている．

　その他手動式し動器にはLB｝則』］閉器，　LD型開閉器

のようにドソム型のものがあるが定格電圧はいずA，1も

250Vと600Vとの2種類があろ．

2．　織機用スイッチ

　わが国においても織機の単独運転がすでに20年以上

の歴史を有するようになったが，織機用スイッチの最近

の問題としては，fンチング運転・各箇ピー．　一ズの要否・

端子の配置構造才ゴよび接ノ！∴の庁命等一ある．1HP以ヒ

を要する大型の丘織機ではケノッチ操作により起動，停

止を行うものが多く，Lたがってそのスイッチは1日に

数回の動作でそ力も電動機のみを起動停止すれは足りる

のであるから本元ζで‥・応，頻繁な場合1rlに数百回か

ら操作される綿自動織機目スイッチで主に分数馬力の尼

動機に用いるものを対象として記述する．

　インチング運転は絨機の織初めおよび途中の起動時に

も織布の位置決めのため数b］1｛　j：わii　tるものであり，機構

的に見て軽快にイン・∫ング操作のできる1、のがQ｛まれ

る．2図は最近の紋機川スイッチの一例を示す【E面写貞

であり，その端jtカバーおよびタンクを取外してレバー

側より見たのが3図である．図の場合には織機のレバー

ハンドノしを利川してレバーの僅かな動きで接点の開川を

行うようになっている。軽快な操作が可n旨であるために

は連動機構連結部の摩｛著5の少い機構にすることが大切で

あるが，同時に開閉能力の低ドを来さないよう注意せね

2図　LYI5C型ぷ機月1
　　　　別閉器

Fig．2．　Type　LY　l5C

　switch　for　weaving

　　　machine．
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蹴ハ
3図　LYユ5C型開閉器

Fg．3　Type　LY　l5C
　　　　　S、vitch．

ばならない．

　織機用電動機の1台ずつを保護するためそのスイッチ

にそれぞれヒューズを付けることが考えられたが，織機

のスイッチはとくに寸法的な制約を受けるため，往々裸

のヒューズにエンバイヤチューブを被せたもの，または

爪付ヒューズ等が川いられた．これらは数百台の織機が

一場に集められるような場合には電源容縫が相当大きく

なり，したがって所要の遮断容硅が大きく，回路電圧が

500Vで充分な遮断能力を要求される場合もあるので体

裁だけのものでは，かえって短絡発生時に大きな声i文を

惹起する恐a！もあるので寒心に堪えないものがあった．

　そオ1故，ヒューズに必要な電流杏lltは数アンヘア程度

の僅かなものではあるが．従来のような小型のヒューズ

を織機用スイッチの狭いス’x・一一スに納めることはむし7

避けるべきであi）　t代りに信頼できるヒューズまたい

NF型ノーヒューズ遮断器を別取付にして数台の織機を

一括保護する方法を推奨したい．このノノ法ては短絡遮断

時には数台の織機を一斉に停止することは避けられない

しヒューズは単帽運転による過負荷等も生じやすい．NF

型ノーヒューズ遮断器のごとく小型かつ遮断容量の大き

い遮断器を数台の電動機群毎に取付けることが最も望ま

Lい．

　織機用スイッチの取付は機械にオーパハングされる

が，従来は電源用，電動機川を左右1句f貝1」に分ける配置の

ものが多かった．しかしながら実際の使用で守大抵配線

を片側に・括しており，そのため外部との配線の一部が

スfッチ内を潜ることになり［．（合か悪かった．その難点

を解決するために3図のスイッチでは端子6箇を片側に

まとめてあり，さらに配線の際のスベースも従tCic比べ

非常に広くなっている．そのヒソルダレスターミ→一’レを

使川しており配線θ）ループを作らずにL’（直ぐのまま接続

できるσ）で，配線の所要時間を飛躍的［C短縮することが

できる．

　前記のように織機用スイッチは頻繁なインチング操作

を含めてかなりにi了酷な開閉能力を要求されるのである

から，接点としては重厚な寿命の長いものが望ましい．

また織機工場の綿塵に引火することを防ぐため油入にす

る型が多く行われてきたが近時織布」二場の雰1戊II気も従来

に比べ相当綺麗になったので気中型も採用されるように

なった．接点の寿命からももちろん油人でない方がよく，

各工場の環境に応じて考慮すべき川題である．本文のも

のは接点E・一スに対する絶縁構造も考慮してあるので，

気中式，油入式のいずれにも使用できるようになってい

る．

3，　電磁直入起動器

　電磁石の動作によるカゴ形屯動機の直人起動器で一般

にマグネットスイッチと呼ばれ，押釦開閉器・圧力開閉

器のような掘乍開閉器によって操作される．当社では

EC型「ti’磁開閉器・EF型電磁開閉器，などの標準があ

三菱電機・VoL　28　No．8・1954
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4図　EC　25B型電磁直人’起動器

Fig．4．　Type　EC　25B　lnVdS，llatiC

　　　　　lil／e　starter．

5図　EF－10型電磁

　　直入起動器

Fig．5．　Type　EF－10

magnatic　line　starter．

る、この起動器は電磁接触器と過電流継電器とを組合せ

たもので電磁接触器が低電圧保護を兼ねる（圧力開閉器

を用いたときは低電圧釈放）．この起動器の保護構造は開

放型・閉鎖型・防滴型・防塵型・油入型・屋外型などが

あるが紡績工場用としては閉鎖型または防塵型が多く用

いられる．EC型は遠方操1乍式が標準でEF型は押釦自

蔵型であるが遠方操f乍式にもできる．

　ア　直入起動器の責務

　直入起動器は電動機の運転中の電流で許された温度一ヒ

昇以内であるばかりでなく，し動電流や停動電流を安全

に閉路，遮断できなくてはならない．起動厄流，停動電

流は普通カゴ形電動機では全負荷電流の6～8倍程度で

あるが起動器では電動機全f↓荷～遍流の10倍の電流を安

全に閉路遮断できるこEが必要である．また起動停止を

頻繁に繰返すものでは，　・定電流を連続通電する場片よ

りも苛酷となるがこの使いノ∫でも充分長い期間9遣状なく

匝用できることが必要である．起動器は電動機這流のljll］

閉を行うので接触∫・の泊IEは避けられないから接触子の

11《り替えが容易でなけ川ならないし，そのLi；命も開閉

頻度にユ：⊃て左右さiuるが，かなり頻繁に開閉さti　tるも

のでuT 機械1紛の寿‘川uo｛卜以L，接触］：じト）ような川

ti［、W）II1の句佃1［約1年以トと杉えるのが妥’i］で，1｜1数

同）開閉程度ノよら接触」㌦）勺命（t半永久的とXj　7．てもよ

い．当社EF型おkびEC　15B型電磁開ほ1搭の接触1”
は銅の台‘〉に銀を貝【ii，．．．，た’；、の，　EC－25　Jli’U．↓戊1：の電流定格

の人きなtl，のは硬引の剥をliJいている．接触」t’の材質の

選定はその接触〃式と定格電i6［とによるものでEF刑，

EC15Bl帖じ磁閉閉η1｛のkうに突き合せ接触を行うもの

　　　　　1表　開lFi繁度い）1：ち：命の景種別

　開閉頻繁度による号別
　開閉頻繁度の秤類1まつぎの回放ご仁準とLて‘ゾ別て去わづ・

　号別　［川7j頻繁度（回c3）初時｝　t・yl．別　11］閉頻繁度（IIII（：s）／毎時、‘

　1り・　　　　　1，2〔〕〔，　　　　　　・1り・　　　　　　120
　2　t・」・　　　　　　　　　　　　600　　　　　　　　　　　　5　U－　　　　　　　　　　　　　130

　3り・　　　　　300　　　　　6号　　　　與定12－」：

　　　ll．　〔：い　閉閉動作＿llnlと　1る3回数で表わ｝．．

　」命に1．．種別
　寿命にょ・」種別はtl．　15の試験f　IEまるい1数にkり：つきに示
　す6手u類と　1．る．

川別機械的毛命　電気1）（J4）二命　種別一桝戒的ノy命　電気的寿命

1種500万川以上50万川」ユヒ　4匝25万回以上　5万回以上
2種250万【ul以上25万lm］以1：　5種　5万回以上　1万回以上
3種1ユf）0万川以上10ノゴ川以上　6種5、f）Of」1111以ヒ1，0（［（｝回以」二

　備考　ここにいう寿命とは1！｛1閉器・’ノ手人れを行オないで使用し

　　　　うる限度をいい、聞閉動作を1回とする川数で表わす，

紡績機械用菅制器・篠崎

には銀接触1’・がkく，EC　25型のように回りYf／触に軽い

滑り接触の加わるものには硬銅接触子が好ましい．接触

j：の消耗を防ぐ加去としては積極的に電弧を1肖滅させる

ように消弧装置を設けることが必要でとくに600V級の

EC－25　B型電磁開閉器にはデアイオン川弧装置を設け

ている．デアでオン消弧装置｛t交流電弧に対しとくに有

効で発生した電弧をアーク小ックス内に閉じ込めld弧を

り1き伸すと共にデアイオングリッドと呼ぶV字溝のあ

る消弧板で電弧を多くの分割電弧として泊滅させる．1

表はJIS－C　8325交流電磁開閉器規格による開閉頻繁度

と寿命との種別である．

　イ　操作線輪

　電磁開閉器は亘磁石によって操作される．この屯磁石

は成層鉄心と操作線輪とからなり，この線輪を励磁して

H∫動接触子を保持する可動鉄心を吸引して接触を閉じる．

　操作線輪に流れる突入電流は定常電流の10倍以上に

もなり，その操作が非常に頻繁であれば突入電流のため

に線輪が過熱する．このような場合は直流電磁石を用い

る方が有利である．操作線輪の温度上昇に影響するもの

は周波数・｛五圧・周囲温度（保護構造により器内の温度

が相違する）などで電庄と同波数との関係は電圧が一定

で周波数が定格周波数よりドるか，定格周波数で電圧が

1れば温度1二昇は高くなる。　JIS　C－8325　にょれば，海1

度上昇試験後操作回路のf亘圧が85～110％（ただし開閉

頻繁度毎時600kilを超える，1，のは定格電圧の90～105

06），周波数が95～1050の範問内にいずオ1か・〃が変

化する場fヤにメ）開閉器iよ実用ヒ£障なく動作することが

必要である．

　終戦後電ノ」事情の忠化にkり回路竜圧がは／丈はだしく

降ドしたために操作宙磁石v）吸引JJが不足してll‘故が頻

発Lたが，同路電圧がその最ノ」・保証電圧にも辻｝しない地

域もあり，操作線愉の最小吸引竃圧は相）1’i余1谷を見込ん

ご設計さカている．しかしあまり余裕をとると電磁石の

落ド電圧が低1なり，電磁石の残留磁ス（による落ドィく能

などび）］｛故か起りやナくなる．

　ウ　過負荷保護装置

　屯動機には必ず保，1隻装置を設けなけれはならない．電

動機に過電流の流Y，Lる原因｛t，定格出力以上の痕い負荷

がかかり回転」㌘が拘束さ］1るか，軽い過負荷で相当長時

川運転さtilるかで電動機巻線が過熱されて焼損に至る．

こ21を未然に防ぐために過電流剰米1し器が必要’で，今ll一

般にll］いらカている誘導電動機用の過電流継屯器は熱動

四のものが多い．熱動型過電流継電器｛こよって電動機を

保山する場合，その継竜器が適当であるかどうか1↓保葭

すべき電動機の特性を充分に知る必要があり，起動時の

特性と運転時の特’1／ilが判れば継電29の動作特性が決定で

きる．

　JISC8325電磁開閉器規格｝こ規定している過電流保

護装置の動作特性は，つぎのとおりである．

　也動機起動旧開閉器の熱動型または電磁型過電流継電

（：s69）23



器は周囲温度40℃においてつぎの動

作特性を有するものでなければならな

い．

　a．電動機の全負荷電流の500％の

　　　電流を通じ，45sec以内tC動作

　　　すること．

　b．電動機の全負荷電流を通じ温度

　　　一A定となった後，その電流値の

　　　200％の電流を通じ4　min以内

　　　で動作すること．

　c．電動機の全負荷電流の110％の

　　　’wwiを通じても動作せず，温度

　　　一定となった後通電電流を漸増

　　　し全負荷電流の125％以下で動

　　　作すること．

　電動機の起動時にはごく短い時間起

動電流が流れるがこの電流で継電器が

動作しては困る．

が短かければ許さるべきもので，

動作して↓まいけない．
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6図　カゴ形電動機の回転子拘束時温度

　　　　　　上昇曲線

Fig．6．　Temperature　rise　curves　of

　　　　locked　rotor　motor．

　　　　　　　　また電動機の運転中軽い過負荷は時間

　　　　　　　　　　　　　　　この過負荷で継電器が

　　　　　　　　　　しかし電動機の巻線の焼損するよ

うな過負荷には焼損前に継電器が動作して電動機を止め

なければならない．過電流継電器の動作特性は電動機の

熱特性に接近した反限時特性が望ましく，この反限時特

性を決定する条件として，起動時と運転時の両面から電

動機の熱特性を検討してみよう．

　（1）起動時の特性

　電動機はその起動条件によりすなわち全負荷起動であ

るか無負荷起動であるかによって，その起動時間は数秒

から数十秒の問に変るが，遠心分離機や送風機のような

慣性負荷を除けば最大20sec位で起動するものと考え

られるから，継電器は起動電流にたいして20sec以内

に動作しないことが必要である．一一方負荷が極めて重く

起動不能となって電動機の回転子が拘束された場合，電

動機が危険温度に到達する時間はいわゆる許容拘束時間

によって判定する．この許容拘束時間とはカゴ形電動機

の回転子を拘束し，初温度40℃のとき定格周波数，定

格電圧を加えたとき温度上昇が回転子で160℃，固定子

で95°Cに達するまでの時間のいずれか短かい方をとる

もので，この時間は電動機の出力・極数・保護構造によ

って変るが当社標準MK型1～10　HP　4　P電動機にっ

いて測定した結果は6，7図および2表に示した．

　試験方法はサーモカップルを固定子は溝絶縁物の内側

で巻線と接触せしめ，固定子はエンドリングのところで

測定した．2表より明かなように危険温度に達する時間

は60secから210　sec　V（もわたり，例外はあるが概して

回転子の160℃に達する時間の．θが固定子巻線の95℃

に達する時間よりも長くなっている．実測値からサーモ

カップルの挿入場所と方法とによってかなりの相違が認

められる上に，巻線自体の温度と測温箇所の絶縁物表面

の温度との差，いい換えれば温度上昇の遅れでこれは無
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7図　カゴ形電動機の回転子拘束時温度

　　　　　　上昇曲線

Fig．7．　Temperature　rise　curves　of

　　　　locked　rotor　motor．

2表
（温度上昇が回転子160ρC

　電動機出力

時間1固定子
（sec）　同転子

断電後の最高温
度に達する時間
と温度

」旦旦
100

＾

140－

2677で
　4℃
15〃＝吾

　7°

許容拘束時間

　固定子95°Cに達する時間）

2HP
75

21里一

16”で
一8°

20〃予

3HP
　81
116

24〃で
1（P

11”で
12°

一一臼＿

i29・t／で

　29°

1gvで
　32°

52P！璽P

　　　－55
52　，1で

21°

11〃で
　ぴ

10HP
－73
－83－’

55　Siで

躍
18”で
　6°

視できない．断電後の温度変化を見ると固定子では断電

後20～30secも温度が上昇して最高に達し，回転子で

も10～20sec後に最高に達する．それで安全をとって

2表の値から固定子で25　sec，回転子で15　secを差引い

た時間を実際の許容時間とした．JIS－C－8325の過負荷

継電器動乍特性の第1項は一般のカゴ形電動機の拘束電

流値が全負荷電流の500％とし起動不能による回転子拘

束時の保護を対照として規定されたもので，この規定が

満足できれば起動電流に対してももちろん充分である．

　（2）　運転時の保護

　電動機の出力は絶縁物の許容温度によって制限され，

電動機の運転中ならびに運転停止後において達せられる

最高温度との差をもって表わされる温度ヒ昇値をもって

制限される．電動機の許容温度上昇は周囲温度40℃に

おいて固定子巻線にて温度計法で50℃（全閉型では5sc

C）である．実際には効率・力率などの他の特性によっ

ても支配されるので定格出力にて運転中の電動機の温度

上昇は一般には許容温度上昇よりもかなり低いものであ

るが，一応規定温度上昇と見なして，電動機の過負荷耐

量としては電源電圧の変動を考慮して10％の電圧降下

時にも定格出力を出すための全負荷電流の110％に耐え

るものとし，125％の電流では継電器が動｛乍することが

必要である．当社の開放型標準電動機で固定子巻線の温

度上昇が60℃に達するまでの時間を求めた一例は8図

に示し，またこの電動機を保護する当社の熱動型継電器

の動作特性は9図に示した．電動機負荷電流が全負荷電

三菱電機・Vol．28　No．8・1954
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　8図　熱動過電流継電器による電動機保護

Fig．8．　Protection　by　thermal　overlood　relay．

　　　　　　　　　　　動TT齢自　5eご
　　　　　　　9図　熱動継電器動作特性曲線

　　Fig．凱　Operation　characteristic　curves　by　thermal

　　　　　　　　　　overlo・d　relay．

流の125％となった場合，熱放散条件が同一とすると電

動機の温度ヒ昇は定格負荷の場合の156％となる訳で50°

C一ヒ昇の電動機はこの状態で連続運転すれば78℃の温

度ヒ昇となる．したがってこのままでは電動機の寿命を

短くするので，適当な時間で運転を止めることが必要で

当社の継電器では定格電流で加熱後1L）5　％の電流では

15～20minで継電器が動作するよ5継電器の加熱rを
選定する．

　（3）　周囲温度の影響

　過電流継電器は電動機と同様に周囲温度の基準を40c

Cとしており電動機と継電器との周囲温度が同じように

変化するならつねtc　iEしい保護ができる．過電流継電器

を電磁接触器に組合せて電磁開閉器として使用するとき

は他の熱発生源のために容器内の温度は器外の温度より

も高くなる．この実際の周囲温度の上昇を補正するため

に適当な系数を掛けて加熱子定格を選ぶ必要がある．

　熱動継電器の動作温度を電動機の最高許容温度近く

（たとえば105“’　C）にとるならば動作電流は周囲温度の

1℃の変化に対し大体3／4％位変化する．すなわち周囲

温度の変化を△θとすると動作電流の％は次式による．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動作電流％一＼11＋告6嵩合の一＼｜1一駕

　　　　　　　÷・一、；。△←・一、＆△θ

実際の継電器について実測した結果は10図に示すと

紡績機械用管制器・篠崎

室tlo

硫泌
1．

il　fi“

e　　　　　la　　　　　2fi　　　　　］a　　　　　4e　　　　　　50　　　　　fiO

　　　　　　　　　　　　周回温匿’c

　　　　　10図周囲温度vaより動作電流の変化

　Fig．10．　Changes　of　minimum　tripping　current　with

　　　　　the　change　of　ambient　temperatures．

おりで上式によって求めた値と大体一致している．この

補正系数を用いると電動機と起動器の設置場所が異った

ために起る周囲温度の相違についても適当な加熱f’の選

定ができる．周囲温度の変化により動1乍特性の変化は温

度補正系数を電流に乗じて曲線全体を移動すればよい．

　（4）　過電流継電器の動作目盛

　わが国には過電流継電器の加熱子定格のきめ方につい

ての規格がないため，各製造者はおのおの都合のよい方

法をとっており，はなはだ雑然としていて記銘電流値が

何を示しているかが判然としない．しかし現在製作され

ている過電流継電器の動作は前述の規準によって電動機

全負荷電流をもとにして適否の判定はできる．継這器の

加熱子記銘電流に対しての動1乍はつぎの二通りに分けら

れその一つは目盛（記銘）電流値で動作するものと，他の

一’つはH盛電流値が回路の許容負荷電流値を表わすもの

とである．｜1本電機工業会制御装置専門委員会で過電流

継電器の動作目盛の標準化を進めているが，この動作目

盛についてつぎのような案がある．

a．

b．

引外電流目盛

目盛電流値で継電器は動作し，H盛電流1直の90％

の電流値では動作しない．

定格電流目盛

目盛電流値の1．1倍で動作せず，温度一定となっ

た後目盛電流値の1．25倍にヒ昇して動作する．

　当社標準の熱動型過電流継電器は11図に示すもので

引外電流目盛を採用している．動作特性は作動レバーの

調整によって規準目盛を100％とし上下20％の調整が

可能で，調整レバーを100％においたとき，加it　r・定格

電流の100％電流で周囲温度40℃において10min以
内で動作する．この継電器を電動機と組合せるには電動

機全負荷電流にたいし5表に示す加熱子を使用する．な

お起動時間がとくに長いか，起動電流がとくに大きな電

動機には一段上の加熱r一を組合せるが，それでも起動時

に継電器の動作する硫綿機や脱水機のような用途tcは，

つぎに述べる可飽和リアクタを加熱rと並列tc持続し，

11図　TR－32型熱動過電

　　　流継電器

Fig．1L　Type　TR－32
thermal・verl・・d　relay．
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起動時の不必要な1乍動を防ぐと共に運転時の負荷保護を

も力二うことができる．

　（5）　　1］f　fi包不1｜IJアクタQ）「吏IU

　硫綿機のように慣性のノくきな負荷を運転する電動機の

直人起動器では，継電器の加熱」二選定を3表の標準によ

れば負荷が111常運転に人る川∫に継電器が動作してLまう．

起動時のみ継氾器の動作時間を長くするには継電器のバ

イメタルの1員宣を増せばよいが，椋準構造そのままで行

う方法としてはll∫飽和iJアクfZでIJI1熱1三を分路するか

（実用新案286942）　1｜∫§包刊1変圧器を用い力㍑’」：い．　II∫飽

和リアソタは加熱rに、惟列に接続される小さな鉄心のリ

ァクタで，加熱jiの定格電流付辿ではIJ日熱月司の電圧は

リアクタの飽和氾圧よりも遥かにfJ．9い故，　リアククに分

路する電流は極めて小さい．しかし大きな過電流の｝充力

る湯合ぱリアクタは飽和しiじ流の人部分が分流され，L

たがって継電器の動作時「1月が分流の割合に1，己：じて延長さ

力る．可飽和リアクタの選定基準は外箱に剤勺められた場

26（372）

合600％の過電流で加熱lt・電流が大体350～475％にな

るように選ぶ．

　加熱jiの定格電流の大きなものは断面積が人きくなる

ので変流器を川いて．：次側に加熱子を人れる．当社の標

準は30HP以ヒの電磁開閉器には変流器付の熱－動継電器

をlijいるが，その変流此は1「10である．変流器付にする

とノ＜電流では変流ツが飽和するので可飽和リアクタ．を使

）NLたと同様な効果が得らオ［，起動電流による動作が標

準動作時｝・111よりも遅力る．12図は変流器付の場合と変ifri

器なしの場合の動作特性a：）相違を示し，13図は変流器付

の場庁の一次電流と　1次電流との関係を示した．

　（6）　短絡保護

　直人起動編の遮断容㍑：は電重躰幾に起る過電流を遮断t、

うれば充分で，回路の＞j貼k，電動機巻線等の短絡によっ

て起る過ノミ違流にたいしては短絡保護装置によって保護

せらるべきである．冠磁接触冷の閉路遮断ンX沽は坂大適

川負荷の全負荷電流の10fr：であるがこi，　tに組合さる熱

動継電器の加熱1㌘はこの竃流により溶断することなくこ

の電流範弓目では満1亡に動f乍する必要がある．

　短絡保吐には通常遮断器・やヒューズが用いられるが，

回路の断路装置があるノ∫が好ましく，＋仁ノスイ…チと

ヒ・i，一ズとを組合せたLK型箱開閉器とか，　NF型ノー

ヒ．．一ズ遮断器が川いられる，大工場の電圧は4⑪OVか

500Vが用いられ電源設備もノ〈きいので短絡電流f直が

250Vの同路に比べはなはだしく人きい。したが一．て遮

這㍍、

rL㌔、

竺

竺

9fi

1
：［

．L

1

「‘

L－⊥．…

．．声　．t’　　：　　　　肛

一 戻　言h
　　‘㍑．［

　　illl：1
－←一
　　　i’
　一一’1”1‘’

　　　1－　『’
　　一　　　　　　　．丁．・．「「一一．

　‘　　　　．

＃”

　　「．

　　‘l

l…：
　　　　　　幽　ム　「

Fikr．12．

　　ぐ）perating　fime｛）f　type　TR　32　thermal《）verl《）〔，d　relay．

　　　　　ン　　　　．b山　∫．．　況　況　　　　．」

　　　　　　　　慰1下門：司　1「

　12図　　TR　32．型熱劫継電器亟JJ作特’性

Ch：u’acteristic　cu1’＼es　for　tripping　curT－eT｝t　VS。
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　　　　　13図　変流器飽和度川線

Fig．13，　Currellf　transfonner　saturation　curves．
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断2縄ノ状きな週橿i器やヒ．－1．　L’ズ’が必1要であり，遮断時

1凸1カこ」ミくなると1じ1’滋川1：人］上重摸く｝；を伊芝二良づ一ることに二当えよる．

TV］： 閂1㌧ノ：こ．鳳箒56’」｜：日知kL．li．L｛：ti‖』るもび）．．でitなL．・‘ソ）．．で，　とカ・

く知乏6茜「呆、口乏ぶ的lzバ’㌃！！口にされるカ：　一川‘狂占《カミ起るとil∫燃ミ

判1し．つ繊劃｛1をi．吏t「梗う争与lfti（11！t2；．．では　　コ欠〔1～パ災’，｜：：カこ椅iゾノーごノSき

いカ・ら臼1，白：1．なけJ｝lii’ならない．　ピーL一ス1もしくは1塵憎i

l．得は；口動k幾ラナilik［T｜隈各1唾｝こ‘ICけ，　そ．ンプfr”F　hliはIU動機レ’．）・起重り

電流・．．力ぐ」・に．に．・て決定さrfるべきものであるがNF

型！一一ヒ・，．一ズ遮．1相i器の境治に電重磯冠’UI・匝流σ）200

．、
25（．）06，　　L　⊥・一一．ノt．しttt．）；32；r「i：1250～：SOQ％　｛．こ；．塞，｝ミシそ）カ㍉塑．’1fl

で．あ）」．

　　（7）　　．’t・．ス　トジ．・・ツ　クf・」’［斯∫各器　（ILZ　71，　72　）k’Ll）

　　王り辛責L〕劾一．（“は1じノJl吏｝目ン）合ユ：H！lヒ｛こ；6重り機ジ）1，E　“1．拍勺，111、〔検

測定が行われ，っねに．効率よき．運1｝㌧1が期されているが，

最近の傾向では」二場設f藺単㍑が．」〈きくなって数．万鍾から

　lLノ元口Pi．こも〆む」こ．Lt／：11j．：弘力訂乍られて，すJ’り，　i！じilJ］窪動機のf「

膓4メ，　ユ，1）o〔｝frを｝越えるよ・iになつ’てき／tこノ）’で，　ii．ll」：走1試与鴛

を1「∬日1な一li　twrl．．そで嵐川与111］に臼：うこ．とf」　’：要望されるようにな

’．、た．Lたが・．．、てノこi：場では競って14図のようなテス

トジャッ；ノ付断6各；㍑を使lllするよう｝．こなっている．

　　［’Xl　O」）　ヒFl’fじヵこ3‡日oっ・ア’．ス　ト　シ．．ヤ　・ソ　クとなる打学受、：粥．分‘’で，

挿入旧3相フフグ列1いて〕二うフリ7の端j”に電流計・
1．El．ll∫汁・1昆jJ，i’1・”；・　1，・をし妾糸売して」了．き，　機｝夜ジ）、｝璽セ云中でも酵i

｝．こフeラ　グを］’巾ペーナる，，だけ㌦．で｛汁1器膓）ナ左辛涜カシできi則フ亡力之rX易

にできる構造となってし・る．したがって多くの機械をい

ちtv・ち1亭1ヒしL．ご引’㌶｛を｝妾糸売し．な，≧♪づ一r・影（に1一ヒベれC・i’t］］5㌧jJ

と時郎jの節約は1㌣しい．も．のが．ある．また仁場保’ずの」斤に

臨時に氾燈・トリ・い二．・γン等のユ0（）V電源が必要で

あ］！は．，小回の変圧器尋プ．．ノ．．7“に接続したものを用意し

ておけは．，広い1：場内の1；｝』処に分岐川路をi’「；ることがで

｝　　H7
こ一4　∠v．

　　フ．ノケ、つξ蒜jl’・iこ何r］］ナ妄＄売せずにそのままt．頂人すれば館1

日に断路する．こ．tができる．またフフグ端1’・内の・フふで2

W［を人f旨え一る｝左糸売をL．←て元♪iナiま⊃口極ミUJF苧1目と　して1返1．目す

ろことができヵ一一ト川ηにははノよぱだ便利である．ただ

しジ1ヤ
，・li　l妾：・tJ．　tこは｛1｛・］日・｝「1旨．．fJがないカ・t．）， ［’断鋭各7“一ノ・．グ，

逆転ブノグの挿．メ、は必ず電動機を停止してから操作する

ことがdZ・要．．である．　．t：．くに1’：E（一．．て逆目量くフ：．ノ：ノを運1猷1相．こ

」市人すると機も文を（波む］づ一る；注hもあろカ・らEl－kt’伎し・にi．t充

分注意すべきである．なお前記の測定1．1］プ’J7グ，分岐用

プラグは運転中にd）挿人するものであるから，ジャック

自体の相間オナよび対地「司の絶縁はト．：分に余裕のある構

〕U一と一せね｛ま幽ならナよし・．

14図．．のものは．．元・ストジャヅノゾ．）i；．りがピコー．ズ付き

σ：）1新U各密引こなっているカ・らヒ．・L一ズdiUijを’E｛」li．原に｝秦糸売する

ことカ．ぷごき，　二♪山lilixlh；lltS　iこk・j【．．てt）短i苔呂1辰］i鍵ヵ二なさフ打る．

また’元三全にPW湿各することが．’ごきるから，　機械修〕1引σ．）i．＞D合

などに利旧すれば好．都r†であり，ヒ、，．一一ぐの取替えも1女

IY；・〈ノ確づミ1こ［fうことfJg－fきる．

　　紡沽用スイソチに全般的に要求さカること．でちるが，

tf↓形・」’i！．iの’トさくコンパク　トなろこと（Z）’↓Z・i星判；は［自徹各需こ

においても同様’・C・あり，ヒ．。一ズ付き断路器の場合は，

通常の．筒形構造V，）ヒ．．、．一ズの方がプ．．♪グヒ，L一ズよりも

断路機構との組合せが容易でありスベースをコンパク1・

にできる．ただ紡績ll場．のこ’とき600V階級’でノ＼容．hヒ冠

況ミジ）場r†にはヒュースにi＞夏ジ」〈さノ［る〕！！i一閏「ぞxi辻ヵ：拘｛．めてノk

きくなりその1．1従来使われた1苫形6〔〕oVヒ乏一ズは寸法

的に’ブ．ソグヒューズよi）も相当に）〈きいために，そのま

ま断路器に使旧する；｝．d．〕’には行かない．　L．たがって従来

；：りも・」・さい．寸淳1のヒュ・一『ぐでしカ・も；也1’断r’t．EjJのノくきい

もa）カこ号｛まし．1－〉の一であ7カミ，　この1断i1名累÷｝こは1蛙：1］ヨiゲX｛．辻

6｛〕OV　10，000Aの小型筒形ヒューズを用いている．15図

はこのピコ．一ズの遮断試験のオシt／グラムで．ある．．

　　（8）　　芋甲皇川月ぱ］1蓉

　　電磁［ド〔入走己動器の大Sl－i；．分は押釦「1目ilf］器によって］染作さ

！rる．　f（＊i当Aiジ）刊1劃．lij｝］昌lj2gは　PB－120．4　Ii’Ll　’L”“あっプこ

カ：，　ネリ｛幾のト乍に⊥｛ヌりf・『けプと上易合」．甲釘1カこ．ケ．ト打1iよ　りもlg｛Fト1吊に

とび出ていたため通路の狭いところで㍑釦が1恒．二ふれ電

動機が不時起動，不時停1ヒするとい11批判を受1　’rたので

暫定四として押釦をカ．：グーで11芝’．・た．ものを製作したか，

今回新た｝．こPN－120塑押釦P｛］閉器を川発しi9｜］式承認1，

∩1｜Bれた．（㊨6－．745）16図ぱこの押釦開閉器で押釦は

従来よりも大きくL押L易いものとしたほか，押釦のカ

ラーにより．不時停1ヒの起らないようにL，況線も非常に

容易な構造であり，取付・］’法は従来のRB一ユ20．4型と同

寸法であるからη1換］生の点で心配がない．接点には銀

を旧い頻繁操作にメ）充分耐える．定格は600v　5Aであ

る．
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　　　　　14図　LZ　7⊥型断路器
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T6図　PN　120型
　　押釦閉閉器

Flg．　16．　　’1’yl．）e　PN

120　Pu、hhutton

　　　SNVItC・h．

　17図　EDi3丹、1｛組合，1’電f，　・i【r｜：人止動器

Fig・17・TyP・ED　li3　c・nihi・tlti・n　magnetlc

　　　　　　　line　starter．

4．組合せ直入起動器仁・ンヒネー・・！ンフfン

　　スタータ）

　冠磁直人起動器と短絡1心嶽嗣ヒ批順の7C捕こ人れ

て用いられてきたが，取卜｝面積の飾｝・髭，配線の簡易，保

守の容易なとから両者を同一容器に納めたt，のが多く用

いV，　2Lるようにな’）た．堺1二の剤治せ直人起重膀1ぷ短絡

保護装置にNF型ノーヒコ、一ズ遮断器を旧、・たED－1］

～14型と，一｝一イフスfッチとヒ，，一、を用いたEDユ

～4型の通りがあ『∴1ア図ばED　13型【ピ〔人起動器を

示した．この起動器にほと遮断器との川に機械連動子を

設け，回路が開かなけ力は扉が開かなし・ようになってい

る．

III．緩起動装置（’・パ・ンブヌーt／）
　　　　　　　　　　　　　■

　綿紡製品の質を向1ゴるためには，糸WJ　2　iの少いこと，

糸の太さその他の性質か巻初めよりを糸Xりまで・様であ

ることカ’と：に要求さ和る．電動機が’定速度で回庖1し

ている場合ても機械的糸Wそのf也にkり糸質の不同を’il

ずる，T∫能性が多少あるが，起動時に“t’“いては動ノ」伝達系

統が総合さ］1た過ぬ現象となる．［かるにそ力らのもの

は全速度にLLてからの迎転特性を市親せCノるる関係上，

起動特性とLては種？の制約を受けるために，糸の品質

に不均’を生ずるノ，’ソ7が少くたu・と杉え’）れる．た

とえばカ・・形電動機のleL動ト・し’・，　hV〈　lx・しプ‘1｝の特桝、

は能率，力率を高くする」勿合では紡績機械の起動に対し

必要以ヒにノCき過ぎるようであり，また適当な速度ト’し

ク特性を有するとはいえない．と1に粗紡1二程以降では，

ス’7イパ状の綿繊紺に撚りを1」：えなからド’・ノトするた

28（374）

めに急激な起動は禁物で，電動機のト・しクを落L、て緩起

動するのが望ましい．

L　粗紡機用緩起動装置

　柑紡機は練篠機より送’ノ川たタノfパを数4’含せてり1

伸し，C3Nを細lLて，さらにつぎのIl程での作菜中ヴ）

糸の切断を防止するた㌧βに，少1く撚りをかける機械で，

スノfハに1川わる弓1、りがつねに　ラ↓三になるil　・’）に，小ビ

ンに芭かわた糸の直径に応じて巻取速度を変えなけれぱ

ならない．　この日的でIlj汀・ノー－llを用い’＼・しト運転さ．11

る．この仁うな構造でも起弱］に際LてけeP　tt、くりとかつ

円滑に～こ速迂に．T⊥1するようにLなけノゴならない．］，　L

急激に起動すれは，｝・ヒ・を辺転する「川rノーリの・’　1｛

トが滑り迩取部分の加速が遅れり1伸い∫一ノからの糸の

巻取力てきす糸が切断するかもつAiを生ずζ，ことになる．

従来粗紡機の運転にはエリ．・ン装置を用い・し一ズノニーIJ

によって緩かな起動や1｜∫動停止ができるようにしていた

が，これは機賊的な1ノ法によノ緩起動装置で，機械の原

動部に余分なIM？ljを必要とし機構的に複雑となることが

避けられない．・・ノしトを用いる結果として満足な起動，

運転を保証tるた”’・iこは相当の機械的経験が’必要である．

Vべ1しトまたは．1一ヤーによる直接L動万式では機械結合

部分の効率L高（なるが，直人起動の竃動機では起動時

σ）加連ト・し1コが」〈きいためにそのままでは糸切れの原因

になる．起動の場合にf・子・グ選1較ミを繰返えして問撤

的に電動機ト・Lソを沽して起劫す7方法もあるが，この

方法では円滑な起動が困難でゃはり熟練が必要で馴れな

い場合ぱ糸切プの生rl二る恐；｝1があり，電気的には頻繁に

ス1ソ・ヅ・の開閉が臼：われ起動器のii．1；iE命にト1ψて悪い影響

を及ほす．

　連続的にほ動桟のト・しクを落す与法とLては電動機の

一次側または　：次但llに起動抵抗を挿へ一9一るり法で，と（

に：次抵抗のiSh　r？に11　t起動竃流が少（なり，また特性lz

ある程度ゾ）速度制御が可能となるためはなはだ好都合で

ある．そのた’ノ・に精紡機，撚糸機に円いら］rた例もある

が，竃動機が巻線型となり1　：次抵抗器，制御器等も必

要であるため価格が高くなりまた俣守d、ソんどうとなる

不利がある．

　カー川：多壱動機を　・次パ抗にい，起動するケ法は比波的

簡単で，とくに抵抗を1相のノ山nぺするU動ノノ法は〃．リ1

走⊇動と　L：：ltiくえハらVmら元れ『（JI　）リ，　3　村一1イ、・i’1衡仁　り，ヒーJ”

る逆相ト・［7を利用するため割liに少い抵抗’引・しクを

1〈きく落すことができて有利であろ．また抵抗を2相に

入」，1る場合で1、イこ’ド衙により逆相トrLケか発生しi司様な

効果を得ることかできる，とちらの場合でも，ト・しクの低
一

ドする割’kに起動電流は減少せずかつ3相ともイ〈・i’i衡に

なって起動時の発生熱辻も不均・になるため，局部的に

温度ヒ昇をすることになるが，紡績用電動機は戊く部i♪小

容量のものでまた起動時間］、さして長くなくdO淀c

以ド）　ヒ日・温度にフご裕を持ってい乙ため電動機としては

：菱1if｝Y・Vol．28　　N‘♪．8・1954
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差乞えがない．そのヒ電磁1川閉器によるソサ起動をすカ

ば押釦の操作のみで緩起動ができるから従来のエリコン

装置式，あ一」いはでンチング〃式に比べて操作が非常に

簡単になるためいわゆるケッンリンス’‘1　一一タとして近年

ノ〈いに用いら加る］1・’川二な’，tた．18図ii’tの・例を示す．

　u動後川動的に起動抵抗を）1・u’．絡すζノノ法としては限時

継電器を田いる伍」1または起動時の霞圧電i責〔の変fヒを利

川＋る与法とある．後者の場合には電圧継電器，あるい

い電流継竜器の使i］1によるため機械的摩擦部分がないか

ら摩耗による特性の変化が少いが，速度ヒ昇の途中で抵

抗短絡の必要がありまた電源電圧，周波数の変動あ乙い

は相f機械の状況変1ヒ等て相対的に加已ト4クが少くな

ると，速度がL昇L．ないた㍊所定の値まで電圧または竃

流が変化せず抵抗を短絡できないおそ力もある．Lたが

’ ・て抵抗また㍑リァソ1・・し首起動｛ンヒー；t’ンスが過熱

坑損することになる．そ力を防ごためにでンヒーダンス

の温1乏に．心Lて電動機を停lllするノi式1、杉えられている

か，電動機〃・過烈Lているのではないから，むしろイン

F’一’1・ス迎熱の際に短絡Lて保，；隻するな法にするべき

てある．

　限時継電器式のものでは？「ミ・グ機構が複雑になり

勝ちであるが，庵気的機械的条件力；多少変動Lても確実

に起動インヒt・一クンス之短絡することができ，また時限

を適当に江定すれは，：玉1芝が完全にヒ昇Lてから全電圧

に切替えて運転すること1）」’きる．已動インヒータ㌧ス

の短絡時には瞬川［白に電動機回転JJが飛路｛するから糸切

Ji［に対Lてはイく只合であt），なるべくその影響を少くす

る二とが望まLい．そのたN！ノにii．できるだけ速度が上昇

L，電動機の屯流が滅少Lて：’｛ド運転のト・しクをなるべ

く1滝圧運転のi’　’ts・に近1・川てから仁ピー一｝／”ンスを

短絡するのが有利である．

　粗紡機起動時の糸切，ξL防11－．に対Lて望まLい加速特性

は，全速度になるまての時川を相当に長くするとと9に，

いわゆる直線1川速すなわち辻度1：汁曲線ができるだけ直

線に近いものであるとされている．すなわち19図の］

のごときい）であるがカコ形電動機て直入起動する場合

には2に・云す曲線となる．　t’ソシ；i」ンス’x一タを用いる

場合には3のようになり起動時川ては希望の値にするこ

18図　㌧．　，・：‥一、

Fig．18．　（’usht，ni、t／tl・lt－t・．

紡績機械川フr蔀lj器・篠崎

19　図　　速度一トこ31・辛泉

Fig．19．　Speed

　rlse　CUrves．

2」図電動機およ
　　；：tUL重力機抵・1，L　ノ

　特性
Fig．2〔｝．

Characte了is　tic

　Curves　of　T］1〈｝tOT・

　and　startillg

　reistii1｝ce．

遠

亨

1’

ξ

｛‘1『

　1，t’

÷ ψ’t9・f

IBe

とができるが曲線の形状とLてはイ〈充分であって，その

轡曲部分が往JcにLて糸U」luの原因になると見られてい

ろ．

　それ故2の山線をユに近付けるため速度上昇につれて

加速ト・しクを減少すr，ことが望まL．いが普通カゴ形電動

機の速度　ト・しク特性は20図の1のこ’とく一般にト・し

クの最大値が起動卜・し1ノに比べて相当にノくきくなるから，

巻線型電動機の二次抵抗起動のごとき特性にすることは

困難である．

　ケッションスターヌの起動丁ンヒーダンスとして，り
．

i’クト・しを川いる場合，リァt・　1・・しに飽和特・性がで乙よ

うにすると，起動時の1ミ電流て飽和Lてリ．ノ’クタンスが

小になり速度上昇後電流が減少すればfンヒーグンスが

増すため特性的に幾分19図の］に近付け得ると考えら

れる．しかしながらカ’1’形電動機の速度．一｝起流の特性は，

20図の2に示すよう｝こ相当最終速度に近付くまで電流

の滅少は僅かであり，Lたがって飽和リアクト・し起動の

特性は19図4の程度で余り多くを期i．t」することはでき

ない．

　また理想的飽和特性のリアクト・しが得られても，電動

機が加速して電流が滅少するにつ力，　リァクト・しによっ

て生ずる電圧降トもやi日1少くなる傾向Lか取れないか

ら，たとえば単巻変圧㍑態動による減圧起動以上に有効

な乙特性を得ることはできない．なお緩起動のトノしクを

調節するためにほ抵抗またはリアクト・しの1直を調節可能

にせねはならないが，つねに飽和IJアクトノし9’jF性を持た

せつつ調節できるようにすると構造が複矧北一9一る恐｝，1が

ある．故に起動インヒー：ソンスを時同的に「1∫変として電

動機速度L井に応じて20図3のように変1ヒさせること

ができtilぱ，良好な特性が川られると杉えられるが装置

力fさらに複隼佳｝こなる．

　よって起動インヒータンス’↓・定とLて，その代りに

屯動機の迷度　卜・tク特性を変更1、，起動トノけをノ〈に

〔375｝29



最大ト’しクを小とする1∫法によi，てitl、同様の効果が期待

され，たとえば回転」㌘抵抗の変1夏により20図4のよう

な特性にすれば，1に比較すると川当に有効なケッショ

ンス’／一タが可能であろ．

　実際に新設の紡機に組rヤわせて使旧する際はその他に

据付当初，機械の動力伝達機W｛iの・filい時期．が暫くあり，

さらにその後機械負荷の変更，電源電圧と周1｝£数の季節

的変化を見込むとクノションスター1！の調節範囲｛ま相当

広く取るべきである．そのために起動インじ一3e”ンスの

値を大きくす，i，「ばfンピータ㌧’くの・」‘法も尺きくなり起

動時の発熱ミ」多くなるぱス7－？の箱を2＜＜〔なければ

ならず，こJi　lド〔紡機の取付上からメ、望撒Lくない．それ

故にたとえば特性の良好なり瓦圧起動とクザ起動を組合わ

せるようなノノ式が好都合と考えら力る．

　粗紡機の起動方式については，以上のごとく理想的な

直線加速を実現するために，紡績機械7く体の特トllの研究

その他調査研完すべき問題が今後に残されていろ．

IV．コントロ声ル・センタ

　電動機の起動器は紡機の近くにおき，作業者が機械の

様子を見ながら運転することが都合よいのであるが，工

場の事情によっては制御器具を一・箇所にまとめて，特定

の人が操作する方が安全で都合のよいことがある．とく

に人絹工場のように腐食性のガスのあるところでは電動

機のみ機械室に設け，制御器具㍑別室とするカが標準型

の制御器只を用いることができ，設備費が低減されるこ

とになる．制御器具を一箇所iこまとめ乙にしてもできる

だけ互換性をもたせ配置上のスベースを節減するために

はコントローノしセンタとすることが望ましい．コントロ

ー ルーヒンタは電動機の起動装置と回路の保護装置とを前

述の組合せ直入起動器にして，そ力を一’つのユニットと

して必要箇数をキャビネットに集合Lた‖∫IJ御盤で，共通

母線や分岐母線を揃え，各ユニットはこ2tらの母線にナ弔

込式端j”ご店脱1ヨ在に取り付けら力，ユニットの容量間

に互換性をもたせ乙と共｛こユニットの∫芒｝脱は機械）重動子

によって断路後でなければできない購造としたもので，

体裁，操作ヒからも極、’ノて好しまいものである．容量は

600V，600Aまでで111：1：線には給電線遮断器としてNF

型ノ’一ヒューズ遮断器の600A定格のものを使用する．

21図は・r　L・ト［t－・しセンタの外観を小す．

V．電機品の保守

　紡績11場でぱ1万鈍’【］り140、ユ50台の電動機力；使用

されているが，機械によって起動川数や負荷：1犬態が相達

する．電動機、二ほとノ，、と泊：入起動でちるが，起動同数は

1口数川程度のものから，1時川数百回の1））の，頻繁に

インチングを行うものなとあり，直人起動器の適川には

箇々の条件を検討する必要があそ↓．

　千動式の直入起動器は小馬力で1日数回程度の操n三に

は使えるが，遠．万操作ペー頻繁操｛乍には電磁式直入起動が

30（376）

」
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≡∴◎
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21図　・い一・L七ンJP

F19．21．　Control　Center．

よく，熱動i口電流継電2；÷と相まって電動機の能二杓］勺な臣

用が；1∫f髭である．

　どんな優れた己機品でも保’守が不充分であれば最兵の

運転は期待できない．定期的保守点検によってつねに最

良の状態を維持することが望ましい．とくに開閉器類は

電気の開閉による接触部の消耗は絶支寸に避けられない．

接触日1の消耗は接触圧VJを低下し，加熱、消耗を加速度

的に’ilめることになろ．保守部品は同にゴ？せのものでな

くつねに正規の川1品を準債1されることが必要である．

VI．む　す　び

　本文三は綿糸紡赦における単独連転用尼動機の起動器

について述べたが，制御装置として混打綿ll和に．Exける

連動運転・精紡機の1［［IJV　F’起動・湿！l　l「場の糊付機の自動

制御’5．数ヤの重要な課題がある．戦前1，40e万鈍の1、1～1容

を誇ったわが国紡績界も，打つぐた業整備，さらに敗戦

をむかえ，戦災をまぬかれた270戊元鈍が幾多の困難を克

服してノ）［18UO万河にまで回復した．鼓後の設備は哉前

の習慣を打破できず，僅かに風綿処理1こ改善が見られる

以外は戦前の技i・lll水準のまま増鈍せられたものが多いよ

うである．最近国際市場の不況に〕：り，製品の向⊥，運

転の合川化が急速に行わオし既設ll場の検詞が行われてい

るようである．紡機の所要馬力の決定に動ノJ測定が行わ

れ最適氾動機や制街1装置の選定に｛1，］意さ力ているが，聞

くとこ7、によるとオt［1・』．で江罰［＄ノ元機1こ，L機｛弍自勺iたitlt’K（

的の緩起動装置はほとんど使用Lていない川である．長

繊維σ）優良原綿を使川し｛［｝ろことによるものと思わ罰る

が，わか日の事情は紡｛幾の相違によるものであるのかも

IH　Jbないが，紡機そのものの動力已達〃式についての研

究たとえばつ一ンフーリの消り防上および・1「ヤー伝達ノ5

式の研完㌃直接起動装置の性能に影響づPる問題も電気機

器側だけで解決：」一ることは困難で，電気，機械の総合し

た研究にkって最良の運伝方式を決定しなけカばならな

い．iVi］者と製造打とが一体になって研究改善に努力す

るならは必ずや輝かLい成果が得らるることを確信して

拙稿を終る．
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紡績工業におけるワードレオナード運転方式

神ff製作所

紙 谷 鉄 男：t：

Ward－Leonard　System　in　Spinning　Industries

Tetsuo　KAMIYA

Ko1）e　W《）rks

A 　　hl　sphming　inclus　ti“ies，　as　well　as　c）tller　enterprizes，　there　has　been　a　trend了）f　chaIlg、

mg　the　system　to　that（）f　high　speed　operation　from　the　viewpoint　of　cost　reducti（）n

amd　qllality　ilnl）rovement．　Old　driving　method　being　not　sat｛sfactf）1・y　to　meet　the　re－

（．luiremellts、　the　sect｛（川al　drive　system　se亡to　work　and　operated　with　the　Ward－Leonard

sygtenl　is　the　lllos　t　up－t《）－date　practice．　　　Thelr　advantages　and　features　are　accounted

foi’in　this　rePort．

s．N

．”一

L　ま　え　が　き

　紡績ll業では従来機｝1曳的進歩は高度IC　．i主しており，か

え・，てそのために電kl機械のこの力面への進川が遅］1て

いた．その後宙三（機械σ）利刷が考慮さ］，iたが，ただその

・次動力源とLて使用されるに過ぎなか一Pた．しかし最

近他の産業界と同様に労働賃金の昂騰競争の激化のため

原価低減の必要を生じそのために機械の運転速度を高め

良質の製品を増産する傾向となってきた．また市場の要

求も急変するためにその要求に即応するような流動性の

ある機械装置が必要となっている．従来のようなべ・し

ト，ローンフ．一リ等によう一一軸運転ノノ式では速度のL昇

微細な速度調整・張力調整・rム範囲な速度範囲高能率な

運転は不・1∫能であり，1図に示すように各セ？ションに

単独に電動機を取付けたセクショ＋・しドライブ々式が採

用されている．ことに連続仕｛二機においてこの傾向が顕

培で，直流電動機を使旧しこ｝，1らをワードレオ＋一ド万

式で運転を行っている．

2．連続仕上機のワー一　FレオナPド運転方式

等が挙げられる．

　紡績工装においてことにこの連続趣転ノノ式の最適な♀｝

のはその仕上作業面’ご，連続漂白機・高速糊1寸機・シノし

’，．．ソト機．染色機．連続水洗機等はす’Cにこの．b’式で行

わ力るよ5になった．

　すでに述べたように，この種機械の駆動λ∫式は従）klの

・軸運転力式からセンショ→・しドソイゾリ」Vに転換され

ている．その刊点としてつぎの理由が挙げられる．

　（1）　各セ’1ションの駆動馬力の選定に自在性がで

　　　き，所要馬JJに適応した馬力の選定ができるた

　　　め，全体的に能率同上が得られる．

　（2）　速度を増すことができる．

M

　分割述転り式から連続運転ノj式への転換は，すべての

工業の最近の傾向磁・る．その川肚して嶋（1）製品

はすべて同じ処理を受けイミ均’性が除かれる．（2）生産

が向．ヒされる．（3）分割運1転でのつき’の工程に移る問の

時間，運搬、没備が省か力る、（4）作業管理力こ簡単となる

　＊技術部

［A

● 山
　　　　　　LB、

1図　くa〕　・軸蓮転ノ∫式（IDセソ’iヨ・‘．’しドノイプ方式

　　Fi9．　1．　　〔：1　）　　（’Olllmon　shaft　drive　syste［n．

　　　　　（b）1　ecti・nal　drive　s〕Tstelコ・．

（377）31



f

　（3）　各セクションの速度の微細な調整が簡単に行わ

　　　れ，良質の製品が増産される．

　（4）ベルト操作がないため運転は容易であり運転者

　　　には安全である．

　（5）補修が簡単で，しかも床面積が少くなる．

　各セクションは直流電動機で駆動され，それを可変電

圧発電機にて供電する．すなわちワードレオナード方式

で運転されるが，この方式がこの種機械に適応する理由

として，下記の事項が考えられる．

　（1）広範囲の速度範囲が容易に得られる．したがっ

　　　て同一機にて製産される品種が多くなる．

　（2）加速減速が円滑に行われ，その期間中の不良品

　　　・糸切れ等の故障が除かれる．

　（3）　この種機械はほとんど定トルク駆動のものであ

　　　り，したがって定トルク方式である本万式は最適

　　　である．

　（4）　自動速度制御が容易に行われる．これは各セク

　　　ションに直流電動機を使用したことtcも共通な大

　　　きな特長である．

　以下実際の機械について，当社1が製1乍納人してすでに

運転を行っているもの，また目ド製作中のものの、：三に

っいて簡単に説明を行う．

3．連続漂白装置

　械械ならびに電機品の概略を2図にボしている．この

機械は別名J－・Boxと称されている．三っのセクション

に分かれ，2回漂白装1を通って布が漂白される．

　運転順序は棒状に絞った布は，第1ワッシャを通り水

洗され，リールを通ってサチュレータに入る．この部分

はつぎのJボックスでの漂白化学作用のために，過酸

化物あるいは苛性ソーダで処理する所である．つぎにJ

ボックスで漂白されるが，サチュレータ・Jボックスで

は，かなりの時間を要するので，布はその中で積重ねられ

る．つぎに第2セクションに入り同じ工程を経て第3セ

クションに入る．第3セクションで最後の水洗が行わ

れ，パイプ電動機によって振られてパイラボックスに積

重ねられ全工程は終了する．三つのセクションに分けら

れているのは，漂白部分で時間が掛るために最初布を通

す場合，まず第1セクションだけ運転していればよいわ

けで，他のセクションは運転する必要がない．また連続

運転中でも漂白の関係で，任意に一つのセクションだけ

止めることもあるのでこのような方式にしている．各セ

クションには，それぞれ発電機を取付け，その電圧によ

りその部分の速度を整定している．また各部分はその電

動機の界磁調整から，布の速度は広範囲に変えなければ

ならぬ．電圧調整はすべて押釦で自動的に行われ，また

運転中あるセクションのみ一時的に速度を変えても，押

釦操作で自動的に元の同期速度に回復するようにされて

いる．またワッシヤおよびコンベンセートゲートにはダ

ンサーU一ルなる布の張力により上下に可動するロー一一　／L

があり，その運転により機械的に連結された界磁調整器

が動き，後の電動機の速度を変えて自動的に速度調整を

行っている．・・連の連続運転であるためもしその速度が

変れば，漂白時問に変化が生じ一様の製品とならない．

　この種機械の電機品は，当社としてはすでに市新晒工

業に納め，現在良好なる運転を続けている．また現在製

作中のものでは，これと同型のものを日清紡績および鐘

淵紡績にそれぞれ1セット，型式の異なったもので鐘淵

紡績向けのもの2セットがある．速度は大体最高250yd

毎分のものである．

4．シルケット機

　　（別名・マーセライジングレンジ）

　この機械ならびに電機品の概略を3図に示している．

この機械は綿布に絹のようなツヤを出すものである．原

理は，綿布をアルカリ溶液の中に浸せば縮むが，これを

適当に張力を加えて伸せばツヤが出ることを応用し，連

続にこの作業を行わせるものである．布は第1苛性ソー

ダ溶液槽に入り，テンションシリンダを通って第2苛性

ソーダ溶液槽に人り第2マングルで引張られる．さらに

布はテンタに達するが，これは布が幅の方向に縮むのを

伸ばすものである．これまでの部分がこの機械で一一’as重

A、　，

入

A

魁

」

戸

2図連続漂白
　　　装置
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，！，製品の艮不止に非常に影響する4、レ）であり，したが

／こその関係速度に微細に調‘整．することが’必要で，　また

同　一関1系速度で運・駄することが均　・な製品を生産するE

にLli：要た・堤糸となる．従来は整流J’一電動機により　・軸運

転をLていた、「）『ン．ヌを川た市は第］”・．．Jツタ，第2．t　t・・

ヌに人るが，　この部分は侑のr．）つしカリ性を中和し，同時

にfirを棒状に絞る作ll］をする．第］から第8までのづ＼洗

機一で小（｝．先さtl製｜‘｜占となる．

　各電動機は1箇の発庵機から供電さti，その電圧に．L

り合速度が整定さhiイ、，このセクション．ト．．・ノイ’ノノ元式に

より，タ’ン．り．・v－一’しにtllく付けた界磁調整2｝｛の作用と相

ま’．、て，布の関係速度はd；．確に保持さ力る、従来σ）・軸

；璽転，り式・でい，30～45yd　毎力・σ）速度がその最高であ〆．

たが，「）川の倉敷紡績｛こ設備されるものは70yd毎分

のkt，ので，その電機品i．ビ1川1：に発注さti　l　Hド製ii：中であ

○．

5．高速糊付機ほ．／’・パヤ戊

　この機械ならびに電機品の概賂が4図に示L．てある．

図のものは糸類に糊付づ一るもので，ゴくに糊付するものは

つ澄分これと構造が5艮なi｝ている．以．ドの説明は制｝糸，　1’）

碇糸，毛糸類に糊付するものについて行うが，またこの．陣

のものが電気的にも興味ある問題を含ん．でいる．tfリ’一

・しに巻かれた何千本かの糸が送らSn，一り’イズボックス（糊

付槽）で糊付され、カッパーv－・しで’送り川さSl，乾燥機

で熱風あるいは蒸．気で乾燥され，ウッドll一ノLで引張ら

れ最後にピームで　・定の川びをり：えらtiLて逢取られる．

このピ．一ムに巻取られた糸は織機でrlfにされるわけであ

る．ソリーノtから1’ハソト’．ローノLまでの操作”（・・1．t，糸ぴ）弾

性を消失しないkうに糊付乾燥をfiうこヒが」〈　U」’で，過

度の張7J過度の乾¶1粕よ避けなければならぬ．　ヒ・一ムに巻

取られるときほ，糸ゾ）長さを多（・」るノこyノにカ・なりの1炭

り’を掛けらオ1る、

　．この糸｛こ1：．．・．．．：〔1∫が績い1、れるから，　こU）糸の良イV良川

以後の製11｜1㌔こ影きUIL，　ことに1申び縮み｛．．．ないり∫を製1’i；ナ

るtきにはこσ）f乍業は・巨‘覆な，要素となる．　L．たカミ’∵（こ

び）1｛irjM‖Cこk・」一し，　ワ’一　ドし　一／　・．た一　ト’．｝．こよる・．ヒ　’fシ　ョー，一・t　ド

ノfフ．ノ∫式は当然杉えら力ること二あり，その制御ノ∫式

を5図に示している．

　すでに述べたとおり，糸は’定の張川．こkO　様な1中

びを受けて巻取られなけれぱ．なら．ぬ．糸が巻取らd，tるに

つれてその糸の巻取直f5は7〈きくなるので，その電動機

の川転数は，その円周速度が同・である．ように減じなけ

；ilは’ ，張ノ」は巻取期間ti‘．’定となろことはて1きない．そ
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のためにU一トトV一ノしを使用し，ヒーム電動機の界磁

をその出力により制御し，巻取期間中その電動機の逆起

壱圧が一・定になるようにし，たえず電動機の人力冠流を

．一定に保持するように動作させることにより，自動的に

速度を減ずるよ6に制御を行わせてし・る．従来この種制

御には，フリクションクラ・ソチを使用して行われていた

が，精度の高いL・一トトu－・しを使川することにより，

さらに微細にその張力が　・定に保持される．

　ヒームに巻取られ．る糸の張力を」〈きくLた場合，その

張一JJは全スフッ」ヤの摩擦抵抗よリメJ人きくなる場合が

ある．そのために1L／ット1！一・し以llりの糸に余分の張JJが

｝卦らぬようにすることが必要である．そのためにビノソト

け一・し竃動機に直列に昇圧機を接続L，屯動機が低速運

転の場合にも，制御発電機となる〔うにLている．その

張力は界磁調整器により容易に調整される．

　すでに述べたと，わり糸が過度に乾燥することは避けな

ければならない．Lたが’、て糸の湿度によ・，て自動的に

運転速度を変えて乾燥度を　・様にする必要がある．その

ためには1〈二♪計により湿度を測定L，そ力を利用して電

気的ノ仕L電動操作の発電機界磁調梓器を動作させ制御

を行うのである．

　またこの機械で注意すべき点は，糸が切れた場合2yd

程度まで速度をドげその繋ぎ作業を行うためにこのよ5

な低速でも，正硯運転と同様の張力状態を保つことが必

要で，発電機は低這圧を安定に発生することが必要であ

る．

　つぎに加速減速期卜1］」】の乾燥已i周整の問1邑がある．乾

燥度は当然この期間中は高くt“　」膓ので，これをなんらか

の自動制御で防rEしなければならぬのであるが，こオ1は

ただ電気的に解決することは困難で，将未機械側との協

力により解決されるものと杉えている．

　この種機械の電機品を当社は4｛洋紡紙株∫t会社より発

注を受け目ド製作中であるが，その速度は70yd毎分で

ある、

　6図のものは侑の高速糊f・r機の大要を示している．

　その他コンパートメントワッシヤ（連続つく洗機）もワ

ー ドしオナードノ5式で運転され，当社は東洋し一ヨン株

式会社より発注を受けすで1ご運転さ」1ている．

6．紡績用電機品

　　・般に紡績川機械の動IJft他の工業の機械に比較すdt

ば，小容はのものであり特別に発電機室を設陥せず，ノ＼

員の関係からも機械室｝こ据付け運転者が簡tl1．に監視運

転できyのが・般の傾向である．その要求に合致するj：

うに電機llll㌔の構造を杉慮している．発電機セットは7図

のkうな・・ゾ’一ジト’rfノの｝薄造にしている．この構

造の特長は（ユ）床川栢、i　：少くてすむ（2）起動装置もs’1

ま：hているので据付配線が簡単てあ乙　（：刊　完全な防滴

型でちる　（4）通風冷却は小z『1！てしかも人きな風娃を取

人れるようにL，またその取人口には防帳装置を施し，

Lか享、その取外L取付｛ナは容易である　（5）外観が丈L

い（6）ノ＼1司に対する危険性がない等である．各種のメ，の

を製作L現在1表の標寸i三設けができている．

　また各制御盤も機械のiisi・iこ据付けられるので，8図の

ようにハッと・一ジド’Xイフ．とし防塵防ii萄型とし，また器

只計器すべて’体とし，・J・｝製にして据付配線を簡単｛こな

るようにし，また監視点険の便利なような構造としてい

る．紡i円電気品としてこの種の型を標準として供給し

ている．

7，む　す　び

　以L述べたようにセクショナ・しドフイー／ノ∫」tに切換

え，それを1ノートレオナード方式で；追転するのが・般的

な傾向となっている．

　当社だけでも，すでに運転中のもの製作1いのものを含

めて，連続漂白装置5・ヒッ1・，高速糊f寸機2セソト，シ

・しt・ット機1セット，連紅丘栢先機ユ・セットで，これによ

っても最近の日4〈の紡兼Lliに業がその制御IC　S♪いて新」］’　．k
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　　　Fig．6．　S．　lus．　her，

1
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7図，パージド川プ発電機セツt
　Fig，7．　　Pnckagtrd　type　T∨［　（．｝　s　et．
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　8図　パケソシソド’（fつ制御盤

Fig．8，　Packaged　type　contrc，1　paneL

1表　ぺJ　’・一ンドパプ発電機セツト標準・1怯表

バ〆フーシト’Xイプ発電機セット

誘導電動機

：｛O　HP

45HP

50HP

発電機
i7．5　kW

　25kW
　3↓）kXV

50HP

70HP

75HP

InOHP　l

7k、V一ト1：S．5　k、V

2f）k、V・ト13．5　kyC

　　　4f｝1〈1・xT

6‘｝kVV

　　　　外

励磁機　　幅

2kXV　　1850

形　寸　法

高さ　奥行

L500　　　900

2．5kW

2kW

1、850　　1、500

ユ．850　　1、5∩0

2、700　　2、000

fno

goo

5kw

5kW

9（♪0

2，700　　2，（me　　　　goo

5kτ，V　　　］．9．　50　　1，8tn　　1，000

5kyU　　1．950　　1，800　　1，‘〕00

A に転換せんとLている趨勢が窺われると思う．速度の上

｝1．に当然自動制征‖の川題を伴い，外国文献を見れば電jt

管調整器あるいは磁文（増幅器へ5二を使用している．実際に

適した凋整器はいろいろの条件に；1り選択されねはなら

ぬが，rl本の紡績L菜が電気1制御の対象となったのは最

近のことであり，将オ（の研究によりこO）種の自動制御は

・層進んで行くメ，のと思わ力る．

A，

直流しす十一1ノ∫式；：るにしfノトフfプ

Range　drive　by　D　C］c・，llllr（l　system・

紡績一r業におけるソーFL’li一トド運転り・い紙谷 〔381｝35
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水 波 数
　UDC　621．3‘．4．261621．314．653

’

伊丹製作所

己　斐　健　三　郎：1：

Static　Mercury　Frequency　Changer

Kenzaburo　KOI

Itami　Works

　　Static　fi’equency　changers　require　statk：condensei’s　of　a　considerable　capacity　at

their　outPtltZ　side，　but　their　high　e備ciellcy：md　fle．xibility　outweigh　the　drawback．　They

can　be　operated　in　parallel　with　any　rotating　rnaclコlnes．　Free　from　vibration　and　voise，

1ight　weight，　easy　installat．ion　and　almost　the　same　dependability　with　rotating　Inachines

are　distinctive　features　of　this　static　al〕paratus．　Now　tllatこm　applicatiolユto　pot　motors

as　their　pour　sources　has　provell　to　be　successful，　discriptolls　oll　apParatus　ill　generaI

and‘）f　ignitr《〕n　are　coiisidered　to　be　worthy　of　introdllcti〔）n．

A

1，まえがき

　水銀整流器を使川した苗i止型周波数変換装置にっいて

は古くより研究が行われ，わが国に才♪いて4）数年前より

冠力用の1，000kW～10，000　kWのノ＼容継のものが運転

に人っており優れた成績を示している．なお最近はこ力

を応用した高圧直流1玉電が活滋に研究されるにいたって

いる．

　・ノノこれらの実績によって近時紡紺i界においてもユ50

c　”sあるいは300ピs程度のホットモータ電源としてこ

の種の変換装置が着日せられ，また実際に使用される向

も多くなった．

　本装置の特性，機構についてはすでにしばしばのべら

れているが今後ますます使用せられると杉えられるので，

特集号の一一隅を借り回転機彗1］との嗣異点を解説しかつで

グナイトllン型周波姿化変換装置を紹介する次第である．

2，動作特性

　静ll四］周波数変換装置は水銀整流器を刊用し交流を直

流に変換する順変換装置（整流器装『’｜1）と，直流を父流

に変換する逆変換装置（インバー2装旧1）とを組合せた

ものである．これは人別して他励式とr｜励式に分けら」r

る．前陥、t出力側交i斤1系に川転機があり逆変換装置の変

圧器はこれにより励磁せられるもので，後者は回転機の

全然ないものである．両者の特性はほぼ同’であるが他

励式は安定度，能率および力率の点づご優］［かつ制御が容

易であるため，．普通既設回転機がある場合は他励式が採

用される．

　以ド1三として他励式についてのべる．

36　（382）　　＊　圭支frl亘部；

　ア．電圧電流外部特性

　本装置は1図に示すごとくそれぞ，itの父流系統にりな

がる2組の，k銀アーク変換装置が交叉接続にな・ノている

ものである．

　こ！lらの順逆両変換装描1はいす勿も陽極より陰駒｛へと

・ 方向にのみ卍流を流すがlll輌者の差異はその陽極の点弧

位相が翼っていることである．すたわち順変換装置では

変圧器より加えられる陽極電圧力㍉E半波の位相でsiS弧す

るが，逆変換装置では負半波において点弧する．

　これは直流側より加えられる【E卍圧によって変圧器の

逆り向電圧を打ll‘1し強制的に通流せしめることで，これ

ecよって直流電ノJは変圧器を介して交流側に伝達さ

れる．

　1順変換装置の酌：ifi［出力電圧E，rおよび逆変換装置の直

流逆起電力E’，，はそれぞれ次式で示される．

E，＝丘忍cosζ＋彪兀∫，「－Rlr　e。・・・・…　⑪

　　　E”，’二　leLノ三’．cosr）t・＋k，・X’1，，1．R’L，一トe、、　　・…　　　（2）

ここに

　　L，；｜白：流屯流

　　私，克；各変換装置の紀線り式で定まる常数

　　瓦，E’、；川〔｛，逆変換装置変圧器の直流側巻線の

　　　　　付脂圧

　　X，X’；順，逆変換装置の転流リアクタンス
　　　　　（後述．）

　　R，R’一順，逆変換装闘口i路の［萱流側に換算した

　　　　等1川抵抗

　　ea；変換装置の竜弧電圧降ド

　　（t’；1111J｛変換装置の点弧遅オL角

　　r）t；逆変換装置の点弧進み角

三菱電機・VoL　28　No．8・1954
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三
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1；葺恒長置開雫匡蕃

A、；噴要10崇

∫：巴R蒋書

ri，㌻i窟発電筏

（：：青蚕竜蓄電器

la’、貿　　　膏

1図　静止型周波数変換装置概略結線

Fig，1。　Schematic　diagrclm　of　a　9．　ttltic

　　　frequency　changrer．

、91司一巨

2図　変換装置の電

　　圧電流特性

Fig。2．　Vりltage

　current　　chat－uc－

　【eristics　　〔）f　　fre－

qu・nCy　change1’・

kって定まる．

　変換器の損りこはIlとして竃弧電圧降一ドによるもので

20－30Vである．その他点励弧用制御電ノ］SPよび真空

ホンフ用竃力等であるが，こ”il．は数kWにすぎない・

電弧電圧｛こよる損失は変換器II！［流丁9　JEを　2、000ないし

3，000　Vに選ぶと約1％となり極めて僅かである．ま

たこの損失は変換電流に比例する故変換器の能率は軽負

荷において回転機のように能率が低ドしない特長が

ある．

　変換器用変圧器の損失は　・般電川1」変圧器に比して含

まカる高調波のため｝‘1：ド人となる．普通この損忠は約

3図　逆変換装置

　の転流図

く’】：陽柚1の電圧
t・L）　：陽趣2の電圧

Fig．3．　Current
L’（｝11versiOll　　d｛ci－

gram　of　inverted

rrCquency　chan9－

Ci　1’．

s

A

’

　抵抗降ドおよび電弧電圧降ドを無視すると　ほ），（．2．）

式より

1、，＝let（E、　COSα一E’　．，　cOS　“r　’ ）‘’鳳X－・X’）…　（3）

となる．

　交流屯圧を一・定としてα角およびγ角を変化した場

合の両変換装置の電圧電流特申［1は2図の実線および点線

に示す仁うになり両山線の交点が周波数変換装置の動作

点を示すことになる．図により明らかなkうにこの動作

点は両変換器の1；Z相制御的aあるいはγによって容易

に変化でき，交換電力E，，×L，を調整することが可能で

ある．　・」元（1），（2）式よりE，，，E’，，は交流電圧Es，E’s

によって変化し，位相制御を1［：わない場合は人力1則交流

電圧が増ノくするかあるいは川力側交流1Ell三が減少すれば

直流電流は増IJIIし変換電力も増大する．1じ圧変化が逆の

場合は変換電力は減少する．

　イ．周波数特性

　順逆両変換装置「｛日には直流段階があろため人力側と川

力側の交流周波委k問には相η1関係はなく完1ミな非同期型

である．変換川力の周波数はlll／J側交流系の回転機によ

って定まる周波数そのものである．したがって脱調，乱

調なと’の問題はなく，起動は遮断器の開1】qのみでよく同

期合せなどを’必要としない．

　また人川則交流の川il芝数の変動にょって変換出力が変

fヒすることはない．

　ウ．能率

　本装置の能率は順逆’両変換装置の両変換器自体の損

失，変換器川変圧器損・失および直流リアクトノしの損失に

静1卜型水銀周力支数変換装置・己斐

］．5％である．1白：流リアクトttしの損失の大部り〉は銅損で

」卜’iE・1こ／」・さい．

　以ir．の損失にょり決る総1？能率は普〕094～q．　S’）％程度

である．

　エ．力率および無効電力

　この装置の力率は陽極16流の通流f端｜すt“A・　1’・位酬11」

御角および回路のリアクタンスによって次式のにうに

なる．

　順変換装置のノ」率；

　　　　cosψ・・cos（‘t’・1．’2）－cosα一・ρ，2　　　d）

　逆変換装置の力率；

　　　　　cos〔〆ゾ7＝cos（γ．－lt’，2｝－cos（n／．－u’）　・（！’t，，2

　　　　　　　　＝cosツ　LC」　’r　2　　・　　　　・　…　　　　　　　　　　（5）

　ここに
　　　2t，　1，t’；順，逆変換装li’11のiFlり角腸柳1り1流時1

　　　　　　陽極が同時に通流するP．」川）

　　　ぴe’，；川〔1，逆変換装置変圧器（交流電iJsl：川路を

　　　　　　含む）の短絡氾圧（％）

　順変換装置の力率はa角が零の場合五↓高となるが普：

通川∬変換装置側で変撫じ力の謝整，あ乙いは交流電圧変

動の補償を行うためα角は20”～30’となり力率it　80

％ないし90　％’程度となる．JJ率を良好とするために

は変換装置用変圧器にタップを設け電圧変動をこれであ

る程度補償する．変圧器に負荷時タ・ソフ切替装置あるい

は誘導電圧調整器をつけることは理想的であるが高価と

なる．

　逆変換装置の場合ほr）t角tc　fi）る限度がありその値↓’1

（383）　37



下とすることは後述の転流失敗を生じる．3図に示すよ

うに陽極1より2に転流する場合二陽極が同時に通流

する重り期間Uがあり，この重り角は転流リアクタン

ス．（陽極側よりみた電源回路も含む変圧器の相あたりの

リアクタンス）および陽極電流と共に増大し，転流電圧

（転流時の二陽極間の電圧）が減少すれば増大する．また

一般に陽極電流の消滅直後の陽極では残留イオンの存在

のため格子の制御能が失われており，一定の消イオン時

間7を経過せねば陽極電圧が正となると再点弧する．

したがって3図のt点以後はel＞esとなるため，この

点より前で転流を完了せねばならない．すなわちγ一

U＞τでなければならない．消イオン時間τはイグナイ

トロン型のものでは約10－，秒で極めて小であるがγ一％

は普通10°～20°としている．これは交流電圧の急変tC

よるUの増大を考慮しているためである．電圧変動が

大なる場合はγ角を大きくせねばならず，力率は低下

し非常に大なる無効電力を必要とすることになるが，か

かる場合応動速度の早い自動的の位相制御を行い電流の

過増を防止して力率を向上することができる．

　かように逆変換装置の制御角γには最小限界があり

一定値以上の無効電力を必要とすることは本装置の一つ

の欠点でこれを極力少くするために種々の考慮が払われ

ている，普通この無効電力は変換出力の50～70％で

ある．逆変換装置側交流系にはこの無効電力と負荷の必

要とする無効電力の供給源が必要で回転機の他tc－．・般に

静電蓄電器が使用される．

　オ．並列運転

　本装置は他励式の場合同期発電機あるいは誘導周波数

変換器等と並列運転を行う．前述のような外部特性のた

め本装置は位相制御による変換電力の自動制御を行って

いる．したがってこの自動制御によって並列運転の負荷

分担を任意かつ容易に行うことができる．一般に変動す

る負荷の内の一定負荷を静止型に分担せしめる方式と，

逆に一・定負荷を回転機に分担せしめ変化分を静止型が負

担する方式がある．後者は回転機にとって好ましいが無

1∂）順震換器 ⑥逆袈換器

　　　4田　変換装置の陽極陰極間電圧

ア：点弧期間，t：逆電圧期間，ガ：順電圧期間

Fig．4．　Valtage　between　positive　and　negative

　　　terminals　of　frequency　changer．

38（384）

効電力の大半を静電蓄電器に依存している場合などは静

止型の出力変動に伴う無効電力の調整が前者に比して円

滑に行われず，とくに回転機の容量が小なる場合は安定

度が悪くなる嫌がある．

　ここで問題としている場合は負荷はポットモータのみ

に限定されている故，もっとも利用度の高い経済的な運

転制御を決定することは容易である．ただしこれは回転

機の特性，容量および負荷，電圧の変動状況を検討考慮

して定められるぺきである．

　カ．異常現象

　水銀アーク変換装置の陽極は1c／s中の一定期間通流

し相回転順序に正しくつぎの陽極に転流していかねばな

らない．普通使用される二重星型結線では通流期問は

120°で1　c，／s中の陽極陰極間電圧は4図のようrc変化

する・4図の（a），（b）はそれぞれ順，逆変換装置の場

合を示すもので，通流期間は電弧電圧に下り，非通流期

間は逆電圧および順電圧がかかる．この逆電圧あるいは

順電圧によって非通流期に陽極陰極間に電流が流れる現

象がいわゆる逆弧および通弧である．その他の異常現象

として失弧があるがこれは陽極が点弧すべき位相で点弧

しない現象である．これらの現象はいずれも理論的研究

の進歩と設計構造の改善によってほとんど克服されてお

り，かつ極めて稀に発生するものに対しても後述のよう

な優れた対策が採られ現在では解決された問題と考えて

よいであろう．

　本装置において逆弧が順変換器に生じた場合は入力側

交流に対して二相または三相短絡となり大電流が流れる

が消弧遮断（格子あるいは点弧子によって未点弧陽極の

点弧を抑圧し，通流中の陽極は電圧の反転した位相で自

然消滅せしめる）によって1c／s以内に遮断される．こ

の間逆変換装置側よりの電力逆流は行われない．ただ変

換出力の停止となる．消弧遮断後は0．5～1sec以内に自

動的に再閉路が行われる．したがって特別な永続性の逆

弧でない限り瞬間的な出力停止となるにすぎずポットモ

ー タ負荷の場合問題とならない．

　逆変換装置においては大なる電圧変動によって前述の

γ一U＞γの条件がくずれると，たとえば前3図において

陽極1が再点弧し陽極2への転流が失敗する．陽極1は

通流をつづけその相電圧が正半波の域に達すると逆変換

装置としての逆起電力が失われたことになり，順変換装

置より大電流が流れる．失弧，通弧も同一の現象となる．

逆弧もこの場合は転流失敗に移行する．また出力側交流

電圧の喪失も逆起電力の喪失となり直流側短絡となる．

しかしこれらの故障電流は直流回路に挿入されている直

流リアクトルによって低値に抑えられ，かつ前述と同様

に順変換装置側の消弧遮断，自動再閉路によって処理す

ることができる．

　なお陰極輝点の消滅その他による電弧の急激な断絶に

よって異常電圧を発生することがあるが，これは変換器

の構造が適切であれば過冷運転等を行わない限りまず発

三菱電機・Vo1．28　No．8・1954
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5図　単相自励式逆変

　　換装置
Fig．5．　Single　phase

self　exciting　inverted

frequency　changer・

生しないし，また保護用の放電器が付してある．

　キ．誘導障害

　周波数変換装置において誘導障害が問題となる場合は

主として入力側交流の電圧電流に含まれる高調波による

ものである．しかしポットモータ電源としての容量は

1，000～2，000kW程度である故，通信線の布設状況が余

程悪くない限り障害は生じないと考えてよい．ただ直流

電圧が高く位相制御率も比較的大であるため転流時に高

周波振動を生じやすく，これによる障害が考えられるが

この振動は抵抗と蓄電器の直列回路によって抑えること

ができる．

3，自励式周波数変換装置

　逆変換装置用変圧器を励磁すべき回転機のない場合は

自励式となる．この場合の転流は静電蓄電器の充放電に

よって行われる．

　蓄電器の転流作用を5図によって簡単に説明すると，

まず放電管V，が点弧している場合蓄電器Cは図に示

すように充電される．したがってつぎに放電管γ，の格

子G2に正電位が加えられると九が点弧し蓄電器の放

電電流はV2，　Viを通りbcaと流れる．この電流によ

ってV、を流れる直流電流は打消されV、は消弧し，蓄

電器は前と逆の電圧に充電されV，を再び点弧させた場

合V2を消弧する．変圧器巻線には格子G、，　G，に加え

られる周波数に相当する交番電流が流れ交流電力が負荷

に伝達される．

　多相の周波数変換装置としての結線は他励式の場合と

全く同一であるが，点弧位相の制御電源に独立した高周

波電源を必要とする．また静電蓄電器を逆変換装置変圧

器の交流側巻線に挿入する以外rc一部を直流側巻線に接

続することがある．

　この特性は他励式と近似しているが異る点は，負荷に

より出力交流電圧が変化することと負荷によって逆変換

器の点弧位相が変化することである．よって負荷が変動

するとγ一U＞アの条件が崩れて転流失敗を生じるが，

これは負荷に応じて蓄電器の容量を変化するか順変換器

の直流出力を変化せしめるζとによって防止できる．ま

た蓄電器を各負荷群と並列に接続しておき負荷の開閉と

静止型水銀周波数変換装置・己斐

同時に所要の蓄電器を開閉することも考えられる．

4・イグナイトロン周波数変換装置

　当社では昭和26年に三菱鉱業に3，000kWのものを

始めて納入しイグナイトロン周波数変換装置の優秀な運

転特性を立証した．ポットモータ電源としては容量単位

は1，000kWないし2，000　kW程度で，かつ炭鉱負荷

に比して負荷変動も少く製作は容易となる．商用周波数

に比して周波数の高いことはこの種のものにはほとんど

影響がなくただ消イオン時間の関係で僅かに力率が低下

するのみである．

　まず変換器としてはもっぱらイグナイトロン型のもの

を製作使用している．これは単陽極型で他の水銀アーク

変換器と異った独特の点弧機構を有している．すなわち

他種のものは励弧極によって常時陰極輝点を保持してい

るに対し，本器は浸漬式点弧子（イグナイタ）によって

毎サイクル陽極の点弧直前に陰極輝点を生成しその陽極

の通流が終れば陰極輝点は消滅する．したがって陽極の

点弧位相の制御はイグナイタおよび格子によって確実に

おこなうことができる．いいかえれば格子制御のみに依

存している場合に比して電弧電圧降下を増大することな

く極めて確実な位相制御を行うことができる．このため

に他のものより高い能率を得ることができる．反面毎サ

イクルの陰極輝点の生成は失弧の確率を増大することが

懸念されるが，これに対してはイグナイタを2本とし特

殊の結線により確実な点弧を行う方式が採用されてい

る．また陽極の非通流期間に陰極輝点がなく不要なイオ

ンを発生しないことは，小型軽量のもので逆弧通弧に強

い特性を付与することができる．

　冷却方式としては風冷式および水冷式がある．風冷式

のものは保守に便利であるが電弧電圧が大となり能率が

僅か低くなる嫌がある．水冷式の欠点は冷却水による電

蝕であるが，最近のものは全通水部に銅または黄銅管を

使用してこの問題を解決するとともに，写真に示すよう

に循環水ポンプその他の冷却装置一式を小型に綴めてイ

グナイトロンの枠台上に装置し極めて据付に便利な構造

となっている．6図および7図はそれぞれ1，500kW用

の風冷式および水冷式イグナイトロンの外観を示してい

る．また8図はこれ等を使用した1，500　kWの周波数

変換装置の総合能率を，直流電圧3鍋V杜び2，㎜

Vの場合について示している．

　なお最近排気ポンプを有しない密封式イグナイトロン

も製作されつつあり，本器は綿密な使用材料の吟味，工

作過程における厳密な試験および高度の特殊排気処理に

よって始めて生産せられるものでその優位性が期待され

ている．

　変換器用変圧器としては一般電力用と大差ないが機械

的に非常に強い構造となっており，結線方式は一次三角

二次は相間リアクトル付の二重星型結線が採用されて

いる．
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6図L5〔｝OkW風冷式lt・lfい・；・
Fig、6．　　L5U【｝k、V　：lir　c’c）｛）led　igT　II　itT・‘）llli

7図　1．500kWホ冷式ffi－1・イトTJン

Fig，7，　1，500　k、V　waler　coded　igrnitron．

　・’イグナイいル変換器の制御装置とLては他種の」、の

｝こ1七し　イ　グナイタ1i，㍑t？Sf」1’加1えられ一ごいるカミ　’b’r励引∬；E／J

を’」Z（・，妾‘と　しなし・．　　イ　グー＋　イ　タi”1in】名（if琴lgxe’）イ亡i五；Eψ『を

り1で　ラ　ト　v　ン　｝こよってfjl（1E｛上［　、ゾノ．ζ｛、元麦な’Jl　5iilぜ｝fi［を　イ　ク1

ナイタに流すものである．このイグナイfXの点VIJI位相は

一リィラトUンの格肺ll御にょ．ノて制副することができ制

御1｛！1／J｝±も垣yノーこf‘簑力・’ごZうる．　移ii｜生ミ1昌㌦k「：重カジ）rl’fs導咋‖移

相機のほかに自動制御川と［、て直流励磁巻線をイa’する移

相リァツト・しを使用Lている．自動制011は被吊ll御要素た

とえlt変換1｛』’ノ」　・ち亡び，1［川益『11をfl：’51易r）｛±｛日〔而［変換1じ河［Cづ

変fヒフ♪を，5闇零Z発］E機　（v一　ト　ト｜1・－yt）　まえこ｝±〔滋又（∫曽耽日

器にょ一ノて行う．なおこのリアケト・tに補助巻＄泉を付し

これによって1に常時の自動制御と別ll「」に，変換電流が’

フ這1≦艮ゲ誤を’ピ］え一た1易でこ；｛＃1を釦］1）‘r＿急、1主なほ↓｝充吊IJi逢‖をiJ：う　こ

ともできる．その他変換器自体に対’して（1温度継屯器に

よ　り「呆㌔’】：ヒオ・，’ノと　も　［ll：‘要なi行ノ田計目lli芝をlt2・　jallj　（tii：｝こ｛犬’つドー1動

沽［｛∫｜度Hi－II　tsilもlj：オ）5，　rる．
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8図　fケナイトロン周波数変襖装置・リ綜合能ヰl

　　Fig．8，　COmbined　eiVlcency《）f　igmitroll

　　　　　　　frcコquenc’y　ch：Lnger．

　　偽ξ，滋『W　ltt；．と　して‘tlU　9’㍗ぐを手［」Hiし［｛江崩［失U文，　；e並『り瓜‖与iこ

ほとんど時間遅れなく故障電流を遮断する独特の急速消

弓瓜装i；戊力「；1寸してある．　こオL｝k恒ミ満［戊こ｝攻‖与σ））逆；6川1（7）ゾこりぐ

あるいは逆弧時の直流；琶圧の喪失を検川利用するもので

ある．ilii：通に使用されてL．1る電流変化を検川するものは

1｛艮｝斤［ll］u）［1’1：i勇〔1戊ア　ク　ト　ノL｛こよって［1与irllJ遅オ［カ：，1：＾，3！るfJ：IU

圧変化によれば故1；章発生と同時に碗1川遮断することがで

き占k‖章㍉E満［をFagb，）てf⊥〔L・ll白：｝こみllえることカ；’ごきる．　　しえこ

カ：’つ『ご変換2呂　こノ∫云＿る｝｝診！t聾メ）で↓〉・く，　ピ1重力liiig］U各ま一ごぴ）川」・

1呂Jカ：鴛元斎1ヨーできる．　そのfU．－fikL　l　l　j変：喚2㍑と1ifjド套㌧ミ’乍P乏，　才♪

よこノごii，il度：弓；¢）！直｛’ill・iこ弘fしvfそ身1二t”1　’ilf呆，i庄兄麺動力こ．施されFこ

」⊇り，　1田屯ぺξ」ゾ）、」呉」1柴｛ノ1；をIYj【1fJ．＾z，・邑動（・‘ji　l　Li山i重力も’ノヒflliiき

れている．

5，むすび
　　レソ、1二要d一る｝こ17‖1上珊「り｜、勺力支2改変換三装｜言暖｛IHIノ」f｝！れこ村1当t｛し

e）1等争∫E蓄］E器｛を’匹Z“要とする力斗i躯yジ（1吉1禽旨膓辛〔一でil∫▲尭㍗llヵ○．人こ

であり，いかなる回転機とも並列1璽転を行うことができ’

る．かつ振動，騒音を伴わない軽威な静止器っであり据付

増ld及し・カこぞX易’ごありfl言束貞度も［，IltYvk機と　1・・1［呈1芝’と　杉’Yu　rこ

よい．

　　また糸5わ育申1；iこ一rっlv・て｛t　・　tiJX｝こ陶iごら4〔なL、カ：］九・｝（・j”etl，

1里1∪こゼ4ノ奮を釆｝；台「づ一」，tぱ噛人ご≠XII［｝器に対してはイ1’杓1とノこ㌶∴こ

あろう．

　　したがって今後このノノ而の進川が尺いにチ期せられる

所であるがなオ♪・層；1！、｝要者側σ）ご則待に治いたく使）Hrじ

芥位のご指導を乞・5次；∫膓である．
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Movable　Fans

Saburo　SEHARADA

　　Nagoya　Works

A

　　　lN．’lovable　fans　are　devices　installed　on　top　（）f　the　spinning　machine　and　serve　not

ollly　to　blow　off　flue　which　m［ay　accumulate　in　tlle　nlinute　gaps　of　the　apparatus　and

ensure　the　uniformity　of　the　quality　of　yarll，　but　also　save　labor　and　亡he　tinle　of　sus－

pending　the　machine　for　cleaning．　In　the　latest　foreign　practice　various　m↓）vable　fans

are　used　and　playing　a　role　of　rationalizing　the　management　of　factol・ies．　11n　this　ar・

ticle　is　introduce（l　the　constructioll　and　perf（，rmances　of　Mitsublshi　m（，vable　fans，　and

also　explained　how　to　determine　the　speciflcation　of　fans　relative　to　varied　spiming

nlElchille－s．

一

一

1，まえがき

　紡績機械には綿埃は非’il；；に有害で．・tbる．綿塵が糸に付

くととの∴㍑♪げ糸力汰くなり，太さの均・性を損ねる結

果となる．また機械細，士ホに綿塵がからみ付くと潤滑油を

吸い取ると」．ヒに機械を汚す．現今までは／，　f・によって機

械や天月：を掃除してきたのであるが，この人件費も相当

多初］に二．のにごり，　さらに掃除のために運転を序めなけれは’

ならない機種もある．これらの弊害を除くために従来い

ろいろぢ案されてきたが，結局は機械に綿埃を積らせな

いことか肝要である．移動ファンは7アンを3箇または

4箇を備えた乍体が紡機の一］二に据f・「けたレーノしヒを，つ

ねに強風を送りながら・L行して綿埃を吹き落す装置であ

る．

　これまで精紡機用，整経機用がヒであったが，最近は

ダブ7，ワインノ言にそれぞれの条件に合う構造にして

移動’ノァンの刊周範囲を拡げている．

　結局，使用する紡績機械と，－1：場の建築構造に適合し

た移動．グ・㌧を使旧しなければならない．

＊　　↓又｛）1’ij戸‖；

2，本体（1図およひ2図ち照）

　ア．走行部分

　車体はア・しミニ1ソム鋳物で構成し，焼人、した4箇の車

輪は半径75t）mm　）カー．／’を回転寸→るに充分な丁一ハ

を有する・1一ン型としてあるので，カ・－ーノ部分でも極め

て軽快に．走行する．

　走行モー　fX　，　t中：台の中llこに縦に置き，上軸には．L向き

ノァンを取付け，下軸にはねじ歯車を取付けて減速して，

つぎに傘歯中：を介して中：軸を1［il転’せ三しめる．ねじ歯中：部

分は油槽中で川・転する構造で，注ゴ由管はビニール製とし

てオイtLゲージを兼ねている．

　走行速度は紡機の機種によってjtい18～27　m、Sminに

とる．精紡機，整経機では18m∫mirl，ダブ’ラ，ワィン
ヌ“では22mlnin程度が適当である．走i］：速度を変え

るにはねじ歯｝ドを交換する．本体の総｝E｛f［は約30kgで

ある．

　イ．パンタグラフ

　市台の1両側からハ・タグノブξ持腕を川し，トuリ線

｜図移動ノ．1’x本体

Fig．］．　M〈）ving　fun．

2図移動．ノアン本体
　　　　の内部

Fig，2．　Interior　view

　　　of　m（⊃ving　fan．
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を外側から抱えるようにして電源を得る構造になってい

るかジ，仁体の安定度を増Lている．紡糸ノi［二場ではとくに

スパー1ノは危険なので片側2箇の【1一ノ刷一1’・を使用して

スt・、＿’sの出ない安全な構造にtてちる．電源は100V

単相で屯流は合計糸tj　3・5　A　ご拓る・

　ウ．ファン
　　ヒ1∴］ノ・，・ンは　12i114ト｛＜〕」〕1｛艮を｛吏用L・　ピー’？｛よ『）ン

デンーリモー’x一ご，　10｛〕V，60csにオ⊇い’て345rplTIとく

に風速を増してあるので鋸歯形工場のK“まで充分風を

洪ることができ，※や螢光燈のヒ部には4t然綿埃が積ら

ない．風速は3図に示す．1：場によってK　“：がフラット

な醐ξりで綿埃稀llる」bliHL］がない時は，・じj恨の振りの反

対なソァンを使用してド向とすることもできる．

　下向ファンの風速は，走行速度とtl’）関連するがその決

定は非常に難しく，強過ぎると糸VMLを起し弱い品1掃

効果が減少する．風速は使川する紡機にょって違い，精
糸方機，　整希簑機｛こにヒ⊥七lh駕口勺Ssjく　L，　タr”フ　．ノ，　1ノ　イ　ン　ダ1＾輻｝こ

は強い風速とする．4図に精紡機，整経機1｝1．；了ンの風

速を示す．

　こ力らの風速は当社が柿㍗実験の結果求めた最適の｛ll’（

〔口

　

　

一／1？

　　　　　　戊丁．こノ蚕由外らの距萬｛CrT1）

　　　3図　風速分布曲線
　　　　↓　It｜ε’1j　ノ　ド　ン　　60　c　s、

Fi9．：1．　Di・t・ib・ti・・cu・…　f・i・

　　　velocily　tuP、var（｛　「二lll　at　60c　s’）

各クリルピラを延長して，そのヒ［・こレー・し締付’金具を共

用したし一・しスタンドを喉める．嵌合の直径は7／8inで

ある．クリ・しビラの延長長さは機種や配列間隔によって

決るが，4図に示すように精紡機では問隔が約1・6mの

場合，棚ヒ約600mm延長す力ばファンから機械まで

約2mとな一ノて最適である．レー－tしの重情は1mにつ

き糸勺8kg　である．

　当社の下向ノァンは隣σ）紡機を斜横ヒから吹く構造て

あるが，只ヒから吹くノノ法kりもこσ〕ノ∫が清掃効果があ

ることが認められる．

4，各種紡績機械との関係

　ア．精紡機

　精紡機用としては，風が強過ぎると糸の’・・し一ニング

（BaUooning）　を崩し，糸U」力を起すの．で風速は約200

m．’min位が適当である．し一，しの配置は7図に示すよ

うに精紡機4～6台を1組とする．4台ユ組でも（a）と

（b）の2通りあるが，（．a）の方法は（b）のノ」法に比べて

し一ノしが短くて製作費が安く，清掃効果もLるが通路の

頭ヒが弔：呂：しくなる欠点が％る．

　　　1‘1

　　万メ．＼

　　　　　’i
　　　　　　　

　1／：＼一

　

’　　”
　㍑』　・．、『

∫／　v

η　　s、
　　　　　　＼一

ti

　4図　風速分布川線く粘紡機
　　幸S糸そ機ltl一ト16］プ　．F’　ン　60　C　S：｝

Fl蕊、，？ist漂㌫1ざ「v5；｝鴇

．pirmifig　and　wa・1・i・g　machi・・

：lt　60CS｝

一で約2mの距離で使lijする．　ド向フ．，・ンは12in　3枚

羽恨をi吏川［，風速を変えるには羽根の角度およびモー

7川ノ」を変える．紡機の・番・｛τ要な部分に風が当るよう

に，ノーt一ンの1，㌔」きは変えられる構造にしてある．

3，　レー・■・ル

　し一ノしは｜ll形鋼40大4（〕．K5mmヅ）　’辺を機械ti：一ヒL

た＃）のを27ご使用し，その間隔は220mmである・最

小回転半径は中心線ヒで750mmで，機械の中心線と

レー・し中心線とを・致して取付ける．（5図，6図参照）

　卜T1リ線は帯銅（2〃〈ユ3mm）　を阯川し　し・－JLの外1［lll

に支持金具で取付ける．

　レー・しを機械に取付けるtC・｛，；　5図に示すように紡機の
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A
　ファン本体の走行速度は18m／minが適当で，精紡機

4台1組の場合し一1し全長が約60mとなるから約3．5

Millにユ1司u欠くことにな㌶、．

　イ．整経機

　整経機の場r↑は糸の抗張力が弱いので風が強過ぎると

糸切れを起す．したがって風速は精紡機と同・か多少弱

める．し一・しの取付ノノ法は8図に示すようにフレームよ

1け↓径7　’8　inのハィフを糸！］250　mm　it：て，そのLにレ

ー一 ・L／，’1ンドを嵌める．し一・しの配置は9図に示すよう

に整経機4台1組ヵ遥9’11であり，この場合し一・L全長が

＄勺　451n，　ノ⊥E・｛】：i虫1江］8mmin　”／（“S）ろヵ・じ，糸勺2．5mill　iこ

l　li中i欠くこと｝こな二る．

　整経機の場r†はド向・・’　1’ンの向きをドげて，クリノし部

分に充分風が当るようにする．移動ソ’1’ンを整経機に使

用すると，掃除のための1！じ転停1卜時1川を完全に省略でき

る．ので川常に’kJ］果的である．

　　　　　　　　　一一　一　一　1　・

　　　　　　　　　ゴてニ　　　　　　　エ　ム

　　　　三£r三迄｝、き
＼・ユ　こへ．一〆

　　　　　　　t－÷ハ　　　．・

　　　　　　　　　　　　　　　　コド
ご＿　　　iJ・　さ一一一口式＝・．一一
「
　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　い‘・「」
　　　　　「　　　　　　1　　　　‘
　　　　　　［t／’L」　l　　　　ll
　　　　　　　　‘　　　　1

　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　I
I

　　　　　　　　

ii

一hrrTMTnMTTTT　，　　　　－L－→一」－L－一一一・一一・，・．・．・．一・一

　　　　　　　　　　‘♪壱

　　　　8図　整経挫に取付けた移動ノ・一．

Fi　kf．8．　M（，val）1e　fan：ttkw｜“・d　Io（1、val’PiT）kV　machille．

A
Plti．「・’1　rL

　　　　7図　しゴし配置図〔精紡機l

Fig．7．　Lay《，ur　of　raih　〈Ring　spinning　machine｝

つ」‘1白ll

峯壕ndil元

一

1－－1「1［　lL．一一1

　　　9図　↓一・［配置図1整経機）

Fig．9，　　Lay‘｝ut　c）t　rai［R．　1、Varpil19　maclline）

A

　ウ．ダブラ，ワインダ

　この．1：程では糸の抗張力が強いので風が強過ぎるため

の糸切れの心配がない．したが’、て風速は強いノ」が効果

的で，強力型のノァンを使用して風速を約250m「nlin

にL，真．ド向ノ㍗ンを￥，うユ箇迫加する．（10図参照）

　リfン7’ではチーズヒ向に積る綿埃はなかなか取れな

いので風を送る川数を多くする必要があり，走1．1：速度

22m／minとして1／fン’x’　4台を1組にする．

　ダーノ．フメ｝ノvf本ワ　i　ン　タとll・1じfヒ様一で⊥込冑・．

5，特　長

　ア・この移動ノァンはll向ソアンを1藺えているので｝〈

1卜掃除をも省くことができる．

　イ．ド向ファンは斜横から吹くために清掃効果が大
きい．

　ウ．レー・しをlt’　Aiから吊る型と違って，し一ノしは安定

性があり天Azがiil：呂：しくないので工場の美観を損ねない．

またクIJ・しピーノを延長するだけでレー・しが取付くので，

据付1：事が簡単でちる．

i

T

L－一一　　　　　一＝＝テ市
　　　　　　　　　　　　己鋤

　　　　　
＿　　　　　　「、／t　　　　　　　

＿

lO　図　　　Ll　f　’　タ　、　　tf　一フ　．ノ 　Iilモち亜i］ノ 　’rs　1

Fig．10．　M（，vablぐ　fこm　f‘）r　a　wilユdcrこmd　daubler．

6，むすび

　移動．7アンの使川によって綿埃lirB除のノN件費は，機種

によ一」て違うが75～95％減少している．その他，糸の

均性とか一E場の美観のほかに工場内の湿気を一様に分

布せしめる効果をもつ．

　以ヒ移動ファンを紹介したが，今後リストの引下げ，

品質向上の線に沿ってわが国においてもますます匝用さ

れる趨勢にある．今後他の機種にも適合した移動ソァン

を開発してゆきたい意向でちる．

移．＄JJ・ノ　ア　ン　・　瀬局↓lll ｛：IS）fl）　43
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空 気 動 　扉

名占’屋製作所

瀬原田 三　郎：；：

Pneumatically　Operated　Automatic　Doors

Sal川ro　SEHARA「1）A

Nag《｝ya　WOrks

　　In　ordinary　fact　o］’ieg．　and　“アaザehouses，　110｛　to　speak　of　the　facto｜・y　relatet1　｛・extile

hldt1StrieS，　Where　air　（’Onditiollillg　ill　Set　tO　vVm＾k　d《）《♪rS　加　the　adjaCent　t　ha11‘1berS　a1’e

required　t（．）be（：losed　and　opened　as　quickly’as　possible．

　　At　door－ways　through　which　trainways　or　trucks　pass，　frequent　closing　and　ope－

11illg　the（｜oors　by　hand　are　very　ille臼iciellt　and　automatic《）peration　is　highly　desiral〕｜e．

Mitsubishi　is　n〈｝w　ill　a　positi（m　to　fumish　with　pneumatiually　operated　alltomatic　doors

for　P1’actic．al　use　in　answer　to　the　demand．

1，まえがき

　温湿度調整を行うに場の扉は，簡単なものではf頃斜し

一 ’しを使旧する万法とか，中心聞きでばね式にするり

i去，あるいは，ll．：錘式等で1」月．放を防いでいろ．　こカらは開

閉が厄介なヒに，中：の通過には非常に不便である．

　これまで，ド1動厨艮置としていろいろ杉案されてき

た．たとえば駆動II．【ltlに交i斤1または直流モー’＞tを使日jL．，

検出部分に光電タ’1：を使用するメ、の’猴あ三が，　こtilらは非

常に高価で実1目的でない．実際1・］｝J題として，紡績工場で

多数の扉を自動化する場合，圧縮空気式の与が，経費メ，

少く，保守も容易である．当社ては現在まてに，この空

気式自動扉を繊維関係の25　L場に，1↑評数百組を納ぺ

して好、脱を得ている．

2，動作大要

　戸閉機械はノ＼体屯dt川に使田さ力るものと同様であ

る．扉の1両側に踏｛：11（を。よ置L，人または中：がこのヒに乗

ると，踏板のドに設置した一Xイッチの回路が閉じ，電磁

弁を働かせ空気通路を聞くので扉は聞き始める．扉は4

秒から呂秒の間に1＼開レ）位置に達し，直ちに閉る運動に

移るが，」、L踏板を踏み続け乙ときは開いたままて停止

する．

　扉を1川放の位｝i’llに保つ場冷は’限りIll1∫倶llに‘よii〆ll　l．たtil｜

釦のいず力かを押せは’良い．開放の扉を閉める時も，kltj

側いずPUのy，Hこもlh［d　V，　yことができる．

　非常の場r↑，すなわち停電やイ㌣k（回路電ぷ川路」）故障

のときは，収の中に据ト」’けた三！∫・・ソを開けけ，blTII

自由に「ご開閉ナるこLがこ占る．

44　（39川　　i’は伽llll

ト［・ッ・い一・しまたはトラムウ〔・fが通過する扉の場合

には，L　一一・しに・sイッィーを設け，運搬1トの通過に際Lて

扉の開閉を川動的にlfうこ］こが・でき㌧．

3，扉部分
　有効日1入llの」＼きさは，　｝票｝章と　L　’．ごillliさ　2，ユ201nm

（71く），幅1，820rnm（6　J〈），　Jt・よびド1三さ1，970　mm

（6．5尺），幅］，820mm（6尺）の：通りであるが・多少の

変更は差乞えない．2図では後者右勝rの外形寸法を示

す．この場合，戸閉機械のあ乙側から見て右に開、Mを

有勝千，左に開く型をノピ勝手としている．

　扉の厚みは28　mmで，その構造は鉄板を一1の’i：ilicに

曲げたメ，のを骨とL，去面は］．6mm仕1鋪司板張りとし

彗

”

　　　　1図　自動扉外観図
｝“iト｛．　　1　　　Al）1）e三lrallve　　tハf　llut‘）11）：｝tic　　（｜‘∫（）r．

一：菱屯機・V軋）1、：一｛s　Nt，・8・1954
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5，戸閉機械

二・、・て，．　川｜．1・｝i日ンノ「｜；：ノa　り　｝⊥　751Ulll　±Y，　り，　　krt，｛こ（よ　500

m川・3｛｝1）mm　v）網ぺηソス窓を付けIJ通Lを良くして

ちるにば構造．C・あると火災保険蝿約C・乙種iりj火扉に認

定さ？Mる）．さらに扉の内醐こ1・ッソ1’「・一・しをぺれ，窓

を付けない馳は，＋11種防火扉に認定されるがこhも製作

［てい・る．

　温度差の尺きい11：1；屋間に使旧す二：、扉には，　t・しケ板を

へねて熟絶縁を艮（する．

　三方枠目ノパニf，シ・lf，柱，・・ンノfi）．一スよりなり

U［”0’　iを据付現」易で剰い㌧てるり式になっている．

　川袋はll川：多鋼でト牛組みをなし，外側にユmn1錨押くを

張り，ヵモfとし一’しの間に［・｝碇する．戸滑金具1；r分の

点検のために，2箇所の鉄板を取外せZ、構造である．

　壁が厚い場合には三与枠儲1；を壁の中｛こ理込み，｜．喰

t一ンノ万・一スのγト面が壁面と　’致する構造の埋込型とす

］hは　・層1：場の．是観をり1立てる．

　有効川人日幅がとくに広い場合，あるいはとくに迅速

な開閉を要求さ］bる場rこには，左右に芥1・台の1－「閉機械

をトと1目L　て｜，1，jlosき三一ナる．

4，踏　板

　踏枚の人きさ川1m角が標川ごあるかいろいろな要

求から多少の変史はできる．奥∩：1mのうち手前から

‘IOO　mm　二踏枚を　：分し，　その合せb目が10　mm“i　L

ドげられると踏板スイ・ソチが人る．踏板の表面は縞鋼板

1張りが標準であるが，　ノt！一リング張りの型も製作して

いる．縞鋼板張りの場合，約ユOkgの荷竜で踏板スイ

ップ・が入ろ．

　｜flU機械はEG－131　E　甲］を

使用する．3図に据付けた状況

を示す．この機械の所要空文（昌：

は1rll復につき約17／であ
る．電中：に使用する場合と1’1動

扉に使用する場合ジ）llな相違点

を挙げると，

　ア．開閉を逆に使うこと

　電巾の場合は開く時に遅く，

閉る時にltT．くなってい」；が，　ll

場でぱ1凋く時に㍉T・く閉ろ時に遅

いのが合理的なので反対に使川

寸る．すなわち人シリンfx’側に

空禄が人る時が開で，そtlを逃

1．！きが閉であ》．

　イ．空気圧を高くとってある

　　　こと

　ピ場川ぽL電申：・b　ttriに1・Lべ

．ご小いの（”，　圧肴ドi㍗～く（v’）lllりは最Tl’lj　7　k9’cm2，　占乏低5

kg　Cn］L’で使用する．巾の｜fl：16：とLては120　kgが限

度である．

6．空気圧縮機

　川縮機はR型空気圧縮機を1主用する．ILJ｛動室に据日

日た状況を4図に・ドナ．仕様㍑つぎのとvtり．

　　illLl名　　　R　型空’K（圧縮機，空冷式

　　ご（il’，：i　　　　　rr可：ll～　58mm　／簡rI；［f：85mm，　2　気1摘

　　　　　　190rPm　　（21－IP，4Pモー？臼，4扉　　　　　　　　　　　　　　　　　k

　　　　　‘　　　　　　まで）
　　llll転数　・

　　　　　　69｛’）rPm　　（3HP，4P　亡一㌦付，5扉

　　　　　　　　　　　jり、ヒ8扉ま’C・　’）

　　　　　　　｜O．ユ431TI：ilmin　（490　r　p　lll　ピ）とき、
　　1弱♪叶1唱冠　一
　　　　　　　｝｛｝．2｛旧　　i・　　　（691｝rpm　のヒき）

3田戸閉機．械
Fig．3　　1）《）（♪r　engine．

空気（ド1動扉・瀬原川 （3Yl）　45



　　　4図　圧油機．い1：’L・　’t．‘T

Fig，　I　Co］］］pi’e／　s．　ur　aT］d　；tlr　rCscrv↓bir．

　川り開閉器，直人起動器1・j（flり功極転をなL，7

kg　Cm’ご停lL｛，5　kg　cniti　C一始動する．　n娯（ll！ljには

くトい斗を，LII一川側には油分削器を只f届する．

7、空気溜め

　1〈1｛・勒1司パu80／・’；’ソを使川1，5扉以L8扉

丁．ごは260／タン〃を使lijする．7，ツは竪）tl’LJ円筒形

こ，安1＞弁，トレン抜き，点ψ1窓を備え安全1捌蝿［lllに

ilりて試験を受けた確実なものをぽ川する．（．4図参照）

8．電気配線（5図参照）

　電磁弁回路は交流100V電源を使用する．電磁弁電

流および継電器電満［は1じに0．23Aである．最低作動電

圧は約7（）　Vであろ．

　回路を説川すると，踏板スイッチが人｝，［ば電磁弁に電

流が流れて扉を開く．そ」iと同時にKM　20継電器が

人って自己保持するの’ff’踏板スイッチが開いても電磁弁

電流は聞かず扉は聞き続ける．扉が］こ1用すると戸閉機械

に付いている戸閉スイッチが自己保持回路を開くので電

磁弁は消磁さtir扉川1∫］じる．もちろん踏阪を踏み続けれ

ぱ開いたままご停止する．

　押釦はPB　1206∫『1灰秤式で踏板スf・・’チとは無関

f系に扉を開閉できる．

　電源室より現場までの配管は，3！8～3　”4　in混線管を

阯用し，床ド埋込と十る．

9．空気配管

∪三㍗
二［

　動力室のタ・クから各扉まこの配管は，　・般に相当長

く200mに達することもある．管の人さは扉数と配管

⊥くさによ一コて違うが，1　1’2－一．　1in亜鉛xッ．1ノノス管を使

｝ij－sl一る．　各t乖ゾ＼q）フ）¶lk管；は　38ill　で，　1堪．rシ，　　三”・’

ックを通って戸閉機械に連結する．途中の空気洩91に僕1

しては極めて慎E｛1：でないと圧力降1・’が甚Lく，圧縮機は

　　　　　　　　過負荷となる．

　　　　　　　　　圧縮空気は冷却rl’るに従って水分

　　　　　　　　を析出するので空気溜や配管途lliに

　　　　　　　　ドしン抜きを備える．

　　＝・些一

∵≡

　　　　　㍉1　　　　／”t、粍ロ

　　　　5図　1’i動扉装置結線区l

Fisr．5C・川IUCti・11　dhgram　f・r　an　aut・matic　d・・1・．

10．むすひ

　自動扉の設置によって，温湿度調

整の効果があがるばかりでなく，近

代｛ヒされた働き良い工場となって生

産能率もEるであろう．繊維関係の

［：場ばかりでなく，　一般i二場，倉庫，

病院など今後利用範［瑚は拡がるもの

と期偽・さ力る．
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繊維工業における含水分率の測定と自動制御

，

無線機製作所

馬場文夫；i’大烏羽幸太郎ぷ

A

Measurement　and　Automatic

Moisture　Content　in　Textile

Fumio　BABA　・Kδtaro　OTOBA

Electronics　works

Control　of

Industry

　　In　mesuring　moisture　content　of　textile　goods，　there　are　cases　where　the　measuremellt

is　rnade　piece　by　piece　on　the　produces　at　an　inspection　roonユand　continuous　measurement

is　carried　out　in　the　progress　of　work　simultaneously　with　automatic　control　of　drying

apparaturs．　A　moisture　content　meter　or　a　drimeter　is　accounted　for　herein　this　con－

nection，　our　Type　SB　IJ　meters　1〕eing　reported　of　its　experimental　results　and　R．　everal

foreign　makes　being　illtrodllced　together　with　it，

ny

～

＿

1，まえがき

　最近各種の製造［：場において品日管川，計測運転の問

題が取り｛二げられてきた．・1ミ稿に：iisいては乾燥11程，と

くに紡績1二場におi†る含永分率の日動制御1目として開発

したSB・一［型・1こ分計について詳細報川すると同時に外

国文献も二三紹介して参杉に供十ろ．

2，測定法の種類

　ア，触覚

　紡績，製紙L場などにおいて，乾燥機を出た製㍑1を，

熟練者がr：．先でふれることにより，乾ぴ度の適否を判定

するノノ法で，精度副七較的ll’ljいが，人にkり，川間状況

により絶対値が異ることかある．

　イ，絶対乾燥測定

　被測定物の呂：卜1止を取り，そのときの（n：．量却を測り，

こカを電気乾燥炉中で絶対乾燥せLめ絶対乾燥弔：㍑9，

を知り，幅一μ面㍑u〕0，％いコその物質のCl・パ♪率を

知るノ∫法で，値は正確であるが，面倒で時問がかかる．

　ウ．電気測定

　被測定物の含ノIS分率の変ILによる電禄常数口）変動を測

定する力法で，川接測定であるためあらかじめ被測定物

　＊製造部第・．一技術課副課長　＊＊製造部

の含・k分率対電気常数の関係をi［ll定しておく必要がある

が，　’度較．IEできi，・1ばメーヌ指示などで直続できるから

簡単で，測定が迅速である．川題にた乙電ご（常数として

it次のものがあ／ノ．

　（1）　　i　lsl　kt　＃｛1　jVt［　　　　　　Electric　resistance

　（．2：）　　．1ろ］口：辛｛　　　　　　　　　1）ieleC／ric　colls亡allt

　（3）　　［誘；琶f本fJ：率　　　　　Dielectric　］oss　factOr

3，電気常数と含水率との関係

　ア，電気抵抗と含水分率

　鮫測定物の電ぷ抵才・tとしてぱ容積絶縁抵抗と2ξ面漏洩

抵抗とがあるが，測定する場1↑は両者の合成である．含

水分率との関係は指数函数であり，低含水率では数百

MΩcmの高抵抗である．絶縁抵抗に力よぼす影響とし

てつぎの項Flが杉えられ二：．

　は戊　川度

　　・般に川度IX一とy（一に減少L吸湿性に？1∫むtf、の程川度

の影響は甚だLい．

　（「2）　湿度

　　川度の影響は温度の影響1：りメ、数倍」“iC－・あり，測定

　に際しては湿度を淀に保持することがこの測定ノ∫法

で兎要な問題でy）〉：、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31，3）47



　（．：1♪　リli圧電圧

　　　・般に1川圧竜圧が高し・程小さい（tu’を示し，また電川

　が余り高過ぎると被il碇物の糸賊を破壊づ一るおそ71が

　あるので注意が必要でt’）る．

　〔4）　電解質

　　被測定物にC貯1∫｛する電解質のぼ！に　止抗1直に㊨ノ＼な

　影響をおよぼす．

　イ，誘電率と含水分率

　蓄混器の1つの導体問を11，5電fiざで絶縁［た場合と，空

気を1，って絶縁した場合との容量をi『ち庵率といい，つね

に1ユ：り弍である．含」V率ヒの関係は川題になる範囲に

a－）いてに　・次函数に近い値を示Lて、　’LるがII必1［r撮：’ii　’）増「オ

と急激にふえる．

　ウL誘電体力率と含水分率

　絶縁物被測定物に実効値Eなる・k流電圧を印加L，

実効値／なる電流か流イ［た場合E・／c帖rρをパ電f村日

失と呼びrρの余角δを損りぐ角という，tanδなろ誘電

体力率と含水率との関係（よ簡単には表わぜない．

4，外国製連続測定用水分計について

　抵抗」U了よぴ容量式u）代表例をfi．、ifi・・膓”るヒ　Barber－

Collnan　会社製の　MCC　装fgitl｛Mo：stllre　Content

C皿troりは加者であり，　Fielden社のDrimete「は後

者である，カタログによij　1はづイ／ンヅ溶液の均一性，

貯蔵湿度の維捕三，適当な粘性の維持，ンI！ンヌ噛混度制征・｛］

∵の付属設備をすす♂てご川，すなわ六恒♪計での測i・七

に際してはできるだけ影響する函数を少く［て運転を白：

一t 、　プつ　L・’　liノノ．

　ア．Barber－Coln・a［1会社のrXtltollloti（r　Moistu「e

Co）ltellt　C《，ntrolについて

物．ノ，

「⇒一・

ト1｛ll ミ1じ　｛

1｝il．　 ’へ｛llyt

ψ　「v：ノ　’．／．

．τ「　　．／．

・1・ 　一；．

工で、⊇÷1一セ竺1
　　　㌧ど　　丁
一至遇竺一一誌］

，1⊃　　　　　　　　　，

　s＝一
＼”’　．一　一一一一一一一、一
⊂：兵　1后　　　　　　　　　‘

　＜ン　　　　　　　1

F
　　　h

況1、

　　1図　Barber・Cdm三ll1社りMCC－IX’置

Fig．1．　Schematic　L｝f　l11《lisluve　c（lnk・川　人・”川｝．，，I

　　　　u川【いfBこirl｝目・・Cuim：tn　Cu．

　「三にス．ノ・，　s・　〔Slasher　lにおける木綿・羊毛・ヒ

スー∫一ス繊維・アセテート繊維などのたて糸の糊付乾燥

度の測定に川いられており，記録用紙としては5～11％

jll・ts　kび　8～14．eo’のメ）のを備えている．制御範囲は

1．4u“以内，測定範囲㍑人制1で4～12％，収容箱の’j’

法ば68in・L）7　in　l634ill，電極u一つの・1・法は6　in

l脂のイ、：）．11．『らJl，晶

　　（u　検川部

　　11－．・電極川に布を走らせ，侑の含水分変化に応じ

　て変三拭抗変化を検川し，コ〔により’f　Uッジ回路の

　∴空管の・・イヤス電［i三を変1ヒさせて1図におけるCD

　山に直流電位差を生ぜLめる．v一フ川の抵抗は数「

　MΩを’」汁場∩が三力1たひあり，最ノ＼電流2｛〕μAで

　ある．

　　〔2）　変換川

　　CI）「L」の直流電fl〆差お．よひ極性にしたがって交流出

　ノ」電圧のよひ位相を変化させ，増幅した川力を隈取誘

　〕淳電動機の隈取線li而に加え，電源に直接継がった界磁

　線輪との位相礼LよりIE逆に回転させて指示計を振ら

　せ，同時に白動制御【司路を制御している．

　イ．Fielden社のDrimeti「

　ぞドr拭’一扇度は含水分：率±1．％以内であり電極間に

去オfLる容1｝〔変fヒ，0．00］μμf以ドを検知でき，また電極

同に’1つ：：、電圧は0．1V以一ドである．測定範囲は木綿で

O、20°。，1『∵巳で0～40％，黄麻で0～2⑪％である．

［Ill路構成，t．2図に’」kすように交流ブリッジに500c，．sで

変調Lた5｛，Okcを加え，戊1£準値より変化Lた被測定物

の含∧分率の変動によ：りノピじた変流不平衡電圧を取り出

Lて指’」｛川’を動かLている、

5、三菱製SB．　U型自動制御用水分計

48パ14）

　アL概説

　当社製に被測定4勿の不純物（とくに電界質）および表

向の状況山変化を遅けるため，検出部として容量式を採

川Lた．測定器の｛」ll質上長時川にわたる安定性が問題に

なり検出部・川路1］］1・電源部に温度Wl臓その他の特別の

杉慮を払っていろ．構成図を3図に示す．

　i・ま静電容ig：を物ノξする’対の電極を杉えるとき，相

対する電極の川［iiiをS，電極問の距離をdとし，この

電極同にぢ電率・cなる被測定物を挿人すると，その静電

／

毛：d　　　’　 　　（trO　

’1L／t

　　　2図　Fieltlt・1’1　fi二の1）rinlcter　l【｜1路構成

！；ig，．：ノ，　Sピhema1；c　dh’imate｜・dii｛，gri’un’）of　Fielden　Cり，

1菱電機・V4）1．28　N“．8・1954
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　　　　3図　SBII班｝く分山構1）夏岡

Fig：1．　Schematic　diagralll　of　SB　｜｜　【yPc．

ユ1　．ヅ　　’、

2，電ほ
：号，　－fi’／・．（

4　－，’一’t’t板

5．　絶縁物
6．　　’ノー　ト　リ　〆　㌧・

4図　’屯阿｛部

Fig．4．　Eledrf　dc．

fi

．f

　　　　　　　　　5図　　電極断面図

　　　　Fig．5，　C・nslruc［i・m・1’、し・tr・rlu剛．

容IT｛：Cは次式で／ノ：えら41ノ．

　　　　　　cゐ￥Cl｛・比例常蜘

　Il，，　LIで与えら力る静起容吊：C　と　一定りft

tsクタンス／．とで同調する発振器ご構成する

とその発振周波数Fは次式となる．

　　　　　　F　－1、　　．．．、（2｝
　　　　　　　　2π、LC

いま　万　を　・定：とすると発振川］波放　F　㍉5｝氾

’容沽Cの函数であり，Cは∫1）式の如1含1（

分率に」七例する誘電ヨ≦（cの函数であるから（21

式は（3）式に井き換えられる，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

F＝Kξ一　 　’1　　｛κ：　1・ヒ｛句1’i・1’；1左《l　　　　　 t’1｝

すなわち含メ⊆分率に比例Lて発振川波数が変fL

し，本装置はこの発振周波数変化を電流変化に

変えて指示計を振らせ，継電器を動作せLむて

自動制御を行らものである、

　イ，検出部

　　（b　電極構造につい一⊂

　　4図および5図に示さノ「るよt”］なノ’・．一ノ・に

　保持さVNた測定電極一ごあり，侑の継日を通迫

　しやすくするために最人5mmの聞卜菜が設

　けてあって，これは彼測定物の厚みに応じて

かえられる、

　　↓2）　電極部の温度補償につ．　’／て

1

（川

◇．

・1

曽　　　．

　　　　．「fnf

F
事t’

1　　．一

［．

ll

電極部を通過するi波i則定物の湯1芝変化，およひ摩擦熱

にょシ庵極淵已の変化により電極£持絶縁物oikl度変

化が’ヒじて測定電ト）lf1体の容lrヒ定数が変り，測J定値に

誤差を生ずる．1：一．て｛“li　1置では5図に示す如きバで

1？・しにkり川度補償を行’っている．

　温度がTrから7’，・に変化Lたときのバイkれ！v）

川1げ’li　ll　Dに次式でノ」：えCノれる．

　　　　〃＝κ∫バ伍一γ’川方　．．．　．「山

　　　　　　　　　　　 t

　　　Kノバ：バflJ／・し∂｝伴｛に．い，定まる（．mm）

　　　　　　　　’、‖「凄文一139　　10幽‘

　　　　t，：　kき　（mm）

　　　　　1：　厚∴仁　〔mml

撒たt・fく？・L，∵一．＜toc川の句r∴」面積をSと↓．，こ

ゾ）卜川19㌔6カ、で1【カ・ド、ぱ．に変ミfヒ［たときV）－rst．・1±；変化Cカミ

補償容量に等L　1なけ］川ずならない．

＋なわfl　c－1…S（2，，－kl）　　・～・

であり，実際」ハfAン・しは　蠕ぐ制呆持で川るためだ切

間隙変化は｛4）式で得ら2Hるものより少く，浮遊容辻

り問題もあるのでr（〇二d，．d，，（r疋Obである．6図

は電樋硝LのハイメX・しとアース阪の対抗面磧を変化さ

せた湿反補償の主測仰1を示Lていろ．すなわち6図に

おいて（A）（B）（C）につilて這極II，！1「k変（ヒにJlる容

辻増加吊：は減少L，（Dlにおいては補fi’？し過きJ）傾向

を爪Lている．
　　　（：3　）　　　　ト「芝iL－u’，t4勿v／　　t　alユ　δ　　　ノ）　．コ多79：

　被i則定物の含・kフ♪率が変ると，前述の如くぼ近率と

．．O・’・．－O…．．．O
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　れて構成L．．た．発振llll路で㍍tanδの｛影作バ発振r差1度．ノ）

　変化！：Lて表わ力るが，空禄［llj隙のある電極を川いる
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るt！ン　ケ川路に　A）なる㍑1りぐをイ」’する試判・（．ごが人・ノた

‖与（りン　ン　ソlr1DL各己・戊　ρ、：　i：　｛．．7）　∫Cよ　り

　　（2，⊂．－Q・一一一一．　　（？1．　．．、・8）

／1　　　詰唾　云lPk．

1皮i則

．　d’、
／）．

　　d，

1叶L・（宗1∫巨

㌘い㌘㌧∴．㌃；ll㌦〈IR1．－t・nδt

L．アこノう∴ノ『こ

吟㍑m・；1・総・ρ∵∵名、－t｛11芸…9・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dt

た川．　　，．ぺ万
〔ム

　C．　’寒｝：祭数〔直に文・j’する桓ミdl

　1表．．．．）測定ffhl　l　i：ついての（9）式の、11’算1直を2表に．：J　k’す．

　．・・．ti’川r」定電極・］’法を1｛｝OmmφとするとA＝78．5Cm2

fiill也の1ソ・さを｛｝．15mmとすると8図における

，　　　　ml、　ト

il．　’9

φ　；
ぱ　、　そ十ll

　　坤
こ．幽
9・：｝　　　7

　　　　　〒旨）

　　　　⊥㌧

　　　ら一　≧ら
　　　　一「了

　　　　　　o

となり

C1ωS85三ド78・・1
　　　　　　　　　（．｝．015

　　　　　　ユ
　c．］1］　’fCf

　tt’　1・v

計日例を3表に・jk一す．

464・，ft　1μμfd

測：走　：7’ン　’ノ川ki・3　i．二おけ’二膓｜日㍑周ぞ☆｝1：を

　　　，1

〔＝＝＝＝了、
ヅド）

．ゴ！

｝

⊥

乙z

fテ6

1

「

A

B

c

｜表　L．一・㌧に対するiilJI’，じ例

⊆；lll］．

㌻亡

50　ゼ396）

　　　8　図　　シ｝1隙酩．♪ヨひる’tgJ　s∫，i剖；

Fig．8．　Electr・des　Unit　air　gaP．

rr　　，lt　撒JN　，i，1

　　20UtL

　　］otl‘，

B

　　（1、［

ノ’二・．

　　　c／1

　　5

　　　5

］ti

川

15

1：’）

c［

i3．2

2，4

2表　式（91しソ計原f‘ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

eL

32

2．．1

v

16

12

］1v

o．り589

0．t｝77

；｛．lt　　　　バ2　　　　（），tl311：・；

Lt．4　　　　t・1．1　　　　｛．［．｛｝4

IL：　　　　・！（s　　　　｛）．（．lz｛14

2．．1　　　　；1（｛　　　1［．〔｝270

C：・Cs＝200

tanδ14．㌔，

　　f｝．l

　　o．05

taDδ1　Ulb

　o，ユ

　n．05

：∬c）．り5

　0．l

　O．（．）5

：ILi　l｝．05

　u．1

　｛Lo5

万o．｛．后

3表　S国のC、、・．．）計’C《二値

t’lly

／，・一

’　til

　川

　1（1

ξ1

32

2．3

（’ 1μμfd

　1484．8

　　1113・6＿

《‘　37］，2

（9）　ll〈’Li）

　P．f．

〔．

｝．0058Y

O．flO385

（［．O｛．）2f．1’．1

o．〔｝o：’ io：s

o．o｛｝2

｛）．oUl∩3

o．o｛［2u4

り．〔｝｛u35

り，oo↓．XGtl｝

（Tvμμfd

44．9．　8Y

44．544

0．445

．．

　菱f’gte｛　・VoL　28　　N〔，．8・1954

A

A

、

v

’

⌒

、

⌒



A

一

へ

B

4表　（8）式ゾノ罰掠値

　〈lo
t）＝… 1∫　P．｛P＝　d・t

（Js　μμfd　（’r（、t’

　　　　　　　　（2r（G）　　　μμfd
Ω3

ユ0　　　　（）．003b．a　　　44．98Y　　　　200　　　　　1〔〕〔｝　　99．9：｛18

10　　　0．UO2　　　　44．544　　　L）OC）　　　　ユ｛｝0　　9Y．9554

μμfd，（？1＝ユ00（（？i日無損尖ll∫変蓄電器が並列に人っ

た時メ洞じ値である）とすると（8）W）計算は4表の

如（なる．

　－」一なオ）ナ、し　一コ　ン　d・’）ρ｝小こ；S・tl　2．O　Uo　カ・ら　］oOo　∀）Vllt．こ

」・いて厚み0」51nm，測定屯極・1’法ユO〔）mmφ，測定
・酬隙・・65・n・mすなわち；一・・〈・脇・1」定…

回路のQの低一ド割合は0．02S4．Oo程1斐で問題にならない・

　d．屯極寸法，電極間隙の異る場合に生ずる被ill碇物

の一定誘電率差と容量；（：との関係

　電極寸法は被測定物．ti．kび現場σ）状況により異り，電

極間隙ぽ被測定物の継日等の厚み変化に］：り衝撃を当え

ないように充分広くする必要がある．

　　ソ7測定器として含水率変化に応じた容量変1ヒの値と

［てたとえば0．05μμfd「．9e以ヒが必要であ1〕，被測定物

の含水分率対誘電率特性を実験的に確めてから9図の如

き曲線により必要竃極寸法が定められる．

　ウ，発振回路

　発振回路自体の周波数変動は測定値の誤差となるのて

発振タンク回路は恒温槽中に密閉し，また呉空管の使用

中および差換えによる電気常数の変化とくに人力容吐

C．，rの影響を避ける為にケ：’・・，フス川ifG　cClapp’s　Circuit｝

を採用した．すなわち発振周波数は10図のL，，Clで

ほとんどきまり，C2，　C：1，のリアクタンスは　100　S）程

度とLているので貞空管V，　，」）ぺjjザ了’ノヌンスの変動
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10図　SBII型水分計発信回路
Fig．　IO．（・）9．・C川ati・11　ci1’Ctlit，
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　　11図　周波数変換ぶよび低周波増幅111ぽ各

Fig．11．　Frirquency　converler　und　low　frequency．

　　　12図　矩形被発小、周波数弁別1【ll路

Fig．　］2．　　RectangUlar　and　frequenCy　cletecter　CirCUit，

は無視できる，また　V，としてはg．，t’の高い真空管を

選ぶ必要があり本装置では，6AK5を採L｛／」　L一てある．

　エ，周波数変換，低周波増幅回路

　被測定物の含水分率が変化した為に生じた発振回路の

川波数変fヒを，11図の　V2の／k晶発振によりfLk　）・’｛j波に

変換，櫨波器を通じて後低周波増幅をfJ：う．

　オ，矩形波発生，周波数弁別および直流増幅回路

　12図Mの陽極電圧をド1ずて格J’一への直列抵抗の作

用9：lkにIE弦波を矩｝1多波に変えている．

　1／r，は混r川波計lll【路を構成して宕り，指示計ルr1に

川波数変化ナなわち1’相S分率を指示させていろ．直流増

幅管V，のグリッ1・にlt’パヤス電圧をIJI　9－，指示回路

を流］1る電流変化が万のバfヤス電圧を減！少せしめ，

V，の陽極電流を箭｛1御Lてい乙．またRL・、，　Cv，により

充分な時定数をとらぜ被i1｛1」定物の部分的急変に対して・’

㌘応動｛．ない1：・一）に｛ている．

｛397）5｜



　　13図　：水分指示計

Fig．13．　M‘）面ure　iildiclttei’，

カ，自動制御回路

＄：e・r

　乾燥機を通過する製品の1⊥度を制御して［’が｝渡を毘定

値にするため，－1三電動機の川転数を変えている．すなわ

ち13図の如く規定含水率Sを中’t・とLてある含・k率

の幅，たとえば2％と定めWETのノノ向に指示してヒ

限を越すと主混動機の回転数を減少さす、り向にDRYの

方向に指示してド限を越すと逆に川転投を増す方向に継

電器を動作せしめ，主電動機が直流電亟力機の場合はそつ

界磁抵抗を変1ヒさせ，1整流．1二這動機の場合i丈その刷］㌘の

位置を変える操作電動機を正逆に川転せL1ノノて，　ll冠動

機の回転数を変えている．

　しかしながらある回転数になった時の乾燥状態の侑が

電極部を通過するのは，　14図に」．’いてもわか乙如く

1～2　分の遅」｛かあるから，この点を杉慮［で，回私’㌢

fッチ部を「jl二用Lて’・v・乙．

　キ，電源部

　電源人力に対Lて川川動］ぜ圧品整器，真空管陽極電圧

および・川ヤス電圧用には，電」㌘管1川御定」r5ii｛回路を採

用している．その特性は15図に’ドす友日く電源電圧の変

動才eよび直流負荷の変動に対して極めて安定Lている．

　ク．SB　ll型水分計仕様
（］）
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（：力
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1じiJsli：　　1｝1．Wl，　50cs　まアこiL　60cs　looV
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　　　　　　　　　　　　］00V±10％に対し含水分弓；

　　　　　　　　　　　　の変動O．05㌦以ド　　　脅

　　　電源t＋fケノL

　　　1．・　）変動に1引　．．．±2．5㍉に対し含／白♪率の

　　　　　　　　　　　　変重りo．2、㌦　ユ’几i・’

｛5〕　　’t（f事

　　　　・j’法600（幅）ぺ川哩i二川・パ51）川高）mln

　　　・脳［　140kg
　　　　　　　　　it，・｝　f　－j．　s・t

氾源電圧の変

動に4・i　L

・　　16図　SBI［’　」i！l，］t分計ク抽〕］

　　　Fig．］6．　SB　II　Type
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17図　SB－［”型水分計内部
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18図　SB－111刑の旧力測定f直（電9“t部に布を通Lている！：き）

　　　Fig・18・　Data　uf　SB　ll　type　drimeter〔川tl〕ut．
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1

　19図は，・k電動機川転数を変えた時に含水分率が変

る模様を示している．

　測定電極，W本の総rヤ配置図を20図に示している．

7．むすび

A

一

　19図　・1：電動機川転1：i（．と含水率との関係

Fig．］9・　Relation　between　Iunin　motOr　1’pm

　　　　　　and　Illoisture　content．

　　　20図　小分計総合配置「く【

Fig・2n・SB　II　TyP・・Upe・ati・n　di・9・all］，

6、現場実験結果

　18図はSBu型電極1；：1；に布を通過せしめて測定値を

日記記録計によi川1ηかした約10分間の記録である．変

動は大体含灼ナ率2㌔の範囲である．

繊維L：業にかける含水フ♪午の測定と日重り制御・馬場・大鳥歩1

　さて誘氾率はノk分のノ人でな．（｛li1’1体，糊，しジン等の

函数であり汐十国では他の条件をできるだけ’定にして，

最後は合づS分率の，7”　U・）函数であるように工程管理を行一ノ

て後，i’｜動制御を行っていることを知る時，いわゆろ白

動制御の総合精度をヒげるには，幾多研究課題があり今

後の進展にまたねばならない．

　　　　　　　　　たお本機の開発研究の　・部は文部省

　　　総r†試験研究費により東人含湿量測定

　　　委員会委員諸氏のご助言を得た．また

　　　基礎デー7をとるため醜｛洋紡績本社電

　　三（課の関係各位ならびに当社加藤・小

　　　林両技師の援助を得た．あわせて感謝

　　の意を表する．

、1
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Application　to　Almicaheater　to　Textile

Industries

Kiyoshi　SUZUKI

Nagoya　Works

A
　　　‘‘　Almicaheater”is　our　trade　name　given　to　immersion　type　heating　Units　generally

called　tube　heaters　or　sheathe　wires，　having　many　notable　features．　They　are　now

enjoying　popularity　in　various　circles　and　are　particularly　welcomed　by　textile　industries．

This　article　gives　a　brief　explanation　of　t‘　Almicaheater”and　the　method　to　determine

the　capacity　when　used　to　liquid　heating，　together　with　a　suggestion　of　a　few　new　ap．

plicatioll　to　this　part｛cular　industry・

ノ

1，まえがき
　各種の気体，液体あるいは固体を｝川熱する川題はほと

人．ど’すべての1：業にオぷいて出合う問題であ’，－C，繊紺11

業においても，その11程川あるいは付属設備とLて種㌣

の日的に熱源が必‘要とさ川るが，熱源とLて電気を利」川

することはつぎの仁うに多くの長所がある．

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

　これらの⊥、i’所は鰹1据｛をi尺疋する1

なるべきものであ’、

さらに1建ん、でメく1∵嚢用にま’で『ii二皮発達1

いても

その特長を発揮している．

　電熱器の’ヒ命ぱ，　その発熱体にあるのであるカミ，　一ク

1・ム線を碍∫1”で之持し，これに電流を通Lた，いわゆる

こヒ1罷dl，｜質がYkく，　生ドrlf迄率の」＼な《」こと．

イ∫1h：ノ∫スまたぱ粉塵を発生せ．」ーこ，衛’ヒ的．であるこ

と．

描度訟］節が11・1確力・つ容易に1幽こ，］爪の］肚駄が少1・・

こと．

操i’vが簡ii’i．で労りを［ミ11約：二1きるこヒ．

｜：場川積を節約L，投資客貞をi威ノ］ノできること．

火災ηの危19iXiを少くし，維持費を節約できること

　　　　　　　　　　”㌧　　　　こ’11り，　1石：ノ＼なt要づ熔と

　　　　　　　　　て，電熱器はノ）や家庭lilより丁喪業川，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「：iL，　袖嫌∬［1業に二言♪

，乾燥川・烈処川用・艶出L．川等に応川．ぜられて，

露出型発熱体では，　局部的に過熱1．一たり，

傷や酸化の害のため，比較的寿命が短く，

埋没して加熱することが困難であるため，

ドするなど種々の欠点が避けら力ない．

54　（400）　＊　士支1’1；」部‖‘対別器6｛1」課長

外部力・らの1日

また液体中に

加熱哺窪ヨζカこ1氏

　ア’しミリヒ・一？は露出1『∪発熱体の1：記欠点を除去寸；：J

ため，／はり約2｛｝ll｛llij，羨研究所野｜i博1．：（現名ll・’

屋大学教授）により発川され，こ9，1を当社が受け継いだ

もので，　当時㍑、絶縁材’料としてアノLt粉末と生石灰：lf．：〕．1〈

とを使用Lていたため，絶縁材料の名に困んでア・しミ’カ

ヒーヌ（“Almica－heater”）とlfb名され，以来当社の尚

hrii名とな一、て1。・るのであるが，　・般には金属管発桑5また

はシーズ線Lも呼は’牙1ている．

　この金属管発熱体｛t米国において）J．、，　ll「くから製㍗トぜ

ら，ir，Westingllollse電機会引：では“Corox”，　G．E！l：

ご㍑“Calrod”という商tl，f｜名で販っ｜己さオ1ている．また

高川絶縁物の［屯類や製造法については種’．rの特・｛’1：1）ミあ

り，　各引：独得の1力去が採lliされているが，　当川：ては長ll’・

の経験と陛j係1（’の絶＞1一ざる研’先改良の糸［1；1杖，その性能ψ

宮Lく1【「lj　Lし，高“nl）11アノしミカヒーノxについても外川Ll1［］1

に⊥’ヒしほとんど遜色な’〈，その用途4）広範囲1．二拡ノ〈さ」fr，

需要も漸汐（ユ．曽1川L．つつあZ．

　以ド’Y　，Lミヵヒー”！の琶8腰を説1りU一るとと‘t‘に，繊紺

i況への応川例に一・き紹介一；一る．

口れ．・硲t． lf厨書 輪絶醐
，号よ虫｝〕’コミ

　　　　　　　　．・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼，

　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　L？1打ワ，．1」：．や　　　＼完熱線

　　　　　　　1図　ア’しミカヒーfS断1繭図

F；g，1．Cr‘）s　！sectional　view　of　t（Almicaheateビ．

．三菱電機・VoL　2S　No・8・1954
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2，アルミカヒ’タの案内

　ア，構　造

　アルミカヒータの構造は1図に示すように，コイル状

の発熱線を金属管の中心に保ち，空隙に耐熱性の絶縁粉

末を充墳し，しかる後金属管を引伸して絶縁物を緻密に

固めたもので，両端の日出し部分に1よ特殊組成のガラス

を溶融密封し，湿気による絶縁の低下および発熱線の酸

化を防止している．

　アノし1カヒータの製造においてもっとも百要な点は，

絶縁層の熱伝導率を良くして絶縁層ならびに発熱線の温

度をできるだけ低く保つことと，高温においても絶縁抵

抗の大なる絶縁物を選択することであって，絶縁物の材

料および工作方法の相違にkって，性能卜箸しい差を生

ずる結果となる．

　イ、型式
　アノしミヵヒータは2図に示すように，端jt部分の構造

によりつぎの3極に分類される．

　1型　口出しの銅線をそのまま出している．フランジ

　　　　に蟻f寸けしたL，別に端了を設けて接続する場

　　　　合に適する．

　2型　日出しにねじを使IHしたもので，そのまま電線

　　　　に接続できる．芥種のフランジに蝋伺’して使用

　　　　するのに便利である．

　3型　2型に簡単な一ノランジを蟻付したもので，この

　　　　ままタンク等に取付けて使用てきる．

　ウ，表面負荷率

　ア・しミカヒータの容はに対する寸法の関係は被加熱物

がヒータから奪ってゆく熱の割合によって加減される．

人まかではあるが標準1）rllとLてつぎの3種に分類され

る．

　（1）　’般湿水加熱川

　　　　水はその熱伝述率が大きいので，ヒータの表面

　　　積に対す乙1／ット数は通常約5W／cm2にとって

　　　いるが，短時問加熱の場合は1｛〕W．；Cm2　e’cもき

　　　つくとることカミキノる．

　（2）　汕加熱用

　　　　・般に表山負荷率を約3W／cm2にとっている

　　　が，たとえば同じ汕でも粘j夏の小さいものや循環

　　　しているものは，一般温水加熱用とほとんど同等

　　　2図　端r部分構造図

Fig．2．　Cuns　truction　of　terminals．

ア’しミカヒータの繊維［：業への応用・鈴木

　　　に考えて差支えない．

　（3）　　空気力［1熱戸手」

　　　最も熱伝達率が小さく，表面負荷率は約1
　　　W，・”cm2にとっているが，表面を赤熱させて使用

　　　する場合には，3W’cm2位にとることもあり，用

　　　途および使用状況により幾分相違する．

　エ，金属管

　アルミカヒータに用いる金属管の材質は，使用時の管

表面温度および加熱される液体等の腐食性を考慮して選

定せねばならない．

　標準としては継日無銅管，継目無鋼管を使用している

が，使用状況によ・．てはステンレス管を使川することも

ある．すなわちア・しミカヒータの管表面温度は最高600

～700℃まで製作可能であるが，このような場合には鋼

管表面tc力ロライジング処理を施すか，スi’　）しス管を

使用することが必要である．また腐食性の強い酸溶ifξな

どの加熱には鋼管表面を鉛で被覆するかス幽・ンしス管を

使用せねばならない。

　オ，形　状

　アルミカヒータの形状は自由に曲げ得ることが特長で

あるが，曲げ半径の標準は1表のように定めている．標

準形状としては2表のような形状が挙げら；1〔るが，パ｜

らのうちU型が最も多く用いられる．

3、液体加熱用アルミカヒータの容量決定法

　アルミカヒータを液体加熱に使川する場合，’1）ケを

適当な熱絶縁材料で保油｛するのが普通てあるが，この絶

縁層の厚みは操作温度50℃につき少くとも2．5　cnコな

ければならない．また蓋のないタンクからの熱損戊こはk

とLて液面から生ずるものであるから，操作条件が許づ’

種　　類

1表　標準則け’｝：径

管　　径

1継ll無鋼管
｜　　一一

　13mm

曲げ半径

〔中心径｝

mn1 25

継H無銅管
］5mm　　］Irnm 9mm

25

］2．5

20

25

3｛戊 3（） 30

40 ！o

2表 ア・しミカヒーソ形状の標璋巳

15

2（｝

〔401，155
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jo　　　　　　4δ　　　　　　50　　　　　　60　　　　　　70　　　　　　fio　　　　　　90　　　　　　／00

　　　　　　　　　　．＊：　濁　　℃　　　　　‘

　　　4　図　　　萄ζII｛，Ssぱli，ウ・ド，㌧コ；！flS1上ソこ

Hea！いScs　rr・．・1コ・　（－XP・S←d　WミL【・・r　Surl．；K’t・S．

ならば蓋に．も烈絶奉まするのが望．まL、い．

　　汀ζ三f．事．iJll熱｛・二k・S　L　’堤／」ミさy．1る一．ブ・L　ミ　ヵ　ヒー一　：タ（ノ：）1’）　’，t一村～ぞX

敏は，3図から得られるタン．ク周．世よりの弓÷灯日失，4図

1こノ云さ戊1る自《1．本鵬ξ「r［iカ・C．）の弓玖手日y〈・」♪よし‘1；fJJ－k’C・　i；・？：1・ltさノ．1

るif2（liliこ．ノ＼2［　る↑イネご｝のiJE］；r’Aiこ傭Z・“z”2な擁A｝辻を1じ～く（［Pf、㌧：

（kW）に衡；）：Lた1，のの合計によって求めレ’功る，

　　　　　　］時川に1川熱さ」．1．る材料の・．臼rUkg｝

kW－　　　　　・・吐例．ヒ烈・温劇拍℃．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　860

　　しカ・しなカ：’ノこ二」）．．∫ノ’i」ミ｝こよっ＾こ｛VC．）ノLた了＼フi三」各’ブド1｝［lt

操作条件の不Ilijを’XJ慮Lて15（）（i増Lておヵ、ねばならな

い．

　　な．才SあるYti3／7｝こ｛⊥‘za／1（さメLζ、発穿A　f事vr）IY，t・格’ブX　I“1をiメこ

めるにあたってさらにもう　’つの要素を杉慮せねは．なら

ない．すなわちこれは冷い」Vこ態の1XンZt♪．kび液体をjJll

熱するに要する時間て’ある．

　　・1．，ち；ちん）1”1：L　f7る日ii’ii117y：X・tl　iづ．」，　i｛1：’．短元L・｝］11，　，必、1要な）E格

容雛はノくきくなる．いいかえ］［ばタンク内のi｝lll度を操作

詰、1｜隻ま’．で矢・、力1芽if月tこ　上｛ず’ど、、言1’Ilhi｝二r〒至｛（さ・c’るt：．Vノ｛こn、，　ヂ饗

伯戊｜」｜［ll］｜｜ILメZ・‘乏工と“丁るJぱU／J　k　り．ノミきな1t！1ノ」を’IZ・慨2とづ　三i．

　　ア・しミカヒータを液体加熱に吐：川する場rこにhける加

熱電．ノ」の代ノξ的な、ll’算例として，5図σ）ごとき幅0．6m，

長さ1．2m，深さ1mの内側・j’Viをメ、　t・，液の深さ｛1．8

　　56　（4｛）2）

5図　ア・しカリ洗浄槽

Flg．5．　Alkali「1（・

べk・”nillv’1）：Ilh臨

v　．．E・．テ

1

i
2

L－－t”　t’

　　「

　　’lb．［』

　　　 　　　　　　i
　　　 　　　　　l

」

In　lこL　’．．［，　fl｛｜1　tt’11．；r　kし’＞1∫（1頂illlC：さ　3．8Clm　しり弓Cl｝絶i：丈llxl－－C・

保漏さ力たア・しヵ11洗浄槽を仮定す1．．ただLこの漁1．

65C　rでナ・籔伯三さ：ね，　こcつhllii．ご　1　M与i；1」に処Jli！さ．れろ到司覆甚iψi：i；

IJ “l tV）・全‘F：枯｛．t　il　50　kg　とする．　また梓『i；．蓋なL．で．使用さ

，llるもの三する．卜記仮定にi：川．li．，7ンク内の漏度卜

昇45C（室温を20　Cとす｝，側山才、≧．よび底［1’liの’fi．効放

烈向積は3．61tl　2となる．したがって3図汐）川線より，　tx

ン　ク川tl；icより．ン．）方n］’［］失は絶華ま1｝’ηの1｝ノ：さf」　’92．5　cm　ならは‘

0．9kWとなるが，ここでは3．8cmと．1．庭ELたから0．6

kW（0．9・：・15）となる．つぎに露出Lた液面の向積に

0．72　m2にLて，液面から．の熱損り引．ま4図より2kW

（2．8xO．72）となる．それ故に4こ損失熱｛lli．it　2．6kW（0．6

－． 2）となる、また1時間1・こ450kgの鋼製部｜’｜rl1によ一・て

奪わji．1乙烈の電k（換111：敏㍑前式によ”，てつき’の｝パに決

めらカる．

kw．．ユ時間当り・の1国．〉：」．L熱！ゴ搬Lケi．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　860

　　　　　　　45U×0．12　x　45
　　　　　　．＝　　　　　　　　　　　　．．2．8
　　　　　　　　　　　860

　　このよ・〕にL”ゴ電ノ」の概1〕：は一応2．6t－2．8・＝5．4kW

となるが操作条件のイミ1司を杉慮Lてユ5％ゾ）余裕をとる

と約6．2kW！なる．

　　’x　ン　ク1・’・j　lv）i夜体の容1▲li｛．　i　O．58　M；s　すなオ．．ゾr．，　S・IJ　580　k　9

・であるカ・ら液体Cl）比熱を水の」’ヒ熱とII　iJ一と仮定すれば，

液温を2（〕Cより65’．Cまでヒ昇させるのに（580x1．〉（

45）－1860－．30kWh必要である．ア・しヵリ液槽の｝lut度を

ヒげ． るにはこの30kWhのほかに，’xン．ソに．］：り吸収さ

Y，1る烈日ll：と　IJI13当其月「［lijrいiこ3」♪↓．ナえ、ま’thリこ査・jJiじ三ズこ’t、ヅ）をf！li・　f，h

せね1．f1ならない．そ身［1敗6kWのw”・いヵ1ニータを取付

けメ1ば’り11熱時間1よ多分6～71Wtjとなろ二あろう．」．》L．

この1川熱時間が、1”ltさilるならば2ン《・に｛．1：2kW一戸し1

カヒータを3箇．備えれ｛まよい．またもL判♪の加熱時1・ll」

ヵミ情㌣｛されるならは’6＞：2　一ユ2kW　c1：）〃亡1・各ぞぎ1．巨：カ；i要訪《さ

ンね．？」．　　〆こ／こし　．こJ」）上易7）iよ目］d昌jカこ糸5」過す一Jil｝」：，　if《浸：llZ）：同「’要

目HU隻」こりti’ljくなるカ、ジノス　f　．ノイ1を川jlv・’てぞX｛辻をU」卜：乍元＿7v

ノり、，ド1動ilulド乏、1｝冒〔’iW；÷器｛．こ　4：　一ノ㌔てil，，｛P乏を、‖，冒∫］1’1－｛⊥．才ユ1．］：「な’」tg．し・．

4，アルミカヒ’タの繊維工業への応用

　　ア．カレンダロール用アルミカヒータ1実用折案出願

　　　　　　中1
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　織物の仕L．11程中必・要な圧搾艶出Lにカしンタ1’・ト’し

を用いることは衆知のことである．カしン1／“　11－・しは加

熱せる鋼鉄製ロー’しぴ）川に圧力を加えて，この間に織物

をtt・一・Lの川転により通過せしめて艶をつけるのである．

　この却司鉄製T’r－・いン．）」川熱には従来蒸云〔やガスを用いる

か，雲母板や信綿板を巻きつけて裸の二？Uム線を絶縁

Lたものが．．多く，いずiiも　’長・短があ’．、たが，．当社で

け：’”ILミカヒータをiiWljしたものを錦洲1紡績ト末式会社へ

継1人L．好糸㍑果を得た．

　すなわち6図に示すよ・’〕に，ili’｛E　it－’しの内部に（・！filか

な間隙を］戸．、た数箇の了1しミ川筒をほとんど密接させて

装置し，こ．のア・しミ川筒に適当数の穴を等川隔にあけて

’1］’　yしミヵヒータを貫通するようにしたもので，1・一・しは

．～r十e’？1；カ・ら［夢区動されll小｝広L，　ヒー．タll’tスリ　ッ1／リ　ン　グ’より

電ぷを供給するようにな一、ている．またア・し・1円筒はガ

W：，　l　i：．〃8せ♪よび一ノ・ノンジによv．、てIJU熱・・一・し｝．こLLiil

’疋されている．　本器は1∬巷変IL器を経て］．E／Jのf共給を受

兵　　Le

一・ ゴニ：こ一　　‘．）］’．　　o　．＝．．．

「＝二；　　　．　　一’一

　　　ヒ　

／　∨9

「二　　　　　　 1　　

　目

　t「．：　‘‘．． ∴三司口

　　　　　、1

　　　　　．1

t図　’ノ‥ソぱ．・川
　　　1・．一［t

Fig，　7．　　1．lt］ulcr・　「《，r　；t

　　　V；llC・｜1dcr　I・OtJlt・r．

　．“〕ザ　ニ

　　　マン　へざ　　　　　　　　　　　　　　　　ヘパ　

－
1◎）
《v

　．　．一　㌔←一”’

　　　　　　ノ

　ー±lf

6図　〃し’？n・一．．ノ）n

　　　　rr　♪！、　、　．’∫　［：　一　　’t

Fig．6．いAlmicミd・（・：lteビ

　　｜or　a　calenflCr　rり11er．

ける．〔うになっているので，変圧器のタップ’を切替たる

ことによって簡単に温度調節ができる．

　7図は本器の外観を示すもので，その特長を挙げると

つぎのようである．

　（．ユ）発熱体ぱア’し．ミカヒータを使用し．ているから回

　　　　転や振動に耐え断線百の故障がない．

　（2）　熱はア’しミカヒータから急速にニアノしミPl6苛に伝

　　　　導し，さらにi．r－・しに伝わるため，　L・一・し表面

　　　　　のi．品度分布が均一になりかつ烈！効率が良い．

　13）　ア・しミ川筒は適当な長さに分割してあるので，

　　　　　製f乍が容易で取替などが簡単にできる．　また熱

　　　　　膨脹による対障がない．

　本器のノ〈略の仕Ulを3表に示す．

　イ，ブラッシュローラ用ヒータ

　紡績工程の　・つに｛；6詩吊機を使用する．硫綿．1：程が．ちる．

この硫綿機に貼りつけられた針は’ノ．．ノッシュL・　・一・ノで清

掃されるが，．た．・ッシ：．　ll　一フ川・じ川中，．’Eの｝t端が丸

味を生じ，川掃に不適当となるので，ときど．き毛の先端

をUJり揃えるかあるいは焼き揃える必要がある．ゾフッ

シ．、．u一ラ用ヒータはプソ・・ノシュ11一・ノの毛の先端を焼

き］前えるたyパ．こ用いられるヒL一タで，8図は東洋紡績株

式会社の注文’により製作したソソッシュμ一ラ川ピー．タ

の外観を示す．また9図は本器の構造図で，これは発

熱線を熱板に直接埋込んで製作されているが，ア’し．ミヵ

ヒ…’／を熱板に鋳込むノが去『（1製作ナることも・できる．

5．むすび
J’J．　1：ア・しり比・一タの8洗要」♪にび繊紺」1業へび）応川例
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　　　　；！，52t）　m11ユ
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　　　7、51ハ［W

　　　　三柵川．月・；

　　　　22〔．IV

　　　糸〔J　51kg

単巻変圧器7．5kVA
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－
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　　　5、り〔｝f）、v
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）’ノい〃ヒ…タの繊紺1：＃E．へのLじJI］・力本

　9図　ノハノシ．…ト．川1ヒ・一［・

Fig．9．　Ilc三）ter　f（｝r　u　brusil　roller．

の：・．三について述ベノこが，ア・いカビ．－rlはそノ）構造ヒ，

．三（体中，液体中のいず］Lにも使用二きるとともに，　fNifel

l勺↓こ£左1ムん、．でi上U　1］．’i’ること　もて．きる’V）ご，　万自旨与邑寿8f本と

L．ご各りi川に｜心日1ぜら力好川1を博L『（いる．　この1：5に

戸ノ1ごノ∫ヒ・・7川そのゐ鰍多い刊点ゾ．）た・ゾノにi）後ti．－9．±．1

発展するもしt．）と∫己1、われるが，　こと1こ熱効率が優力：！、・る

こと，＿Lt’ロム糸泉力：金［，鴎ケト：ぼに．．よりfX－iiif；されてい・るこ．三，

表帥．i過度を低く刊㌧三得ること等の］’与長をイ∫づ．一るため，繊

紺11二業における源禦1としても，　・部の例外を除き最適で

あるといい得る．すなわちアノしミヵヒータは繊維一IXY．・iに

㍊ナる品質の1句ヒ，　．1ストの低i戒．心よび安全仁i；の」．曽ノくに

tTivgk’ごきると｛，言一干る．

（，IO：3）　J「7
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Fluorescent　Lighting　For　Textile　Mills

Muneaki　ICHIMURA

Head　Of｝ice ”””

　　It　is　a　lnarked　developmellt　in　the　textile　lndustry　that　fluorescent　lightirlg　is

extens｛vely　applied．　Froln　the　viewpoint　of　economy，　however，　it　will　be　sometime

bef（，re　this　lighting　is　regarded　free　from　blemish．　This　paper　deals　wi亡h　the　present

Etatus　of　the　practical　apPlication　and　go　into　the　details　of　ideal　factory　lighting　by

c：ting　the　idea　of“Delos”aduocated　by　Moon　and　Spencer　and　the　Calculation　of

economical　illumination，　concluding　that　higher　degree　of　factうry　lighting　than　the

present　state　pays　after　all．

’

1．まえがき

　近来各『に場において生産合理化の…端として照明改善

が取りEげら訓ており，とくに繊維工業においては戦時

中の転換や戦災によって減少した設備の復旧や増設が相

っいで行われ，Lかもこれら新設工場の照明｝±もちろん

螢光燈で計画恒1・札既設の1二場も順次螢光燈照明に変

更されたので，芥種産業中4、っとも螢光燈の普及した部

門となってきた．

　これは繊維関係の好況によったことはもちろんであろ

うが，世界的；鏡争｝こ鍛えられてきた紡績業界の積極性と

rこ理化に徹底したその考えノノによるところが大きい．そ

してこれら1二場における螢光燈照明のノノ式もほとんど決

まったかの感もあるが，いまこれら設備の現状について

述べ将来の在りノ元について考えて見たい．

2、照明の在リ方

照明の口的はもちろん物を見え易くすることである

58　（4↓14）　　＊　ll　；fl一業ISS貝fi　HJ　1『支i’ii’i，｛果長

が，そのためには充分な光の量と適当な光の質が必要で

あり，さらにその環境も見え方に人いに影響するから充

分検討が必要である．

　ア．光の量

　光の量すなわち明うさは作業の精粗によって，その必

要なlg！’が異る．1表は米国における繊維「：業での推奨照

度を示し，2表はわが国に才♪ける螢）1亡燈照川の実施例か

ら筆者がその照度を集録したものであるが，両者間には

相当の距りのあることが判る．一体適当な明るさという

ものには限度はなく，視野内が一様であるかぎり明るけ

れぱ’［IJ］るい程物it見え易いことが判っており，明るさを

制限するものはただ経済であるとさ力ている．したがっ

て光源の効率が良くなり，燈具や竃力費が低廉になるに

つれて安価に明るさが得られるようになるからいわゆる

適当な照度も次第に高くなって行くことは当然であろ

う．Moon，　Spencer両氏は多くの人のffった視力と光

束発散度との関係の実験値を整理してつぎのような実験

式を作り，これより相対的な見えノノを表わす方法として

1．菱電機・VoL　28　No．8・1954
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　　　　　1表　米国繊維工場に才テける推奨照度
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場
1照度…

F

「

場

注

面　積　白n2）

itXf数　〔本1

niL’，本

照度　dx｝

luc（）　］8｛．〔［　16｛．K）

1L）6　　238　　23〔｝

7．9　　7．5　　7．（）
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　　　　　　：1｛〕（］｛♪

　　　　　3S8

　　　　　］∩，4
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　　　　　　　　　精紡’
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　　　43s
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　　　l25

：．う，］〔〕｛）　　　　　－　13203、（．iUO

　：S52　　　　．　　Z〕8　312

　8．8　　　　　－　　5，6　　9．6

　115　　　　．　．　180　　1（｜0

1．照度は作業i而での平均水平lli．｛度を．示す’

2．FI〆401本の受持！）面手責（m2本：・のf直とIIC｛度は取

　　付高さや琉裕億i蔽の．た小なとの1》｛∬糸があって必ずし

　　も⊥’ヒf殉しなしt・．

3．旧）ili柑．／ンノ．ピs・光・」ミ1，4401iコ1　’）て発表され’．：いる

　　資料は新悦格．．・・．・〔全・光束2，1（’）りll．旧に換算［て

　　用いた．

” デTIス”（1）elOS）とし・う単位を導入している．

たノごL．．　“’

1．1

Ct’一コ18．3×jl）．lti（0．412，←．碗・

1

一t

　　　H
　．・ノンド・しト環の切れ目が眼になす視．角（単

　　（，’f［．？シ／tア／）

：視標1司1刑なら（ジごに視野内．の光束．発散度

　　（．11n．！11’〕2）　と　し，　カ．1つ主見｛三票iiill・V景｛こ支」．　L　ユ（）0

　％の対比を有するものとする．

このa’の逆数は視力を表わすとちえられるから，いま
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｜　　図　　　　　’．lr　　ン　　　ド　　ノし　　ト　環

Fig・1．　Landolt’s　rin9’

角の単位に分を用いて，彗きな“t　，・すと祝ノ」Fは

、，　　　　H　　　　　　　　1・i・：．－

　　　　　　　　　0．407（0．4］2・．τ11り％

　となり，光束発散度Hが」〈きくなる程Vは大きくなり，

ノ了J！！［：IU－Eノ〈a）とき　2．5　になる．　こv）ことは1照｛りla）ノ万去f」　’；

川想的な限り明るけi［ば明るい程物はよく見え，最高視

　ノJのbド均値が2．5であることを・il－Lている．

　いまこ」｛をレマ詞で表わL視UJの変化のみについてMi

えると

　　　　　　Y．＝γ＿　H
　　　　　　　　　↓㌦，（0．4ユ2－．吻・・

となり，このγ“は照明ノノ法が埋想的な場合視力が光

束発散度に対してどのように変るかを示すもので，いわ

ば相対的な見え方を示している．Moon，　Spencer両氏

はこれを“デロス”と名づけた．そして1乍業に必要な

明るさすなわち光の量を単に’ド均照度のみで表わすこと

は不適当でこの相対的な見え万を示す量“デrlス”で

規定することを提唱L，長時問継続して行il村難な視作

業では（，・9以ヒ，他の’般作柴でメ，U，8～（D．9とすべき

でちると述べている．

　　・〃光束発散度は照度と反射率とジ）積であるから反射

率が決まilば照度とi：’　ttスとの関1系メ，計算できるわけで

3表tCこの’例を示す．

　　さらに両氏は1二場にオ到j’る生産高がテ’tlスに⊥・ヒ例する

ことを多くの人ヤの実験結果から見川L，この仮定のメ，

とに経済的な照度を計毎；1：Lていろ．

3　表　　　テ　1・　く　と光i4ミ発‖文度　耳♪　k　：t，・双ぴ隻　Lノし　ク　：　　」．．ノ

　　　IY・1．係（視野内は・’様に明るい」，のとL対象物の

　　　　fA身・j’率0．65　も／）ノ易で｝〕

・：’
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　ある1二場でちる期間中したとえば1日とか］期川）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’1三産高を八1とすると，これに要した費用Cは次式で

2ミわさ力　L，．

C＝α一LmN寸一t

　　tl：照明関係を除いたこの期間当りの固定費（家

　　　　賃’償却・保守費・賃金を含む）　　　　　　　　　．・

　　〃r：　製品川位’」］りの材料費

　　1：　この期聞当りの具（1明費（電力料・　H（｛明施設の償

　　　　却・保守費などを含む）

　初力の仮定から
N．、　k、・「、，

さらに照明費1は照川器只や光源の種判がきまればそ

の全光・王Fに1七例するかC｝

1－1．F

l，）はtPレーXン当りの照明費を表オ’すことになる．　また

　　　　　　　F＝EA　　E＿旦
u‘ 　　 P

ただL，　A二床山積（m2）E＝｝！6度中しケス）

　　　　　σ二照川率　　　　ρ＝反射・キ｛

の関係があるからこれを代人して

　　　　　　　　1＿1・　E・A＝1，，H・A

　　　　　　　　　　σ　　　u・P

　Lたがって1箇当りの生産費xは

、’．、9．．，、三・ぱ・H

N　　　　　　kN「　，、

｝！，，　｛t 　thli’，d　し”　L・　、tt一リ　ソ〔ニレ｝ミ、9ξE昌・（（｝）’乏　　H「　・〆）［了t：i去一’〈　〔・
t㌔♪フC！ノノ、Cノ

　　　　　　　　　　：ノx－｛，

　　　　　　　　　　：ノll

　を汁算［，．vを最・刊こナる光東発散度〃のll自を求める

　と，

　　　　　　　　〃．．c）’4隠ひ’t’）∵

　とな乙．　Lプこがってこのときの！1・［V［」Eは

　　　　　　　　弓（“41絆ρy

　l：式がもっとも経済n勺な！照度を」長才ノすこととなり，　L場

の性格によってもっとも経済的な！照度も異るべきことを

　rJl’　Lている．　M〔♪011，　Spencer両氏はこのよ”）なり法に

　いプ実例について経済的照度を計算！．ているが，　1二想以

　卜1こiii：jL、‖］：W斐とな一．，’．：L・乙．

　　以Lは）1ξ国とわが国との国｛．㍑ン，相」墜もあってそのまま

では適川できない山も多少あるかも知れないが，ノ〈体の

傾向は同じでわが川でも恐らく現状にξ《倍する明るさが

経済的に引合うものと杉えら」！ろ．

　イ．光の質

　　（1）　まぶLさのないこと

　　まぶLさは見えりを妨げ，眼の疲労を起すから極力避

けなけれlfなC）なし㌔　ア亡il塩σ）ま□こしさの1恨度｝こついては

Wa1・d　HarドisOn氏力sまぶ［さ係数ヒいう判定法を提［1昌

　し．’いる．

lts’4－si↓幾・V，，1．：18　Nl）．8・1Y54

pt

⌒

亀．

A



”’“’

A

＿

4表　Harr】s‘川八’ピ；．1）1糸放

　1引0　　　　　　　　　3〔1

甚／コミ快　　　　ぐやfこ快

　　ln　　　　　　　3

ほとんと’快適　　快　適

　いま輝き　B〔cd　M，i　．），1川「、ノ1（Cm2）の光源が眼か

ら距帥D（m）蘭」1て）t束発散已〃（．1mln㍉の背景

のtこノ、に小c’1’1urliヒ／↓（1皇）のノノ1∴Jにある」易合k！］線を

・N’　’1　’：1：して，ま．；、［さ係数はつきy）よ・〕になる．

r、　　A　B：’

　　　　　　　　G－　　　　　　　　　　　　　、へlol
　　　　　　　　　D：’rif　H・），｝

Gのノ＼きさによ一．て4表からその限度が判定さh1．る．

　このことからも作業者の眼に人る光源のまぶLさを少

くするには輝きBの低い光源，たとえば螢光燈の良い

ことはもちろんで距離1）を尺きくとったり，遮光角を

尺きくとろこEすなわちtlJを人きくすることか効R一的

なことが’判ろ．

　全般照明の14jl今器具の取付高さがちまり低くすぎては

いけない．通常40W螢）ヒ燈の場合康ヒ2．5　m以1：｝こ

取付けるのが良い．遮光角も器具効率を余り多く犠牲に

しない範囲でできるだけ人きい与が良い，遮光角を尺き

くすると器具の配光が狭くなるから照度のむらをなくす

るため器具間隔を小さくする必要がある．

　初期の工場照明田螢）亡也器具にはこの遮光の点があま

り考慮されていないメ，のがあ・、たが，最近。卜画さ力てい

るL場ではこの点も充分考慮さi，　1ていて人きな進歩で

ある．

　このほか反射によるまぷしさを少くするためにも拡散

性光源の螢光燈がもっとも適しており，さらに作業対象

物の背景となる機械その他の各部i．t　4、らうんつやのない

仕ヒとするよう考慮しなけ加ねならない．

　ウ．むらのない明るさ

　作茱の行わilる範囲では照度はできるだけ一様なのが

望ましい．作茱の行われない室の隅の部分まで含めて完

全に一・様にすることはほとんど不可能であるから室の隅

におこる最低照度は’F均照度の1、「3まではやむを得ない

とさカている．

　視野内の）回溌故匡力S様な理想的な場合のILえ加1

前述の“デLt　7s”で表わさdiるが，実際にはこれが’様

でないためさらに見え〃が悪くなる．

　Holladay氏は実験から見ようとヂる物の周囲背景の

光束発散度が1みの時，視野1ノ寸にH．，という）亡束発散

度がもるtl　（”1≧”’・と’j’る）眼はこの〃1に，澗応L

二硯野内・♪’ば1：”1こちる㌧1詰視覚に関ナる最小

1直は、tLい㌧・　”）二と川」出した．dなわち見ようとす

るものの近傍より明ぷ・物が視野内の他のご粉にちると

眼はこれに調応して，見ようとするものがこれより暗い

ために見えノノが忠くなる．いま視野内が　一様｝こH」の

光未発散度の時の最小視角をrY，L，視野の11｜心付近だけ

が1み（たたしH，．－H．’）となっている時の視角をτvと

繊維1：場における螢）亡燈照川・巾村

5表　光束発散度の対」七の椎奨1屯；用

　　　　場　　　　　所

作業対象物とその周辺部分との間で

作業対象物とそれより離れた周囲との問て

燈器や窓とその周辺部との間で
f乍旙㍉者び）JJ，j　lJIIてユ’凄！、オJ）・ヒゾ）ノくきLiCfilと1「riゾ）

開一

る三，こ｝，「らの」ヒ

　　rt’〃
yご＝

　　t’t

は川らかに1より少さくなる．

Tl場

5：1

20：1

40：1

事務所，

学校
3；1
10：ユ

LO：1

80：1　　40：1

　すなわち｝Cは環境が一様でないために見えノノが悪く

なる程度を表わす吊で，こ21を“環境デUス”と名づ

ける．最小視角の関係式にヒ式を入力て，近似値をとる

と

　　　　　　　｝≡昆　（〃・≧H，，　’）

’；，L　ノ九：てノみ　なら

　　　　　　　　　　flf　A
　　　　　　　γご

H　｝i

結局視野内が・様でない場合の見えノ∫は

　　　　　　　　　　Y＝Ys・Y，，

となり，このYを全デロスといい，照明の量およひ質

が不充分なために見えりの悪くなる割合を表わす．以ヒ

の点からデ【・スの低ドをある程度内にとどめるため光束

発散度すなわち物の明るさの差は5表のごとき範囲内に

ちることが望ましいとされている．

　作業簡所での照度にはもちろんむらかない方がよく，

・般の作業では30　×．　40　cmの作業面内でのむらがユO％

以ドであることか必要とされている．繊維L茱のように

同・の作業者が広い範囲にわたって監視している場合に

はその範囲内全部にわたり照度のむらがあってはならな

い．現状の螢光燈照別の実施例を見ると作業面における

最高照度と最低照度との割合はノく体2：1または3：1

程度の場合が多いが，これはぜひ改善さカるべき問題で

ちる．

　均・な照度を得るために｛ま照川器具の取付1司隔Sと

作業山ヒ光源（7）高さHとの瀕1合は人体つぎのように

とる．

　　　　　　　　　S二（1．0～1、3）〃

この係数は器具の配）ICによってKL　itる値で，11j［照明用

・）反射がさ付器呉で｛tL3，杢た川込・い一’・器具ノ）」1・’1

に配光の狭い器呉で日1．0をとるとよい，

　つきにある点における」（’ド面照度と鉛直1川照已は必」

Lも㌦しくないが，こカもその割合が1：3または3：1

ノ）範囲内にあることが望ましい．

　エ．柔かいかげ

　1乍業者のrや頭や身体のために作業面にかげが出ない

ように器具の配光と位置に注意しなけ21ばならない．全
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般照明の場合螢光燈のような寸法の大きい光源はこの点

甚だ都合がよい．また天井・壁・床などの反射率をよく

することは照明を効果的にするし，かげも柔かくなって

よい．柔かいかげは物の立体感や奥行を見分けるに都合

が良い．

　オ．光源の色がよく熱の少いこと

　照度が同一・の場合光源の色の質的相違は物を見わける

速さや正確さには影響しないが，厳密に色の見分けを必

要とする場合には，自然光にもっとも近いスベクトル分

布をもった光源一たとえばデラックス型の昼光色や冷白

色螢光ランプーを選ぶ必要がある．光源に伴う熱の少い

ことも心理的生理的に作業能率に大きく影響する．

3．環境の影響

　気持のよい色彩が施された環境はその中kC働く作業者

を快活ecする．このことはとくに婦人従業員の多い繊維

工業では影響が大きい．正しく用いられた色彩は視作業

に大きな助けとなり，疲労の少い快的な作業環境を

作る．

　色彩の利用にはつぎの諸点に注意するとよい．

　（1）採用する色彩は明るく反射率の高いしかも気持

のよい色でなければならない．淡い灰色がかった緑とか

青が適しており’，強い色彩の明るい赤や黄または鮮かな

緑などはよくない．

　（2）天井は反射率の良い白色が適するが，壁は白色

でない方が良い．なぜならば作業対象物との対比があま

り強くなりすぎて不愉快になる．壁の色としては反射率

で50～60％程度の淡い色を選ぶとよい．

　（3）機械類の色も従来のように黒一・色でない方がよ

い．光の反射をよくし，作業対象物との光束発散度の対

比を少なくし，視作業を楽にするためにはかなり明るい

色が推奨される．一体物はその物と背景との光束発散度

の対比が大きい程見分け易いが，明るさのみによる対比

よりも同じ程度の明るさをもった色相の相違による色対

比で見分ける方が遥かに効率的で疲労も少いから明るさ

の対比を減少し，色対比を利用することが近代色彩学の

教えるところである．

　（4）照明器具の色彩もその上面は天」｛：と同色に仕上

げ天井との対比を少くし，器具をできるだけ目、近たせな

いのがよい．また同様の意味から天井面も照して明るく

することが一層快的な雰囲気を作り出すので望ましい．

　（5）床面もできるだけ反射率の高い色に仕上げるこ

とが望ましい．光の効率的利用ができるし，拡散光が多

くなってかげも柔くなる．反射率としては25～35％程

度が推奨される．

4，照明設計

　全般照明の照度計算には通常いわゆる平均光束法が用

いられ，所要ランプ数Nは次式で計算される．

62（408）

ds

　　2図　丈の高い機械の申間における照度分布（実測値）

Fig．2．　Distribusion　of　illuminat輌on　between　large　machines．

　　　　　　　　　　　D・E・A
　　　　　　　　　N＝：
　　　　　　　　　　　　u・F

　ただし　A＝室の面積（mS）

　　　　　E＝：所要・lz均水平照度（lx）

　　　　　D＝減光補償率　1．4～2．O

　　　　　U＝照明率　F＝使用ランプの全光束（lm）

照明率Uは器貝の種類によってあらかじめ計算され製

造者より発表されているからこれを使用する．

　燈数が決定すればできるだけ照度にむらを生じないよ

う，また作業面にかげなど生ずることのないよう，また

作業面にもっとも有効に光が到達するよう光源の配置を

決定するわけであるが，この場合計算より出される平均

照度とは床面の反射率を14％とし，室内に機械類も何

もない場合の作業面あるいは床面の照度を示すものであ

るから，室内に置かれる機械や品物の反射率あるいは大

きさによって作業面の照度が相当変ってくる点に注意し

なければならない．

　たとえば設備機械が精紡機や合糸機などのように丈が

高く，しかもその間隔が狭い場合には機械自身が一・部の

光源をさえぎることになって作業面に計算された照度を

出し得ない場合があるからとくに注意を要する．

　2図はその実例であるが，機械のない場合，照度が260

1xあった箇所が機械を置くとその中間床上1．2mの高

さで2301x，さらに実際の｛乍業面では1601xと低下し

ている．またこの例の場合作業面での鉛直面照度は

901xであった．このように機械の丈が高く，作業面よ

り出ばっている場合には所要照度の決定に際し，以上の

ことを充分考慮しておく必要がある．

5，照明の実際

　つぎに繊維工業における：Eな作業について照明の実際

的方法について考えてみる．

　ア．選別
　原毛または原綿は工場に到着すると開俵され，選別さ

れるが，この選別作業には変化の多い外光を避けた方が

よい．米国では照明として昼光色螢光ランプによる全般

照明と選別台上に取付けた高照度の局部照明がよいとい

われている．わが国では米国のように高照度にはできか

ねるが，幸い演色性の良いデラックス型の昼光色あるい
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6表 二二　菱　螢光’媛ξ　2苦　［↓　cz）　具召　1り」　二辛く

（－1二場i！（｛日JIl目）

照 明 器 具

減　光 補 償 率

最大器具
間　　　隔

平均配光

FH－41型

40W　1燈

（直接）
o％
1．3H

良1．5 中1．8

8概

否2．2500
cd

FH－412型 （直接）

40

良1．5 中1．8 否2．

0％

1．3H

FH－412　H　型 （半直接）

40W　2燈

反射笠採光穴付
1：」メ；H9明月」

良1．5 中1．8 否

§％
1．3H

乃％

22、　｜，ooe cd

FH－422

40W　2・燈

（直接）

下面ルーバ

o％

FH－413型

40W　3燈

工

（直接）

良1．5 中1．8 否

1．1H

o％ 13 H

77％

．2 ㌔6eo
cd

天井

壁

室
指数

75％

50％ 30％ 10％

5｛〕％

501％ 30P6 1⑪％

30％

30％ 10％

J
I

H
G
F

照

E
D
C
B
A

明

J
I

H
G
F

E
D
C
B
A

J
I

H
G
F

E
D
C
B
A

J
I

H
G
F

E
D
C
B
A

J
I

H
G
F

E
D
C
B
A

率

0．40 0．34 0．29 0．39 034 0．29 0．33 0．29
0．49 0．44 0．40 ・0．48 0．43 0．40 0．43 0．40

0．54 0．49 0．46 0．52 0．49 0．46 0．48 0．45

0．58 0．54 0．50 0．56 0．53 0．50 0．51 0．50

0．61 0．57 053 0．59 0．56 0．53 0．55 0．53

一

0．66 0．63 0．59 0．65 0．61 0．59 0．61 0．59

0．71 0．67 0．64 0．69 0．67 0．64 0．66 0．64

0．73 0．70 0．67 0．71 0．68 0．67 0．67 0．66

0．76 0．73 0．71 0．74 0．72 0．70 0．71 0．69

0．78 0．75 0．73 0．76 0．73 0．72 0．73 0．71

0，39－ 0．32 0．28 0．37 0．32 0．28 0．32 0．28

0．47 0．42 0．39 0．46 0．42 0．34・ 0．41 0．38

0．52 0．48 0．44 0．50 0．47 0．44 0．46 0．44

0．56 0．52 0．48 0．54 0．51 0．48 0．49 0．48

0．59 0．55 0．52 0．57 054 0．51 0．53 0．51

0．64 0．61 0．57 0．63 0．59 0．57 0．58 0．57

0．68 0．65 0．62 0．67 0．64 0．62 0．63 0．62

0．70 0．68 0．64 0．68 0．66 0．64 0．65 0．63

0．73 0．71 0．68 0．72 0．69 0．67 0．68 0．67

0．75 0．72 0．70 0．73 0．71 0．69 0．70 0．68

0．36 0．31 0．28 0．35 0．30 0．27 0．29 0．27

0．44 0．39 0．37 0．42 0．38 0．36 0．38 0．36

0．48 0．44 0．42 0．46 0．43 0．41 0．42 0．40

0．52 0．48 0．45 0．50 0．47 0．44 0．48 0．44

0．55 0．51 0．48 0．52 0．50 0．47 0．50 0．46

0．59 0．56 0．53 0．57 0．54 0．51 0．53 0．51．
　

0．63 0．60 0．57 0．61 0．58 0．56 0．56 0．55

0．66 0．62 0．59 0．63 0．60 0．58 0．58 0．56

0．68 0．65 0．63 0．65 0．62 0．61 0．61 0．60

0．70 0．67 0．64 0．67 0．64 0．62 0．62 0．61

0．36 0．32 0．30 0．35 0．32 030 0．32 0．30
0．43 0．40 039 0．42 0．40 0．38 0．40 0．38
0．47 0．45 0．43 0．46 0．44 0．42 0．44 0．42

0．50 0．48 0．47 0．49 0．47 0．46 0．47 0．46

0．53 0．51 0．48 0．51 0．49 0．48 0．49 0．48

0．56 0．54 0．52 0．55 0．53 0．51 0．53 0．51

0．59 0．57 0．55 0．58 0．56 0．55 0．55 0．55

0．61 0．59 0．56 0．59 0．57 0．56 0．57 0．55

0．62 0．60 0．59 0．60 0．59 0．58 0．58 0．57

0．64 0．6］ 0．60 0．62 0．60 0．59 0．59 0．58

0．38 0．34 0．31 0．38 0．34 0．31 0．33 0．31

0．47 0．43 0．41 0．46 0．42 0．40 0．42 0．40

0．51 0．48 0．46 0．50 0．48 0．45 0．47 0．45

0．55 0．52 0．50 0．54 0．52 0．49 0．50 0．49

0．58 0．55 052 0．56 0．54 0．52 0．53 0．51

0．62 0．60 0．56 0．61 0．58 0．56 0．58 0．56

0．66 0．63 0．61 0．65 0．62 0．61 0．61 O．61

0．68 0．65 0．62 0．66 0．64 0．62 0．63 0．62

0．70 0．68 0．66 0．68 0．66 0．65 0．65 0．65

0．72 0．69 0．67 0．70 0．68 0．66 0．67 0．65

繊糸∬　［：場｝こt｝け　るξ資2亡燈1！CVII－1・　ilr“・S （．10！））　63



3図　混打綿照明の配置例

（一印は40、V2燈器具を示り

Fig．3．　　Exaiiiplt・　of

　　］ighting　fvr！c・utchel・1，

1 t

1 1

1 IK

1

1－｛

ら

山］［山［L

lA〕

口iP　Pill　Pi

　　4図混打綿室の照明
Fig．」，　Illumination　f（，r　scutchers．

は冷白色螢光フンプがあるから，これを使用すれば一層

良い結果が期待できよう．昼光色螢光．ノンプと白熱竃球

の併用も行われているが，この場合には充分うまく混光

する必要がある．

　イ．混打綿

　従来この工程は粗な作業として照度も低かったが，最

近では原綿の配合という大切な作業であるとの認識から

相当照度も高く取らttるようになってきた．

　機械の運転状況の監視ぺ・調整に便利なように機械側面

の鉛直面照度メ，充分あるよう杉慮しなければならない．

普通40W螢光ランフによる全般照1り1が行わ拓照度は

現状70ないし1｛〕Olx程度である．3図4図はその・

例を示す．

　ウ．カード

　この工程には70ないし1001x程度の局部的全般照

明が実施されているところが多い．品質を左右する大切

な工程であるので米国では綿紡で2501x，紡毛では350

64　（410）

PiP　PiP　Pi

（β）

　　　　　〔c）

5図　カードの照明器具配置例

Fig．5．　Typical　layout　of

lighting　fixtures　for　carding

machines．
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［4）　罷匿　，u5［x　程辰

［＝＝＝＝　　　＝コ　［一≡＝＝コ
〔＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ　〔：＝：＝：＝＝＝：＝＝＝コ

＿

〔β）窯債

［＝＝＝＝＝＝＝＝］
　　　　　一　　　　　　　　　　　一

／fi　e7　i　x　程歴

〔：＝＝＝＝＝＝：＝：＝コ　　［一コ
＝＝＝＝：＝＝＝＝＝＝コ　　［：＝：＝＝＝：＝＝：コ

　　　　ピ

（の　頃匿　、2ク01x　程匿

＿　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一

［＝＝＝＝＝

［＝＝＝＝＝＝＝コ＿⊂一
　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　F－．■　　　　　　　　－

P‘　　　　∴口［x　搭雫

　　　　6因　精紡機照H

　　　いIOW2燈用反射
Fig．　t；．　TyPlca川ay・ut

rlng　splnncrs・

の器具配置例

．・ さ付器具使用）

llighting　fLx’tuT’es　f・r

7図　米国に才こける‘㌧ク精紡機照明の例

Fig　7，　Example・f　lighting　f・r・i・9

　　　　spinllers　ill　America・

IXという高照度の4≧般照明が推奨されている．わが国

で8，作業而で1501x程度にはすべきではなかろうか．

この：に程に」♪いても機も霞のf＝入，調整などを考慮して側

面の鉛直向照1斐は忽せにできない・

　5図に燈呉配置例を示す．

　エ．精紡
　精紡機の照明｝こは機械の列間に40W｛翌D亡燈2燈用

反射がさ付器具が3箇または4箇の割合でf鳥に配置さ

れた例が多い．ときには1列おきに5箇の割「†の例もあ

る．照明器具の方向は機械の軸方向に’ド行なノノが作業者

繊維工場にSSける螢光燈照明・市村

8図　t苗∪機照明L　？c　Jl：　・i，ii：；いので均斉度li　l：い）

　　Fig．8．　Lightil19　「or　hlエin［〕illg　macl川1しs・

　9図　‘1〆t「粘勅機照明
Fig．　t）．　LighUng　foドring　spinners．

の視線と直何となってよいが，のこぎり屋根や機械の据

f、肪向によって異り，わが1・｝三［の例ではむLろli！1：角b・1i，jの

力が多いようである．

　照度も・ド均140ないL1601x程度に設計さdLたも
のが多いが，　一与天井染の馬さが温湿度調節の関係から

相当低く，燈具の位置も低いため照度のむらが多い．現

状の如く燈只の取1寸高さが11尺ないし12ぺ程度では

照度を2001x以Lとするか，ユ燈用器具を多く用いる方

が均斎度も良くなって遥かに能率もよくなるであろう．

とくに色物を扱う場合には反射率力こ低くて見えにくいか

らさらに高い照度を必要とする．6図に精紡機照明の［’‖Li

置例を示す．7図は米国ilc　t）ける紡毛1）ング精紡機の照

明例で，この設ll6では85　W　3，500°Kの白色螢光ラン

（41D65



10図　£一一一川劫ジ
Fi．g、　Iu．　Mu］u　Spi｜mCrs．

　　　　　1｜　図　　リン　Jl’｛：占紡機　（紡t、

光源が低すきるためややム．ノ．二／liち・、・明るい都分に目

は・凋応丁るから賠い部分：）1とCに見二にく1なる、

　　　　　　Fig・U．　Rlng　s．　lllnr）vl・s．

12図（il　1／i・川に．∫♪けるネ1‘左機ll㌦．）照明

Fig・レ・4；1）　rlhmminti“nn　fl）r　w・・avi｜19

　　　　　　m川、1n．へm4ザi《a．

12図（B｝　判qに．㍍川る聯，．4枇「場の照明

Fig・12・川）l　Ilit］minatiりllゼ‘｝r　wくllivm9

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

66　い41L？）

ブの2馴仮射がさ付器具が梼磯の軸川りどドi、1鳳、

さUft　g　ill，燈間隔9ft，列間隔8ftで取付けられ作

業面照度5001xを得ている．このように米国では色湿

度3・500｝Kの山触ξ光．・ンプの効率がよいv’）で陽や

「｝享務所の照明に多く川いられているが，わが国では人の

顔色が余り良く見えないので嫌われた例がある、ミュー

’し精紡機ではホピン．1ヤリヤがノし一ムから一幕離れた

時糸切力を監視して動いている作茉者に全部のポカ三見え

なけ力はならないから2001x程度の全般照明がもっと

も適Lている．燈具のノノ向，丈ミュ・一・しのフレームと直Jf「j

でメ，・ド∫1・ても人」£はノ〔い．8，9，10図は粘紡機の照明｛列

である．

　オ．織機
　織r川乍業目繊組Llピの中こi、”＃、一，ヒも精密ノこi’P，戊ミの　・

つでちり，L力凶榔侶1姓r軸1門てあるカ・ら長い照明か

もっとも有効に1ノト用する部門てある．作裳の性VLヒとく

にかけの少い虹う光源の配置をきめなけ．ればならたい．

　このた㌧づには螢光燈の遵粥ξ列を織機の通路に直角に通

すのがもtt　）とも良い．12図はこし・）方法によ’、た米国り

一例で右、る．わが国では自動織機2子海に40W螢）’t

燈の2燈川または3燈用反喧」がさ付器只がユ台の割合て

lllいるのが｝lii・通でΨ：均il（｛度1601x程度である、13図

に　：　：cり閂U置例を・六す．

織機で山鋤挿人や掃1勇汚るい仕保守が容易なように

また糸切の発見や織上りC」’）　il　tイト判定が容易につごきること

E’gE□

自

・］　　　：：’〕9ξ亨　’．二、　‘・　・言ff

［］

呂
　　　　　卍

L）P

ユー

口

‘H’ 　　　『’字〉亨　・’　〆　iミ）’？

［1

［
±

f，”　　こ！り≡F・41「　1元ξ但

！3図　紋機の照明器只酉1！置例

t40WL，燈川反身1・かきf・J器具使川｝

Fig・】3．　Typical　lこiy《）ut　of　lighti叫（

　　　　fix　tures　fur　lo‘川ls．．
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　　　14図　検反台の照明の例（米｝中

F唱．LI　Exu］T）P］eりf　lighling　ful’ill・；Pt“’ti〔m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝〕　t　．　　1　幽　c　　－　1　　1　　　　　　　1　　」　　t　　∫　こ　　1　　ヒ　．　《　．　l　　　　　　　　i　　l　　）　　　　　　　　A　

カぶ必・皮で，　目01隻は　25｛｝　なL・し　30〔）1x　と　充フ♪11「liく，　liilt

度分布もよくすることがJ〈　W」である．

　また製品の色によって反射率が異るの’で必要照1皇は人

きく左右さオ［乙．後述8表の例に見るJlうにせめて30し〕

lx程度σ）照度が欲しいもの．こちる．　とくに現状より5

％程度の生産能ヰ｛のヒ与1［が期待できるにおいておやで

ち”1、．

　カ．検反
　この作菜は製111111のll乏終検↑rll程でちるのでとくに充分

な照度と適当な’㍗　；tトJL分布の光源くζ必要とする．検

反台はrft：通約IO度ないL　30度川度検在員のノノに傾い

ており，布が板を越えて引張られドに畳ま」rる1昌］に険査

口はちらゆる種類の穴点を見付ける必要がちる．

　たとえぱ糸の色江い・しみ・毛羽・節・」：りなどであ

るが，こカは椙当困鰍えξ視作菜で螢光燈による全般照明

のほか各台に40W　1燈または2問llの1迎1がさf］器

具による補助照明が併川される．

　14図にE，」る例では4｛｝（）lxの全般照川と3’（）00ない

L4，0001xの補B川！別が併用さノ「てい；3．補助照川に

は日）1絶｛溺c．・ン．・10悟が’・レームに組・しで用いら

」bている．白地の場r㌃に口昼光色螢）「C燈ににる高照反の

照川か山Lて．むり，色物の場合にはや㍑り・ノソソス型

の冷川色撒たは昼）1亡色が］1い．燈呉り取日的度引ト藁反イ1’

の傾きに’1†わナと；1い．

　キ．紹検査

　人絹・毛糸などの紹ト‘在ち人体前項の検1）ζと同様てら

るが，　L場によっては全般照明¢）みにk　、・’：いる処と，

全般照IUIに20　W　1燈または］OW2燈の反射がさ付

繊紺1：場に，］♪ける螢光t，登照川・巾村

川　　1－｜

項　Il

7表紡毛作業
時　期
　　　照明改善前　照明改誇後

光　　　　　　　源

照　度dx〕
ノヒ　唐　能　率　い㌔パ

不　良　率〔｛㌦）

デ｜r　／．イ直　｛P＝↓1．65｝

ノ　　　　け　　　　r．　　イiカ：　　Lt）　　上ヒ

ll　1）　期

．光　源　　の　種　糠

胆度dx）
織布能率い1い
川　修　費（（lll［

川ノペイ直［ρ二吐（二5｝

ノ　　1！　　〈　イlt1．　v）　J．ヒ

白熱燈　　螢一光燈
1：！o　　　　　　　450

1（il）　　　　　　　1｛｝9．6

1（M，　　　　　　　　S8．5

　　0．75S　　　　　　　｛｝．Sll2

100　　　　　　　　　1〔．）9．　．6

8表緑布作業
照［川改
iCl．前

　　　　 1

ドi熱ド

15〔｝－180

　1（；｛｝

　1り｛i

o．77ti

　1（；1）

照1‖1改　　照YLI　j改

〆，・後　　　1牟後

　2　　　　3

蛍光i登　　螢光1：tlEl

：14（｝　　　　　56｛［

1i｝4．6　　　1い87

　76．5　　　　　66．4

　　↓［．82　　　　0．845

105．6　　　］P8，9

照明改　1

屯後

　4

螢光賂
75U

llり．5

tlc｝，4

　｛［．858

1u）．5

器［！に11ろ前1：リカ・らの補助照li月5・併川L二い乙処とが

｛｝ノる．照已は人休3｛〕｛｝ない14001x程度が現1伏で

．ちる、

　）亡源には｜li味の多い昼光色螢）亡．ノン．ノがしみや｛三羽な

との発［，Lが容易とi“　Eので採嗣さ．llている．要は作業対

象物からの｜臼又射光が眼に人らないよう，すなわちxj象

物が光らないユ：う光源の位置を杉慮しながら照度を上げ

ることが大切で作業の性質ヒデ11ス値で（1．9は必要でち

る．毛糸などでは色物が多いからノ．ハ・クス冷白色ノン

ノゾ）使川がよい．またE糸検在の場合真赤な色を連続検

査Lていると日が痛くなZ、ことがらるがこかは赤の色の

刺戟値が高いためで適当に検在対象の色を変えて∩二うよ

うにノミすれは予防できて能率もj”るC・あンう．

6．繊維工場での照明改善の利益

　繊維11場で山照明改善の刊益を作茱Llの具体白勺な数f直

で．去わそうとする試みは種せな条件に制約さtiNて，ノ」“ll，

困難な問題であって，まだわが国では資料の発2ξがほと

んどないが，米国に才3いてユ941年より1949年の間に

繊維工業照明委員会じ・）指導のドに柿々の実験がf　j：わ2t，

之の結果が発表されているので参杉までに掲げてむく．

　実験は照明以外の条件一　1ノト業・機械・材．料・1：程

　を1＞然同・として置き，照川の最と質のみを変えて行

われたものである．

　紡毛作業ての照明改善前後ンノ能率〃変化が7表に示さ

力，また’E織i’「業で白熱燈よ4J螢光燈に，さらに螢）V．v・，i

に上る照度を変えての実験結果を8表に紘iめて示Uた．

この均合の作菜能率の改善が㌧lrスに］’ヒ例するか否か興

味が持たれたので検討のため，視野内が・様｝ロリjるく作

茱対象物の反射率をO．65と仮定Lてデ＋・ス値を計算し，

．ノξのド部に併記［．．てノi一た．ノ＼体　ttス値に正しく比例し
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ていることが判る．

　以1二は外国の例．「乙ちってわが国にそのまま当てはまる

とは限らないが，照明か生産rlε率にいかに人きく影胆・す

るかその　一端をf司い知乙ことができる．

7・配線上の問題

　　「：場照川においては視野内に回転体が多く，また作業

1像物も動いている場r）が多いから螢脳い一∫．・…1を

防止する必要がある．こノ）ためには電源のFHをかえて防

ll：す乙か，　r’ンノンi｝をIljいて迎み電流をflU目するいわ

ゆる．／1」・・川L　…11　11・d［　lk’7fを採川する・1、t　ili樋．こ・ソ7．．　t’　・／

他配線上のIIり題に〆）いて杉えてみ▲：う．

　（1）　200V屯源の場i”）（ll場照1川の場合ノ〈抵そう∵

ちちが）には3相3線またiよV結線によう2川3線式

が採用され，できるだ∪作業山⇒チゾ’ノ．1を少．くする1：

う芥ノンフkliに目1を変えて結線されろ．

　｛2）　∬｝OV電源の場合には器只中に｝ト圧川イ・一トト

ノンスを装置するの．二進相’遅帽の．ノンつを組ン，・r↑せた

いわゆる．ノリ・・カしス11・陥とするのか；i樋一．一ちる．こti［

は力率改善が同時に行え乙L，Yli・圧川変圧器のi畏作Lか

らもイ．∫杓」となろfJ　・・ら．こちる．

　（31　力率改善の’」訪匝ノ∫法にぱ据ば毎に・；1ン．りを

取付けて改善す勃法と細・につい・ご変冠所．こ級めて改

善するノ∫法とがあり，）t’　V）i‘Yk・については柿々意見がlv，

って，きまった方式いない．

　すなわち前者では配線費が少くてすむが”ンデ㌧’ll’の

価格が増し，保守iこf：数がかかる．後者では配線および

電源卜．ノンスの容㍑が人きくなる欠点がわろ．

筆細il渡の高・繊1紅場の作糊に（⊃ン．／ン・時

持込まぬノノが無難．ごはないかと杉えL．

（4）配線の太さは電圧変動・）影響をZ．（受U．ろ螢）亡

燈では忽せにできない川題で．㍉∠．

通常・・ネ・しまでの．・仁タ“1い）竃圧降ドを］・。，・、・．

ネより負荷中心までの電圧降ドを2％に取るのが1：い．

了≧体で；；“・と押え’ftばこv”）択r↑パ多少変：．　fも差2え

ない．

　（5）　20（jV｝妃線・で片線接地を『」一ノ場合にはとくにつ

ぎの点に注思する必要がちる．　・つ川スfッ．i、二あろ．

この場合螢光燈用のスイッチは両切とするのがよい．片

切ス（ッチぴ）場合にはスイソチを切った後にもソンブ．は

器巳とのフ♪布容量を通して微光放竃を続け，ランプに悪

影響を及ぼすことがある．とくに220Vlfl1路で起り

易い．

　いま　・つは点燈中のフンフを器具から取外す場合であ

る．この場合には必ずスイッチを切ってから取外す必要

がある．

　点燈中のフンソは内1’『llがイオン化して導電性を持って

いるV）て，取外しの際にはランフビンの’ノノがソeコット

に入ったまま他りから外すのでヒンが器具の金［属部分に

触れると200Vをk地［た状態となり，電ll三がノンフ

の両端にかかフ紀果定格値以i二のノ〈きい電流が流力てフ

1フらトを断線させることがあり注恵を要する．

　（6）　螢光ソンフの使用電圧は定格値のゴ・6％の範

匪1が存命の点から望ましい．したがって200Vと220　V

では当然日様の異った安㌦七器を川いる必要がある．また

とくに高漏の箇！i斥てith’lljする場合4，この点を考慮Lた安

定器を使llj寸：、、

じ．むすひ

　以ヒ繊訓じ弓における｛螢光燈照1リ1の現状と照明の在り

ノjについ’”述べたが，結局作業場内の光束発散度の対此

を5表の範囲内に7k　‘rようにし、現状多く認められる照

iEとンニ）∠・．ノを！↓♪くづ一IZよう　llノこ一寸一るなら）は1卜明ノさもノトー一歩

増加すろ結果に㌧なって，デTlス値が少くと￥）Moon，

Spencer両氏の打1；奨する0．8程度となるから，生産能

率の向1：，イ浪率の減少，さらには問接的利益である安

全も確保されることとなり経済的にも充分り1合うことが

期待ぜられるので関係各位のこ検詞’をお願いLて軍を欄

く．

　　　　　　　　文　献
1・　　TYIT｛｝Un　ancl　Spencer：　L｛ghtin9　工）esign．

2．　1・1・1．S．：　Lighting　hand　bo（ハk．

3．　IM．　En9：　1949，　No，6．

4・C・Zwikk・r：Flu・1・escent　lighting．

5・　黒沢：　色ち調節一1：学、1鋒座No．3．（H本科技連）．

6・　　．三菱1盲機：　　近代坦i明と色」　踏、1母∫曽「1」、　V《）1．28、1954．
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No・fllse　Circuit　Breakers　and　Their　Application

Kiyoshi　SUZUKI

Nagoya　Works

　　No－fし1se　circult　breakers　are　an　answer　to　the　pr（ハblem　of　eliminating　variて川s

defects　from　the　combination　of　knife　sw｛tches　and　fuse　cutollts．　They　are　widely

applied　as　a　protective　device　to　circuits　blow　600　volts　in　Japan，　but　it　looks　they　are

not　yet　popular　in　the　textile　industry．　　1）istinctive　features　《〕f　the　apparatus　are

believed　to　be　appealing　to　the　engineers　hl　that　live　on　closer　21cquailltance，　which　is

the　aim　of　this　paper　to　deal　with　the　subject．

■

．4

1，まえがき
　電JJを供給する600V以卜’の竃気卜ll路の保護装置1二［

ては，従来ほとんどナイノスfッチとピコ．一ズの糸11㍑せ’

が用いらオ1てきたが，ヒ．L－一一ぐは切］1た場合に取換えの

r二間を要するため保守が厄介でi●り，また溶断特性のハ

tt ソキが人きく，　カ・つ’h匡動機（ノ）走旦重加ゼ而［ぴ）ような　・H与n勺

過竃流により溶断する恐れがあるため，保護の目的を無

視Lて人きなピーtl．一ズ，t”しメントが使川さオ1勝ちで充分

な配線保護が期待できない．また遮断能JJの不足により

災害を生ずる危険がある等柿’・の欠点が避けら」｜ない・

　ノーヒューズ遮断器はヒューズのこれらの欠点を根本

的に解決し．たもので，わが国でも最近ようやくそのじ｛1川

か認めら力，駐留軍関係のほか，1場，ピ’・1．ディンf’

発変電所，船舶等各ノゴ面に広くIUいら力好評を得ている

が，紡織関係においては，その普及がいささか遅訓てい

るように感ぜらわる．

　わが国の紡織工業は終戦後，その上程や機械に新しい

技術が次々ととり人れられた結果，質，沽ともに日覚ま

しい発展を遂げるに至った．しかるに近代技術の粋を集

めた紡績1：業において，保安Lの屯大な任務を有する配

線の保護装置のみ，ひとり旧態依然たるナイ’fスイッチ

とヒューズの組合せが多く川いらカているのは多少奇異

の感を否めない．これは配線器呉がtk｜圭に［1’｜：結しない　：

次的存在であるため比較的等閃視され勝ちなこと，配線

の保護装置としても・ノとも理想的であるノーヒ．・一ズ遮

断器にっいて関係者の認識が不充分であることに起因す

るのではないかと考えられる．

　以下主として紡織工業を対象とL，　ノーヒューズ遮断

器の概要を紹介するとともにその応用について説明し関

係者のこ参杉に供したいと思う．

＊技術部管制器副課長

2，ノpヒェーズ遮断器の概要

　　ノ・一ヒュー一ズ1塁1新嵩ことは’tlkl：（／）｜｝碗1；1㌦名であ・ブご　・瑠斐に

はi呪線用遮1斯1｝9，川込遮断器等と［1乎ばれているもので，

定格600V以ドの違呂各の保護にlljいる定格600A以ド

の爪中遮断器で拓る．この遮断器は動作機構ぶユ1び引外

装置を1耐熱杓ノrノー・しε洲旨成刑物の容器内に納め，常

蝿状態における電路をfl動ご開閉することができ，かつ

過負過や短絡などの際自動的に電匡各を遮断する器具であ

る．つぎにノーヒ、．一ズ遮断器の概「要について説川する．

　ア，特長

　（］）　過負荷に対しては熱動り1外装置｝こkり反限時杓

を）；，一ノて動作する．Lたが・ノて　・時的な過電流で不必要

にトリッフ川動開星各）することなく，持続丁る有害な

過竃流によっての・なトリッ・ノする．

　（2）　短絡時等の大電i充に対Lては電磁「〉【外装置によ

一、て瞬時に動作し，かつ遮断容日が人であるから電源が

」〈きい場合でも’友心して使川一できる．

　（3）　多極の場合は，いずdpの極に過電流あるいは短

絡竃流が流れても簿争洞時にトリッフする1k：jurl引外型で

防るから，　三相電動機の単相運転を防lllできる．

　（4）　開閉は一f・動，自動いず］1も早入，川切C“，Lか

tl，接点は焼結銀合金をi；E用Lているので，デアイd’ン消

弧効．果と相まって接点の耐久りがノ〈である．

　（．5）　　ハン　トノL〔ン）1、㌦置↓こより，　人，　しリオゴよUごト　リ　ッ：ノ

が表示されるので使旧ヒ使利である．

　（、6）　充電部分は露出L．ていないので感電の心配がな

く，また引外機構は調整後」≡」印されるので使川中動作特

性を1勝手に変更さi［る恐れがない．

　（7）　いわゆるり1外日川型で，　・・ンドノしを閉路の位罎亡

に拘束していて’i，，規定の過電流または短絡電流により
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動作する

　（8）　動1乍機構あ・］：びリ【外装置は亜JJの影響を受けな

いのでいかなるノノ向にd，川由に取付けることができる、

　（9’）　遮断器が動作Lた」坊合，　’i．貼《の原1．klを除き，　単

tこハン　ト．．’しをt：1」σ）ノ∫1・’IJ〆．＼伺」．i1．｛・t1［1セ・：ノ　トされ，　信］茸iに1．1藪

ぱ粗各できる．

　（101）　ノ」・jli’V．1．二つ・（ら力ーこL・る三．）で，　IRI・1’1「liWiが者L．〈

「市糸勺で．きる．

　イ，種類

　　．ノ＿ヒ．’、、，．ズ㌦遮断；器にi．．t　NF　型坦刮析出÷と　BH　型1遮｜斯

器の2型∫Cがちり，　い．，」”tilも3熟〉琶1滋’元1外ジミ1澱をもった

気中遮断器でこ力；、のW観を1図に示す．

　NF型1遮陶己÷｝引．よ分・『「む鴛t用，　〔記］じ三置「1力遮「新2｝；・ン・）ほかに，

箱人〕遮’｜断器，　・iンビネーション，　ラ．インスタータ等とし．

て広範［．li・1に使用さカる｝1－］ので，　現在50A　ノレーム，

］OOA．ノし．一ム，225．A．・・「し一ムの3FLVI類を生産してい

るが，近く　600A　．ノレームも生1董に移ることにな・って

いる．

　BH　∫〔1星正：1析器は　1＼］．F‖｜’1］」唾1斯出∪こくら∠．く，　｝荷；口悟］単，’1・

｜　図　　1．・H　フ；ト1川．」＾　・　NF　｝ξ‘1！　　　「

Fig．　1．　　1’ypc　BI．I　tln（．l　tき・p℃　NF　n⇔．ftls（」　cir・Ctlit．　brcakじrs

川名　’

BH

NF

5〔［A

50A

i｛’OA

225A

｛．；（　’（　’ 　／．．x

1表

定　格

．、C

I25V
　　　　　　125、．wz50V
l25V　　　　　l25、7

25↓．IV　　　　　l25～「

25白V　　l2525利V
2こ（）V　　　　I25V

250～1　　　125　25〔．〕、「

6〔〕ov　　　　　：，｛50V

6COV　　　25i．iv

’150V　　　125V

25nV　　　ly5．．250V

6〔旧y’　　　　250V

601）V　　　　L）50V

L，δ“V　　　　　　IL’51v・－

25｛．八．「　　】25250X．，

6↓（［～ア　　　　　L）5（．，V

600V　　　250V

ノ　．・十

電　圧
　　　　　継数

DC
1

＊2

1

2

3

2

3

2

3

2

3

2

3

2

3

2

3

　　　二、へ4、ll－L、

　　　　1．）．ρ

・一
　’：1亘：勘i？1；

1・一
　く．，遮窪斤Rl・；定｝各　・呈1，去

」bE’流　定　路　｛A）

（1’1．1［，Li．li島L艮ど　　25’C［

サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1「．｝、15、20．25．3↓），tl｛1．50
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型軽量で安価で一ls；）るとともに，屋内配線の保護はもちろ

ん短絡‖キに才）［†る屋内”1一ドの発煙，溶断保護もできる

便利な遮断；器で，引込日遮断器，　ロードセンタおよび分

1じ層3用返到析器とL．て川いtら］しる．

　BH　l暢♪．よびNF　J9－tl遮断器の定．格を1表に示す。

　ウ，構造
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　．．．L一フご辺≡i判〒膓：阜‘ノ．）？liPli’l　lよ尺f本’．）ぎ’（／）4｝’1’i；分斗こう♪｛丁

られる．

　　（b　．い一・しドf祁分

　　　．C一ノしド．部分｛よべ一石，ノノパー」ぷよびハン　ドノし．等；て：”，

　いずy，i）！，．ノ．，・ノー・し樹1指り～ζ．型物を川いているが，熱動

　り1外圭ξ置部分oつように洗1度の上ヒ］凌自～1高．くなる部．分は1耐

　熱成型物を川い，ハンド・し等のように樹・（セ的強度がヒ

　として要求され．．る部分には抗折力σ）大なる成型物を川

　いるη，ilj途によリモ⊃し一ドの成分を変えている．

　　　（2．）　閉1羽機も晋

　　開閉機情はノレー一ムのノくさにより多少相注するが原

　理は同じで，いずti’1．も肘金機構を1．i］いて日人，早切を

　行う．

　　　　　接∴‘．1、はい一・二れ．も・’じ拍：ti虫’？li：〕寸（り’ヒ尭糸Ji合‘〉を用い，　か

　　　　’．・人’容㍑：しりも・ノ．）はll十妾触」気7．）ほかに電ジ瓜接触子を

　　　　‘没け．1才左角虫子の］’員傷を防いでいる．　また可動導体

　　　　にい、超日∫｛尭｛’生の］1同｛然＄泉をlljいてし・る（力．Cl耐久「隻か

　　　　．J〈　二1，　ノJt格荏亘允　100A　以卜’｛．i．1．0，0001iilL’）．ヒcr）1；1］

購號．り．か｛・1る．
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　　　　型一）Lリ｛’くをも．，た　4～12　枚の角∫甲］磁ナ生板をイミ広

　　　　：代レ）」瞳当な；奈を4，た．1．；．’て絶華斜勿の．k持枠｝．こ程」市ね

ノゴい’．．）．．ごある．

　　　　　そヅ．’i肖り瓜機擢ilLIl∫動｝妾角虫．」∴カこ1桐・lirr，・2f，　｝妾角虫ゴ・い

　　　　r磁刊；板のU」欠0）ll｜央を通るよ㌦にな　、．こ」♪り，電

活［の已劃新により発Hl！．．たを琶り瓜は，　日6切己七満［と各庇》

十生｛反に川ずる1滋、束に上りf滋］寸板の内与｛こ　吸リ1さ

れ，　．つ）・’，｝司・パ｛申｛．、’／．さ．11．
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2図　5〔IA／L－…NF型遮断器動作特性Hll線

Fi9．2．　Perfortnunce

　　　　　　5‘）A　friu

：nd　curves”1’TVI〕e　NF

1，reukert，

　が流］（ると，　ilJ動一！グネ・ソトがi舌1定一・tグネット｛こU及弓1

　さd，Lること1こより，　累1動Jj　l　yトσ）場毒「〒とIlfj　ktf，にク．ノ　ド1し

　が掛金から外れて瞬時に開路する．

　エL動作特性
　ノーヒューズ’遮断器は過負荷や短絡事故から電線を保

1漢するのが．1三目的で，その動作特性はつぎの諸項を考慮

して決定され．る．

（D

（21）

（、3’ ）

（41

定格電流を連続通電し得ること．

50A．ノレーム以ドはタングスノン定球等の点燈

11tf　lこおける越流により動作しないこと．

その定格電流に相当する電線を過負荷から保護

し得ること．

短絡，地絡に対し電線および接続された機器を保

i護し得ること．

　各種規格には定格電流の125％およびf“）OO　．o〔｝の2

点における最人動作時間のみが規定されているが，これ

らを参考とし，さらに上記の点を杉慮して決められた当

社50AフレームNF．型遮1狗1器の動作特性を2図に示す．

3，ノ’ヒューズ遮断器の適用

　ア，ノーヒューズ箱入遮断器

　ノーヒューズ箱入遮断器は1箇のNF型遮断器をそ

の用途により適当な鉄箱に入、れたもので，　NF－1型，

NF　N型，　NF－W型の311望式があり，引込口遮断器，

電動機回路用遮断器，幹線川遮断器などに用いられる．

　NF－1型箱人遮断器は1場やビノしデfング等の川途と

してもっと；1，一般的な型式で，遮断器は閉鎖型の箱の中

1・c納められ，箱の外細こは操作・・ンド・しが設｝ナられてい

る．また操作ハンド’・しの位置は遮断器の人，切，あるい

は引外状態を2、示し，かつインク⊃rック機構により遮

断器の閉路状態にフおいてはカハーを｜川．くことが阻1トさ

ノ・一ヒ、．t一ス遮断器とその応1｝」・ji｛j払

れ，またカパーを開いた状態では閉路が阻止される構〕口

・である．

　NF－N型箱入遮断器は一一般に引込口用として用いら

れるもので一幽断掃ま閉鎖型の箱の中に納められ，緬ま

NF．1型のような操作ハンドノしゃインターLtック機構を

もたず，カバー中央に別に設けら力たハンド・しカパーを

開いて操作せられる．この・・ンド・Lカパーは錠止めまた

は封印ができる．またハンド・しカバーを開けは〕塵1断器・・

ント・しの位置により，人，切または引外状態を’i：ll別する

．二とf」1できる．

　NF　W　IIII箱人遮断器はNF　I型をIVjノ｝d；1］ll〕口L：L，h］

’ノt川とL．こ作られたものである．

　なおL記3型式のほかに特殊型とLて電流計，㍑圧剤“，

日算電力計，表示燈などを付属Lたものもある・

　NFI型箱人遮断器の外菌貝を3図に示’仁

3図NFI型ノーL・一ズ
　　　　箱人遮断器

Fig．3．　Type　NF　I　ne－fuse

　　　circu｛亡breaker．

2表　ノーヒ．．一く分電盤の種ま貞

　　　　　　　　分岐川路遮断器
ノート．一・ぐ

分電盤・り型f，　種　類　　配　置

　　　　　　　BH型遮断器
BH｝CLI

BHX卜！

NF型

BHNF’胆

のみを川いた
メ，の

同　　　上

NF型遮断器
の50Aフし
一
　i、a）2トを）u

いたもの

BH型遮断器
とNF型遮断
器50Aフし
一 ムのみを用
いたもの

NFC型

NF．型遮断器
100Aノレー
ム以一ヒを含む

」の

イ，ノーヒューズ分電盤

祉2列配置

縦1列配置

縦2列配置

一i三なる川途

㎡【L燈，電熱，｝♪

よび電動器只・

川路lij

同　　　上

・iS］　”，蚤、’｛vwo，’立

重li芸1・≒：具お’よひ

ノ】・動力回路川

縦2列酉己置　　回

NF型遮断器
50A．100Aフ
し一ムは縦2
ダIJpgti置・で　225

A7レーム以
上は縦1列配
置

．ヒ

∫力力回路川3♪

よびい（’電川

　ノーヒューズ分電盤はノーヒューズ遮断器を使用した

分電盤で，電燈，電熱およし．動力回路用として，交流

600V，直流　250V以トのいかなる配線ノ∫式のllll路にも

使旧できる．分電幣には主回路遮断器ト「と．1三川路端子付

とがあり，　ll川路遮1祈器付は分電盤で電1原を切るこ1：が

（417｝　71



望ましいときに川いらkる，

　　1・、・ヒ1ネソトは使）ll場所により保、度型式を異にL閉鎖
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Fig．5．　（．）tMlsll’tt（・ti（川ユ｝f　t＞’Pt－NF　l川h・lb‘）ar（1、

72c418）

　　　　　a・　遮断器盤（5図参照）

　　　　　　1遮・「新29ラ荏とはフ〉山支1可路」塵・「相i29R）ll［ill出客∬匡閑訂！Uまスこ

　　　　は1三川路端r・等を，llし1側にZ　型梓を設けた1枚の

　　　　絢狩反｛製1夜f寸ト反に11※f寸けたもσ）で，　必・1要にLi：じ中桝：線

　　　　端ll’・n｛まカ㍉没けらオ〔，　充茎Eぱ≦フ♪は｛↓1蓋と端｝碧詫によって

　　　　，ナ♪おわれデ・ソトーハ・ント目1造となっている．

　　　　　遮断器胞諏1札1ゆ四隅の穴を箱の遮・断器取1れ、

　　　　・L　ト｝二3‘ifi，1ム・み㍉謝ナ有8才1じ一ごf・‘ろi；㍗を、択］・整．後1直1フ亡さti　tる．

　　　　　b．　箱

　　　　　　W’ii　t　2．31n　ln　l‘隅：さの」“iMiJ（iji　U－一ごノ十奉まψ）弓1オ，り1こツハ・

　　　　を、；乏1ナwy’iをkii，」91・ナ乙と　と　rl，　iこrli∫W疋をJIVf寸｛ナると　キぴ）

　　　　tt　ノ　ン　ノ・θ）フ1）zフウ・り　と　Lt’（し・る’

　　　　　　xW（乙）ノ＼さitフ♪10¶；tし’）’『1」∫V，　」巴：［＊ji7：｝V）も巨炎1「1，　C）rliAt’1i｜1

　　　　巨」各左（（万により㌧艮るカ㍉　祥‘i｝こ辺±｜粕己器f詫を論勺ゾノノことき，

　　　　川囲に最小］（）Omm幅の配拳泉樋をもつている．

　　　　　c．　　　i］ij　十1）C’と　tJfti

　　　　　日il｛反才ゴよUごt∫T！i　：S．21nm　l㌧ノ：さuつ磨」桐｝反製づご，　日∬昏反

　　　は7ノンバによって簡単に箱へ取付けじ一，itるとと1、

　　　に箱取付の不整を，凋整できる．

　　　　　til！・1よイ．i　lfiiJきを楊1㍗隼とするカミフ〕i琶碧3カ：村肖封更f・∫▽）場fこ

　　　は観剖刑き式とすることもてきる．

　　　　〔．2）　　］1与」．ミ

　　　　　a．　前述’のノーヒュズ遮断器の優力た特長をその

　　　　まま発揮できる．

　　　　　b．　同・容最のナイソースィッチとヒューズのWt　r↑

　　　　ぜ’を使用した分竜盤より取1・1’面積をξgll約できる．

　　　　　（㌧　　　充謎』（’部づ♪カこ了こ，夕！ミ豆㍑日｜一せ一一ボ，　ナ柴fノ仁力ぷ女1ご一ぐ表ノる

　　　　とともに配線の点検が容易である．

　　　　　d・　　遣き1析2言（ノ＞1卜品寸ゴ去｝、ま｛1・’7‡又自勺なr均｜系力こ歩）り，　」遮三［杉「

　　　　累≠ぴ」事舞均’iをft’t；3「｝1rこ変更て’き」C）．

　　　　　e・　　1遮目罪諾÷¶8，　1〕il．板し・一ゴオ1．も霜卜i耳文1寸σ）イミ・整を人こψ苗

　　　に調整できる取付構造である．

　　　　　f・　　］寺来フ＞ill支IIIほ［各の土ξ乳没力こ膓L｝ムまAlる士易でこ1ま，　柏i

　　　ク〈蓋を使月」し，体裁のよい分電晋3に剤い‘ノ：てらtilる．

　　ウ，クイッグラグ　ロードセンタ

　　クf・・クラグ　lr一ドセンタはBH型遮断器を使川
しえこ付c？N（ゾ）よL・f？”j易ク〉］丘f機一ごfユ損「ぴ）lll吠と1寸辻［・｝こ元文‖」「しiiE

f｝1さAlるもv．）f（”／V）1，．　一とσ）1・β芦口・｛よ6図｝こ！Jk’9一よ　う｛こ，　辺匡

1杓「29↓㍑f・」’掃くv）⊥｜ζタtLカこ百’」肖ilこ一ごきる（7）一ご肖己｛≡泉才ぷよ（ノご∴・∴F11

カ：ぞX易二（“ネノると　と！、｝こ，　f曳剤「ン）変史『1・こよる」遮‖相〒播÷しつ日文］興

元⊆こも酉11（∬一である．　また」E）t易（v）［ill艮各耳1］li文を！　L］　．1　LK　／v一で，　1遮・1栂i

’al“（」）｛V　i▲tこ（イSi〕SζC・）よし・i自’嘉iをii’　kLけるこ　と　♀，幽．C’きる．

　　樗｛」｛｛：雪｜4」〔Viよ［U｝J4」）　BH　　・亨1》」蛙’1杓「29tこ換算：して　2，　4，　8

川路て一ト≒己線り’式，負荷の種類」♪よび将来の増設見込に

kり単極，2極おkび盲蓋の多くの絹．1合せ一ができる．

4、ノーヒューズ遮断器の選定方法

適－）〔1な保護特性創、つようにノーヒュース遮潤1器を選

フ亡d．る｝，こiま　1三と　し　vこ’♪き’しり1要」トミを杉・｝恒：すノlelti仁し・．
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　　　　ア，回路電圧

A　　　　供給電圧は遮断器の定格電圧を越えてはならない．
　　　　イ，回路の負荷電流

　　　　遮断器の屯流定格は回路の負荷竃流以ヒでなければな

　　　らない．ただLこの場合つぎに述べる外箱の影響を杉慮

・　　　する必要がある．

　　　　ノーヒ“，一ズ遮断器の電流定格は外箱なしの状態で

　　　25C　の周囲川度で・II支IEされ試験されるが，これを箱入

　　　遮断器またはり）電盤｝τゴ遮断器として使用する場合は，遮

　　　断器自身かよびllu線より発生する熱により周囲温度がユ曽

　　　加するので，熱動型遮断器では当然定格をドげて使旧せ

　　　ねばならない．すなわち箱人遮断器および分屯盤用遮断

　　　器においては，そオ［それ1［ll路の負荷電流の　125　．”n以L

　　　および140％以ヒの電流定格を￥，った遮断器を選定す

　　　　ることが推奨さ力る．

傷

A

へ

6図　〃　ノク・力川’・－Lンソ内i；｛；構造

　　　　Fig，6．　1川（・｜・iVl’　（｝f

　　　　quicklay　l”a（icc・11tet’

　ウL負荷の種類

　ノ…ヒ．、．　一一ズ遮断器の］じ流定格の選定法は負5；∫の柿類

に］：り多少趣を異にする．十なわち負荷が電燈，電熱器

㍉の場合はその使川電奉泉の，，’i二容屯流に相当する値の電流

定格をもった遮断器を選定すればよいが，負荷が電動機

の場合はその起動電流で遮1新器が動作しないように電流

定格を選定すべきでちる、したがって電動機の種類や起

動条件等にょり桐連するが，　・般に電動機の全負荷猫流

のL5～2．5倍の範囲i力で選定している．ただしこの選

定は負荷の竃動機が1台の場合で，数台の電動機を負荷

として接続する場合はこれらの電動機の最ノv全負荷電流

の　1．r）－2．5　借に普通の1吏旧状態で同時に1吏川すること

のある他の電動機のt）負荷電流の和を加えて，遮断器の

屯流定格を選定すろ〃法が推奨さi，1る．

　エ，周囲温度

　ノーヒューズ遮断器は加熱にk－）て生ずるバイtわし

の卍を利用しているため，周囲温度の影響を1受ける．す

なわち基；隼周開湿1豆25℃より上ドするとともに電流定

格は変fヒし，この変化の割合は温度補1日紐1線により表わ

］1さかる．また　・ノノ電線の許’容電流4－，周！丑1温度にょり影

響を受けるが，遮断器の電流定格低減膓辛｛はその遮断器で

保提される電線の許容電流pm［N率と相似の特性をもって

いる．したがってノーヒューズ遮断器は，琶線を有効かつ

確実に保護できる結果となり，理想的な保護装置といい

得る．

　オ，最大短絡電流

　ノー・ヒューズ遮断器は電源立ψ川㌘に流力る最ノ＼短絡電流

か遮断器の公称遮断容情よりも人きい場所に用いてはな

L）／こL1．

5，むすび

　以1：ノーヒゴー『、遮断器の概〕以とその応用について述

べたが，　・般に紡織1：業においては精き方機川および撚糸

機用として440V級あるい㍑550V級の電動機が使旧

さ川じ源容情が」ぴξ的ノ＼でちるため，短絡の際ヒ．一ズ

｝二．トfフスィッチの組rこせ．こは遮断能ノ」不足に1る災害

を川ずる恐」ヒがちる．

　圭た紡織一L業においては作業の性Hヒ，女」t’従茱員が

J〈多数を占めるため操作が簡単かつ安全でちることと，

取扱われる原料，製品いずれも11∫燃↑ノliであろため火災f

防に万］こを期することがとくに強く要望さ豹る．

　これらの要望に応ずるK二はヒューズとナイ・／スイ・：・チ

の組rヤせでは不充分で，　ノーヒコ．一ズ遮断器の使川をと

くに推奨する次弟でちる．

r

A

ノーヒ．・一く遮断器とそのL己こ川・ロイ・ ｛41Y，　73
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吉田米太郎
Substations　for　Spi皿ing　Mills

Yonetaro　YOSHIDA

Osaka　I）istric．t　Sa［es　O仔ice

　　Sしlbstations　foi’　spinlコin，g’　mills　inake　llo　excepti《）11　to　thc　latest　trelld　f）f　electl・ic

power　development　and　au・e　re〔lttired　t（，　change　the　eqllipment　to　extra　high　voltage

with　the　increase（）f　pr）wer　consumption，　which　furt：her　leads　to　the　building　of〔川tdoor

cquiPment　in　the　factory　yard．　Hellce，　unit　substaliイ）11s　are　regarded　to　suit　best　for

the　purpose　becallse　of　Inこmy　districtive　features　posscssd　by　them．

A

1，まえかき

　戦後，紡機・り増設に伴いii’j費竃ノ」力増ノ、，・；硫川1品：

F拝故に▲：る，作業1二ぴ波障【；1川：と電ノノr川牝により高IE

受屯より，特高受電～）施設変更を生L，Il場構内に特

高屋外変電所が施設き；ilるようにな㌧た．紡績r．場の変

電所といりても　・般L場の自家用変電所と］’じ｝皮して，そ

の設備機器拓るいは施設上ちまり異なるところはない．

2．受電方法
　受電ノノ法の種類には需要者側の設計にkる受電設備の

状況により，種々の方法があるが，現在行われているノノ

式は一系統のみより供給を受けている自家川変電所とし

てはもっとも簡易なり法である．受氾電川4，地〃により

相違するが，2⑪kV，30kV，あるいは60kV，70kVで
もる．

3，変電所の容量

　変電所の容ぱは1司じ紡績｜：場で∪，その礎模のノく小，

設備の近代fLにより帽違するが，概略2，0｛〕OkVA～5，000

kVA程度である．負荷電力も，紡機のよび織機用として

］ご使用竃力の約85％，照川および電熱約700，その他
lVjりV言文il苗　11i’f，　7iiン　フ，　Jk）L”］fそジ）1也し）　1：」易f・」’㍗1昔元斐｛r苗と　L、

て約8％を占めている．電燈も最近では｛螢光燈照馴に変

ってきたため従来の消費電力の約］3に減じている．紡

機，織機刷屯動機の最ノ＼負ffljは定格容敏の約75～80．％

程度である」」率も総合で約95．％まで改善されている．

　某丁場設備日，2図）の・例を示すとド記のとおりであ

る．

　a．　　1二1易〔郷θ也糸勺　6（工，000　上’ド

　　’建坪　（社宅，　寄宿そのf也編利厚’ヒ施1；塁を含む）

　　糸勺　22，000　1：］こ

　74（420）

b．　’ヒ産設備

　紡機，精紡機にご，93，600紳，撚糸機7，2｛［0沖，

　織｝幾960台

c．　受電設備

　受氾氾r［33，00｛）xノ

　受電電力（契約電ノ」）’ili’時3，｛IOI）kW

　受電川変圧器

　　　1φ750kVA　3台△約線
　　　　　　　　　　　　　　　　3，300V　3，：soo　V
　　　lφ750kVA　2台V結線
d・　発電設備（自家用f’備電源）

　500kWジーゼノし発電機1基
e．　配電ノノ式と配電電1【1

　動ノ川1　　三相三線式　3，300V，440V，220V

　電燈，㍑熱　　三相三線方よじご単相：線式200V，100V

f．　設fl蒲屯動機

　紡績用4529．5HP，織機用1281．5HP，防火設備，［作，

　．U：｝1ホンプ，炊事そe）他の一r．場付帯設fiiii「目529．5HP

9．　照明および電熱1；±備

　1場照明　紡績1：1易　40W螢光燈　2，506燈
　　　　　　　i哉機　［1場　　　　　　　　〃　　　　　　　　1．040　　〃

　　　　　　紡績および織機工場付属室　290〃

　　　　　　寄宿5こ，1｝：宅，事務所，炊事その他，福

　　　　　　　」刊「㌧」：’｜：施r誌ttE燈　　　　　　　　　　　1．560　土てt

　電　熱　じ場試験室，医局その他92箇　6⑪kW

h．総r’†力率　95％以1：

4、屋外鉄構

　普：通亜鉛鍍を施した山形鋼を使用し，1三としてボ・しト

締めをもって構成する鉄構の変圧器設lt（，1場所の近くに変

圧器吊Lげ塔を設ける場合もある．鉄構の梨および柱の

構成材は6⑪kV，70kV級では主材に山形鋼L65×65

　　　　　　　　　　　11菱電機・Vo］，28　No．8・19．　54
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×6　を、　《川∬カトづ’［こ｛±　L　50x5｛｝×4，　20kV，　3｛｝kV　級で

1：こ］1村にL50入50’（｝　葡り加ll’にL40パ40×3を使用

丁るのが・般的である．恒川銅材量lt，20　kV，30　kV級

で約8，（）oo　kg，60kV，70　kV級で約12，｛｝00　kg稗度で

るる、建柱にはアンカ式と川込式とがちうが，アンカ式

○方が作べが簡単であ　EC，ため，アンカ式が多く川いられ

一、　　『芦
＿・、タノ．

5’変電所設置機器

　変電所機器の選定z・よびtNdi｝i；i・画こ当りぢ抽一べき点

，ま変亘所事故の発生を少くL，保守一日uこLて，しかも

己斉的な設備場所を有することである．

　ア．屋外用遠方操作断路器

　引込箇所⊃断路Z：；に｛よ招弧角を有する，遠り操作式を

採れ，ぷ枯，引留柱の頂上に設置する．これは絶縁物

区分開閉器としてあるいは遮断器故障時の側路開閉用ト

司い，」也ヒより容易に1∫川羽操作を行い1日る．　ブレードも

垂直に投人開路するtl、のと州｛に投入，開路するものと

t：ある．垂直式の方が断路器1剛㌧）を狭くし得る．

　イ．屋外用断路器

f狂｛i：場用変竜設備・口川

禄
～ t　｛’［一“utぷ一一廿

｛’f　”：

1　　iτ

　屋外田断烙Wとしては一ド向取付を標｝｛ξとしているが，

鉄構，配線の関係L45’傾斜に取付ける場合も多い．

　ウt避雷器
　許容端子電圧も高く（公称電圧の1．4倍）放冠耐lf［の

メ〈きい，保．貰特性の良女」こな避侶器が使用されている．据

1暢所は引込柱付近が多く，鉄構外の位置が多い山｛外

変1し所としてもっとも重要な機器は変圧グであり，最近

では変圧器の保護として避雷器の据付位置も変圧器に近

く変圧器の・次側母線｛こ接続さオ1’；ようになっている．

　エ，計器用変圧変流器

　紅ノJ取弓川の計2忌旧変圧器および計器r目変流器は戦後

需‘炭家側の負担チで、没置するP合が多くなり，取引用ある

いは計器肘とLて計器ilj変圧変流2；↓が多く用いられるよ

㍉にgった．　：相計1呂目変圧器1台と計器旧変i充器2台

三をつの7ン川勺に納山たものでノり，積算電ノJ計付

のものもあって，据伺’ぱ1積も’」・さく価格ti、低廉であり，

経済的であ一’、．

　オ．計器用変圧器と計器用変流器

　吋Fi勺言卜累こlijとしuこ’必〔菱クくくことv）’Cきないもu）て｝弍う

乙ポ謝変圧編±油人？〉ク胆）桝1武と・：村賦とが

ちり、一般には1椙式力；多く川いられている．計器用変

1㍑枯避舌器と同じく，li　Vili；iの節約ヒ，鉄同外の位置に

据付られる場合が多い．計器用変i｜！は従来抽人ヌンク

型が使用されていたが，現在では碍」㌘型計器jn変流器が

多く川いられている．容積が小さく，現’易据付8、同単で，

碍管は中身を人れるタ・7であつて，’パ・・コの役i－［

を兼ね，絶縁が完］ミで機械的に］、強い．

　カ，遮断器

　20kV，30kV級では油人遮断器を，6⑪kV，70kV級

では碍子型遮断器が小・剖ている．碍子』遮断2｛ぬ油

ぺ遮断器に比較して僅か高価になるが，遮断容ぎ［，絶縁

耐ノJ共に大きく，非常に信k・i度が高い．計器用変流器を

内蔵しているので碍1二型計器川変流器2台分は宵1略でき

る．碍i”型遮断器で1’tコンクリ～ト基礎を地一ヒ約工5m

・）高さに構築しなければならない．碍」二型遮断器の前方

（421）75
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約2mの場所は中身吊上げ装tile．の搬1川、ぺに必要でちフこ‘．

遮断器の投人は油入遮断器では’ノし　ノf卜線輪を日iい；；・

が，碍子型遮断器でiま圧縮空気を使川する．圧縮㍗ピ気は

圧縮機によりド｜動的に気蓄器に込められる．圧縮機川電

動機は］2HPの直流，交流の両ノ∫式がちるが，直流

100Vが，もっとも多く使用さtiyている．

　キ，変圧器

　変rll器は中容吊：の内鉄型単相変IE器がllである・恒相

変圧器3台を常時∴結線として恒川L，内1台故障1の場

合はV結線に接続｛こXえし使川するり式が　一般AIJでちる・

変圧器の容lrllを全kVA　2×｛〕．78とすti　rば1台故障の場

合，V結線にしても全負荷運転がir∫能でちる．丁：場によ

っては，将来1の増没を杉慮して3台li‘ξ置し，常時2・台

をV結線とL，　ll場増設までを1台了二備としている．

最近変圧器の絶縁強度も，1’llく，機械的にも指；亨に頑丈に

なっているので，　三相変圧器を使用す」，iは．　kVA当り

の価格が低廉であり，》失構費ならびに基礎費が節部Jさ力・

接続も簡単である．

　変圧器の搬川人にはトラパー一．が使日」さ」，‘‘てい乙

6，配雷盤室
屋外変電所と配近司1そ室間の低圧線，操作線の配線は二層

76（422｝

ンクリートヒットを構築し配線されている．ビット内に

は雨Xの溜る恐れが多分にあり，鉛被多心ケープ・しが順

いられていたが最近ではビニールの多心ケープ・しが多く

用いられるようになっている．f萌格が安く耐水性’で多種

の色別が容易である．

　配電盤は受電盤と変圧器：次盤，他に蹟電盤数面でち

る．変圧器オ呈よび籟電線に《寸す乙保護も過電流方式の‥

であり，変圧器の内部1閲1章に対する保護は省略している．

過熱保護に対Lては温度指示器による警報を川いてい

る．遮断器の技ぺ，引外しには，信頼度の高い直流電源

を懐川L，据置川の蓄電池を設置している．小容沽低1じ

圧の変電所で遮断器の投人をf：動操作により，引外しの

み直流電源を使1目している1二場もある．この場合の蓄電

池の容1．itlは最低24V，36AH程度である・碍］こ型遮断器

および電磁操rl；にkる1遮断器では直流100Vヵ㍉ll二通で容

娃く♪　1｛〕nAH　程度である．

　蓄逗池容沽は戊s体遮断器の最大閉路電流値をそのまま

10時間率で取り，容妓AHが決められている・蓄電池

の容1辻は普通10時i｛illで現される．蓄電池はヒ記遮憎1器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

用の外に表示帽はσミ停電時1腰な箇所の照明用電源と

して川いら力ている．

7、むすひ
　以ヒ最近の紡績に場用変1じ所の代表的のものについて

簡単に述べたが，輸1、‘江場の変電卵川・容量｛こ属する簡

易な変電所でちるから最近発達しつつある簡易変電所
（ユニッ　ト’1｝．sス　’．一ション，　［　1菱≒淫機．－　n召村［28　ζド万ン

6号参照．）を採旧すれは1，配氾室の建家が不要となり・

屋外変電所の面［責も非常に小さくなりLたがって1：事ti”

簡単で建設費も宮しく節約できるので今後はこの採川㌧

期il」・さ］［る．
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スフブラント用制御装置
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　　　電動機一覧表
　　　　　ニ　　　　
台洩ll」功極数　　川

　　　　　　7だ／tノ／　1　ILl主｝則1卯盤

　…しノを裁断熟成L’こ，スソ川原液を製造するL担

lLl：II仁の困鳳力三あったが，1icに新1麦1五fi・1名占屋製1／1；所

C・，：，　米i」・］’：・しンL一二・ン｝：i1から最新”i動1田1卸JJ式を導

人し，・ノフント装置一切を；82作している・

その電概111111は当社が製作し，防塵，防il［｜！の密1別｛；ll｛1∫造fヒ㌣：

的耐久力をもi．た各機器を納入した・
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・ フし　タ．stシ　’・一　ソ

ン　　　、　　し　　　・　　tt

コ　ノ　デ　・　1｝1

　　　　圭なる制御装置
1－⊃1制御111姥（t’｝lc糸1い・：，床置壁支持刑）

11くf・］1∫、tl110　・ンビ不一ンヨン

　　　　　ラfンr47一タ才♪よひ』1P途目

　　　　1　選択開閉器

　　　　］　継電ぷ祥1

　　　　2　端tt＃k　L　l／iii路IU」♪よび

　　　　　制御川路川）

　　　　］一．接触器狛

　　　　1・ヌfマ

1式　’・・しソ『ノf一タlll；iill御装置

　　掬1；開閉㍑1、i別含押釦継屯｝で訴自・べ・ら

　　　マfンロス1ノチ

2「：判1品い・・しフ・ノ・一ヌ川，　・1・一ジヌンク用｝

1　操1！1；機（7　〕｛防Fii’il押釦付）　　　　　・

その他．　抵抗器、ベノし．押釦，マfクロタイノ．i’・信ンノ燈・

　　　　継電器箱与

ケーク精練機乾燥機用自動制御装置
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　ス．ノ，人猫なと化陥繊斜1．の精紬は従力（は」i・ットに巻取

、た．・一ソをぷたた膓かせに巻き直してからおこなっ

ていたか，最近は’・一ンσ）まk精辣する仁うになってき
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り　と各‡占＄宋ゾ，－1二1呈力こ了こ1’1動日勺｝こオ亘こなオノれ，　董llj糸宋ぴ）糸冬っ

たrl，一が最初の位1置にもと一．て停Lヒするのを一周期として

連続的題転が一こきる．

相練の終た一・一　’・　，t，・1乞燥和こ移むLて乾馳の中

に送られるかい人な乾燥炉iノ・Jを移動する乾燥巾：の1上転に

正確を期して人口，川L1にそれぞれ操作盤とIIジン盤が巳

BJされてい㌧．

　　　　　　　主要機器
1　制御狛川榔㍉1日1．・，型1く防｛・ll｜／／・釦

　取卜昂lll　］式　十f・ノ．1　T・チ’㍍1：ひヒ・・　「．

　　　　　4　限時継，じ9「；

　　　　　1川　電動機式リニ」1ii］聞閉器
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　　　　　1．へ’t

　　　　　3　押jl日

　　　　　：｛　切換川川rr；

　18一ハノチウ．　f式1圃限1川目ll器

　　　　1極およこ「12極

1吃燥機円

　G　信号・1《（、各い膓ン燈3箇，内1∩は．i∴1．減式）

　6　継電器柏（各剰l！電器4箇｝

18　・ハソーi一ウJ、f式制限1刑閉詩i；1似

∴∴£靖3、・
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●自　頃儀
　　　蹴謝㊤　一宜恒
　　　　　の　　　の　　　　ロ
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　最近登録された当社の特許およひ実用新案

　　　　名　　　　　　　　　　称

Fi森’｛t｛1’、’巧寸ik▲）t｛本o）掌三造．VL一

絶縁套管の製造法

起動川電動機をイ∫一▲一る同期‘端i暇．，電圧位相

調整装置

電気弁電力変換川路ち）制御装置

誘導電圧調整器の並列遡・肱保護装置

遠隔同期検定装置

白動加Ii機部晶flt給装置

螢光放電燈川電極

傘形発電機
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1・優秀なべ一ンコントP・一一ル装置により風

　　量制御が迅速有効にできる．

2・　効率が高く軽負荷の場合に動力の節約が

　　大である．

A

3．扇車には特殊鋼板を使用し，耐蝕

　　性・耐摩耗性が大である．

4．構造，取扱いが簡単で故障がない．

．－LNV－一＿一＿－VVV－＿一＿一一V“＿．　－V－＿、＿，＿
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閨璽9臼8圃6−961、　ご　．‘●●二●●　　：●川　‘l！l1紡績特集紡績・織物工場に多い繊維質の塵埃を除き，作業者に快適であるばかりでなく，製品の品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A質を向上し，汚染による廃品，不合格品を減少できる自動洗浄型電気式　この装置は，卓越せる集塵効率を有する静電気的集塵作用と捕集塵埃の巧妙な処理方法とを組合せた空気清浄装置であり集塵部に吸着した塵埃の洗浄ならびに新しい粘着剤の吹付をすべて自動的に行う．しかして洗浄の際は本装置のその部分が一時休止するだけで残りの部分は引続き集塵作用を行うことができ，集塵効率は定格風量のとき0．1ミクuン以上の塵埃rL対して90％であり，洗浄中でも85％以上の集塵効率を有する．なお電源は単相交流50160cls　200　Vである．髭⌒AA’A“　　　f，　1⊃∴バ　　　∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　一　に菱　　　　　　　　Hv’＿｝t｛忌”m傷｝三iい江ξ＿ノ‖匂鰯嚇lan一騨蓼．，、　　　　　　　表紙説明　ローブ式連続1票ピ｛装置tiij　＃1、　J−Bo＼）　±転要領　均　世秀な製品を尚速度て多量’1珪ナt．ための近八製造1業の　般力式とLて，「」1λ桟械をユ釧貝に縦絢杓に配川して桝巨　　　二」くのままて加1ナる方式は最近紡　　　積「業にも採川さオ｜織イ1〕の処卯f川r9‘1’なごに盛んに使用さ才るよっになった　この阻動運転には各区1ナ機械に1白流厄動機を使用L，庖動発｝頓幾を設けてワートしオナート制御によるセク！Hづ；しトフイマか最も優れている　、」細は本丈記事参照のことA三羨電樹旅式倉耐　本　　社　東星都丁八川［べ丸∪1J・j（東京L川　　　　1電［　｛川倉C20｝fUく16312B；1　研　究　所　」臼申県尼・｜11〜巾汀いδ小　司叩製作所　神戸巾｝い‖liK和lu　tt　E町　9，111　I」’　｝こW所　名占1−’巾　’4t　iく矢lll町ぺ川t！f’F所　見F嘆一ば尼川1∴巾｜寺iイ吉水　s脇Rf’1　jり「LIVI　lb　ドfi小μ｜町　w繰卜触こfメi所　兵中∫、川己’川｜1，’」巾南r青・1・　ノ＼鵡｛易神岳川只鎌倉巾人柚　川1けミ「場　史」、k都Ilt川谷1メ池∫己町　郡山　L場　llfい1）　1］1’郡山巾’」境楕町　緬　［II　l場　由　川　rb　仲　y▲　ヒ　町　td：・路　【場　兵r・Li県姫路「｛］臼K川町　和15、山工場　和　疾　山　巾　Pi±」　町　中｝1‘川一1場岐り1り↑・い津lb拍碕丘森　福岡丁場　福　岡　巾　�e　f，1　占　本　sh・岡　L　ttV　加　同　lb　小　鹿　1川　十LrP兄ftY4　i甲コr　J〃　　↑L　ψ兄　　rlJ　」ピ　ー一　条　　9ミ．　12　人阪官k所　た阪ii］」ヒ区’相シ北町8番地正　　　　　　　　t’rU｝　《・山1膓　（45）　5251　　9　名占L営⊥所名占J：巾1い［s広小路通　　　　　　　　（’t｛£）　ノ｜＼｜、｝　↓2り　6231−　5　も川客耳」りr福1・li巾人神町F菱L．｝　　　　　　　　（’，琶［1巳　｛2）5821−5825　fL　r皇£J21　｝，＋1斤　　トL　iP‘L　巾　ノ、　フ山　　　　［lf　3　ノ）　5　　　　　　　　（fし）　L2　　721b・7217　“li台上盗所　fll［台Ib　・L一　芥　丁6」　　　　　　　（電）llll台25738057　’、S川引各所；、−1｜｜1］’1’fr町2R山2＾　　　　　　　　　　　　（撒ピ）　｜，｛dl　・ぐb92　　527〕　広島事務所広�d市袋町lC明，ft　ti命L・川　　　　　　　　〔電）Il、1｜↓tl1（ノ）2211〜3　2214　口松出張所日松巾由刊「ダ町31・3　　　　　　　（電）ll松3178・3250　小倉1｝i　・if．所　小倉d」博β町63（；1沽ご　）　　　　　　　（電）小倉3611巻頭言EY｛ノ自1　29　fF　　　第　　28　巻　　　第　8　号紡績特集‘目繊維工業における最近の電気応川紡紋機用誘導電動機擁責機械用‖∫制石次紡績工£にS，けるワートしオナh・山転り式静1卜型ノk銀周波数変換装置移動ノ・．空気ド働師繊約亡又に†コける含づ＼分率の＃lij定とli動制御アノし　カL一タの繊緬L某への心用繊綿L場に」♪ける螢光燈照明ノーヒコース戊二断器とそのlc．．fU紡績工場川変心設備製　品　↑；｛　介’」・2i∫　　　　3匡　　（2　1二；、‡†　　　’lf　　（3）緒ノノ今朝雄　（7）篠崎善山（21J希氏　7｝　婁ヌ、　ノ］　　（31，己斐健：郎　（3副1杣；（田ぷ　（41）痢腺川一，」［，　（！4）1�d場丈メ、ぺ膓羽1・太山　（47）ヱド・f＼　　　‘列　　（54｝1｜」　f寸シJ：［均　　（58）鈴イ・　　詞　（69）flIdソ、IN　．3」　　｛74i・．7・ノ・ト川制御装置・ち一ク精練機，乾燥機用日動制組1袈置　（77）最UE　t多S．fkさ」1’二、�j目・ノ）斗IT，；1オs　k�d・人｝目9｝T”）‘tt（78）（147）　1巻頭常務取締役　小　野昌＝目寛AA　衣食住は人間の生活｝こ不可欠であると同時に，文化を希求する人間の本性は，　つねに“より良いも・・）を，　より豊富に”　と追及してやまない．　1770　1f’ン　ン　ヵ　シ　ャ＿」）一　＿・11　f1　ノ、＿　グ　iJ＿一〆Zによって発明されたジュニー機によって，手工業から機械工業に転換された紡績業は，やがて蒸汽機関の発明を取入れ，さらに電動力の利用となり，今Uの目覚しい発達を遂げた．また電気［：i業は，他のあらゆる∫業部門におけると同様、動力としては’1，ちうん、さらに近時計測ならびに自動化において著るしい寄与を為しつつある．　安い労働力に頼って世界市場に君臨していたわが国の過去の紡績惣L，戦争の結果一変した社会炉情のドで、一一時は再起不能に陥るノ）ではないかと懸念されたが、経営者の叡智と勇気，勤労者の良識と勤勉　両・・相ま’，て，着々と堅実なる復興を見、国民の衣生活は改善され，また外貨獲得の花形として活躍のことは　敬服と感謝の念に堪えない．　さて，現在における繊維1：業界の課題は，設備の合理化によって，人件費の低減による生産コストの引Fげと，品質の向上による質的競争に勝たんとする努力に傾注されている、　わが国において，進歩的な企業家によって行われた最近の工場設備のあるt7、のは、品質においてtlッまた生産能率においても欧米一・流業者に匹敵するに至っている．しかL，全般的に見れば，残念ながら未だ今後改善さるべき幾多の問題を有すると思う．　当社は電機製造者として，永年にわたり繊維工業用電機品の進歩改善に努力して参ったのであるが，さらに最近における諸外国の新傾向に対してもつねに調査研究を怠らず，たとえばし一ンジドフ1ブ連続漂白装置，自動制御の繊維［業への導入！穿，　着々成当↓を収めつつめる。ここに紡績特集号を刊行してその一・端を紹介する；欠第でちる．　しこうじて，繊維．1：業は高度の総合技術の精華であるに鑑み、われわれは繊維工業、機械工業等　各界関係者の示唆とご指導をお願いして，今後一層の研究努力を致し，tl、って斯界の進展に寄与したい，A2（348）＿54．4｛S1・「r｝C　621，341　677↑く社壺不村平＊The　Latest　Application　of　Electricityto　Textile　IndustryATaira　MUNEMURA（leacl　OmCe　　Nla：’g，　Pl“duction・f　e．xCelk｝riいmif・川l　goods　witll　hig’h　t　J）eいd；und　t’c・ductioii・f　C・・stsi11　c（msequcnce　is　the　aim　m《｝dc，ti’n　miinuf；icturilig　iiidustriet，every　（ml、e1「1）1’ize　l1“yi　11　．C　towalk　along　this　course．　In　general　high　speerl　contilluりus　working　system　is　broughtint〈）（．）peration　to　this　end，　for　which　automatic　c（mtrol三m〔l　precision　measuremellt　arereqし1ired，　so　is　the　case　with　teNtile　industry、　Vari〈）us　new　electrical　21pPal’三lttlS　is　lloXVwidely　aPPlied　t（）tllis　industry　to　c｛）pe　with　tlle　developn】ent　of　the　f三lctory　arl’ange・mellt，　brief　explanatioiユof　the　trend　being　givell　here｛n．掲けてあるものについては．詳細はそ」，iをご覧願いたい．o■一一、”b’”1，まえがき　紡績【：業已、近代ll装の中では最1’b永い歴史を｛1’する1二業であるにもかかわらず，電気応川に関Lてはおくれている感があった．まず照明用に電燈が1日いられ，また動乃用としてづC車や蒸気機関に代って，電動機が使用されたのが最初で．これは非常に占いことである．つぎには単独・追転の自1益が認めら力て，大部分の機械が変更さfeた．［かし電動機とL．ては、ノ＼部分力・r形誘導電動機が使川さ’ii，機械の要求する特判1に専ら機械的1．：　kに｛衣rf：して最近に至り，電文C　Lk−1係の技術掬支惰眠を貧っていたかの感がある．このために紡織機械においてlt，機械的Il　」〈・it高度に進メレでいるのであるが，　’｝jまた複雛過ぎて機構的にはすでに限界に近い感もある．最近に至り　・般仁遊における要求と傾向は紡糸し｛川：業にgt、および，均　・優秀な製lll11を単f、「t：の設備・人員・｝1与問当り多靖に生i；1，1する、fこ．めにば，設備の画期的な改変を必要とする］1うになり，こ力を解決するのに，電気的りi去が刊川されるようになったLかくLて最近紡績L茱i「こも，種々の新Lい電気設1杭が使川されるに至った．本巾において仕そのあらまLを紹介したいと思う，なおこのなかで別章に題目を＊営業部電機技術部長2．誘導電動機の応用　誘導電動機が繊維11’itilljの電動機とLて1・E’　，［　ljされている歴史はすでに・kく，したが’，て最近になって急速な飛躍的進歩はないが，今II4，なお電動JJのメ＼部分をsLiめている位置に変りはない．それで順序としてその最近の状況を’瞥してみ仁う．　ア．電動機に関する最近の進歩　｛幾械の単独1重転がト，イどんになってから，使用，U動機の」〈部1ナが小型力．・形IE動機で、僅かに特殊用途に対Lて巻線↓把E動機が使川されていることは従＞kl　1・ij様である．長時間にわたり連続趣転されるので，高能率を最市：点としているが．：の点に関Lては紡統IE業が400Vまたは5t〕JV級の電圧を何川Lていることは誠に賢明である．最近ホリヒニー一・い1・’しマー・し線あるい川こtil二類する絶縁電線の使lijにk’って，能率は1、2、％向iiLている．また耐高川ワ・一一スの使川によ．、て，絶縁物の存命は嵩しく延びている．機械的構造部においては，特殊のグリースを使川Lた密封同i｝1ヒ受は，氾動機の存命叩グ11一ス補給の必要なしと称されている．保護型式は乾燥ivii｝lfi｝c　349．　）3のみ存在するところでは，綿屑が自由に内部を通過し，また掃除に便利な開放型が使用され，湿気をもった綿屑の存在するところでは，太目の保護金網張を用い，冷却風速をとくに遅くする方法も用いられ，特殊の場合あるいは小容量の場合には全閉型も使用される．また酸アルカリなどの存在する工場には，特殊の耐蝕電動機が使用されている．織機の如き特殊用途に対しては，その織機に最も適した特性の設計とし，フライホイールを付加することにより，消費電力の節減を計るなど工夫されている．ポット式精紡機の研究につれ，その単独運転電動機も製作されている．　4．制御装置に関する最近の進歩　大部分の電動機が小型の400Vまたは500Vのカゴ形電動機であるために，大部分は電磁直入起動器が使用される．保護装置としては，新型の熱動過負荷継電器・や，ノーヒューズ遮断器の如きものが使用される．最近の新しい問題は，電動機のトルクを加減して，起動加速や制動停止をそれぞれの用途に適したようにすることである．糸切れや不良製品防止のヒから，急激な起動加速を避けたい場合には，起動トルクの小さい電動機を使用するか，あるいは，また直列抵抗器を用いて緩起動を行うが，極めて特殊な場合は巻線型電動機を使用することもある．緩起動装置としては常VC−一一定の緩起動だけで差支えない場合には，継電器を用いて直列抵抗を自動短絡するが，緩起動を制御の必要ある場合は，たとえばインチング時のみ直列抵抗が挿入されるとか，あるいは起動釦を押した時間中は直列抵抗が挿人され，r一を放せば直列抵抗が短絡されて急速に加速するようなノ∫法が使用されることもある．機械の運転を急速に停止したい場合には制動が必要で，種々の方法があるが，最も簡便で確実安全な方法として，セレン整流器などを用いた直流励磁電気制動法が使用される．自動制御が使用されるにつれ複雑な制御装置も必要であるが，多くは標準品の組合せである．制御装置を1箇所に集めて，集合キャビネットに納めたコントロールセンタの採川も，今後増加の傾向にある．3，直流電動機の応用　近代製造工業の一般的傾向であるところの，高速度多量生産を目的とする連続作業方式は，紡績工業にも採用されるようになった．これは機械を工程1順に従続的に配列して，材料を長尺のまま連続的に流して加二tする方法である．このためには，各機械の速度を同時にも，あるいはまた各箇にも，速度加減のできる直流電動機によるセクショナルドライブが最適である．’また糸あるいは布を巻取機で巻取る場合に，巻取張力を’一定に保持するにも，直流電動機を用いて電動的に自動調整すれば簡単である．その他種々の自動制御にも，広範囲に細密な速度調整のできる直流電動機が最も適している．かくしていまや紡績工場にも，多数の直流電動機が使用されるよう4（350）になった．　ア．織布の加工仕上機（Range　Drive）　織布の加工仕上に必要な，毛焼・精練・漂白・洗浄・絞り・艶出し・糊付・乾燥・幅出し・染色・捺染，などの諸作業を連続的に行う設備として，次のようなものができている．　（1）　連続毛焼処理機　（2）連続精練漂白機　（3）連続糊付乾燥機　（4）連続染色機　（5）　連続捺染機　各区分機械は直流電動機で区分運転されるので，電動機の数は数台からト数台となり，電動発電機を設けて，レオナード制御によりすべての電動機は同時に速度制御され，また各電動機は，手動界磁調整器あるいはダンサー一・1・一ル界磁調整器によって，手動操作であるいは自動的に速度調整が行われて，必要な正しい関係速度が保たれる．この方法によって，作業速度は毎分400m近いものもある．　イ．糊付機（Slasher　Drive）　前項の織布加工仕ヒ機と同様に，数台の直流電動機を用いて，レオナード制御により区分運転されるものが多くなった．この場合には，巻取電動機に回転増幅機あるいは磁気増幅器などを用いて，巻取張力は電気的方法で自動的va・一定に保持される．このような方法によつて，1乍業速度は毎分100m以上にも達するようになった．また水分計と組合せて，作業速度を調整し，製品の含水分率を一一定にするようなILi動制御を行なっているもの8）ある．　ウ，整経機　巻取の際に巻取張ノ」を’定に保持する必要のあることは，前項糊付機の場合と1司様であるが，この場合には一般に電動機は1台だけで，容量も小さく，相互関係速度を調整する必要はないので，サイラトロンあるいはイグナイト1」ン管のような，簡便な整流器による直流電源を使用する場合が多い．4・電子工学応用　電子工学的応用も繊維工業ではおくれていたのであるが，最近他の二業で経験済みのものが盛んに活用されるようになった．主なるものをあげると次のようなものである．　ア．電子管継電器　織機・整経機・糊付機などで糸切れの場合や，精紡t程中の切断の場合などに，機械を自動停止させるのに用：：撫響‡誌難鷲二灘違器に比べ，低い電圧の電源を使用しても確実に敏速に動作するのが特長である．三菱電機・VoL　28　No．8・1954A“⌒n−・一’一⌒●⌒“→A．AA＿，．iK　イ・電子管自動速度調整器　人造絹糸などビス：・一スから繊維を製造する際には，繊維の太さを正確に不同少なくするためには，その抽出ポンプ・送出ロール・巻取機などの速度を正しく一定に保持することが必要である．最近のものでは，これらに小型同期電動機を用いて単独運転し，その電源用の可変周波数電動発電機に電子管式自動速度調整器を使用すれば，±αユWの範囲にIE確に保持できるといわれている．　ウ．水分計　貯蔵材料や製品の含水分率をサンプルにより測定するものと，糸や布の糊付乾燥の際に使用して連結的に測定し，さらにその含水分率を一・定にするための自動制御に使用するものとがある．現在使用されているものは大別して，電気抵抗の測定によるものと，誘電率の測定によるものである．検出量を真空管や放電管により増幅して，計器または継電器を動作させるものである、　エ．糸籏判別機　糸の太さを測定してその不同を判別するもので，空気マイクVメータの如きものを用いて太さを測定し，貞空管の組合せにより増幅し，計器または記録計を動作させるなどその他各種のものがある．　オ．メタルデテクタ　綿などに混入したあるいは織布などに付着した金属を検出して，取除くために使用される．発信部と受信部とから成り，発信部に同じ強さで極性反対の2組のコイルがあり，金属片が存在すればその平衡が破れて，受信部の検出コイルに電流を発生するから，これを増幅してブラウン管上に表わし，あるいは信号燈で表示するようになっている．　カ．静電空気清浄器　コットレル式清浄器はすでに古いものであるが，紡績工場などに使用するには適当でない．最近プレシピトロンの如く整流管による，13，�oV位の電圧を用いた危険でも有害でもなく，0．1ミクロン程度の塵埃まで収塵でき，効率90％程度のものができて使用され，L紡績工場の製品の向上，不良品の減少に役立っている．　キ．静電処理装置　繊維工業においては，その作業工程中に静電気が発生して，危険でもありまた作業の妨害となって困るので，これを除去するために，前項空気清浄装置用と同様原理のものが使用されている．また繊維材料に高圧静電気をかけることによって，強度を増加することも研究されている．　ク．電気パイル織　模造毛皮は紙または布に短繊維を糊で植付けたものであるが，これが製造にはコンベヤで長尺の紙または布を送出しながら糊を塗布し，高圧交流の電場で短繊維の上を通過させると，繊維が糊面に垂直に衝突を繰返して接着し，次に乾繰工程を経て製品となる新しい高速度製造　繊維工業における最近の電気応用・宗村法が考案された．　ケ．ラジオヒータ　貞空管を用いた発信装置によって発生される5〜15Mc程度の，高周波による誘電加熱法は，タイヤコードなどの撚止めや，レーヨンケーキなどの乾燥に使用されている．　コ．紫外線ランプ　可視光線はほとんど発せず，・1三として3，�o〜4，000Aの近紫外線を発生するもので，染色品・生糸・繭など，紫外線により螢光を発するM料や製hhの検査などに用いられる．　サ．殺菌燈　材料や製品の貯蔵室などで適当に使用すれげカビの発生を防ぐのに有効である．　シ．螢光燈および水銀燈　工場照明川としては螢光燈が一般的に使用されるようになり，無窓工場なども増加しつつある．また起重機などのある天井の高い工場tcは，水銀燈や螢光水銀燈が使用されるようになった．　ス．水銀整流器　最近の水銀整流器は，一般工場用としてもはや不安のないものとなったので，能率が高く価格も安いなどの点から，直流電源用として使用される場合が多くなった．どくに小容量直流電動機の電源用として，たとえばP一トトP一ルの如く，サイラトロンやイグナイトロン管と，変圧器とを小型キャビネットに納めて，交流電源と直流負荷に接続するだけで，据付取扱も簡便なものができている．ただし容量も相当大きくて，長時間低電圧運転を要するものや，電気制動を必要とする場合には充分検討を要する．一般用あるいはレーヨンポットモートルの電源用周波数変換装置としての用途も，今後増加するであろう．これは回転機と比較して，一般用の場合の特長のほかtc，酸などに対して耐食性の強いことも特長である．5．電熱および化学的応用　電熱は蒸気などに比ぺて，自動調節の容易なこと，小容量の場合ボイラなどの発生装置を必要とせず簡便なことなどが特長である．最近はアルミカヒータの如き耐久九耐食性の強いものもできてきた．従来は調節のためには，変圧器のタップ切換や，電流の接断によるものが多かったが，最近は直流励磁リアクトルを使用することなどによって，調節が精密容易になった．　ア．気温および水温の調節　自動温度調整器と組合せて，室温や水槽の温度を調節することは一般に広く使用されているところである．　イ．カレンダーロール　布用カレンダー一　P一ルの加熱κ二は，蒸気を使用しているものが多いが，前記のような電気加熱の利点から，最近電気加熱によるものも増加してきた．（351）5　ウ．ビニール繊維の熱処理　ビニール繊維を，その溶融点近くに加熱して緊張処理することは，品質改善上必要なことであるが，このために自動調整器付電熱装置が使用されている．　エ．絹布精練　絹布の精練は，石鹸・珪酸ソーダ，などの溶液内で撹押作業を繰返し，セリシンを除去するものであるが，従来の普通の方法によれば非常に長い時間を必要とした．最近はこの液に交流を通じて促進することによって，作業時間が著しく短縮され，浸透性などにおいては，普通の｝j法の場合よi’」も遥かに良い結果が得られる．6、清掃設備的応用　紡績工場における風綿その他の塵埃処理は非常に厄介な問題で，これまで放置されていた感があったが，最近紡績工場ではこの問題に非常に力を人れ，種々の新設備ができてきた．　ア．静電空気清浄装置　前記4のオ項参照のこと．　イ．ニューマフィール　最近の新式紡績工場は，大抵これを設備するようになったので，作業能率と製品の品質は著しく向上したといわれている．これは精紡機の各錘W・・一ルの近くに，吸込管から小穴がのぞいているので，糸切れの場合には，糸は直ちに吸込まれて，ロールに巻付くことがないので，その処置が極めて簡単である．このための電機品としては，吸引用ブP　17を回わす1HP程度の高速度電動機が必要である．　ウ．移動ファン　精紡機の上を移動するファンによって，精紡機のロール付近を吹かして，風綿および塵埃を吹払い，精紡糸の均一性を得，また精紡機の清掃を助けることができるので，新式の工場では，多くこれを設備する傾向にある．電機品としてはたとえば，両側斜方向と上方（移動用兼用）を吹かすファン3箇を有するもので，移動速度毎分25m位の場合，精紡機4枠から6枠毎rc　1組が設備される．　エ．樺帯ブPワおよび真空掃除器　精紡機および床面などの清掃用に，携帯プロワ・真空掃除器，なども使用されている．　オ．風綿電動機　精紡機に付着した風綿の除去は，従来は人が棒を持って巻取っていたが，最近は携帯用電動棒を用いるようになり，所要時間は5分の1程度に短縮されている．7，自動制御6（352）　均一な優秀製品を高速度で多量生産するために，近代の生産工業には，自動制御の使用が一般にますます盛んになりつつある．最近たとえばロートトロールの如き回転増幅機・磁気増幅器・電子管装置などができたために，自動制御の発達は著しく促進された．繊維工業において，電気的自動制御として使用されているものは次の如きものであろう．　ア．機械の自動停止　前記4のア項参照のこと．　イ．織機シャットルの自動交換　自動織機でシャットル木管の巻糸が無くなった場合に，自動的に交換するのには，従来はもっぱら機械的方法が使用されたが，最近は，フイラーバecより検出し，電磁石によって操作する電気的方法が使用さtlつつある．　ウ．水分計による自動制御　前記4のウ項参照のこと．　工．温度の自動制御　電熱による温度の自動制御については，5項において述べたが，蒸気を使用する場合にも，電磁弁あるいは電動弁を使用して蒸気の量を電気的に制御している．　オ．糊の自動制御　糊の濃度を計測して自動制御する方法や，糊槽の景を自動制御する方法も，次第に採用されつつある．　カ．巻取張力の自動制御　前記3のイおよびウ項参照のこと．　キ．加工工程の自動制御　熱処理・染色などで，予定の処理を予定の時間に進めることが必要な場合には，自動制御器を用いれば，作業は簡単でしかも確実である．　　　　．　ク．自動扉　室内の空気調節を行っている工場の扉は，人あるいは運搬車などの通過に当り，自動開閉をするのが好都合であるから，電気的に制御される空気扉，または電動扉を使用して自動的操作が行われる．8，むすび　以上で繊維工業における最近の電気応用について概略を述べた．電気応用に関しては，他の工業に比べておくれている感があった繊維工業も，連続作業方式や自動制御の採用によって，その作業速度は2倍から3倍に増進した．また清掃的設備などによって，その品質も改善された．かくて近代製造工業の題目であるところの，均一な優秀製品を高速度で多量に生産する目標に進みつつあるが，これをもって満足すべきでなく関係技術者は一・段と努力を要する．最後に関係諸会社から発表制限のご希望もあって，充分尽せなかった点はこ諒恕願いたい．三菱電機・VoL　28　No．8・1954Aへ八＿6ト、4A●芦54　47UI）C　621．3ユ3，333　：677．05A紡織機用誘導電動機人名11ゴ屋製作戸斤緒　方　今　朝　雄Induction　Motor　for　Textile　MachinesKesao（．）GATANagoya　WorksA　　　It　has　been　thirty　years　s｛nce　our　colllparly　started　to　build　electrical　apl〕aratusfi’n−texti｜e　industl・y．　In　the　meantime　painstaking　efforts　have　been　made　by　us　in　thedesigll　of亡hem　to　keep　Pace　with　the　improvement　and　progress　of　textile　machinery．ln　this　article　is　given　a　brief　explanation　‘）f　representative　cr）ttoll　spillnirlg　processesand　also　of　various　inducdon　motors　built　with　due　regards　to　the　above　processes，　astarwdard　and　co1〕vellti（Dnal　dimensions　of　textile　motors，　special　mot〔）rs　f（｝1’　Pneumafi1，10c⊃m　mot《〕rs　with　flywheels　and，1・11　example　of　power　rlleasul・ement　in　the　pl’ogress　ofC（）ttOll　SPInnm9．へLまえがき　わが国に．むUる’1・Zi元績L場は　1867　←1・鹿リ己島に島汁し公によ、．三建設さカた鹿児島1：場か］，っとメ、整頓Lた最初の∫の：ちるL：いわi　iフ1・．その後紡績1：業σ）発達は実にH’亘［　1，　Ilくに細紡績1．｝1’j｛系．でぱあ↓ノゆる薗iにおいてiH：界’k準｝．こkで達i，　lli：界に雄飛「ていたが，　イいドに｛．．て戦争の犠牲1二た．」，：施1没の人部を喪り口，技術もまた低ドtt’、ざる田財よか一、た．　itiSl後’1く川国’家とL．て円・建Lよ�jと．lj一るわが国にと・．、て，　ft）iび紡績一E業のわが［IJtb｝igl：．業にL．める役1判は極めて人きいものがあり，　・時荒廃した施設もノこ半は復1日し，さらに今後の復元が期待されている．　また技術印iにおいても改善進歩は’実に屠L．いものがあそ，．　紡績1：場にゴ，ける運1｝娠与式は，　集卜ti運転から現在はほとんとすべてが由：用屯動機による単独運転になっている．諸機械の単独運ieg．Uヒは，　さらに製1｜lrllの「号11ε，〔i・’・］L，ノヒ「肇II；：の増1川，と生産費低減のために，運転の合理化と安全性および動り消費の節減を計るために動力用電動機としてその設置場所，機械に二ふさわしいト型式，特性のものの研lfピと製1乍力司寅く「要i�k｛lt・Fノメ1“（いる．　当社はすでに30年に近く紡織機旧電動機の．製作に従事し，現在も紡織Il場における作業機械の運転の能率化＊士支砕1部．L合凹fヒのためにイ、断（ハ研．”“L’と改」1ミにノ＼きな努ノ」をまム　・ている．なお将．来メ，こわらの問題については，紡績会社ならびに紡寄哉機．b皮製造会引：の各・位と連糸各を1密にし．　iilに研だ補足して，、Lり能率的な坪想の境地を極めたいと念願する．t，σ）である．1り、卜’本姐こおいて，紡織機用誘導電動機として要求せら；i1る｝刊式と特性，これらに適�bする当社誘導電動機について述べ，諸賢のこ’批判を仰ぎたいと思う．2，紡織工程について　「li糸やノ＼絹のように長いせん紺を集め1本に合わ．せて’撚りをかけて糸を造ることを製糸といい，綿花や了こ．毛のように比較的短し・せん維を大体並行1こ並べて撚り合わせて糸を造ることを紡績という．品物の．良否は別として，長いせ一ん維の特性力s製造技術を簡単にLてくれるので，製糸より紡紀｛の万が技f，iLij的に罰皇しいといわれる．　紡織ピ程についてはすでに多くの紹介がなされているので周知のことであると思うが，工程について簡単に述べる．　ア．　開綿，混綿工程　原綿は【抑く圧縮L、て梱包され，てくるから，柔かにほぐすとともに，・応代表的な綿紡織の川界各地から輸送されこの綿のかたまりを打ったり叩いたりして　　　　　　1互力や遠心力や風力などを利用（353）7　　　　　　　1図　開綿，混綿、才」’綿機　　Fig．1，　HoPPer　baie　hreaker．　crighton・pemer・　　　　　　　　nnd　scutChei・elC．して，綿の中に含まれた綿花の種や雀やヒ砂なと．の不純物を取り除く操作をする．これが開綿1二程である．またこの際品質，等級などの「1的に応じて各種の原綿を混合する場合がある．これが混綿で，この場合には開綿と1・ij時に臼：われる．　この11程でIlii　l｜1されるi：な機械には　　HoPper　Bale　Braker　〔トツ・・lll・」俵機）　　HOpper　Opeller　｛・i・tttJ’・一il−一　ノ・1．）　　PorCupine　Opener　（「1極、封・λ・一　・．▲つ　　Crighton　Opener（1ノノfトンづ・一ノ1）　　llOPper　Feedel’一・ノパ給耐矧　　Latticc　Feeder〔ノfく給綿機）がある．　これらの機械は，綿のかたまりを解きほく［r，各柿の原綿を混合L，機内に遊離した11甚芥を排風機に4、っ’C外部に排川する．（1図参！IK　’，　イ．打綿工程　開綿によって　・応柔かににぐさ，ll，イ・純物をll’tり除かkた綿σ）かたまりを，り1続いて一層工1く解きほぐ［，不純物も充分に取り除いて，厚さにむらのないちLうL蒲団綿を長くつらねたような形のもの｝こするのがこのll程の目的で．ある．　このll程で使用さ力る機械は　　Exhaust　Opener　（荒」It幾）　　Scutcher　〈仕上］丁機）である．　荒打’機ぱ綿せん維中の不純物やく」せん維を取り除いて，良質のせん紺をll一フの作用で1くい蒲団綿状にし，ビータで打ちながら浄綿作用を白：う．　仕ヒ打機もノミ体同様の1乍業をするもので，荒打でできた蒲団綿を数枚合せてけ一llする．　前節で述べた開綿，混綿とこの打綿11程とは一貫した流れ作業となるよ」）に機械が配置される．（1図参照）　ウ．杭綿工程　相’綿工程でできた蒲団綿を構成するせん維は，まだ全く無秩序に寄せtk・めらilているにすぎないので，これを8　（354）2図　硫　綿　機Fig．2．　c川’rhn9ピ｜vgine、3図練　篠　機Fig．3．　DT’awing　fram《．・．1　　］9　十一．）　分轟‖・1　　　〔liij　ノノfl’TJ｛こ　・i｜三一・ミ，　　し　、　h　，　L’）｝　る　．く　　ノ　　f　’、　i　L　．オ．るのかこの1’1程一．’ちえ、t　そのためにはCarding　Engine嘱［綿機）によt、て多くの針を植えた　1つの円とうの間に前の蒲1寸’1綿を通Lて，乱わた髪を櫛けずるようにして行われる．　なむ高級糸質に対しては硫綿のつぎに　　　Sliver　Lap　Machille　　Ribbon　Lap　Machille　　　Comberを使用して討」硫制が行わλ1る．〔2図夕照1　エ．練篠工程　硫綿機あるいばコー∵から出たス／fハが太さに不同がなく，せん維v、・様に並んでいれば，これを細く引伸して撚りをかけ引は糸になるのであるか，実際にはそのときのスノイハは人さにもイ・同力こあり，せん締もま’．すぐでなくちぢれている．そオ！故に数本のスライハをrEね合せて引伸して，／〈さを一一様にするとともにせん維をま’、すぐになるよ‘；）に引張る操作力口fわれる．これを練篠工程といい，使用される機械をDrawing（練篠機）という．（3図参照）　オ．粗紡工程　練篠L程から出たス．ノイハを数本合せてさらに引伸し，；（　lkHくして軽い撚りをかけ，精紡1二程に送るまで一三菱電機・Vr）L　28　No．8−　1954一L．A、　A’念A””AへAの操作が粗紡1二程である．こ力には　　S　lubbing　Frame（始紡機）　　Intermediate　Frame　（問紡機）　　Roving　Frame（練紡機）なとの機械が使川される．また始紡機と間紡機を1台に組合せて，　高度の索llhを∫」：えるものに　Simplex　FlyFrameがある．いずれも索伸1・一・しと．ノソfヤとボビンを有し，引伸Lと撚りかけとを1い〕．（4図Aおよび4図B参照戊　力．精紡工程　粗紡L程から送らhLてきた糸に，さらに適当な索伸と4図A始　紡　機Fig．4A．　SlubbiIlg　frξ1me．　4図B川　紡　機Fig．4B．　Intermediate　frame．　　　　　　5図　11，’ツ精紡機　　　　　　Fig、5．　RiTi、gs　Spimling　frame，紡織機用誘導電動機・も呂ノノ撚りをかけて所要のjNさの糸にfl：1：げ，木管に巻取る紡績最後の1：程である．　精紡機にはいろいろの種類があるが，綿紡績にはRingSpinning　Frame（リング精紡機）がメ，　v−，とも普通に使用される・1台の木管の数は普通400錘である．この錘数が紡績の設備容量を表示する単位として使用される．この他にホット精紡機があろが将来は別として現在はまだ・般に使川されるまでには至’．ていない．（5図参照）　キ．仕上工程　精紡1：程で所要の人さに仕llげられた糸はその目的にLilじて，造直したり，撚り合したりする．　6図A　整　　経　　｛幾Fig．6A．　XVarpingr　niachine．6図1う糊　付’　機Fig．6　B．　　Slzing　m乏ichine．　　6図c　目　動織機F19、6C．　AutOmutiC　P《ハWr　l，，（，川．1：ハ55）9：1　チーズに巻直す場合には　　Quick　Traverse　Winder倦糸陶にかけられる．　撚糸として使用する場合には　　Quick　Traverse　Double　Winder（合糸機）　　Ring　Doubler（rJング撚糸機）なビの機械がiWliさinる．　さらに糸束にするものは　　Reeling　Machine（　−7ノセ機｝にかける．　ク．織布工程　織｛li　Il程に｛．t人りll　Lて準備i：程，製織一fi　1程，」b］：び日．Ll二程がある．（6図A，6図B，6図C参照）　q）準備．〔程　準備ll程とは紡績された各種の糸を織機にかけるための準備をするll程で，これにはつぎの機械を使川すろ．　　Warping　Machine（整経陶　　S　izing　Machine（糊付機｝　（2）製織工程　以ヒの準備．1：程をへて製織1：和になる．絨｝幾はAuto・matic　Power　Loem　qll動織機）が多く川いV，；ilる．　（3）　fl：卜　1’1i・�d111椙の進行貢「u一　　　　　／べ、／　　恒＼L．L−．‘−“s．二＝＝：二＿7s　　　　　　　　　　ロ　　…ぜ製＝：二：一．ニユー一．　　　　“’、．　　　　　；＼　　　　．でざ1ご1ミ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’ii’�d’．ド　　　’，い　・’；．．T　　　　　　　　　＼＿　　き口ごilFl・．：∵！：s：41三≡・石．　仕一止．仁程は織物の種類や質によって賢るが，綿織物では　　Inspectiiユg　Table（検査台）　　Dryer（乾燥機）　　Folding　］Vlachine　（拝「畳機）　　Stamping　Machine（スtxンドンt〆）　　Baling　Press　（荷造F．N　’｝などが使川されるが，場合によつてC．；、　　Calender　↓艶II日機）　　Cloth　Pl・eSS　｛　ソ　1’　タ　ノ　し　ス）／よ　し三　、t，　iiじ111　さ　〆tl　7yパ　以Lに述べた芥1：程をしりまヒめ『て，7図Aけ紡績1’1程を，7図Bは製織11程をボ［たものである．3、紡織機用誘導電動機について　紡績工菜か戦前はlllすにおよばず戦後においてもわがL日工業のノく宗であることはいまさら喋々を要しないところであるが，そのここに至’．、た目覚Lい発達の経路にlt，品質の向Lと原価採fAl：の低廉を期するために，1場の整備と経営の合理1ヒのために高能率の機械設備を採川し，そ41らの原動機としてぱ高能率電動機を｝采IHして，能率の増進を計るなt人きな努ノJがなさ］1てきたa）である．　　　k溝亘竺蟄・a（lfT］，）．、．1i．sSY−E　　L．：．‘　1⊂＝⊃”7AA．・原　濡不ノパ喉臆已．言　ご　言rl川！品綿柱韓�k．一ブナクTi　1’七二†一フナ．荒、手’丁　伎P料の進行言向一飢鮎二舗畠［⊃ブ濃s’　　　　　　　　ヒミもて＿　　　k　．〔．．H＿！rf！！J　yi　i／’〈へ一／�i〔⊃／　　　　　　　　　　　　　　　一　而．日ヰ　　　　　　　紳碑　桟　　　蛤恒硫　　　7　図　A．　　　紡　　績　　　1：　　程　　図Fig　7A．　P［・〈パ（・ssc・　1’and｜11achil1Cry　hい｜Cl，“りlhりinnin9｜11ill・／1［Cl［0’All．■．■，nlt上；lkrbl締は日ンプ惰市桟1）1．．　t：　．t．．u　　Le．10（356）　　　　1も＿�DΦ（繊鍋「φ（⊇　　　　　　　　＿＿三三こ＝−三コー　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一⊆．＿一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　1↑　　　T1．�d　　≒≡　　｛†　　　　　　　7　図　B．　　　製　　織　　　1二　　村　　因　　　Fig．7B、　Pr・・ess…　nd　m・・c・hi・ti．・y　i・　a…tt・川1・・mi・9　mill・一�e一智　　一ヤ．．1；一’　　　＿＿＿rL−，一二一一二．ご、fi＆＝竺　　量‘　　ピ　　E1菱電機・V〔｝L28　N‘）．8・1954Aft・tAs．A−一NA、作業機械の運転方式が現在ではほとんどすべて集団運転から単独運転に切換えられていることも合理化の一一つと　いえよう．単独運転が是か，集団運転が非かというような問題は，もはや論議の時代ではない．　　単独運転にはどんな電動機が使用されるか，それには設備場所と機械の特性に合致した型式，特性の電動機を使用することが大切である．以下このことについて述べてみたい．　紡績機用電動機全般としてとくに考慮しなければならぬ点は機一難度　　　電酬性1�f性　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　温度上昇　　　　　　　　　耐湿性などである．　ア．機械的構造について　機械的構造についてとくに考慮すぺき点について述べれば　（1）防塵構造　紡織作業では各工程とも非常に綿ほこりが多いから，全閉型または全閉外扇型にして，綿屑が内部に侵人しないようにするか，あるいは開放型で通風窓を充分大きくとり，線輪端も布で包んだりして表面を滑らかに処理し，綿屑が内部に侵入しても容易に掃除できる構造にすることが必要である．　（2）機械的強度　とくに問題になるのは直接起動のカード電動機である．大きな起動，加速トルクを必要とし，起動時間も約1分近くかかるので，軸および軸受はこの要求に充分耐え得るものでなければならない．最近ギヤードライブでフリクションクラッチによる起動方式のものがあるが，これによれば機械的強度も直接起動式のもの程問題にならない．　（3）外形寸法　電動機は床上に取付けるもの，機械の一部，または上部に取付けるものなどあるが，工場の床面積を有効に利用する点から，または機械側の要求から電動機の外形寸法を制限されるものが多い．この要求を満足させるために設計上の苦心がある．　イ，電気的特性について　電気的特性についてとくに考慮すぺき点について述べると　（1）トルク特性　ヵ一ドおよびノL一ム用電動機に対しては，前者では大きな慣性をもつシリンダの加速に，後者では速かな速度一ヒ昇のために，大きな起動，加速トルクが必要である．　練篠，粗紡，および精紡用電動機に対しては，起動時　紡織機用誘導電動機・緒方に急激な速度上昇をさせると，スライバは甚だ弱いもので切断し易い．それ故電動機の起動トルクも適当に低く選定しなければならない．　（2）効率　紡績工業における原価低減の大きな条件の一つは電力消費の合理化である．それ故に電力費の節減を計るために紡織機用電動機には高能率，高力率が要求される．なかでもカード，リング，およびルーム用電動機は使用台数も多く，したがって電力消費量も大きいのでとくに高能率が必要である．　（3）温度上昇　温度上昇はできるだけ低いことが望ましい．絶縁物の寿命と温度とは密接な関係があり，温度が低いことは絶縁物の寿命を長くし，ひいては電動機の寿命を長くする．今一つの理由は紡織作業では室温と湿度の調整が行われるので，電動機の温度が高いと放散する熱が大きくなって室温の調整が困難になb，湿度とも関連して糸切れの原因となるからである．　（4）耐湿性　精紡および織布工場，とくに織布工場では湿度が高い．また糊付工程ではかなりの湿気を発散するので，これらの工場で使用される電動機は防湿上の処理を充分施されねばならない．　紡織機用電動機について全般的に考慮しなければならぬ点は以上のとおりであるが，ほかに各機種についての問題点は多種多様である．以下各綿紡織機に用いられる電動機について簡単に述べてみたい．　a．開綿，混綿および打綿機用電動機　この工程では綿ほこりが甚しいので防塵構造にしなければならない．普通全閉外扇型が使用される．運転中の負荷は一般に軽いが，綿のかたまりなどのため瞬間的に過負荷になることがあるので，容量に若干余裕のある電動機が選ばれる．また起動および停動トルクは普通程度でよく，温度上昇の低い，高能率，高力率であることが必要である・したがって電動機はMK型全閉外扇型3〜5HP　4極または6極が使用される．　　la当社麟≡クライトンオープナ用電動機一覧表　　　　　　型式MK型　全閉外扇型竪型　　　　　　　　定速度用枠番号kW一辱卿一　　8　　−1−　一一io　−　一一12−＝L　　2　　　　　　　320＝F3　　−　　　　330−F3　　　　　　340＿F3　　3　　　1＿　32（トF召一二　　　　340−F3　　　「　　460−F4　　4　　　　‘＿＿｛｝31Q：：≡　　−　　450−F4　　　　1　　　460　Fξ「一一1　　5　　　　　　　　450−−F4　　　　コ3｛工一　一’　　　560L−］F5　　7．5　　　　　460−F4　　　　　　560−F5　　　　　560−−F5　　　　　　　二段速度用枠番号kW鰍　・口　　∪・・一「−i…「三、4−　；謬輩罫手i：裏霊�e1］器≡芸2一藍薔　一4／3　　．＿4型0−F4　　　470−−F互一‘・560−F5−　一一一S7δ＝F5一工1曇　從塞，豊ピ爵一薔霊1嘉言器1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（357）118図ン・：1．・　　一イーゴ！・；．月」，E一動機Fig．8，　M・．・t・，rh｝rCI−ighk．m　Ol．）t・ne｜『・　ソ・ノイトンオーフナにばi氾型くこ1別外扇型が1・E川さlrる．処」旧する石綿の．種類によ一ノて川相速度を変える必以があるのて’極数変換電動機も1・E川さオ1る．　・1］社標準1・．・ノ”・ンオーフー1．用電動機のfl：様を1表に，その外観を8図に示L．た．　1），　硫綿機川電動機　硫綿機用電動機として特性Lとく」こle‘｝」題にたるU）LL起動時の加速ト・L　’！である，すなわら綿輸・i｛に1川通ノ．’一！　ト　カ・一一　ドカ：1・ξlllさti［そ，カ：，．こオlcr）t　リ　ン　タ．i’tげ〔1詮5（）ill、［F畠　40ill　＃、あり，　1目1［Vgkオタitlり，フノ・　17U〜］．8｛｝［t｜la粒t・．C・，　　一と〃）慣性は非常に人きく，電動機軸1，00｛〕　1・　t−）mに換算［たGl）L’は30　kg　ml，程度で，’ド均1川速i・　・L’t　275．o｛〕ヒLて」、起動に4〔〕秒前後かかる．［．たが．∴．：」〈きな起動，加速トノしクが要求さh　1．るわけである．Lかも運転中の負荷は1HP程度である・　運転方式にはギヤー，チ．lt一ン，’1”i・ユト，お上びVべ兀ト，ドフイゾなどがある．ギヤ…ド．ノイパ〔ヵ・一ト．の1三軸と電動機とが接近するためカード氾動機の負荷側肘軸受はギ．ヤーJ」一スを取付ける．k・T）になっており，歯車は油栴中で述転するようにな一．、ている．電動機はカードのサイド．フし．一ム上に取付けられるため電動機の外形寸法は極度に制i堤され．る．　チ．1’．　一ンまたは平べ・しトト．．ノ．仁ノでは電動機をか一ド．の，一ノ川ンのトに納め，　laこのヒに取ト1’けて電動機ニノ≡リとか・一ドのフーリと一段落し、で運転する．この場合の電動機はとくに幅の狭いものが要求される．　Vベノしトト．ノ．イ・／．一□・目極の電動機を川い，．：段に速度を落す場合がある．伝導装置がヵ一トジリン7’．ベンドの内側に納まるように］醐陶．tリ’イド’L一ムにt関・1’け，さらに取付台に軸受と　段Vべ・しト中：を設け，庵動機の川転を・度にこのべノしト中：で約14にゴ客し，さらにか一ト．の軸に1k．付けたVべ・しト中：により，か一一ド軸の所要ト嘱広数として動ノjを伝達する．電．動機はllil」限さかた場所に据付けジノれるの．．．で外形・」’法は極1芝に制限を受ける．　以L各運転ノ∫式において1吏用さ2’rる竃動機は，ここでも綿ほこりがかなり．甚し．いのでりこ閉型とし，容駄はギ．ヤ12（358）　，チt’．　ン，おkび’1’iベノしトト1ソ．イブ．の場合i、』1．5HP6極が1：で，V・．．ミ1しトド．ソイソ’．では1．5　HP4極である．いずYN．も高能率，’ド均加速ト・しク275〜30（）．06以ヒが要求さ2．1る．外形｛1’法に制1；1］を受けることは前に‡）述べたと」ぷ4）．．ごある．　以いこ．述べた乳のftいず力も直接起動の場合であるンうこ，　　iUl　トこ　　．ノ　！l　　s・ノ　シ　　ョ　　ン　　ク　・ノ　ッ　．チーf寸’．♀　ヨ’一　　ト．1　r／　f　・／　々工｜こカ；ある．このり’式に仁れぱ．げ［：接起動式の場合程人きな起動卜・し．’！を［堤せず，電動機に急激な負荷のかかることをさ｝．．｝．，氾動機容川：4、直接起動式‘で1．．．1．5HPが1HPで充分．である．　c．’判：標準力一・．電動機　’1］社標準渦糸，りIBカ・一ト．電動機に（〔MC　馳とCE咀ぴ）2師蛸〔がある．　MC　塑．ll−一ト電動機は’1杜1：部・U・」’法に．L：るt’）の．で，硫綿｛幾の単独，運］垂1に適一．1．る］1うに構造，特性，　・i’法がUJ慮されているカ・らノビー［ジ　リし．？．i．．シ　ドに｝プ、日付ける場合，あるいにT．・一力fンのド川；に据（・i’ける場合・でも硫糸畠機に1t．d〈都合なく’七全・占よld郵云を白：うことができる．枡［綿機・L｝．）．□転．り’法すなオ川カート．卍動機捌1肘ノノ法にい．・て，電動機外枠の幅の極めて狭いもの，・あるいはこリンμペント．内に，iた．P一カインの1・’に納．liEる1二・’ぽ動階即・Lu）ダ十臼f．cノ）’」、さ1−・・jゴ去σ）もo’）ノよと’カs・ある．　CE咀カー一ト電動機…川，〈電機1：叢会制定」EM｜Ol〜．｝の協約・」’法に！：：るものである．　なお将skltMC甲］己CE）lll！に統1〒｛．．て人IE・U　1］・にまとめてゆく］：定である．　以ヒい丁れ］、電気rl勺特性INllうUl業i・見格」［SC・．1206紡織用　1相．ノノ川：多1｛膓導電動機に制定の規格ll｝’［を充1♪L川るよう設計，製作さ力．ている・　　ここに当社標準MC甲］，　CE型ノ」＿ド電動機o・）特長をケ［」記すれば．　　1．　完令な防塵構造　　　　りこ閉型で完全な防塵構造にな一、（いる．電動機の　　　表面も肘軸受11叉付ねじなどを沈めて滑かにL，ii｜｝除　　に便刊にL．てある．　　　2．　完・だな軸箱　　　　軸受は1：軸・受をlljい，杣節の閉鎖を’ld　4ミにしてあ　　るσ）で，川が洩引．ることなく，また綿ほこりが軸受　　　1勺1こおと．人寸．一ることカミなレ・．2表　当社撰準CE型Vj一ト電動機一1辻」ミ　　　　　　　　　　　　　　　　Ili］19i　ll中1医数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（毎分・｝，胆　式　　　容　　ll｛1　　　柚　　数　　　枠　fff　［・」’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5〔｝C　ざ　　　6nC　SCE］｜−IP1．511Plkw66468CEI516CE］516CEI615cE］616CE1913CE19151　．（’1“01，COO1，2（：｛．［L2印1．500　　　　］，S’“o1，（，00　　　1．L）OO7509｛｝o．三麦竃機・Vol．三28　No．8・IY54＿At’＿一AA噸膨9図　CE　カート電動機Fig．9．　tyP・・CE　cこiτd　m・）t・r．10図　い一山f・川、機Fig．　lo．　’1’yptt　CE　cal・d川uいrhr　yt；u・drive．　　3．　高能率　　　効率はktJ格値i：りfl’ljくとり，電力費の経済を計・）　　ている．　　4．　　［1’lj　卜　・［　ソ　　　起動卜・しク，加速卜・しクな．レしケ特性は充フパli　　くして，大きなカートシリンタの慣性に打ちかって　　円滑に起動するようになっている．などが挙げられる．　つこに当社標準CEi9’蔓カード屯動機の・覧表を2表に示し，9，10図にその外観を・」こす、10図はギヤートノ1ノのものである．　d．　繰1レ機川電動機　紙篠L：程もかな同ilほこりが多いので，電動機ま伺】］型が用いらtlる．特性としては，ス．ノイバはまだ撚り4、かかっておらず，甚だ弱いので，起動時に急激な速度1：昇をさせると切れ易いから，起動ト・しクは余り大きくないように設計される．また高能率，高］J率とし，なお練篠機では負荷の変動がほとんとないからできるだけ負荷率のよくなるように竃動機の容娃をえらぶ．　当社標準型電動機としてはML型全閉型1HP　6極があり，　・般にぱ用される．　e．　粗紡機旧電動機　このIl程でもスライバはまだ充分な強さを持っていないから，Uj断を防ぐために緩起動させる必要がある．従来の運転ノ」式にはエリコン式運転法とキヤーまたはVベノしトによって直接起動するノ∫法がある．エリコン式ではノし一ズフーりにより比較的ゆるやかな起動ができるが，キヤーまたはVベノしトによる直接起動では起動時の種」撃のために糸が切れたり，太さの不均一を生じたりするこ紡織機用誘導電動機・緒ノノとがないように，電動機の起動ト・しクを適当に制限しなけ力はならない．　＊Y2　EL動をさせるたrγにもっとも簡単で調整容易なノi式1’tKussa起動法である、この方式は1相ヵ一・形誘鷺琶動機の固定子回路のユ相に抵抗を挿入して起動し，運転中はこの抵抗を短絡するのであって，挿入抵抗1直の調整によって起動トノし’fの調整ができる．この場合電動機の起動トノしク縫起動に’Z・要な値におさえておぐZ要が，V、る．　電動機の型式は］潮戊1；時たは4潮桝ち粛1！力消・通で，v，乙・竃動機容恒⊥レー・Lの1ニド運動によ．，て数1−”・ソ｜．の負荷の変動があるが，全ぺりからみ川よ問題｝一ならないから負荷率が良好になるよiに選ぶ．　当社標準型電動機と1ては，MK型全閉ケ十扇型3HP6極が｝5：通用いら11る．　b．　精紡機用電動機　精紡1二程は紡績1二唇�_：最後の1二程であ・、て，川紡機の運転ノノ法の適否は糸ノ［／の良否とりこ体の生産量｝こも�_と￥，」〈きな影やを勺：える．Lたかってその能率的運転というこ�dが常にi’nj題となる．　Ilング精紡機はあまり急に起動すれば糸切れの原因となり，反対にあまり遅く起動すれば糸に瘤や節を生ずる．この川已解決のため従来種々の起動力式がIUいられている・すなわち一一般には，カ．了形誘導電動機では，一丁□1∫ン式起動法，Kussa起動i去あるいは極数変換：迎ピの4、のなどがあり，その他では住線型誘導正劫機，　ヨ刊交流承流子電動機を使用Lて速度調暫をするものなどがある．いずれの万法も緩起動させて起動時に生ずる不只合を少くしようとするものである．　リング電動機の特性については，拓紡11程で消費される動力費は全動力費の40〜50．u。にも達するので動ノJ費の経済をはかるため，負荷率のよい，高能率，高力率とする必要がある．また起動卜・し’；　is起動ノノ式との組合せを杉慮して，もっとも適当なf直を選定Lなけit　iは1ならな1�`　、．　電動機の型式Ct精紡室尋、そオ曜ではないがやはり辛吊ほこりがあるのでその点考慮しなければならない．　’般には掃除しやすいよ・5にとくに通風窓を」〈きくした開放型，全閉外扇型，または閉鎖型などがある．　竜動機容量は⊥OHP4極が普通である．　9．　当社標準リング電動機　当社の標準リンゲ混動機には，　MK　型全閉外扇型，MK型とRA　i『｜］開放刑，およびMS型巻線型閉鎖風道換気型などがある．　MK型とMS型は当社標準寸法による4，ので，　RAΨはll本電機rl業会制定JEM−1019の協約・1一法によるものである．　11図はMK型全閉外均鋼のものを示すもので，完全な防塵構造になっており，高能率，高力率に設計さ才Lているので温度上昇も低い．｛：｛5トり　｜3　12図はRA　l『り開放∫『llのものを示す．これは掃除がしやすいように通風窓はできるだけ人きくあけ，風受け8）冷却ファン部分の点検や拓寸除をしやすいよう，通風効果を妨げない程度に内径を大きくし，1た線輪端は布で包んで表面を滑かに処理して，溜ったlf1｝綿を容易に取除くことができるようicしてある．なお軸箱はカートリ・ソジ型になっているから，屯動機の組L‘t：，分解は容易で，分解の際にも1こ軸受は軸箱［勺に保護さ如たまま軸ヒに残されていて，下1軸受に綿ほこりなと限埃の付着する恐れがない．特性は高能・乎1，高力率に設計さli　Lているから屯ノ」費は少くてすむ．　13図はMS型巻線型閉鎖風1迫換気咄のものを示すもので，電動機は精紡機のパ・ノ、．ッ1・内に納め，床ドに設U　U図　MK型全閉クト扇型リング電垂1磯Fig．］1．　Type　MK　ril、g　m‘）torぽ三m　uouled’i．　｜2図　RA型　リン：t電動機Fig．12．　Type　RA　ring　mし）t（）r．　　13図　MS型閉鎖風道換気型リンク電動機Fig．13，　Type　MS　rmg　moto1’｛　E．nclog．　ed　ventilated）．14（360）られたダクトによって通風を行う．L．たがって屯動機はバーノェット内に納めるためにできるだけ軸方向の長さを短くしてある．巻線型誘導電動機はカコ形誘導電動機に比し効率がやや劣り，構造」、複雑となるが，抵抗法によって速度調整は広いai芭囲にできる．　以ヒ当kl：標準リング電動機の特長を総合すれば］．　綿ほこりの多い室内の使川に適した構造になっ　ている．　　1＞閉外扇型と閉＄ii三風道換気161！は完全な防塵構造　になっており，開放型も点検，掃除に便利な構1口　となっている．2．　　と　く｝こ　RA．　｝｝目一flt角iiilWカ’；ノノ・一　ト　リ　ッジ戊阜4｝こ／こ　っているから，電動機分解の際メ部ilほこりなレが　1｝油受にf・」着寸一ることがない．3．　高能率，高力率に設計，製作されているから，　漏度ヒ昇は低く，電ノ」費もまた少くてすむ．4．絶縁処川はとくに入念にしてある．5．　起動ト・しクは，起動時に生ずるいろいろの不只　合を少くするため，緩起動させるのに適するよう　適当な値におさえてある．などが挙げらカる．3表にRA型l！ング電動機の・覧表を・j；cす．　　　　容　甲．型　式　　　　　　柚　　数　　　　kwRA3表　x［’1　lt二標準RA型リンク電動機一・覧表　　　‥．　　　　　　　　1司期回転数67．5441ユ．　　　fi：　1こ　1二i；flllij1匡動機枠番ジRA　1724　〔毎　分’150cs　　60csl．500　　　　1，8‘JORA　2024　　　　1．5〔〕〔〕　　　　1，800　造糸機に対しては機械の仕様がまちまちであるので一概にはいえないが，全閉外扇型の2HPが2台使川さ，trているものが多い．負荷の変動は少く，ノ〈きな起動トノしクの必要もないが容埴についてなお検討の要があるように思う．　合糸機に用うるものは，負荷の変動が少く，大きな起動トノしクを必要としないから，iil通仕様のものでよく全閉外扇型2HP程度のものが使川さ］｛る．　llング撚糸機には’般に高能率，高力率の全閉外扇ノlll10HP程度のものが使用される．　カセ機では負荷の変動が少く，かつ軽負荷であるから，・般には全閉外扇型12HP程度のものが使用される．　i．製織準備1二程旧］琶動機　整経機は巻取り速度が非常に遅いので，一’般にはキヤードモート・しが使旧される．起動時の衝撃が糸切れの原因となるので，必要以ヒに起動卜・しクを大きくしてはならない．電動機の容［固まL5　HP程度のものが使用される．　糊ト1’機は巻取りが進むにしたがって負荷が増加するから，最人負荷にな一．たところで電動機の容量を決定する’三菱電機・Vd．28　Nエ）．8・1954A．’A亀AA‥Aへふ　，AAA必要がある．また周囲はかなり湿気が発生するから電動機には充分防湿処理を施す必要がある．したがって電動機は全閉外扇型カミ用いられ，防湿処理が充分施される．電動機容量は5HP程度のものが一i般に使用される．　j．織機用電動機　織機の負荷は一定の連続負荷ではなく，0．5sec以下の短時間を一周期として将打ち，箴打ちなどの運動をなし，激しく負荷が変動する，したがって電動機の容量は’ド均負荷は軽いにもかかわらず，大きな尖頭負荷がかかっても安全運転できる程度の余裕を持たねばならないから，その平均負荷に対してははるかに大きい容量のもの（ほぼ200％）を選定しなければならない．　また織機は糸切れのために起動，停止をたびたび行う．起動してから最初の秤打ちを行うまでに電動機は全速に達することが必要である．箴打ちは規定のトルクで行われなくては織むらの原因となる．しかも起動時の織機の｛貫｛生と摩擦が非常にkきいから電動機は高い加速トルクが必要である．　織機の使用台数は一工場に数百台から千数百台にも達するので，電力消費量も大きいから極力高能率にすることが要求される．また負荷は変動負荷であるため，平均負荷は前にも述べたように比較的軽いので効率，力率は軽負荷においても高いことが望まれる．　温度上昇についても一工場内の設備台数が多いだけに室温調節を容易にするため極力低いことが必要である．　電動機の型式には床置型，シュウ動型，および懸垂型がある．床置型は固定型ともいわれ，普通の横置型の構造のもので，織機の台の上に乗る場合と床の上に置かれ∂宝開標準型ゴ．餉ズプルグ髄型4錦一廻ピ國l　　　　　　　o◆5　全同摺動型ε銅スプリンプ縫型60°吊一ooτ　至61軽垂型£釧スプ1ルグ懸垂型竪吊隅巳峰　　t4図　織機用電動機の型式Fig．14．　Type　for　textile　machines．紡織機用誘導電動機・緒方る場合とある．（14図a参照）シュウ動型は織機の台の上に乗る型で，織機台のシュウ動レールに合うように電動機の取付足が加工してある．（14図b参照）懸垂型は織機の台の上に置かれるものと床の上に置かれるものがあり，支え方にスプリングを使用するものと使用しないものがある．スプリングを使用するものは普通スプリング懸垂型といい，電動機主体は1箇所で蝶番によってベースに支えられ，反対側はスプリングで受けて浮動状態におかれている．スプリングを使用すればその弾力により負荷の衝撃を緩和する作用をする．スプリングの取付け方にはベルトの張り方向により45°吊のもの，60°吊のもの，竪吊のものなどがある．（14図C〜f参照）．以上の型式はいずれも，織機室は湿度が高く，綿と糊のほこりが多いから全閉型で耐湿，防塵構造のものが使用される．　k．　当社標準ルーム電動機　当社のルーム電動機にはML型とLE型の2種類がある．　ML型は当社標準寸法によるもので，型式には，床置型，シ＝ウ動型，および懸垂型がある．LE型は日本電機工業会制定JEM−1019の協約寸法によるもので，型式は床置型とスプリングなし懸垂型の2種類であるが，当社ではご要求があればスプリング懸垂型も製作している．　いずれも織機の単独運転用として性能，形状をもっぱらその用途に適するよう工夫されたものである．　電気的特性は，とくにトルク特性は，ルーム電動機としては重要な要求であるからとくに注意を払っており，しかも起動電流を低減するとともに効率，力率も極力向上させ，規格値JIS　C　4206を充分上回っている．　以上のうちML型はLE型に統合して，将来はLE型一本にまとめてゆく考えである．　4表に当社標準LE型ルーム電動機の一覧表を示し，15図に固定型，16図に懸垂型，17図にスプリング懸垂型の外観を示す．　つぎに当社標準ルーム電動機の特長を列記すれば　　1，耐湿，防塵構造であること　　　織機室は，湿度が高く，綿や糊のほこりが多いの　　で，防塵構造として全閉型を採用し，絶縁処理には　　とくに留意し，耐湿絶縁処理が行われている．　　2．加速トルクが大きい　　　いかなる位置でも急速に起動し，完全な仔打ちを　　行うために加速トルクは大きく設計され，しかも起　　動電流は低くおさえてある．　　3．広範囲の負荷に対し高能率にしてある　　　織機の負荷は変動が甚しいので，広範囲の負荷に　　対して効率が良好になっいる．などが挙げられる．　1．フライホイール付織機用電動機　織機の負荷は前にも述べたとおり激しい変動負荷が（361）154表　当ト闇1：準’い一，’・電動機’覧ノこ　　　　容　吊型　式　　　　kwLELESLEPLELESLEPLELESLEPLELESLEPLELEo．1n．10．5｛［．5O．75〔［．759　睡68数　　枠　番　LJ一LE　　l51el同期回転数　（毎　分）5〔｝cs　　60csL　E．．S　1516　　　1．（K｝O　　　I．2txOLEP　1516LE　l5161，ES　1516LEP　l516LE　151675｛l　　　　　POtb‘；　　　LES　I　5］6　　1，t−0　　1，20｛｝　　　LEPユ5168LE　ユ516LES　I　51675C｝900　　　LEP　15166　　　LE　　1616　　1、000　　］，2008　　　LE　　1616　　　750　　　！moLE　床置型LES　懸巾型LEP　　、・’1］ン　：・懸屯型0．5秒という無元時間を一周｝PLとLて繰返される．そのために・い一ム電動機は’r均負荷は1軽いにもかかわらず過人の起動，停動1［転力を要求さdLる．ところが電動機にフーフイホイーtL効果を持たせると，尖頭負荷時に必要なト・しンが．ノライホイー・しから￥、放出されるので，竃動機にかかる過負荷はかなり緩和されることになる．またクフノチ付織機では電動機の起動は無負荷であるから，起動ト・しクは普通程度でよいが，クラッチを人れた直後にかかる負荷は非常に人きく，電動機速度はかなり低ドするので，起動不能になることがある．このような場合のノノィ小イーノし効果は人きい．　直接起動の織機川電動機の電気的特性はとくに考慮Lなけれはならない．加速1・’しクを300％以Lというように高くとることit，効率，　JJ率の低ドをきたす．つぎに変動負荷であるために’ド均負荷は比較的軽いので，効率およびjJ率は軽負荷においても高いことが必要である．かかる場合にソソfホイー’しf寸電動機を1吏用すれlf特性もよくなる．　つぎに消費電ノ∫についてフみれば，まず起動の際クノッィ．を肋た瞬間に必【ti　is」．X’．ネ’しキは電動機のみでなく，ノノイーi・イー凡力・らも｛共糸合されるカ・ら，　クソ・ノ才を人．力た瞬間の過人左電動機人ノJ，すなわち負荷電流�gかなり制限さ・liることになる．このことほ起動時の電ノ1　t｛　Y〈・　t；らひに淑度上昇の点からみて有効なことである．また運転中織機の負荷のように変動負荷では，急に負荷か増加Lた場合には，竃動機自身以外に’ノライホイー　・Lからも蓄積一Lネ・Lギが放川さオし，電動機の急激な人ノJ増加と川転数の低ドをある程度おさえることができる．その結果負荷電流は急激な増加をおさえられるから，平均電流と16（rs62）15図　LEメ‖」固定胆　　ノい一ム’r｛£動機F｜9．15，　Type　LE　　hハ《，m　m《｝fOr．16図　LEs型懸IK型　　ll一ム電動機Fig，16、　Tyl〕e　LESSUSpenti《）n　type　lu〔｝ITI　　　　　nv《〕t‘）r．17図LEP型ulい”　懸垂型・し一ム電動磯　Fi9，17．　　Type　LEPspring　suspention　typeI）1・）tor　with　flv　wheel．して若fの減少iこなる．　負荷電流の平均値の減少は消費電力債の減少となる．　以1二織機に対するフライd・　・t−’し効果を総合してみれぱ　　ユ．　起動が極めて楽で，織機の取扱いにあまり熟練　　　を要Lない．　　2．　ケt”tノチを人れた直後の瞬時人JJが少くなり，　　　電力消費，温度上昇の点で楽になる．3．　運転中の電力消費1辻が］0、15．o’i節約になる・4．　運転中の電流，川転数の変動は少くなる．5．　瞬時過負荷に対Lて，GSi；を電動機か負担L／c　くてよいから，電．動機に過人の起動，停動トノしJl　を必要！［なくなり，屯動機に合卯的な設計が可　能となる．なとが挙け二ら川る．　ここて最後に注意・｛へきノ1∴い，　ノノいf・．・r卜1電動機は，ケノ・川・1’織機に使川L（のな効果かあるものC，llll：接tULi　1｛1カa）氣曳｛幾｛こk・t　L　’f｛t，UL］Ptカ（ノ）甜；1隻’ノーノ　イオニイ　ー一・Lカf人きな慣性となt／て作川するのて逆効果となり，かえって有害てちるということである．　この種ノノイ．1ゴー’し付電動機は現在までにE−，絹，ノ＼絹旧の織機にi・EIIIされて，箸しい効果を挙げている．＿三菱；琶｝幾　・Vし）L　28No．8・1954t”L．J．■．h一一AA5表は当社製ノ．ノイホf・一…LIJ・屯動機’覧去を示L、，18図と19図はそのV’KfAを示す．　m・ニュー．プノf・し用電動機　紡績用機械とくに精紡機｝こは綿ほこりが人敵である．機械に付着したものは，機械を汚し，能率が一ドるとともに，粗糸に付着した綿ほこりは製品の均・性が得られず，品質を箸しく低ドさせる．したがってこの綿ほこりが粗糸に付首しないように浮遊する紬ほこりを吸収するために川いられるのがニューマノfノし装置である．　ニューマ’／イ・し用電動機とはこの装概に1上用される電動機で，この装置はその構造上電動機を機械の箱体内に納めているので，近動機の設計は極ノル」、；、liめられ小1判ヒすることに成功Lたものてある．　現在当社で製作Lていが、のは6表に示すとおりである．20図にこの電動機の外観を示す．　この竃動機の特長を列記す？，tl’t　　ユ．　ほこりの人らない全閉型　　　　綿博やほこりを吸込む装置内に生芝備され乙た　　　め，型式は斜月型を採用〔てあるのて，分解，掃　　　除の必要はほとんどない．5　表　　当Eヒ札野〜f三一ノ　’　イ　’｝　i　−　・t付電動｝機一’覧呈ξ　　　　　　　　　　　　　　同期In｜転数型　　式　　　容　　1，　L／　　睡　数　枠番ザMKF　OMLF　O｛懸ポ型）MLF　O（懸1睦型ハMLFOし懸｝川］りlHP025k、Vt）．25kwO．ll　kWGG88］2C）Y59595　（毎5｛［csl，〔iOO分）60cs1．2CO1　s］〔1u　　ユ．2（）0750750f’）｛）t｝9（1｛1　18図MKF型ノ，イ．卜f，一，しf］電飼1機F｝9．　18．　　’Fype　NIKF　TI）t，k》r　witil　｜lv　wheel糺織機用誘導電動機・糸焉り19図　MLF，f，Lt懸gfi、型’ノ1卜f−・〔付電動機Flg．19．　Type　MLFsu：pt−11ti川1　tyPe　1110tt）r　　Wl山　tlv　“’hee］　　2．熱伝導率のよいア・しミ鋳物　　　　外枠をアルミ鋳物にして重量を軽くL，同時に　　　熱の伝導，放散をよくしてある．　　3．放熱フィンの採用　　　　外枠にはとくに放熱フfンを設けて，放熱面積　　　を増し，湿度一ヒ昇を極力低減している．　　4．　分解，掃除にほとんとf：数がかからない　　　　全閉型を採用し，防塵構造になっているから，　　　綿ほこりなどの侵入はまずなく，したがって分解，　　　掃除は3年位に1回でよく，問題となる軸受潤滑　　　剤にも耐熱，耐老化桝三グリースを用いているので，　　　その補給，取換えも3年に1川1【ll度でょいから，　　　電動機保守ヒのτ数が省ける．　　5．　電力消費量が少い　　　　この電動機は連続に運転さilるので，電力消費　　　量は極力少いことが望まれる．この電動機は高能　　　率に設計されているのてその点充分満足ができ　　　る．などが挙げらdnる．4，紡織機用電動機関係規格と協約寸法に　　ついて　規格は製品の品質を保証するものであり，製品の種類を標準化するものである．すなわちこれによって製品の品質が一・定水準に1呆たれ，・」’法の標準化は各製造者の製品にη換性があって，需要家の受ける便益は極めてたきいことになる．　紡織機用電動機についてメ，今次戦了前ぱ　・定の基準というものがなく，各社まちまちに製作さ」1ていたが戦後織機の輸川が盛んになってきたので，品質保証の意味からも規格統・の必要が感ぜらカ，特性規格おkび・」’法阻格（協約・j’Vi）がそカぞ］1制定された．6表型　　式MKTEMKTEMKTEMKTEMKTE当社標準二・L一マノィ・t川電動機・覧表　　　　　　　　　　　　同期回転数　　　　　　　　　　　　　｛毎　分）　　　　睡　数　枠番号容　ll：：1．IP121234112Z〕図MK．；ドーマノ　　　f・L川電動機Fig，20，　Type　MKln“tor　f”r　1）lleu！1）afi］222225650cs：−3，00060CS3，鍋o6（ボ　　　　　3メ｝00　　　二輻60（｝5656563，Eo〔，　　3、6（［｛13．oω　　　3、60（13，〔〕uu　　it，6〔｝〔｝（：砿い11ア・特　　性7表　JIS　C　4206（1953）紡織用三相カゴ形誘導電動機より特性，裕度，および　　　　　　　　温度上昇に対する規格値を抜奉して下に示す．特性は下表による，ルPム電動機H　kW表示定　格出　力極数　　　　　　　一同期回転数　（毎　分）全負　荷　特性全負荷電流1（各相のkW1　　　’　　　　　　　一・・φ‘・・白1狸1批き1駕彦！一　一一一平均値）A6　1　　11，0001．2001607866　11．4α25l　　lil　　　　I87509006．5771631561，0001，200508069i　盆10．48750900607966．51　　2261，00012005．0181712．5α587509005518・6926一　　　　一61，000120083733．6α75187509005．082713β一全負轡1鮪薯甜‘（各相の　　平均値）Al．01．11、41．61．7起動電流（各相の　平均値）　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　起�c響圭Ahし　　，10．09．014．313。0250以上1．8232．5225以上250以上225以上・7．5已・以上15．525．023．0225以上250以上225以上300275300275300275300275←iAカード電動機　kW表示定　格出　力kW1極　数468同期回転数1　　　　　　　　　全　負　荷　特　性　（毎分）　150c／s1，5001，000　75060c／s1βOO1，200900スベリs％4．54．54．5竺夕劃鍵848382787471全負荷電流　　1（各相の　平均値）　　A444．74．9無負荷電流（各相の　平均値）　　A2．52．83．1起動電流　　ISt（各相の　平均値）　　A333231起動トルクTSt％250以上225以上225以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L起動トルクと停動トルクどの平均値丁伍％300275275亨リング電動機　kW表示定　格出　力kW67．5極　数44同期回転数　（毎　分）50c／s1，5001，50060・c／s1，8001β00金　負　荷　特　性スベリs％4．54．5効率一一η％一8889力　率Pr％8485全負荷電流1（各相の　平均値）A無負荷電流（各相の　平均値）　　A23．428．69．812．0起動電流　　1ss（各相の　平均値）　　A152186起動トルクTSt％100以上100以上停動トルク丁疏％175以上175以上＿」・A’4．裕度　上表の効率，力率，無負荷電流，スベリ，起動電流および起動トルクと停動トルクとの平均値の裕度は下表による・項　　目効　率n％力　率Pl％無負荷電流　loスベリS％起動電流ISt起動トルクと停動トルクとの平均値　　Ta％ウ．温度上昇　温度上昇は下表の値以下でなければならない．裕度正制限しない実負荷法の場合tt　151100（100−OP）％　　　　1ただし最小α7％「制限しないil　　　　負11／10（100−n）％3／10101／5S％Ms　ISt制限しない：1／6（10（房厩た塵し最小2％最大7％　　　　制限しない制限しない制限しない1／10丁己％ヨ　　電動機の　　　部分の　　　　温度　　　　上昇，1種別「H開放保護．型全閉型固定子巻　　線温度計法゜Cルーム電動機40Lカード電動機　　　開放保リング護型電動機全閉外　　　1扇型50555040抵抗’法゜C50606560カゴ形巻　　線制限しない制限しない制限しない‘制限しない55制限しない5・6・1綱しない絶縁物に接近する鉄心その他の部分　　℃405055504550　軸　受（自冷式）外部より測定するとき　　℃354040404040　”一備考1．ルーム電動機Hとは直接起動方式の電動機をいう・　　2・ルe・一ム電動機Lとは軸継手，摩擦継手，またはカミアイクラッチなどを使って起動させる無負荷起動方式の　　　　電動機をいう．，o・18（364）三菱電機・Vol．28　No．8・1954A」⌒（．＿A　ア．特性の規格　この規格には現在国内向品に対して　　JIS　C　4206（1953）紡織用三相カゴ形誘導電動機　　　　　　　　　　　（旧JES輸出38）がある．その内容の抜奉を7表に示す．　輸出品に対して　　JIS　C　4208（1953）輸出紡織用三相カゴ形誘導電　　　　　　　　　　　動機がある．　イ．寸法の規格　寸法の規格はいわゆる協約寸法とよばれるもので，現在JEM　1019　　紡織用三相カゴ形誘導電動機の寸法　　　　　　　およびクライトンオープナ用誘導電　　　　　　動機のフランジ取付寸法がある，8表にルーム，カード，リング電動機の寸法を示す．5・綿紡績工場における動力測定の結果による　　問題　紡績工場における動力用電動機については，設置場所，機械の性能に適した型式，特性のものが研究，製作され，製品の品質向上，運転の安全性，能率の増進，電力消費の合理化を計ってきたが，当社がさきに施行した某社における動力測定の結果は，これらの点についてなお検討を要すべき問題を含んでいることを示している．　以下にそのときの結果の概略を述べご参考に供したいと思う．　ア．混打綿機　使用される電動機の容量は1／2〜5HPで，機械は大阪機工株式会社製である．　測定結果は，いずれの機械に対して4）負荷率は50％48表　胃本電機工業会標準　（輸出向紡繰用三相カゴ形誘導電動蔑の寸法およびクライトンオープナ川誘導電動機のフランジ取付・1’法・　　ルーム電動機，カード電動機およびリング電動機の寸法は1表tCよる．）付記　1．2．3．4．5．6．この寸法は日本輸出斑格JES輸出38紡織用カゴ型三相誘導電動機の各種電動機に適用する・この寸法は転り軸受の場合に適用する・S寸法の公差は日本機械規楕0401穴軸公差方式の二級基準軸‘‘h2”による‘C寸法の公差は士：．5　MMとする・口出線はとくに指定のない限りベルト車からみて，電動機の左側に設ける．この表に使用している寸法記号はJEM第4号ブラケット型横軸回転電機寸法記号による．6，，iy’v　　1　　．・途紫定格出力極数kW　　　　　A枠番号　　　　　＊0．46　LE　1516一9B　　　C　　　D＊　　　　　　　　　　＊ル＿ム1全閉型o．5　　　　　　　125　　LE　1516　　1256　　LE　1516　　了百｝　105105　　150　　285105　　150　　285120120　　80‘E　　F　　H　　M　　　　　　　＊　　　　＊　　　80　　295　　280　　　　　　　　　　　1カード全閉型l　　l　　　　　　　　　　　　e　　＿．［　　　8　LE　1516　　　6　LE　16160．75＿　−　　　8　　LE　1616　　1251鵬［皿1：調｛ll−1＆125　1　　105　　　160　，　　310　　　　　　　　　　80　　　105　　　160　　　310　　　　　　　　　　80295295295315280280280A興」4　　CE　1615　　95　　CE　1616　　1056　　　　　＿−　　CE　1913　　908　　CE　1915　　1006　　　　−2io1　　　95　　　160　　　310　go　lool125　　　　　315125　　　　75　　　3153103103101リング・開放保謎型全閉外扇型3105LOO−−9i9」125　ge．315　　　190　　　360　　　150　　　　65　　　370　　　190　　　360　　　150　　　　75　　　37021・一・9P−38・1・6・一迦．3ep21・−2・・1百1169・2・39・200・70・1．Ol・4012034・2・・17・13・・1・4・一・2・M・220　　　200　　　380　1　　160　　　120　　　390　　　　　　1　　　　　1310360360400NR墨付　軸・　　ZSQIWIU200　　170　　15　　28　　60　1　　7　　42�u、7。15万一6。1−．7∵200　　170　　15　　28　　60　　　7　14：＝1：ニー器己il…1竺i5−29−　6d！7iτ19019015蕗一bO−　、万一14200　　200　　15　　28　　90　　　7　141751851528901714195　195　　15　　28　　903α∫3101842！90　　　8　　　　　　　　210　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　RA　1724　　　200　116　　　4　　　　　RA　1724S　　200　1　　　　　RA　2024　　2207．5　　4　　　　　RA　2024S　220’　　　　　踵　2024　　　280　16　　　4　　　　　RF　eo24S　2801　　　　　FF　2032　　32017．5　　4220　　2001380210　　　200　1　　410210　　200　　410RF2032Sl　　　250　　200　　410320　　250　　2004101・60160　　　120　　　390　　　400160　　　120　　　405　　　400160　　　120　　　405　　　400160　　　160　　　405　‘　　400　　　160　　　405　‘　　400　1400　　　300　　310　　18　　42　　90340　　　290　　300　　15　　35　　90340　　　290　330115　　35　112040030032018姪90　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　300　　350　　18　　42　：120　　　　　　一　　一1　　　；器；：1：：1撒　　　3603501842面　　　360　　380　　18　142　12071212101012121212121244．5工54．54．5454．54．54．54．54．5紡織機用誘導電動機・緒方（365）19以下であった．この工程では一時に綿のかたまりが送り込まれたときには，平均負荷より30〜40％の負荷増加となるが，これらを考慮してもなお余裕があり，今後電動機の容量を縮少して負荷率の向上を計るべきであるように思われる．　イ．杭綿機　測定したものは直接起動による歯車駆動式で，電動機は1．5　HP　6極のものと，クヲッチ付歯車駆動式で電動機は1HP　6極のもので，硫綿機は豊田工機株式会社製である．　起動状況についてみると，直接起動の場合には，起動時の突入電流が大きく，完全起動までに約30秒かかり，この場合には大なる加速トルクが必要である．これに対しクラッチ付の場合は，直接起動の場合程大きな起動トルクを要しない．クラッチを入れた直後の突入電流はさ程大きくなく，完全起動に約60秒かかっているが，摩擦接手を使用しているためで，この滑りは電動機に急激な負荷のかかることを緩和してかえって好都合である．この場合竃動機容量は1HPで充分であることがわかる．　なお直接起動の場合は電動機容量は従来の1．5　HP　6極で平均負荷率は45〜53％であるのに対し，クラッチ付の場合は1HP　6極で平均負荷率67〜79％になる．　結局運転方式としてのクラッチ付は直接起動式にくらべ，電動機の容量を1．5　HPから1HPに減じて負荷率もよくなり，起動状況は電動機に無理がない点などから考えて合理的なものと思う．　ウ．練篠機　電動機容量は1HP，機械は豊和工業株式会社製である．　当社納人の電動機は問題の起動条件についても満足な状態を示し，また負荷率も70〜90％で容量の選定も適当であることを示していた．　エ．始紡機　電動機容量は3HP，機械は蔑和｜二業株式会社製である．　従来始紡機と問紡機は同・仕様の電動機を使用する場合が多いが，所要動力は始紡機は間紡機より少く，測定した例も負荷率は45〜50．％で，始紡機は別に選定すべきであると思う．測定結果からみれば2HPで充分である．　オ．間紡機　使用電動機は3HP，機械日豊和L業株式会社製である．　前節でも述べたとおり間紡機に使用される電動機は始紡機に使用されるものとlfiJ一仕様のものが多いが，この場合の負荷率は70〜75％になり3HPの容量で適当と思う．　カ．精紡機20（366）　測定したものは，一つは巻線型誘導電動機10HP　4極を用い，他の一つはカゴ形誘導電動機101｛P4極を用いたもので，機械は豊和工業株式会社製のリング精紡機である．　巻線型は二次抵抗の調整によって速度調整を行い，カゴ形のものはKussa起動方式によって緩起動させるものである．　測定結果は極めて満足すべきもので，10HPの容量で大にすぎることはないという結論を得た．　キ．織機電動機容量は0．5　kWで，機械は遠州織機株式会社製である．　測定の結果平均負荷率は約50％であることが明らかになったが，織機の負荷は前にも述べたとおり激しい変動負荷であって，定格負荷の200％以上の尖頭負荷に耐えねばならぬこと，起動時に極めて大きい加速トルクを要求されることなどから考えると現在の0．5　kWの容量で適当であるといえる．　以上で綿紡績工場における動力測定の一例を示したが，各作業機械に対して幾馬力の電動機を使用すべきかというような問題は，その工場における製品の種類，原綿の品種，機械の種類などによって決めらるべき問題であって，一律に決めるべきことではない．しかし概括して紡織機用電動機は現在までのものは余裕があり過ぎるといえると思う．今後さらにこの種の資料を多く集めて電動機の容量を再検討すべきであろう．6．む　す　び　以上で紡織作業における工程と各工程における作業機械に応じた電動機ならびに紡績工場における動力測定の結果からみた今後のあり方などについて概略を説明した．　紡織機械の運転ノ∫式が集団運転から単独運転に切換えられ，作業機械も幾多の改良が加えられてきた．その動力たる電動機もまたこれに応じて不断の改良がなされてきたが，なお問題のすべてが解決されているわけではない．　またさきに当社が行った動力測定の結果からみても，作業機械に対して電動機が適切に選定されているかなども電力合理化の問題もからんで検討の余地があると思われる．　要するに，電動機としては，どんな特性のものを選ぶか，容量は幾馬力にするかなどというような問題はそのT：場における製品の種類，原綿の品種，機械の種類またはその他の問題によって決めらるべき問題であって，各社必ずしも一様ではなく結局紡績会社，紡織機械製造都電気機械製造者が緊密に協力して検討すべきであると思う．　当社も微力ながら紡織工業発展のため最適な電機品の製作に努力を続けて行きたいと思う．どうか今後とも関係各位のご指導，ご鞭縫を切に願う次第である．三菱電機・Vol．28　No．8・1954八、　ン！xL一一」・A◎A一54−48紡績機械用管UDC　G21．34層677　i［5制器1　　　名占屋製作所篠　崎　善　助’Contro1andEquipment　for　SpinningWeaving　MachineryAZensuke　S田NOZAKI　　Nagoya　WOrks　　C．1’（）up　driving　in　the　spinning　and　weaving　mills　is　gradually　dying　out　and　singlemot∩r（h’iving　is　coming　to　the　frf）nt．　Three　phase　squirrel　cage　induction　motr）rsare　mw　used　with　cushion　starters　to　guard　against　cutting　yal・ll三iccidenta】ly．　Thしlscl旧trol　e（luipment　is　drawing　attensi（〕n　of　factory　operators　and　cil・cuit　breakers　withatest　jack，1・・m　switches　and　a　c・ntr・l　center　c・nvenient　t・・the　centrali・ed　c・mtr・llingal’e　sseT’i∩uslv　Considered．iA1．まえがき　紡績工場で川いられる電動機は，集団運転の行わ21た当時は電動機川ノJがJ〈きいため巻線型の三相誘導電動機が多く川いられたが，rl場のX（：（ヒ・能率の向ヒなどから単独運転が採用されるようにな一ノて，付帯設備用を除く紡織用電動機はほとノ、．ど三柑力・・形電動機が川いられる1：うになった．糸のll川�d質をよくするために粗紡，精紡Il程てはまだ変流整i6［1三電動機や進線型の誘導電動機を川1、・”ているところもあるが，最近設備せらるる丁場ではこのL程寸，カーr形竃動機を用い，’1ニリ：一ルデバイスき烈、廃し電気的緩起動装置にk．ノて起動時の糸L；iM　iを防ぐノ∫法がとらカている．　紡績1二場用卍動機�g，硫綿機や織機用σ）ように特別に」ミきな起動卜・しンを必要とするものもあるが，ノミ部分の電動機は標準設計の1，ので充i）であり，その構造ほとくに機械の・部として設計さfiる，1、のを除いては，ほとんどが標準構造で，掃除の便利な開b’1’　fg−v．か，全閉型がIUいらtitる．単独連転化によって小型の電動機が多く用いレb］1るので効率の高いものが要求されるが，精紡機用電動機は一L場全動力の約’阿ノを［tiめる関係からとくに効率のLい電動機が要求さ］1る．　ヵコ形電動機は小規模の「場では電源の関係から減圧起動を必要とすることもあるが，ノ〈L場では全電圧起動が白わわ，直ぺ起動器が用いられる。管制器として・般1：場と相違する点i；y〈ll場のほとKどが回路電圧とLて40｛〕Vまたば500V　を採川Lていることで1凡「目の管制器がそのまま｝口用できな一こヒと，fK’　］’・工員に4：．ノて運転ざかる事情から操日の安全がtくに留意さ，ilなけ川ゴ，ならない．本文でけ’t．’1　ILの紡績ll場用管御1器の全般につい＊技術部管制器課長て述べとくに適川ヒのi12点を記Lた．H．直入起動器　単独運転1ヒさtilた紡績Ll場てはノミ部分が10HP以ドのカー！形電動機で相紡機精紡機川に緩起動装置を用いる⊥’堺は直人起動器が用いられる．11’｛：人起動器は操作方法によ・）て手動操作と電磁操作とカ；あり，屯磁操作は操作開閉器によ一ノて遠方操作ができる．　「・動操作の応用として織機用のレパー・1・　）レしやシッパーU・：tドに連動して使川さ力．ることもある．ごく小馬IJの電動機の起動器とLてあまり起動の頻繁でない場合には箱人刃形開閉器が川いられることもあるが，これは構造が簡単で，安価である．起動回数が多く，操作が1�`］酷であり，電動機の過負荷保護が必要なとき，遠1ノ操作が望まぬるときには電磁開閉器が用いc＞れる．1，手動直入起動器　「：動操作直人起動器のEW，・般的なものはJ｝一イーノスイッチと筒形ヒューズとを組合せた金属箱開閉器で，本来の川途は分岐開閉器であるが小馬力の電動機の起動器としても用いられる（1図）．ヒューズを電動機の過負荷保，脚こ適するように選べば，電動機の起動電流で溶断する：から，起動電流で切i（ない．Jgきな定格のヒューズが取f・Jけらかるので電動機の過負荷保護はできず短絡保護のみとなる．この起動器を川いると遠1∫操作」、低電圧保護もできないから多数の電動機を旧いるところでは，停電後の屯圧川復時に］詰llの宙動機がli　ilH　jiに起動す乙ことになり，いろいろのF具合が，tJ　！，ので，停電時にi，tいちい†ノ起動器を開路Lておく必要がある．　定格電ll：250V，定枯電流200A寸・で♂）コ漏箱開閉器（i367）　2｜　　　1図　LK型酬1蝋1謝iFig．　L　Type　LK　enclosed　switch．はJIS規格とL．て近く制定公布されることになっているが，ヒューズは爪付と筒形の1山1者が採用され，筒形ヒユーズの境格はJIS　C　83ユ3によっている．　その他手動式し動器にはLB｝則』］閉器，　LD型開閉器のようにドソム型のものがあるが定格電圧はいずA，1も250Vと600Vとの2種類があろ．2．　織機用スイッチ　わが国においても織機の単独運転がすでに20年以上の歴史を有するようになったが，織機用スイッチの最近の問題としては，fンチング運転・各箇ピー．　一ズの要否・端子の配置構造才ゴよび接ノ！∴の庁命等一ある．1HP以ヒを要する大型の丘織機ではケノッチ操作により起動，停止を行うものが多く，Lたがってそのスイッチは1日に数回の動作でそ力も電動機のみを起動停止すれは足りるのであるから本元ζで‥・応，頻繁な場合1rlに数百回から操作される綿自動織機目スイッチで主に分数馬力の尼動機に用いるものを対象として記述する．　インチング運転は絨機の織初めおよび途中の起動時にも織布の位置決めのため数b］1｛　j：わii　tるものであり，機構的に見て軽快にイン・∫ング操作のできる1、のがQ｛まれる．2図は最近の紋機川スイッチの一例を示す【E面写貞であり，その端jtカバーおよびタンクを取外してレバー側より見たのが3図である．図の場合には織機のレバーハンドノしを利川してレバーの僅かな動きで接点の開川を行うようになっている。軽快な操作が可n旨であるためには連動機構連結部の摩｛著5の少い機構にすることが大切であるが，同時に開閉能力の低ドを来さないよう注意せね2図　LYI5C型ぷ機月1　　　　別閉器Fig．2．　Type　LY　l5C　switch　for　weaving　　　machine．22（368）蹴ハ3図　LYユ5C型開閉器Fg．3　Type　LY　l5C　　　　　S、vitch．ばならない．　織機用電動機の1台ずつを保護するためそのスイッチにそれぞれヒューズを付けることが考えられたが，織機のスイッチはとくに寸法的な制約を受けるため，往々裸のヒューズにエンバイヤチューブを被せたもの，または爪付ヒューズ等が川いられた．これらは数百台の織機が一場に集められるような場合には電源容縫が相当大きくなり，したがって所要の遮断容硅が大きく，回路電圧が500Vで充分な遮断能力を要求される場合もあるので体裁だけのものでは，かえって短絡発生時に大きな声i文を惹起する恐a！もあるので寒心に堪えないものがあった．　そオ1故，ヒューズに必要な電流杏lltは数アンヘア程度の僅かなものではあるが．従来のような小型のヒューズを織機用スイッチの狭いス’x・一一スに納めることはむし7避けるべきであi）　t代りに信頼できるヒューズまたいNF型ノーヒューズ遮断器を別取付にして数台の織機を一括保護する方法を推奨したい．このノノ法ては短絡遮断時には数台の織機を一斉に停止することは避けられないしヒューズは単帽運転による過負荷等も生じやすい．NF型ノーヒューズ遮断器のごとく小型かつ遮断容量の大きい遮断器を数台の電動機群毎に取付けることが最も望まLい．　織機用スイッチの取付は機械にオーパハングされるが，従来は電源用，電動機川を左右1句f貝1」に分ける配置のものが多かった．しかしながら実際の使用で守大抵配線を片側に・括しており，そのため外部との配線の一部がスfッチ内を潜ることになり［．（合か悪かった．その難点を解決するために3図のスイッチでは端子6箇を片側にまとめてあり，さらに配線の際のスベースも従tCic比べ非常に広くなっている．そのヒソルダレスターミ→一’レを使川しており配線θ）ループを作らずにL’（直ぐのまま接続できるσ）で，配線の所要時間を飛躍的［C短縮することができる．　前記のように織機用スイッチは頻繁なインチング操作を含めてかなりにi了酷な開閉能力を要求されるのであるから，接点としては重厚な寿命の長いものが望ましい．また織機工場の綿塵に引火することを防ぐため油入にする型が多く行われてきたが近時織布」二場の雰1戊II気も従来に比べ相当綺麗になったので気中型も採用されるようになった．接点の寿命からももちろん油人でない方がよく，各工場の環境に応じて考慮すべき川題である．本文のものは接点E・一スに対する絶縁構造も考慮してあるので，気中式，油入式のいずれにも使用できるようになっている．3，　電磁直入起動器　電磁石の動作によるカゴ形屯動機の直人起動器で一般にマグネットスイッチと呼ばれ，押釦開閉器・圧力開閉器のような掘乍開閉器によって操作される．当社ではEC型「ti’磁開閉器・EF型電磁開閉器，などの標準があ三菱電機・VoL　28　No．8・1954〜A＿眠へ」’A4図　EC　25B型電磁直人’起動器Fig．4．　Type　EC　25B　lnVdS，llatiC　　　　　lil／e　starter．5図　EF−10型電磁　　直入起動器Fig．5．　Type　EF−10magnatic　line　starter．る、この起動器は電磁接触器と過電流継電器とを組合せたもので電磁接触器が低電圧保護を兼ねる（圧力開閉器を用いたときは低電圧釈放）．この起動器の保護構造は開放型・閉鎖型・防滴型・防塵型・油入型・屋外型などがあるが紡績工場用としては閉鎖型または防塵型が多く用いられる．EC型は遠方操1乍式が標準でEF型は押釦自蔵型であるが遠方操f乍式にもできる．　ア　直入起動器の責務　直入起動器は電動機の運転中の電流で許された温度一ヒ昇以内であるばかりでなく，し動電流や停動電流を安全に閉路，遮断できなくてはならない．起動厄流，停動電流は普通カゴ形電動機では全負荷電流の6〜8倍程度であるが起動器では電動機全f↓荷〜遍流の10倍の電流を安全に閉路遮断できるこEが必要である．また起動停止を頻繁に繰返すものでは，　・定電流を連続通電する場片よりも苛酷となるがこの使いノ∫でも充分長い期間9遣状なく匝用できることが必要である．起動器は電動機這流のljll］閉を行うので接触∫・の泊IEは避けられないから接触子の11《り替えが容易でなけ川ならないし，そのLi；命も開閉頻度にユ：⊃て左右さiuるが，かなり頻繁に開閉さti　tるものでuT機械1紛の寿‘川uo｛卜以L，接触］：じト）ような川ti［、W）II1の句佃1［約1年以トと杉えるのが妥’i］で，1｜1数同）開閉程度ノよら接触」�j）勺命（t半永久的とXj　7．てもよい．当社EF型おkびEC　15B型電磁開ほ1搭の接触1”は銅の台‘〉に銀を貝【ii，．．．，た’；、の，　EC−25　Jli’U．↓戊1：の電流定格の人きなtl，のは硬引の剥をliJいている．接触」t’の材質の選定はその接触〃式と定格電i6［とによるものでEF刑，EC15Bl帖じ磁閉閉η1｛のkうに突き合せ接触を行うもの　　　　　1表　開lFi繁度い）1：ち：命の景種別　開閉頻繁度による号別　開閉頻繁度の秤類1まつぎの回放ご仁準とLて‘ゾ別て去わづ・　号別　［川7j頻繁度（回c3）初時｝　t・yl．別　11］閉頻繁度（IIII（：s）／毎時、‘　1り・　　　　　1，2〔〕〔，　　　　　　・1り・　　　　　　120　2　t・」・　　　　　　　　　　　　600　　　　　　　　　　　　5　U−　　　　　　　　　　　　　130　3り・　　　　　300　　　　　6号　　　　與定12−」：　　　ll．　〔：い　閉閉動作＿llnlと　1る3回数で表わ｝．．　」命に1．．種別　寿命にょ・」種別はtl．　15の試験f　IEまるい1数にkり：つきに示　す6手u類と　1．る．川別機械的毛命　電気1）（J4）二命　種別一桝戒的ノy命　電気的寿命1種500万川以上50万川」ユヒ　4匝25万回以上　5万回以上2種250万【ul以上25万lm］以1：　5種　5万回以上　1万回以上3種1ユf）0万川以上10ノゴ川以上　6種5、f）Of」1111以ヒ1，0（［（｝回以」二　備考　ここにいう寿命とは1！｛1閉器・’ノ手人れを行オないで使用し　　　　うる限度をいい、聞閉動作を1回とする川数で表わす，紡績機械用菅制器・篠崎には銀接触1’・がkく，EC　25型のように回りYf／触に軽い滑り接触の加わるものには硬銅接触子が好ましい．接触j：の消耗を防ぐ加去としては積極的に電弧を1肖滅させるように消弧装置を設けることが必要でとくに600V級のEC−25　B型電磁開閉器にはデアイオン川弧装置を設けている．デアでオン消弧装置｛t交流電弧に対しとくに有効で発生した電弧をアーク小ックス内に閉じ込めld弧をり1き伸すと共にデアイオングリッドと呼ぶV字溝のある消弧板で電弧を多くの分割電弧として泊滅させる．1表はJIS−C　8325交流電磁開閉器規格による開閉頻繁度と寿命との種別である．　イ　操作線輪　電磁開閉器は亘磁石によって操作される．この屯磁石は成層鉄心と操作線輪とからなり，この線輪を励磁してH∫動接触子を保持する可動鉄心を吸引して接触を閉じる．　操作線輪に流れる突入電流は定常電流の10倍以上にもなり，その操作が非常に頻繁であれば突入電流のために線輪が過熱する．このような場合は直流電磁石を用いる方が有利である．操作線輪の温度上昇に影響するものは周波数・｛五圧・周囲温度（保護構造により器内の温度が相違する）などで電庄と同波数との関係は電圧が一定で周波数が定格周波数よりドるか，定格周波数で電圧が1れば温度1二昇は高くなる。　JIS　C−8325　にょれば，海1度上昇試験後操作回路のf亘圧が85〜110％（ただし開閉頻繁度毎時600kilを超える，1，のは定格電圧の90〜10506），周波数が95〜1050の範問内にいずオ1か・〃が変化する場fヤにメ）開閉器iよ実用ヒ£障なく動作することが必要である．　終戦後電ノ」事情の忠化にkり回路竜圧がは／丈はだしく降ドしたために操作宙磁石v）吸引JJが不足してll‘故が頻発Lたが，同路電圧がその最ノ」・保証電圧にも辻｝しない地域もあり，操作線愉の最小吸引竃圧は相）1’i余1谷を見込んご設計さカている．しかしあまり余裕をとると電磁石の落ド電圧が低1なり，電磁石の残留磁ス（による落ドィく能などび）］｛故か起りやナくなる．　ウ　過負荷保護装置　屯動機には必ず保，1隻装置を設けなけれはならない．電動機に過電流の流Y，Lる原因｛t，定格出力以上の痕い負荷がかかり回転」�cが拘束さ］1るか，軽い過負荷で相当長時川運転さtilるかで電動機巻線が過熱されて焼損に至る．こ21を未然に防ぐために過電流剰米1し器が必要’で，今ll一般にll］いらカている誘導電動機用の過電流継屯器は熱動四のものが多い．熱動型過電流継電器｛こよって電動機を保山する場合，その継竜器が適当であるかどうか1↓保葭すべき電動機の特性を充分に知る必要があり，起動時の特性と運転時の特’1／ilが判れば継電29の動作特性が決定できる．　JISC8325電磁開閉器規格｝こ規定している過電流保護装置の動作特性は，つぎのとおりである．　也動機起動旧開閉器の熱動型または電磁型過電流継電（：s69）23器は周囲温度40℃においてつぎの動作特性を有するものでなければならない．　a．電動機の全負荷電流の500％の　　　電流を通じ，45sec以内tC動作　　　すること．　b．電動機の全負荷電流を通じ温度　　　一A定となった後，その電流値の　　　200％の電流を通じ4　min以内　　　で動作すること．　c．電動機の全負荷電流の110％の　　　’wwiを通じても動作せず，温度　　　一定となった後通電電流を漸増　　　し全負荷電流の125％以下で動　　　作すること．　電動機の起動時にはごく短い時間起動電流が流れるがこの電流で継電器が動作しては困る．が短かければ許さるべきもので，動作して↓まいけない．lmo描om閲度上12P貝℃」加ふeae浪’AEede20fi　　〃　　・2e　　Je姐　　50　　00　　7e碕　向　δec6図　カゴ形電動機の回転子拘束時温度　　　　　　上昇曲線Fig．6．　Temperature　rise　curves　of　　　　locked　rotor　motor．　　　　　　　　また電動機の運転中軽い過負荷は時間　　　　　　　　　　　　　　　この過負荷で継電器が　　　　　　　　　　しかし電動機の巻線の焼損するような過負荷には焼損前に継電器が動作して電動機を止めなければならない．過電流継電器の動作特性は電動機の熱特性に接近した反限時特性が望ましく，この反限時特性を決定する条件として，起動時と運転時の両面から電動機の熱特性を検討してみよう．　（1）起動時の特性　電動機はその起動条件によりすなわち全負荷起動であるか無負荷起動であるかによって，その起動時間は数秒から数十秒の問に変るが，遠心分離機や送風機のような慣性負荷を除けば最大20sec位で起動するものと考えられるから，継電器は起動電流にたいして20sec以内に動作しないことが必要である．一一方負荷が極めて重く起動不能となって電動機の回転子が拘束された場合，電動機が危険温度に到達する時間はいわゆる許容拘束時間によって判定する．この許容拘束時間とはカゴ形電動機の回転子を拘束し，初温度40℃のとき定格周波数，定格電圧を加えたとき温度上昇が回転子で160℃，固定子で95°Cに達するまでの時間のいずれか短かい方をとるもので，この時間は電動機の出力・極数・保護構造によって変るが当社標準MK型1〜10　HP　4　P電動機にっいて測定した結果は6，7図および2表に示した．　試験方法はサーモカップルを固定子は溝絶縁物の内側で巻線と接触せしめ，固定子はエンドリングのところで測定した．2表より明かなように危険温度に達する時間は60secから210　sec　V（もわたり，例外はあるが概して回転子の160℃に達する時間の．θが固定子巻線の95℃に達する時間よりも長くなっている．実測値からサーモカップルの挿入場所と方法とによってかなりの相違が認められる上に，巻線自体の温度と測温箇所の絶縁物表面の温度との差，いい換えれば温度上昇の遅れでこれは無24（370）電藷璃JOl29卿20　ge69te　dクzo9　　　　　　　　簡向　5ec7図　カゴ形電動機の回転子拘束時温度　　　　　　上昇曲線Fig．7．　Temperature　rise　curves　of　　　　locked　rotor　motor．2表（温度上昇が回転子160ρC　電動機出力時間1固定子（sec）　同転子断電後の最高温度に達する時間と温度」旦旦100＾140−2677で　4℃15〃＝吾　7°許容拘束時間　固定子95°Cに達する時間）2HP7521里一16”で一8°20〃予3HP　8111624〃で1（P11”で12°一一臼＿i29・t／で　29°1gvで　32°52P！璽P　　　−5552　，1で21°11〃で　ぴ10HP−73−83−’55　Siで躍18”で　6°視できない．断電後の温度変化を見ると固定子では断電後20〜30secも温度が上昇して最高に達し，回転子でも10〜20sec後に最高に達する．それで安全をとって2表の値から固定子で25　sec，回転子で15　secを差引いた時間を実際の許容時間とした．JIS−C−8325の過負荷継電器動乍特性の第1項は一般のカゴ形電動機の拘束電流値が全負荷電流の500％とし起動不能による回転子拘束時の保護を対照として規定されたもので，この規定が満足できれば起動電流に対してももちろん充分である．　（2）　運転時の保護　電動機の出力は絶縁物の許容温度によって制限され，電動機の運転中ならびに運転停止後において達せられる最高温度との差をもって表わされる温度ヒ昇値をもって制限される．電動機の許容温度上昇は周囲温度40℃において固定子巻線にて温度計法で50℃（全閉型では5scC）である．実際には効率・力率などの他の特性によっても支配されるので定格出力にて運転中の電動機の温度上昇は一般には許容温度上昇よりもかなり低いものであるが，一応規定温度上昇と見なして，電動機の過負荷耐量としては電源電圧の変動を考慮して10％の電圧降下時にも定格出力を出すための全負荷電流の110％に耐えるものとし，125％の電流では継電器が動｛乍することが必要である．当社の開放型標準電動機で固定子巻線の温度上昇が60℃に達するまでの時間を求めた一例は8図に示し，またこの電動機を保護する当社の熱動型継電器の動作特性は9図に示した．電動機負荷電流が全負荷電三菱電機・Vol．28　No．8・1954尺⌒e・．■．．L｝三⌒vA〜し’，”sk角：．ft鋼なまue妻誓�c田eWIw　　　　　　　　　碕同　min　8図　熱動過電流継電器による電動機保護Fig．8．　Protection　by　thermal　overlood　relay．　　　　　　　　　　　動TT齢自　5eご　　　　　　　9図　熱動継電器動作特性曲線　　Fig．凱　Operation　characteristic　curves　by　thermal　　　　　　　　　　overlo・d　relay．流の125％となった場合，熱放散条件が同一とすると電動機の温度ヒ昇は定格負荷の場合の156％となる訳で50°C一ヒ昇の電動機はこの状態で連続運転すれば78℃の温度ヒ昇となる．したがってこのままでは電動機の寿命を短くするので，適当な時間で運転を止めることが必要で当社の継電器では定格電流で加熱後1L）5　％の電流では15〜20minで継電器が動作するよ5継電器の加熱rを選定する．　（3）　周囲温度の影響　過電流継電器は電動機と同様に周囲温度の基準を40cCとしており電動機と継電器との周囲温度が同じように変化するならつねtc　iEしい保護ができる．過電流継電器を電磁接触器に組合せて電磁開閉器として使用するときは他の熱発生源のために容器内の温度は器外の温度よりも高くなる．この実際の周囲温度の上昇を補正するために適当な系数を掛けて加熱子定格を選ぶ必要がある．　熱動継電器の動作温度を電動機の最高許容温度近く（たとえば105“’　C）にとるならば動作電流は周囲温度の1℃の変化に対し大体3／4％位変化する．すなわち周囲温度の変化を△θとすると動作電流の％は次式による．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動作電流％一＼11＋告6嵩合の一＼｜1一駕　　　　　　　÷・一、；。△←・一、＆△θ実際の継電器について実測した結果は10図に示すと紡績機械用管制器・篠崎室tlo硫泌1．il　fi“e　　　　　la　　　　　2fi　　　　　］a　　　　　4e　　　　　　50　　　　　fiO　　　　　　　　　　　　周回温匿’c　　　　　10図周囲温度vaより動作電流の変化　Fig．10．　Changes　of　minimum　tripping　current　with　　　　　the　change　of　ambient　temperatures．おりで上式によって求めた値と大体一致している．この補正系数を用いると電動機と起動器の設置場所が異ったために起る周囲温度の相違についても適当な加熱f’の選定ができる．周囲温度の変化により動1乍特性の変化は温度補正系数を電流に乗じて曲線全体を移動すればよい．　（4）　過電流継電器の動作目盛　わが国には過電流継電器の加熱子定格のきめ方についての規格がないため，各製造者はおのおの都合のよい方法をとっており，はなはだ雑然としていて記銘電流値が何を示しているかが判然としない．しかし現在製作されている過電流継電器の動作は前述の規準によって電動機全負荷電流をもとにして適否の判定はできる．継這器の加熱子記銘電流に対しての動1乍はつぎの二通りに分けられその一つは目盛（記銘）電流値で動作するものと，他の一’つはH盛電流値が回路の許容負荷電流値を表わすものとである．｜1本電機工業会制御装置専門委員会で過電流継電器の動作目盛の標準化を進めているが，この動作目盛についてつぎのような案がある．a．b．引外電流目盛目盛電流値で継電器は動作し，H盛電流1直の90％の電流値では動作しない．定格電流目盛目盛電流値の1．1倍で動作せず，温度一定となった後目盛電流値の1．25倍にヒ昇して動作する．　当社標準の熱動型過電流継電器は11図に示すもので引外電流目盛を採用している．動作特性は作動レバーの調整によって規準目盛を100％とし上下20％の調整が可能で，調整レバーを100％においたとき，加it　r・定格電流の100％電流で周囲温度40℃において10min以内で動作する．この継電器を電動機と組合せるには電動機全負荷電流にたいし5表に示す加熱子を使用する．なお起動時間がとくに長いか，起動電流がとくに大きな電動機には一段上の加熱r一を組合せるが，それでも起動時に継電器の動作する硫綿機や脱水機のような用途tcは，つぎに述べる可飽和リアクタを加熱rと並列tc持続し，11図　TR−32型熱動過電　　　流継電器Fig．1L　Type　TR−32thermal・verl・・d　relay．（37D　253表　熱動継電器加熱子・選定表TR　42A　弓｝　【EC−15，25型　電磁閉閉器川｜｝電　　動　　機全　　負　　荷　　電　　i愈　　（A）〔，．3（ハo．390．55Ub9〔）’ti（］1ぴ｝1．21L：t（；1［め18］2．（）Iz．312Sl：tZtl：1．6！・1．3｛15．LN．）5．90ti．707．8（ハ8．51）lo，［1］aレロi（slfIY、123．1お」B．117、1・19．）52．1oSHO、詞｛⊥68∪、85Lu5121［L：）Ji．5SI．802．ou2．：s｛［z．8《［3．2511．t〜け・1．Ln，51tl5．8“（hu77uSiloIt）．Of）H、514．｛，［6．｛｝19、CJz3」，Isl＋’；：〜．o：17｛i44．052n〔；zo巴己バ　　lA）りあ1；li，1：；1．llll�e：�h�d；’ll�gll：16「1：1；．llili：：：lIl’．：？，1：：lSIU電　動　機　（3相）適合Jv力eこ約｝：，uo　v．　　5060　c’s1411Pi．l　kXVlL，　llP1，：／19、v1HP］〜HP211P311P：lk、V511P75HP1f）｝．IPTR　，12｛EC　75　型　電f「1目川器11川：ヲf，．k　　　　　　：｛21｝41．〔〕32，1　　　　　　、｛7．rl�梶D｛i37．1　　　　　　，15．｛‘X日45．1　　　　　　52【1∪52、1　　　　　　∵（［7｝．o55．1　　　　　　62．〔；判．り62．1　　　　　　75．〔戊95．（1一TR　32　型　　変流器f．1’L変｝粂比　l　IO｝　　　｛E（11U5．　Z〔［．3↓后　型　　し｛｝｝「］川器月1）7、08．610．1日．613．116．617．62（）．122、125．128．1メ510011513．015．517．52｛LU22．025．028．〔】3〈，．�J11．｛lI3．u15．〔；】7．o：t〔，．｛｝23．026．0：・ts；．�J32．036．‘，40．↓．）25kw30kNVq［1・［P4｛｝kxv5�JkW75HP75kNV起動時の不必要な1乍動を防ぐと共に運転時の負荷保護をも力二うことができる．　（5）　　1］f　fi包不1｜IJアクタQ）「吏IU　硫綿機のように慣性のノくきな負荷を運転する電動機の直人起動器では，継電器の加熱」二選定を3表の標準によれば負荷が111常運転に人る川∫に継電器が動作してLまう．起動時のみ継氾器の動作時間を長くするには継電器のバイメタルの1員宣を増せばよいが，椋準構造そのままで行う方法としてはll∫飽和iJアクfZでIJI1熱1三を分路するか（実用新案286942）　1｜∫§包刊1変圧器を用い力�g’」：い．　II∫飽和リアソタは加熱rに、惟列に接続される小さな鉄心のリァクタで，加熱jiの定格電流付辿ではIJ日熱月司の電圧はリアクタの飽和氾圧よりも遥かにfJ．9い故，　リアククに分路する電流は極めて小さい．しかし大きな過電流の｝充力る湯合ぱリアクタは飽和しiじ流の人部分が分流され，Lたがって継電器の動作時「1月が分流の割合に1，己：じて延長さ力る．可飽和リアクタの選定基準は外箱に剤勺められた場26（372）合600％の過電流で加熱lt・電流が大体350〜475％になるように選ぶ．　加熱jiの定格電流の大きなものは断面積が人きくなるので変流器を川いて．：次側に加熱子を人れる．当社の標準は30HP以ヒの電磁開閉器には変流器付の熱−動継電器をlijいるが，その変流此は1「10である．変流器付にするとノ＜電流では変流ツが飽和するので可飽和リアクタ．を使）NLたと同様な効果が得らオ［，起動電流による動作が標準動作時｝・111よりも遅力る．12図は変流器付の場合と変ifri器なしの場合の動作特性a：）相違を示し，13図は変流器付の場庁の一次電流と　1次電流との関係を示した．　（6）　短絡保護　直人起動編の遮断容�g：は電重躰幾に起る過電流を遮断t、うれば充分で，回路の＞j貼k，電動機巻線等の短絡によって起る過ノミ違流にたいしては短絡保護装置によって保護せらるべきである．冠磁接触冷の閉路遮断ンX沽は坂大適川負荷の全負荷電流の10fr：であるがこi，　tに組合さる熱動継電器の加熱1�cはこの竃流により溶断することなくこの電流範弓目では満1亡に動f乍する必要がある．　短絡保吐には通常遮断器・やヒューズが用いられるが，回路の断路装置があるノ∫が好ましく，＋仁ノスイ…チとヒ・i，一ズとを組合せたLK型箱開閉器とか，　NF型ノーヒ．．一ズ遮断器が川いられる，大工場の電圧は4�JOVか500Vが用いられ電源設備もノ〈きいので短絡電流f直が250Vの同路に比べはなはだしく人きい。したが一．て遮這�b、rL�`、竺竺9fi1：［．L1「‘L−⊥．…．．声　．t’　　：　　　　肛一戻　言h　　‘�g．［　　illl：1−←一　　　i’　一一’1”1‘’　　　1−　『’　　一　　　　　　　．丁．・．「「一一．　‘　　　　．＃”　　「．　　‘ll…：　　　　　　幽　ム　「Fikr．12．　　ぐ）perating　fime｛）f　type　TR　32　thermal《）verl《）〔，d　relay．　　　　　ン　　　　．b山　∫．．　況　況　　　　．」　　　　　　　　慰1下門：司　1「　12図　　TR　32．型熱劫継電器亟JJ作特’性Ch：u’acteristic　cu1’＼es　for　tripping　curT−eT｝t　VS。＜　　　　」　　　　　［ノ　　　　t　　　批　　　似ノ　　　Jtb1　　　．’1α〃　　　　　　　．　．　　　　　　　　　　一司竃寂A　　　　　13図　変流器飽和度川線Fig．13，　Currellf　transfonner　saturation　curves．更竜機．Vol．28　NcL　8・1954べAL”一”、一診戸A一x断2縄ノ状きな週橿i器やヒ．−1．　L’ズ’が必1要であり，遮断時1凸1カこ」ミくなると1じ1’滋川1：人］上重摸く｝；を伊芝二良づ一ることに二当えよる．TV］：閂1�dノ：こ．鳳箒56’」｜：日知kL．li．L｛：ti‖』るもび）．．でitなL．・‘ソ）．．で，　とカ・く知乏6茜「呆、口乏ぶ的lzバ’�e！！口にされるカ：　一川‘狂占《カミ起るとil∫燃ミ判1し．つ繊劃｛1をi．吏t「梗う争与lfti（11！t2；．．では　　コ欠〔1〜パ災’，｜：：カこ椅iゾノーごノSきいカ・ら臼1，白：1．なけJ｝lii’ならない．　ピーL一ス1もしくは1塵憎il．得は；口動k幾ラナilik［T｜隈各1唾｝こ‘ICけ，　そ．ンプfr”F　hliはIU動機レ’．）・起重り電流・．．力ぐ」・に．に．・て決定さrfるべきものであるがNF型！一一ヒ・，．一ズ遮．1相i器の境治に電重磯冠’UI・匝流σ）200．、25（．）06，　　L　⊥・一一．ノt．しttt．）；32；r「i：1250〜：SOQ％　｛．こ；．塞，｝ミシそ）カ�_塑．’1flで．あ）」．　　（7）　　．’t・．ス　トジ．・・ツ　クf・」’［斯∫各器　（ILZ　71，　72　）k’Ll）　　王り辛責L〕劾一．（“は1じノJl吏｝目ン）合ユ：H！lヒ｛こ；6重り機ジ）1，E　“1．拍勺，111、〔検測定が行われ，っねに．効率よき．運1｝�d1が期されているが，最近の傾向では」二場設f藺単�gが．」〈きくなって数．万鍾から　lLノ元口Pi．こも〆む」こ．Lt／：11j．：弘力訂乍られて，すJ’り，　i！じilJ］窪動機のf「膓4メ，　ユ，1）o〔｝frを｝越えるよ・iになつ’てき／tこノ）’で，　ii．ll」：走1試与鴛を1「∬日1な一li　twrl．．そで嵐川与111］に臼：うこ．とf」　’：要望されるようにな’．、た．Lたが・．．、てノこi：場では競って14図のようなテストジャッ；ノ付断6各；�gを使lllするよう｝．こなっている．　　［’Xl　O」）　ヒFl’fじヵこ3‡日oっ・ア’．ス　ト　シ．．ヤ　・ソ　クとなる打学受、：粥．分‘’で，挿入旧3相フフグ列1いて〕二うフリ7の端j”に電流計・1．El．ll∫汁・1昆jJ，i’1・”；・　1，・をし妾糸売して」了．き，　機｝夜ジ）、｝璽セ云中でも酵i｝．こフeラ　グを］’巾ペーナる，，だけ�j．で｛汁1器膓）ナ左辛涜カシできi則フ亡力之rX易にできる構造となってし・る．したがって多くの機械をいちtv・ち1亭1ヒしL．ご引’�f｛を｝妾糸売し．な，≧♪づ一r・影（に1一ヒベれC・i’t］］5�djJと時郎jの節約は1�kしい．も．のが．ある．また仁場保’ずの」斤に臨時に氾燈・トリ・い二．・γン等のユ0（）V電源が必要であ］！は．，小回の変圧器尋プ．．ノ．．7“に接続したものを用意しておけは．，広い1：場内の1；｝』処に分岐川路をi’「；ることがで｝　　H7こ一4　∠v．　　フ．ノケ、つξ蒜jl’・iこ何r］］ナ妄＄売せずにそのままt．頂人すれば館1日に断路する．こ．tができる．またフフグ端1’・内の・フふで2W［を人f旨え一る｝左糸売をL．←て元♪iナiま⊃口極ミUJF苧1目と　して1返1．目すろことができヵ一一ト川ηにははノよぱだ便利である．ただしジ1ヤ，・li　l妾：・tJ．　tこは｛1｛・］日・｝「1旨．．fJがないカ・t．），［’断鋭各7“一ノ・．グ，逆転ブノグの挿．メ、は必ず電動機を停止してから操作することがdZ・要．．である．　．t：．くに1’：E（一．．て逆目量くフ：．ノ：ノを運1猷1相．こ」市人すると機も文を（波む］づ一る；注hもあろカ・らEl−kt’伎し・にi．t充分注意すべきである．なお前記の測定1．1］プ’J7グ，分岐用プラグは運転中にd）挿人するものであるから，ジャック自体の相間オナよび対地「司の絶縁はト．：分に余裕のある構〕U一と一せね｛ま幽ならナよし・．14図．．のものは．．元・ストジャヅノゾ．）i；．りがピコー．ズ付きσ：）1新U各密引こなっているカ・らヒ．・L一ズdiUijを’E｛」li．原に｝秦糸売することカ．ぷごき，　二♪山lilixlh；lltS　iこk・j【．．てt）短i苔呂1辰］i鍵ヵ二なさフ打る．また’元三全にPW湿各することが．’ごきるから，　機械修〕1引σ．）i．＞D合などに利旧すれば好．都r†であり，ヒ、，．一一ぐの取替えも1女IY；・〈ノ確づミ1こ［fうことfJg−fきる．　　紡沽用スイソチに全般的に要求さカること．でちるが，tf↓形・」’i！．iの’トさくコンパク　トなろこと（Z）’↓Z・i星判；は［自徹各需こにおいても同様’・C・あり，ヒ．。一ズ付き断路器の場合は，通常の．筒形構造V，）ヒ．．、．一ズの方がプ．．♪グヒ，L一ズよりも断路機構との組合せが容易でありスベースをコンパク1・にできる．ただ紡績ll場．のこ’とき600V階級’でノ＼容．hヒ冠況ミジ）場r†にはヒュースにi＞夏ジ」〈さノ［る〕！！i一閏「ぞxi辻ヵ：拘｛．めてノkきくなりその1．1従来使われた1苫形6〔〕oVヒ乏一ズは寸法的に’ブ．ソグヒューズよi）も相当に）〈きいために，そのまま断路器に使旧する；｝．d．〕’には行かない．　L．たがって従来；：りも・」・さい．寸淳1のヒュ・一『ぐでしカ・も；也1’断r’t．EjJのノくきいもa）カこ号｛まし．1−〉の一であ7カミ，　この1断i1名累÷｝こは1蛙：1］ヨiゲX｛．辻6｛〕OV　10，000Aの小型筒形ヒューズを用いている．15図はこのピコ．一ズの遮断試験のオシt／グラムで．ある．．　　（8）　　芋甲皇川月ぱ］1蓉　　電磁［ド〔入走己動器の大Sl−i；．分は押釦「1目ilf］器によって］染作さ！rる．　f（＊i当Aiジ）刊1劃．lij｝］昌lj2gは　PB−120．4　Ii’Ll　’L”“あっプこカ：，　ネリ｛幾のト乍に⊥｛ヌりf・『けプと上易合」．甲釘1カこ．ケ．ト打1iよ　りもlg｛Fト1吊にとび出ていたため通路の狭いところで�g釦が1恒．二ふれ電動機が不時起動，不時停1ヒするとい11批判を受1　’rたので暫定四として押釦をカ．：グーで11芝’．・た．ものを製作したか，今回新た｝．こPN−120塑押釦P｛］閉器を川発しi9｜］式承認1，∩1｜Bれた．（��6−．745）16図ぱこの押釦開閉器で押釦は従来よりも大きくL押L易いものとしたほか，押釦のカラーにより．不時停1ヒの起らないようにL，況線も非常に容易な構造であり，取付・］’法は従来のRB一ユ20．4型と同寸法であるからη1換］生の点で心配がない．接点には銀を旧い頻繁操作にメ）充分耐える．定格は600v　5Aである．Lk・ツ凋’�d三．c．’ずぜ若釦保’　　　1＼　’へ・△∴＿＼．　　　顧：［：摩己　．しttC．、t　　　　�`　　‘�kろ．　．．　奄『”／i　　　　’　　　．｛凡：’rSPt，’t、　　［　　　　　　　19．c．JtLA　tt哨．’章蒲F●へ　　　　　．■．へ　　　　　　1‘．．．．＿　　　　　14図　LZ　7⊥型断路器F｛g．14．　Type　LZ　71　fuse　breaker．結り桓�_機わ剣：目管｛剖；？i；・fr秦1［｝奇f法電L竃Lパli’｝1ご　　4c長・＾t　・　．s．）Tft”i恕・　oこち．s　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　yKt．・　　　．　　　、＼1　　》　�d、　　∫　　＼い’　＼≒＼ノ　　V各．G・to　　15図　LZ　71川ヒ＝一へ．・F））座傾試験・t．1・　llFig．15．　（．）scil1〔｝gr乏1m　uf　bl・eaking　tc・st　of　fllse　　　　　　　　　　breaker　for　LZ．．71．（373）　27T6図　PN　120型　　押釦閉閉器Flg．　16．　　’1’yl．）e　PN120　Pu、hhutton　　　SNVItC・h．　17図　EDi3丹、1｛組合，1’電f，　・i【r｜：人止動器Fig・17・TyP・ED　li3　c・nihi・tlti・n　magnetlc　　　　　　　line　starter．4．組合せ直入起動器仁・ンヒネー・・！ンフfン　　スタータ）　冠磁直人起動器と短絡1心嶽嗣ヒ批順の7C捕こ人れて用いられてきたが，取卜｝面積の飾｝・髭，配線の簡易，保守の容易なとから両者を同一容器に納めたt，のが多く用いV，　2Lるようにな’）た．堺1二の剤治せ直人起重膀1ぷ短絡保護装置にNF型ノーヒコ、一ズ遮断器を旧、・たED−1］〜14型と，一｝一イフスfッチとヒ，，一、を用いたEDユ〜4型の通りがあ『∴1ア図ばED　13型【ピ〔人起動器を示した．この起動器にほと遮断器との川に機械連動子を設け，回路が開かなけ力は扉が開かなし・ようになっている．III．緩起動装置（’・パ・ンブヌーt／）　　　　　　　　　　　　　■　綿紡製品の質を向1ゴるためには，糸WJ　2　iの少いこと，糸の太さその他の性質か巻初めよりを糸Xりまで・様であることカ’と：に要求さ和る．電動機が’定速度で回庖1している場合ても機械的糸Wそのf也にkり糸質の不同を’ilずる，T∫能性が多少あるが，起動時に“t’“いては動ノ」伝達系統が総合さ］1た過ぬ現象となる．［かるにそ力らのものは全速度にLLてからの迎転特性を市親せCノるる関係上，起動特性とLては種？の制約を受けるために，糸の品質に不均’を生ずるノ，’ソ7が少くたu・と杉え’）れる．たとえばカ・・形電動機のleL動ト・し’・，　hV〈　lx・しプ‘1｝の特桝、は能率，力率を高くする」勿合では紡績機械の起動に対し必要以ヒにノCき過ぎるようであり，また適当な速度ト’しク特性を有するとはいえない．と1に粗紡1二程以降では，ス’7イパ状の綿繊紺に撚りを1」：えなからド’・ノトするた28（374）めに急激な起動は禁物で，電動機のト・しクを落L、て緩起動するのが望ましい．L　粗紡機用緩起動装置　柑紡機は練篠機より送’ノ川たタノfパを数4’含せてり1伸し，C3Nを細lLて，さらにつぎのIl程での作菜中ヴ）糸の切断を防止するた�dβに，少1く撚りをかける機械で，スノfハに1川わる弓1、りがつねに　ラ↓三になるil　・’）に，小ビンに芭かわた糸の直径に応じて巻取速度を変えなけれぱならない．　この日的でIlj汀・ノー−llを用い’＼・しト運転さ．11る．この仁うな構造でも起弱］に際LてけeP　tt、くりとかつ円滑に〜こ速迂に．T⊥1するようにLなけノゴならない．］，　L急激に起動すれは，｝・ヒ・を辺転する「川rノーリの・’　1｛トが滑り迩取部分の加速が遅れり1伸い∫一ノからの糸の巻取力てきす糸が切断するかもつAiを生ずζ，ことになる．従来粗紡機の運転にはエリ．・ン装置を用い・し一ズノニーIJによって緩かな起動や1｜∫動停止ができるようにしていたが，これは機賊的な1ノ法によノ緩起動装置で，機械の原動部に余分なIM？ljを必要とし機構的に複雑となることが避けられない．・・ノしトを用いる結果として満足な起動，運転を保証tるた”’・iこは相当の機械的経験が’必要である．Vべ1しトまたは．1一ヤーによる直接L動万式では機械結合部分の効率L高（なるが，直人起動の竃動機では起動時σ）加連ト・し1コが」〈きいためにそのままでは糸切れの原因になる．起動の場合にf・子・グ選1較ミを繰返えして問撤的に電動機ト・Lソを沽して起劫す7方法もあるが，この方法では円滑な起動が困難でゃはり熟練が必要で馴れない場合ぱ糸切プの生rl二る恐；｝1があり，電気的には頻繁にス1ソ・ヅ・の開閉が臼：われ起動器のii．1；iE命にト1ψて悪い影響を及ほす．　連続的にほ動桟のト・しクを落す与法とLては電動機の一次側または　：次但llに起動抵抗を挿へ一9一るり法で，と（に：次抵抗のiSh　r？に11　t起動竃流が少（なり，また特性lzある程度ゾ）速度制御が可能となるためはなはだ好都合である．そのた’ノ・に精紡機，撚糸機に円いら］rた例もあるが，竃動機が巻線型となり1　：次抵抗器，制御器等も必要であるため価格が高くなりまた俣守d、ソんどうとなる不利がある．　カー川：多壱動機を　・次パ抗にい，起動するケ法は比波的簡単で，とくに抵抗を1相のノ山nぺするU動ノノ法は〃．リ1走⊇動と　L：：ltiくえハらVmら元れ『（JI　）リ，　3　村一1イ、・i’1衡仁　り，ヒーJ”る逆相ト・［7を利用するため割liに少い抵抗’引・しクを1〈きく落すことができて有利であろ．また抵抗を2相に入」，1る場合で1、イこ’ド衙により逆相トrLケか発生しi司様な効果を得ることかできる，とちらの場合でも，ト・しクの低一ドする割’kに起動電流は減少せずかつ3相ともイ〈・i’i衡になって起動時の発生熱辻も不均・になるため，局部的に温度ヒ昇をすることになるが，紡績用電動機は戊く部i♪小容量のものでまた起動時間］、さして長くなくdO淀c以ド）　ヒ日・温度にフご裕を持ってい乙ため電動機としては：菱1if｝Y・Vol．28　　N‘♪．8・1954〜A．．．．N．⌒Aへノ差乞えがない．そのヒ電磁1川閉器によるソサ起動をすカば押釦の操作のみで緩起動ができるから従来のエリコン装置式，あ一」いはでンチング〃式に比べて操作が非常に簡単になるためいわゆるケッンリンス’‘1　一一タとして近年ノ〈いに用いら加る］1・’川二な’，tた．18図ii’tの・例を示す．　u動後川動的に起動抵抗を）1・u’．絡すζノノ法としては限時継電器を田いる伍」1または起動時の霞圧電i責〔の変fヒを利川＋る与法とある．後者の場合には電圧継電器，あるいい電流継竜器の使i］1によるため機械的摩擦部分がないから摩耗による特性の変化が少いが，速度ヒ昇の途中で抵抗短絡の必要がありまた電源電圧，周波数の変動あ乙いは相f機械の状況変1ヒ等て相対的に加已ト4クが少くなると，速度がL昇L．ないた�m所定の値まで電圧または竃流が変化せず抵抗を短絡できないおそ力もある．Lたが’・て抵抗また�gリァソ1・・し首起動｛ンヒー；t’ンスが過熱坑損することになる．そ力を防ごためにでンヒーダンスの温1乏に．心Lて電動機を停lllするノi式1、杉えられているか，電動機〃・過烈Lているのではないから，むしろインF’一’1・ス迎熱の際に短絡Lて保，；隻するな法にするべきてある．　限時継電器式のものでは？「ミ・グ機構が複雑になり勝ちであるが，庵気的機械的条件力；多少変動Lても確実に起動インヒt・一クンス之短絡することができ，また時限を適当に江定すれは，：玉1芝が完全にヒ昇Lてから全電圧に切替えて運転すること1）」’きる．已動インヒータ�dスの短絡時には瞬川［白に電動機回転JJが飛路｛するから糸切Ji［に対Lてはイく只合であt），なるべくその影響を少くする二とが望まLい．そのたN！ノにii．できるだけ速度が上昇L，電動機の屯流が滅少Lて：’｛ド運転のト・しクをなるべく1滝圧運転のi’　’ts・に近1・川てから仁ピー一｝／”ンスを短絡するのが有利である．　粗紡機起動時の糸切，ξL防11−．に対Lて望まLい加速特性は，全速度になるまての時川を相当に長くするとと9に，いわゆる直線1川速すなわち辻度1：汁曲線ができるだけ直線に近いものであるとされている．すなわち19図の］のごときい）であるがカコ形電動機て直入起動する場合には2に・云す曲線となる．　t’ソシ；i」ンス’x一タを用いる場合には3のようになり起動時川ては希望の値にするこ18図　�d．　，・：‥一、Fig．18．　（’usht，ni、t／tl・lt−t・．紡績機械川フr蔀lj器・篠崎19　図　　速度一トこ31・辛泉Fig．19．　Speed　rlse　CUrves．2」図電動機およ　　；：tUL重力機抵・1，L　ノ　特性Fig．2〔｝．Characte了is　tic　Curves　of　T］1〈｝tOT・　and　startillg　reistii1｝ce．遠亨1’ξ｛‘1『　1，t’÷ψ’t9・fIBeとができるが曲線の形状とLてはイ〈充分であって，その轡曲部分が往JcにLて糸U」luの原因になると見られていろ．　それ故2の山線をユに近付けるため速度上昇につれて加速ト・しクを減少すr，ことが望まL．いが普通カゴ形電動機の速度　ト・しク特性は20図の1のこ’とく一般にト・しクの最大値が起動卜・し1ノに比べて相当にノくきくなるから，巻線型電動機の二次抵抗起動のごとき特性にすることは困難である．　ケッションスターヌの起動丁ンヒーダンスとして，り．i’クト・しを川いる場合，リァt・　1・・しに飽和特・性がで乙ようにすると，起動時の1ミ電流て飽和Lてリ．ノ’クタンスが小になり速度上昇後電流が減少すればfンヒーグンスが増すため特性的に幾分19図の］に近付け得ると考えられる．しかしながらカ’1’形電動機の速度．一｝起流の特性は，20図の2に示すよう｝こ相当最終速度に近付くまで電流の滅少は僅かであり，Lたがって飽和リアクト・し起動の特性は19図4の程度で余り多くを期i．t」することはできない．　また理想的飽和特性のリアクト・しが得られても，電動機が加速して電流が滅少するにつ力，　リァクト・しによって生ずる電圧降トもやi日1少くなる傾向Lか取れないから，たとえば単巻変圧�g態動による減圧起動以上に有効な乙特性を得ることはできない．なお緩起動のトノしクを調節するためにほ抵抗またはリアクト・しの1直を調節可能にせねはならないが，つねに飽和IJアクトノし9’jF性を持たせつつ調節できるようにすると構造が複矧北一9一る恐｝，1がある．故に起動インヒー：ソンスを時同的に「1∫変として電動機速度L井に応じて20図3のように変1ヒさせることができtilぱ，良好な特性が川られると杉えられるが装置力fさらに複隼佳｝こなる．　よって起動インヒータンス’↓・定とLて，その代りに屯動機の迷度　卜・tク特性を変更1、，起動トノけをノ〈に〔375｝29最大ト’しクを小とする1∫法によi，てitl、同様の効果が期待され，たとえば回転」�c抵抗の変1夏により20図4のような特性にすれば，1に比較すると川当に有効なケッションス’／一タが可能であろ．　実際に新設の紡機に組rヤわせて使旧する際はその他に据付当初，機械の動力伝達機W｛iの・filい時期．が暫くあり，さらにその後機械負荷の変更，電源電圧と周1｝£数の季節的変化を見込むとクノションスター1！の調節範囲｛ま相当広く取るべきである．そのために起動インじ一3e”ンスの値を大きくす，i，「ばfンピータ�d’くの・」‘法も尺きくなり起動時の発熱ミ」多くなるぱス7−？の箱を2＜＜〔なければならず，こJi　lド〔紡機の取付上からメ、望撒Lくない．それ故にたとえば特性の良好なり瓦圧起動とクザ起動を組合わせるようなノノ式が好都合と考えら力る．　粗紡機の起動方式については，以上のごとく理想的な直線加速を実現するために，紡績機械7く体の特トllの研究その他調査研完すべき問題が今後に残されていろ．IV．コントロ声ル・センタ　電動機の起動器は紡機の近くにおき，作業者が機械の様子を見ながら運転することが都合よいのであるが，工場の事情によっては制御器具を一・箇所にまとめて，特定の人が操作する方が安全で都合のよいことがある．とくに人絹工場のように腐食性のガスのあるところでは電動機のみ機械室に設け，制御器具�g別室とするカが標準型の制御器只を用いることができ，設備費が低減されることになる．制御器具を一箇所iこまとめ乙にしてもできるだけ互換性をもたせ配置上のスベースを節減するためにはコントローノしセンタとすることが望ましい．コントロールーヒンタは電動機の起動装置と回路の保護装置とを前述の組合せ直入起動器にして，そ力を一’つのユニットとして必要箇数をキャビネットに集合Lた‖∫IJ御盤で，共通母線や分岐母線を揃え，各ユニットはこ2tらの母線にナ弔込式端j”ご店脱1ヨ在に取り付けら力，ユニットの容量間に互換性をもたせ乙と共｛こユニットの∫芒｝脱は機械）重動子によって断路後でなければできない購造としたもので，体裁，操作ヒからも極、’ノて好しまいものである．容量は600V，600Aまでで111：1：線には給電線遮断器としてNF型ノ’一ヒューズ遮断器の600A定格のものを使用する．21図は・r　L・ト［t−・しセンタの外観を小す．V．電機品の保守　紡績11場でぱ1万鈍’【］り140、ユ50台の電動機力；使用されているが，機械によって起動川数や負荷：1犬態が相達する．電動機、二ほとノ，、と泊：入起動でちるが，起動同数は1口数川程度のものから，1時川数百回の1））の，頻繁にインチングを行うものなとあり，直人起動器の適川には箇々の条件を検討する必要があそ↓．　千動式の直入起動器は小馬力で1日数回程度の操n三には使えるが，遠．万操作ペー頻繁操｛乍には電磁式直入起動が30（376）」　t　．、、t：、≡∴◎，　　　七一”21図　・い一・L七ンJPF19．21．　Control　Center．よく，熱動i口電流継電2；÷と相まって電動機の能二杓］勺な臣用が；1∫f髭である．　どんな優れた己機品でも保’守が不充分であれば最兵の運転は期待できない．定期的保守点検によってつねに最良の状態を維持することが望ましい．とくに開閉器類は電気の開閉による接触部の消耗は絶支寸に避けられない．接触日1の消耗は接触圧VJを低下し，加熱、消耗を加速度的に’ilめることになろ．保守部品は同にゴ？せのものでなくつねに正規の川1品を準債1されることが必要である．VI．む　す　び　本文三は綿糸紡赦における単独連転用尼動機の起動器について述べたが，制御装置として混打綿ll和に．Exける連動運転・精紡機の1［［IJV　F’起動・湿！l　l「場の糊付機の自動制御’5．数ヤの重要な課題がある．戦前1，40e万鈍の1、1〜1容を誇ったわが国紡績界も，打つぐた業整備，さらに敗戦をむかえ，戦災をまぬかれた270戊元鈍が幾多の困難を克服してノ）［18UO万河にまで回復した．鼓後の設備は哉前の習慣を打破できず，僅かに風綿処理1こ改善が見られる以外は戦前の技i・lll水準のまま増鈍せられたものが多いようである．最近国際市場の不況に〕：り，製品の向⊥，運転の合川化が急速に行わオし既設ll場の検詞が行われているようである．紡機の所要馬力の決定に動ノJ測定が行われ最適氾動機や制街1装置の選定に｛1，］意さ力ているが，聞くとこ7、によるとオt［1・』．で江罰［＄ノ元機1こ，L機｛弍自勺iたitlt’K（的の緩起動装置はほとんど使用Lていない川である．長繊維σ）優良原綿を使川し｛［｝ろことによるものと思わ罰るが，わか日の事情は紡｛幾の相違によるものであるのかもIH　Jbないが，紡機そのものの動力已達〃式についての研究たとえばつ一ンフーリの消り防上および・1「ヤー伝達ノ5式の研完�e直接起動装置の性能に影響づPる問題も電気機器側だけで解決：」一ることは困難で，電気，機械の総合した研究にkって最良の運伝方式を決定しなけカばならない．iVi］者と製造打とが一体になって研究改善に努力するならは必ずや輝かLい成果が得らるることを確信して拙稿を終る．三菱竜機・VoL　28　No．8・1f　54’’K一ttSNN．54−・49UDC　667、1；621．316．71．一■N紡績工業におけるワードレオナード運転方式神ff製作所紙谷鉄男：t：Ward−Leonard　System　in　Spinning　IndustriesTetsuo　KAMIYAKo1）e　W《）rksA　　hl　sphming　inclus　ti“ies，　as　well　as　c）tller　enterprizes，　there　has　been　a　trend了）f　chaIlg、mg　the　system　to　that（）f　high　speed　operation　from　the　viewpoint　of　cost　reducti（）namd　qllality　ilnl）rovement．　Old　driving　method　being　not　sat｛sfactf）1・y　to　meet　the　re−（．luiremellts、　the　sect｛（川al　drive　system　se亡to　work　and　operated　with　the　Ward−Leonardsygtenl　is　the　lllos　t　up−t《）−date　practice．　　　Thelr　advantages　and　features　are　accountedfoi’in　this　rePort．s．N．”一L　ま　え　が　き　紡績ll業では従来機｝1曳的進歩は高度IC　．i主しており，かえ・，てそのために電kl機械のこの力面への進川が遅］1ていた．その後宙三（機械σ）利刷が考慮さ］，iたが，ただその・次動力源とLて使用されるに過ぎなか一Pた．しかし最近他の産業界と同様に労働賃金の昂騰競争の激化のため原価低減の必要を生じそのために機械の運転速度を高め良質の製品を増産する傾向となってきた．また市場の要求も急変するためにその要求に即応するような流動性のある機械装置が必要となっている．従来のようなべ・しト，ローンフ．一リ等によう一一軸運転ノノ式では速度のL昇微細な速度調整・張力調整・rム範囲な速度範囲高能率な運転は不・1∫能であり，1図に示すように各セ？ションに単独に電動機を取付けたセクショ＋・しドライブ々式が採用されている．ことに連続仕｛二機においてこの傾向が顕培で，直流電動機を使旧しこ｝，1らをワードレオ＋一ド万式で運転を行っている．2．連続仕上機のワー一　FレオナPド運転方式等が挙げられる．　紡績工装においてことにこの連続趣転ノノ式の最適な♀｝のはその仕上作業面’ご，連続漂白機・高速糊1寸機・シノし’，．．ソト機．染色機．連続水洗機等はす’Cにこの．b’式で行わ力るよ5になった．　すでに述べたように，この種機械の駆動λ∫式は従）klの・軸運転力式からセンショ→・しドソイゾリ」Vに転換されている．その刊点としてつぎの理由が挙げられる．　（1）　各セ’1ションの駆動馬力の選定に自在性がで　　　き，所要馬JJに適応した馬力の選定ができるた　　　め，全体的に能率同上が得られる．　（2）　速度を増すことができる．M　分割述転り式から連続運転ノj式への転換は，すべての工業の最近の傾向磁・る．その川肚して嶋（1）製品はすべて同じ処理を受けイミ均’性が除かれる．（2）生産が向．ヒされる．（3）分割運1転でのつき’の工程に移る問の時間，運搬、没備が省か力る、（4）作業管理力こ簡単となる　＊技術部［A●山　　　　　　LB、1図　くa〕　・軸蓮転ノ∫式（IDセソ’iヨ・‘．’しドノイプ方式　　Fi9．　1．　　〔：1　）　　（’Olllmon　shaft　drive　syste［n．　　　　　（b）1　ecti・nal　drive　s〕Tstelコ・．（377）31f　（3）　各セクションの速度の微細な調整が簡単に行わ　　　れ，良質の製品が増産される．　（4）ベルト操作がないため運転は容易であり運転者　　　には安全である．　（5）補修が簡単で，しかも床面積が少くなる．　各セクションは直流電動機で駆動され，それを可変電圧発電機にて供電する．すなわちワードレオナード方式で運転されるが，この方式がこの種機械に適応する理由として，下記の事項が考えられる．　（1）広範囲の速度範囲が容易に得られる．したがっ　　　て同一機にて製産される品種が多くなる．　（2）加速減速が円滑に行われ，その期間中の不良品　　　・糸切れ等の故障が除かれる．　（3）　この種機械はほとんど定トルク駆動のものであ　　　り，したがって定トルク方式である本万式は最適　　　である．　（4）　自動速度制御が容易に行われる．これは各セク　　　ションに直流電動機を使用したことtcも共通な大　　　きな特長である．　以下実際の機械について，当社1が製1乍納人してすでに運転を行っているもの，また目ド製作中のものの、：三にっいて簡単に説明を行う．3．連続漂白装置　械械ならびに電機品の概略を2図にボしている．この機械は別名J−・Boxと称されている．三っのセクションに分かれ，2回漂白装1を通って布が漂白される．　運転順序は棒状に絞った布は，第1ワッシャを通り水洗され，リールを通ってサチュレータに入る．この部分はつぎのJボックスでの漂白化学作用のために，過酸化物あるいは苛性ソーダで処理する所である．つぎにJボックスで漂白されるが，サチュレータ・Jボックスでは，かなりの時間を要するので，布はその中で積重ねられる．つぎに第2セクションに入り同じ工程を経て第3セクションに入る．第3セクションで最後の水洗が行われ，パイプ電動機によって振られてパイラボックスに積重ねられ全工程は終了する．三つのセクションに分けられているのは，漂白部分で時間が掛るために最初布を通す場合，まず第1セクションだけ運転していればよいわけで，他のセクションは運転する必要がない．また連続運転中でも漂白の関係で，任意に一つのセクションだけ止めることもあるのでこのような方式にしている．各セクションには，それぞれ発電機を取付け，その電圧によりその部分の速度を整定している．また各部分はその電動機の界磁調整から，布の速度は広範囲に変えなければならぬ．電圧調整はすべて押釦で自動的に行われ，また運転中あるセクションのみ一時的に速度を変えても，押釦操作で自動的に元の同期速度に回復するようにされている．またワッシヤおよびコンベンセートゲートにはダンサーU一ルなる布の張力により上下に可動するロー一一　／Lがあり，その運転により機械的に連結された界磁調整器が動き，後の電動機の速度を変えて自動的に速度調整を行っている．・・連の連続運転であるためもしその速度が変れば，漂白時問に変化が生じ一様の製品とならない．　この種機械の電機品は，当社としてはすでに市新晒工業に納め，現在良好なる運転を続けている．また現在製作中のものでは，これと同型のものを日清紡績および鐘淵紡績にそれぞれ1セット，型式の異なったもので鐘淵紡績向けのもの2セットがある．速度は大体最高250yd毎分のものである．4．シルケット機　　（別名・マーセライジングレンジ）　この機械ならびに電機品の概略を3図に示している．この機械は綿布に絹のようなツヤを出すものである．原理は，綿布をアルカリ溶液の中に浸せば縮むが，これを適当に張力を加えて伸せばツヤが出ることを応用し，連続にこの作業を行わせるものである．布は第1苛性ソーダ溶液槽に入り，テンションシリンダを通って第2苛性ソーダ溶液槽に人り第2マングルで引張られる．さらに布はテンタに達するが，これは布が幅の方向に縮むのを伸ばすものである．これまでの部分がこの機械で一一’as重A、　，入A魁」戸2図連続漂白　　　装置Fig．2．Bleaching　range．ワツシヤ」一ポ、ソワ7lJ−IL7一ポ・のス　　　　　　　　　　　　’　　　　コン��ンワツシヤ　　　　ワWヤサチュしタ　　　　リール　　　　　　　　パイうワ・ソシヤ　　1　　一一1し烏。llしタ・　　　　　　　：　　　　　　：’　　　　1，　・l　l」巴「遅　・l　　　I‘1セイタザト　1　｝　：　rll　l　l　　　　‘　　　［　　　i；　！　・　　　｛ば‘〃　　i〃，1〃　　　r−⊥−v　　　　　　　r→□　’「一←1“�j蛸4ム；已上劔．ローJ帆tiA〃盈2t3クシヨン1‘ノ吻．3t3クシヨン32（378）三菱電機・　Vol．28　No．8・1954，f．°’t　　　　　　　　　　　一＼　、　　−lt、　　　　ミリ1・．．F’1　Air．」　　（＿）1：］L’L：〕／．，J　1，二、とi山：已�l1ξ謹亮、Y　／ノ1，　　9．　　　　．」　‘　　　　　　　　　　　　　　　ノv魅ハ畿プ　　‡‘［，晶　　　　　’Lt　　　　Alr　　　　　　　　　　　　　　mt，．ノki鵠t，9．，鵠。身シ言　　＼躍」�k／s壁膓／麺脳．ザ　一一⊃　　　　一　口　　じ二：］　　F、　　　　　　∫　．◇L∴．ヨ　　　　．’　　　る　　　　℃　　　エ　エil　’tili（・：・1・／’・・．：　白♂念　　　　　　　　　　　◆　　■　　，ユ　fX　Lyl・了．！67・■　了．M　］　　TIT●●◆．δls◆t’t■巽9　2　　　　N�Jb　　　Nu　Lワ、ソシヤ　ワ“．」シヤ、Ya　5　1勘5　／ro　7　勅8　i剛適置婦麺置’、問　　　　　　トt、　　　　　村　　　　　　M　　　　　　吊　　’、　　村　　　　　　N　　　　　　∫、言◆　　　．　　　　。　　　．　　　♪一一　　；．．　　　eGe3　田　　　迫詳売二　’l　t・1　．，ノ　　　1．装置Fig．口，MvrビCt・1’IZiMg　l’u［lge．Aなh’一膓之ノlr戸斤て．，　こ　t　iこ∫↓ン1　．！ン　fノノし　と1ズ膓2．∵ン　ツ�_し｜eilL！）ljl（ノノ，！，製品の艮不止に非常に影響する4、レ）であり，したが／こその関係速度に微細に調‘整．することが’必要で，　また同　一関1系速度で運・駄することが均　・な製品を生産するEにLli：要た・堤糸となる．従来は整流J’一電動機により　・軸運転をLていた、「）『ン．ヌを川た市は第］”・．．Jツタ，第2．t　t・・ヌに人るが，　この部分は侑のr．）つしカリ性を中和し，同時にfirを棒状に絞る作ll］をする．第］から第8までのづ＼洗機一で小（｝．先さtl製｜‘｜占となる．　各電動機は1箇の発庵機から供電さti，その電圧に．Lり合速度が整定さhiイ、，このセクション．ト．．・ノイ’ノノ元式により，タ’ン．り．・v−一’しにtllく付けた界磁調整2｝｛の作用と相ま’．、て，布の関係速度はd；．確に保持さ力る、従来σ）・軸；璽転，り式・でい，30〜45yd　毎力・σ）速度がその最高であ〆．たが，「）川の倉敷紡績｛こ設備されるものは70yd毎分のkt，ので，その電機品i．ビ1川1：に発注さti　l　Hド製ii：中であ○．5．高速糊付機ほ．／’・パヤ戊　この機械ならびに電機品の概賂が4図に示L．てある．図のものは糸類に糊付づ一るもので，ゴくに糊付するものはつ澄分これと構造が5艮なi｝ている．以．ドの説明は制｝糸，　1’）碇糸，毛糸類に糊付するものについて行うが，またこの．陣のものが電気的にも興味ある問題を含ん．でいる．tfリ’一・しに巻かれた何千本かの糸が送らSn，一り’イズボックス（糊付槽）で糊付され、カッパーv−・しで’送り川さSl，乾燥機で熱風あるいは蒸．気で乾燥され，ウッドll一ノLで引張られ最後にピームで　・定の川びをり：えらtiLて逢取られる．このピ．一ムに巻取られた糸は織機でrlfにされるわけである．ソリーノtから1’ハソト’．ローノLまでの操作”（・・1．t，糸ぴ）弾性を消失しないkうに糊付乾燥をfiうこヒが」〈　U」’で，過度の張7J過度の乾¶1粕よ避けなければならぬ．　ヒ・一ムに巻取られるときほ，糸ゾ）長さを多（・」るノこyノにカ・なりの1炭り’を掛けらオ1る、　．この糸｛こ1：．．・．．．：〔1∫が績い1、れるから，　こU）糸の良イV良川以後の製11｜1�`こ影きUIL，　ことに1申び縮み｛．．．ないり∫を製1’i；ナるtきにはこσ）f乍業は・巨‘覆な，要素となる．　L．たカミ’∵（こび）1｛irjM‖Cこk・」一し，　ワ’一　ドし　一／　・．た一　ト’．｝．こよる・．ヒ　’fシ　ョー，一・t　ドノfフ．ノ∫式は当然杉えら力ること二あり，その制御ノ∫式を5図に示している．　すでに述べたとおり，糸は’定の張川．こkO　様な1中びを受けて巻取られなけれぱ．なら．ぬ．糸が巻取らd，tるにつれてその糸の巻取直f5は7〈きくなるので，その電動機の川転数は，その円周速度が同・である．ように減じなけ；ilは’，張ノ」は巻取期間ti‘．’定となろことはて1きない．そF！il，　］［　　A　　一ご．．tA∴　＝‘．、　tl　l　）　1　「−　4．：一．・一．1　’�_ア三　一／’　　ム　　　　ロ　　　　エ　・．一一一’　　　　　ド　　　L．・．1・　　　　．∵・　　　⊥　　＝．1．∵∴．’．．：二／J．’ノ　．　　’　　　，．ニ　ド．　　‘　　二L戸　「、紡柏ド業に．1−・いる1ノ・　口　］｝　　い璽転ノノパ：・日（：；「1「’I　　　　l”．「’ピ：’　　1T］．．．�ds．・’”，　i’．　・．・　イ．∫4図　高速糊付装置叱糸∪）」湯合l　　　Fig，4、　S．　lasher’，．．、．「1一　．一一　：’　　　T　−−F　一］、　　　　　6．e　　　　｛　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ム　　T　　　　　．1　　　　，1　　　　　∪：　　　　・！　　　　　’　　tt　　　　t　　℃こ　101　　　　　シ　　　　　　　　　　　　sc　　　　　　　　k　　、　　　　　　　　Y＿．　　　ユー．一＿一＿←−L−一＿；’　　　　　　　．∵．t／　tt．設言∴．’当‘；．　　　　、』．○，　’li　　　　　　■■．　一　　　　　　　　　含L▲5図　　瑚f・」’機制御簡略一図◆三◆・1：i　Ff，　5．　Sし・lw川《ltic　v《．jTLtrel　dittgrtni）“f　slttshc−r．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r：．179／　33のためにU一トトV一ノしを使用し，ヒーム電動機の界磁をその出力により制御し，巻取期間中その電動機の逆起壱圧が一・定になるようにし，たえず電動機の人力冠流を．一定に保持するように動作させることにより，自動的に速度を減ずるよ6に制御を行わせてし・る．従来この種制御には，フリクションクラ・ソチを使用して行われていたが，精度の高いL・一トトu−・しを使川することにより，さらに微細にその張力が　・定に保持される．　ヒームに巻取られ．る糸の張力を」〈きくLた場合，その張一JJは全スフッ」ヤの摩擦抵抗よリメJ人きくなる場合がある．そのために1L／ット1！一・し以llりの糸に余分の張JJが｝卦らぬようにすることが必要である．そのためにビノソトけ一・し竃動機に直列に昇圧機を接続L，屯動機が低速運転の場合にも，制御発電機となる〔うにLている．その張力は界磁調整器により容易に調整される．　すでに述べたと，わり糸が過度に乾燥することは避けなければならない．Lたが’、て糸の湿度によ・，て自動的に運転速度を変えて乾燥度を　・様にする必要がある．そのためには1〈二♪計により湿度を測定L，そ力を利用して電気的ノ仕L電動操作の発電機界磁調梓器を動作させ制御を行うのである．　またこの機械で注意すべき点は，糸が切れた場合2yd程度まで速度をドげその繋ぎ作業を行うためにこのよ5な低速でも，正硯運転と同様の張力状態を保つことが必要で，発電機は低這圧を安定に発生することが必要である．　つぎに加速減速期卜1］」】の乾燥已i周整の問1邑がある．乾燥度は当然この期間中は高くt“　」膓ので，これをなんらかの自動制御で防rEしなければならぬのであるが，こオ1はただ電気的に解決することは困難で，将未機械側との協力により解決されるものと杉えている．　この種機械の電機品を当社は4｛洋紡紙株∫t会社より発注を受け目ド製作中であるが，その速度は70yd毎分である、　6図のものは侑の高速糊f・r機の大要を示している．　その他コンパートメントワッシヤ（連続つく洗機）もワードしオナードノ5式で運転され，当社は東洋し一ヨン株式会社より発注を受けすで1ご運転さ」1ている．6．紡績用電機品　　・般に紡績川機械の動IJft他の工業の機械に比較すdtば，小容はのものであり特別に発電機室を設陥せず，ノ＼員の関係からも機械室｝こ据付け運転者が簡tl1．に監視運転できyのが・般の傾向である．その要求に合致するj：うに電機llll�`の構造を杉慮している．発電機セットは7図のkうな・・ゾ’一ジト’rfノの｝薄造にしている．この構造の特長は（ユ）床川栢、i　：少くてすむ（2）起動装置もs’1ま：hているので据付配線が簡単てあ乙　（：刊　完全な防滴型でちる　（4）通風冷却は小z『1！てしかも人きな風娃を取人れるようにL，またその取人口には防帳装置を施し，Lか享、その取外L取付｛ナは容易である　（5）外観が丈Lい（6）ノ＼1司に対する危険性がない等である．各種のメ，のを製作L現在1表の標寸i三設けができている．　また各制御盤も機械のiisi・iこ据付けられるので，8図のようにハッと・一ジド’Xイフ．とし防塵防ii萄型とし，また器只計器すべて’体とし，・J・｝製にして据付配線を簡単｛こなるようにし，また監視点険の便利なような構造としている．紡i円電気品としてこの種の型を標準として供給している．7，む　す　び　以L述べたようにセクショナ・しドフイー／ノ∫」tに切換え，それを1ノートレオナード方式で；追転するのが・般的な傾向となっている．　当社だけでも，すでに運転中のもの製作1いのものを含めて，連続漂白装置5・ヒッ1・，高速糊f寸機2セソト，シ・しt・ット機1セット，連紅丘栢先機ユ・セットで，これによっても最近の日4〈の紡兼Lliに業がその制御IC　S♪いて新」］’　．k＿”’ρ1．．＆一一ゴ　　ttw　J．．ゴア爪．．「り�jゾ�_ヨ「ラ辻ぶへ二二�_’一・巳2た・　一　で「、L一　　　二　　　　　　　‘ヨ　　心・　　　rl　　（？’J［ヨ奮1訊仁コ　c・・，　　di：＝一　　　　　　�S　吟ζA　．一一L　　．．・、F　t”：ヤ”−」”二・’　16図　高速糊付装置（布の場合、　　　Fig．6．　S．　lus．　her，134　｛381〕1」］7図，パージド川プ発電機セツt　Fig，7．　　Pnckagtrd　type　T∨［　（．｝　s　et．三菱電機・V（IL　28　Ne．8・［954Pt＿　8図　パケソシソド’（fつ制御盤Fig．8，　Packaged　type　contrc，1　paneL1表　ぺJ　’・一ンドパプ発電機セツト標準・1怯表バ〆フーシト’Xイプ発電機セット誘導電動機：｛O　HP45HP50HP発電機i7．5　kW　25kW　3↓）kXV50HP70HP75HPInOHP　l7k、V一ト1：S．5　k、V2f）k、V・ト13．5　kyC　　　4f｝1〈1・xT6‘｝kVV　　　　外励磁機　　幅2kXV　　1850形　寸　法高さ　奥行L500　　　9002．5kW2kW1、850　　1、500ユ．850　　1、5∩02、700　　2、000fnogoo5kw5kW9（♪02，700　　2，（me　　　　goo5kτ，V　　　］．9．　50　　1，8tn　　1，0005kyU　　1．950　　1，800　　1，‘〕00Aに転換せんとLている趨勢が窺われると思う．速度の上｝1．に当然自動制征‖の川題を伴い，外国文献を見れば電jt管調整器あるいは磁文（増幅器へ5二を使用している．実際に適した凋整器はいろいろの条件に；1り選択されねはならぬが，rl本の紡績L菜が電気1制御の対象となったのは最近のことであり，将オ（の研究によりこO）種の自動制御は・層進んで行くメ，のと思わ力る．A，直流しす十一1ノ∫式；：るにしfノトフfプRange　drive　by　D　C］c・，llllr（l　system・紡績一r業におけるソーFL’li一トド運転り・い紙谷〔381｝35　5450水波数　UDC　621．3‘．4．261621．314．653’伊丹製作所己　斐　健　三　郎：1：Static　Mercury　Frequency　ChangerKenzaburo　KOIItami　Works　　Static　fi’equency　changers　require　statk：condensei’s　of　a　considerable　capacity　attheir　outPtltZ　side，　but　their　high　e備ciellcy：md　fle．xibility　outweigh　the　drawback．　Theycan　be　operated　in　parallel　with　any　rotating　rnaclコlnes．　Free　from　vibration　and　voise，1ight　weight，　easy　installat．ion　and　almost　the　same　dependability　with　rotating　Inachinesare　distinctive　features　of　this　static　al〕paratus．　Now　tllatこm　applicatiolユto　pot　motorsas　their　pour　sources　has　provell　to　be　successful，　discriptolls　oll　apParatus　ill　generaIand‘）f　ignitr《〕n　are　coiisidered　to　be　worthy　of　introdllcti〔）n．A1，まえがき　水銀整流器を使川した苗i止型周波数変換装置にっいては古くより研究が行われ，わが国に才♪いて4）数年前より冠力用の1，000kW〜10，000　kWのノ＼容継のものが運転に人っており優れた成績を示している．なお最近はこ力を応用した高圧直流1玉電が活滋に研究されるにいたっている．　・ノノこれらの実績によって近時紡紺i界においてもユ50c　”sあるいは300ピs程度のホットモータ電源としてこの種の変換装置が着日せられ，また実際に使用される向も多くなった．　本装置の特性，機構についてはすでにしばしばのべられているが今後ますます使用せられると杉えられるので，特集号の一一隅を借り回転機彗1］との嗣異点を解説しかつでグナイトllン型周波姿化変換装置を紹介する次第である．2，動作特性　静ll四］周波数変換装置は水銀整流器を刊用し交流を直流に変換する順変換装置（整流器装『’｜1）と，直流を父流に変換する逆変換装置（インバー2装旧1）とを組合せたものである．これは人別して他励式とr｜励式に分けら」rる．前陥、t出力側交i斤1系に川転機があり逆変換装置の変圧器はこれにより励磁せられるもので，後者は回転機の全然ないものである．両者の特性はほぼ同’であるが他励式は安定度，能率および力率の点づご優］［かつ制御が容易であるため，．普通既設回転機がある場合は他励式が採用される．　以ド1三として他励式についてのべる．36　（382）　　＊　圭支frl亘部；　ア．電圧電流外部特性　本装置は1図に示すごとくそれぞ，itの父流系統にりながる2組の，k銀アーク変換装置が交叉接続にな・ノているものである．　こ！lらの順逆両変換装描1はいす勿も陽極より陰駒｛へと・方向にのみ卍流を流すがlll輌者の差異はその陽極の点弧位相が翼っていることである．すたわち順変換装置では変圧器より加えられる陽極電圧力�_E半波の位相でsiS弧するが，逆変換装置では負半波において点弧する．　これは直流側より加えられる【E卍圧によって変圧器の逆り向電圧を打ll‘1し強制的に通流せしめることで，これecよって直流電ノJは変圧器を介して交流側に伝達される．　1順変換装置の酌：ifi［出力電圧E，rおよび逆変換装置の直流逆起電力E’，，はそれぞれ次式で示される．E，＝丘忍cosζ＋彪兀∫，「−Rlr　e。・・・・…　�J　　　E”，’二　leLノ三’．cosr）t・＋k，・X’1，，1．R’L，一トe、、　　・…　　　（2）ここに　　L，；｜白：流屯流　　私，克；各変換装置の紀線り式で定まる常数　　瓦，E’、；川〔｛，逆変換装置変圧器の直流側巻線の　　　　　付脂圧　　X，X’；順，逆変換装置の転流リアクタンス　　　　　（後述．）　　R，R’一順，逆変換装闘口i路の［萱流側に換算した　　　　等1川抵抗　　ea；変換装置の竜弧電圧降ド　　（t’；1111J｛変換装置の点弧遅オL角　　r）t；逆変換装置の点弧進み角三菱電機・VoL　28　No．8・1954’．’、一A入巾目1に言出川馴「ミ湶ξ二三11「．｝1；葺恒長置開雫匡蕃A、；噴要10崇∫：巴R蒋書ri，�ni窟発電筏（：：青蚕竜蓄電器la’、貿　　　膏1図　静止型周波数変換装置概略結線Fig，1。　Schematic　diagrclm　of　a　9．　ttltic　　　frequency　changrer．、91司一巨2図　変換装置の電　　圧電流特性Fig。2．　Vりltage　current　　chat−uc−　【eristics　　〔）f　　fre−qu・nCy　change1’・kって定まる．　変換器の損りこはIlとして竃弧電圧降一ドによるもので20−30Vである．その他点励弧用制御電ノ］SPよび真空ホンフ用竃力等であるが，こ”il．は数kWにすぎない・電弧電圧｛こよる損失は変換器II！［流丁9　JEを　2、000ないし3，000　Vに選ぶと約1％となり極めて僅かである．またこの損失は変換電流に比例する故変換器の能率は軽負荷において回転機のように能率が低ドしない特長がある．　変換器用変圧器の損失は　・般電川1」変圧器に比して含まカる高調波のため｝‘1：ド人となる．普通この損忠は約3図　逆変換装置　の転流図く’】：陽柚1の電圧t・L）　：陽趣2の電圧Fig．3．　CurrentL’（｝11versiOll　　d｛ci−gram　of　invertedrrCquency　chan9−Ci　1’．sA’　抵抗降ドおよび電弧電圧降ドを無視すると　ほ），（．2．）式より1、，＝let（E、　COSα一E’　．，　cOS　“r　’）‘’鳳X−・X’）…　（3）となる．　交流屯圧を一・定としてα角およびγ角を変化した場合の両変換装置の電圧電流特申［1は2図の実線および点線に示す仁うになり両山線の交点が周波数変換装置の動作点を示すことになる．図により明らかなkうにこの動作点は両変換器の1；Z相制御的aあるいはγによって容易に変化でき，交換電力E，，×L，を調整することが可能である．　・」元（1），（2）式よりE，，，E’，，は交流電圧Es，E’sによって変化し，位相制御を1［：わない場合は人力1則交流電圧が増ノくするかあるいは川力側交流1Ell三が減少すれば直流電流は増IJIIし変換電力も増大する．1じ圧変化が逆の場合は変換電力は減少する．　イ．周波数特性　順逆両変換装置「｛日には直流段階があろため人力側と川力側の交流周波委k問には相η1関係はなく完1ミな非同期型である．変換川力の周波数はlll／J側交流系の回転機によって定まる周波数そのものである．したがって脱調，乱調なと’の問題はなく，起動は遮断器の開1】qのみでよく同期合せなどを’必要としない．　また人川則交流の川il芝数の変動にょって変換出力が変fヒすることはない．　ウ．能率　本装置の能率は順逆’両変換装置の両変換器自体の損失，変換器川変圧器損・失および直流リアクトノしの損失に静1卜型水銀周力支数変換装置・己斐］．5％である．1白：流リアクトttしの損失の大部り〉は銅損で」卜’iE・1こ／」・さい．　以ir．の損失にょり決る総1？能率は普〕094〜q．　S’）％程度である．　エ．力率および無効電力　この装置の力率は陽極16流の通流f端｜すt“A・　1’・位酬11」御角および回路のリアクタンスによって次式のにうになる．　順変換装置のノ」率；　　　　cosψ・・cos（‘t’・1．’2）−cosα一・ρ，2　　　d）　逆変換装置の力率；　　　　　cos〔〆ゾ7＝cos（γ．−lt’，2｝−cos（n／．−u’）　・（！’t，，2　　　　　　　　＝cosツ　LC」　’r　2　　・　　　　・　…　　　　　　　　　　（5）　ここに　　　2t，　1，t’；順，逆変換装li’11のiFlり角腸柳1り1流時1　　　　　　陽極が同時に通流するP．」川）　　　ぴe’，；川〔1，逆変換装置変圧器（交流電iJsl：川路を　　　　　　含む）の短絡氾圧（％）　順変換装置の力率はa角が零の場合五↓高となるが普：通川∬変換装置側で変撫じ力の謝整，あ乙いは交流電圧変動の補償を行うためα角は20”〜30’となり力率it　80％ないし90　％’程度となる．JJ率を良好とするためには変換装置用変圧器にタップを設け電圧変動をこれである程度補償する．変圧器に負荷時タ・ソフ切替装置あるいは誘導電圧調整器をつけることは理想的であるが高価となる．　逆変換装置の場合ほr）t角tc　fi）る限度がありその値↓’1（383）　37下とすることは後述の転流失敗を生じる．3図に示すように陽極1より2に転流する場合二陽極が同時に通流する重り期間Uがあり，この重り角は転流リアクタンス．（陽極側よりみた電源回路も含む変圧器の相あたりのリアクタンス）および陽極電流と共に増大し，転流電圧（転流時の二陽極間の電圧）が減少すれば増大する．また一般に陽極電流の消滅直後の陽極では残留イオンの存在のため格子の制御能が失われており，一定の消イオン時間7を経過せねば陽極電圧が正となると再点弧する．したがって3図のt点以後はel＞esとなるため，この点より前で転流を完了せねばならない．すなわちγ一U＞τでなければならない．消イオン時間τはイグナイトロン型のものでは約10−，秒で極めて小であるがγ一％は普通10°〜20°としている．これは交流電圧の急変tCよるUの増大を考慮しているためである．電圧変動が大なる場合はγ角を大きくせねばならず，力率は低下し非常に大なる無効電力を必要とすることになるが，かかる場合応動速度の早い自動的の位相制御を行い電流の過増を防止して力率を向上することができる．　かように逆変換装置の制御角γには最小限界があり一定値以上の無効電力を必要とすることは本装置の一つの欠点でこれを極力少くするために種々の考慮が払われている，普通この無効電力は変換出力の50〜70％である．逆変換装置側交流系にはこの無効電力と負荷の必要とする無効電力の供給源が必要で回転機の他tc−．・般に静電蓄電器が使用される．　オ．並列運転　本装置は他励式の場合同期発電機あるいは誘導周波数変換器等と並列運転を行う．前述のような外部特性のため本装置は位相制御による変換電力の自動制御を行っている．したがってこの自動制御によって並列運転の負荷分担を任意かつ容易に行うことができる．一般に変動する負荷の内の一定負荷を静止型に分担せしめる方式と，逆に一・定負荷を回転機に分担せしめ変化分を静止型が負担する方式がある．後者は回転機にとって好ましいが無1∂）順震換器�E逆袈換器　　　4田　変換装置の陽極陰極間電圧ア：点弧期間，t：逆電圧期間，ガ：順電圧期間Fig．4．　Valtage　between　positive　and　negative　　　terminals　of　frequency　changer．38（384）効電力の大半を静電蓄電器に依存している場合などは静止型の出力変動に伴う無効電力の調整が前者に比して円滑に行われず，とくに回転機の容量が小なる場合は安定度が悪くなる嫌がある．　ここで問題としている場合は負荷はポットモータのみに限定されている故，もっとも利用度の高い経済的な運転制御を決定することは容易である．ただしこれは回転機の特性，容量および負荷，電圧の変動状況を検討考慮して定められるぺきである．　カ．異常現象　水銀アーク変換装置の陽極は1c／s中の一定期間通流し相回転順序に正しくつぎの陽極に転流していかねばならない．普通使用される二重星型結線では通流期問は120°で1　c，／s中の陽極陰極間電圧は4図のようrc変化する・4図の（a），（b）はそれぞれ順，逆変換装置の場合を示すもので，通流期間は電弧電圧に下り，非通流期間は逆電圧および順電圧がかかる．この逆電圧あるいは順電圧によって非通流期に陽極陰極間に電流が流れる現象がいわゆる逆弧および通弧である．その他の異常現象として失弧があるがこれは陽極が点弧すべき位相で点弧しない現象である．これらの現象はいずれも理論的研究の進歩と設計構造の改善によってほとんど克服されており，かつ極めて稀に発生するものに対しても後述のような優れた対策が採られ現在では解決された問題と考えてよいであろう．　本装置において逆弧が順変換器に生じた場合は入力側交流に対して二相または三相短絡となり大電流が流れるが消弧遮断（格子あるいは点弧子によって未点弧陽極の点弧を抑圧し，通流中の陽極は電圧の反転した位相で自然消滅せしめる）によって1c／s以内に遮断される．この間逆変換装置側よりの電力逆流は行われない．ただ変換出力の停止となる．消弧遮断後は0．5〜1sec以内に自動的に再閉路が行われる．したがって特別な永続性の逆弧でない限り瞬間的な出力停止となるにすぎずポットモータ負荷の場合問題とならない．　逆変換装置においては大なる電圧変動によって前述のγ一U＞γの条件がくずれると，たとえば前3図において陽極1が再点弧し陽極2への転流が失敗する．陽極1は通流をつづけその相電圧が正半波の域に達すると逆変換装置としての逆起電力が失われたことになり，順変換装置より大電流が流れる．失弧，通弧も同一の現象となる．逆弧もこの場合は転流失敗に移行する．また出力側交流電圧の喪失も逆起電力の喪失となり直流側短絡となる．しかしこれらの故障電流は直流回路に挿入されている直流リアクトルによって低値に抑えられ，かつ前述と同様に順変換装置側の消弧遮断，自動再閉路によって処理することができる．　なお陰極輝点の消滅その他による電弧の急激な断絶によって異常電圧を発生することがあるが，これは変換器の構造が適切であれば過冷運転等を行わない限りまず発三菱電機・Vo1．28　No．8・1954e七、ρパこ覧」■一■．，一〜》A⌒iAv‘、賦白角貫筒5図　単相自励式逆変　　換装置Fig．5．　Single　phaseself　exciting　invertedfrequency　changer・生しないし，また保護用の放電器が付してある．　キ．誘導障害　周波数変換装置において誘導障害が問題となる場合は主として入力側交流の電圧電流に含まれる高調波によるものである．しかしポットモータ電源としての容量は1，000〜2，000kW程度である故，通信線の布設状況が余程悪くない限り障害は生じないと考えてよい．ただ直流電圧が高く位相制御率も比較的大であるため転流時に高周波振動を生じやすく，これによる障害が考えられるがこの振動は抵抗と蓄電器の直列回路によって抑えることができる．3，自励式周波数変換装置　逆変換装置用変圧器を励磁すべき回転機のない場合は自励式となる．この場合の転流は静電蓄電器の充放電によって行われる．　蓄電器の転流作用を5図によって簡単に説明すると，まず放電管V，が点弧している場合蓄電器Cは図に示すように充電される．したがってつぎに放電管γ，の格子G2に正電位が加えられると九が点弧し蓄電器の放電電流はV2，　Viを通りbcaと流れる．この電流によってV、を流れる直流電流は打消されV、は消弧し，蓄電器は前と逆の電圧に充電されV，を再び点弧させた場合V2を消弧する．変圧器巻線には格子G、，　G，に加えられる周波数に相当する交番電流が流れ交流電力が負荷に伝達される．　多相の周波数変換装置としての結線は他励式の場合と全く同一であるが，点弧位相の制御電源に独立した高周波電源を必要とする．また静電蓄電器を逆変換装置変圧器の交流側巻線に挿入する以外rc一部を直流側巻線に接続することがある．　この特性は他励式と近似しているが異る点は，負荷により出力交流電圧が変化することと負荷によって逆変換器の点弧位相が変化することである．よって負荷が変動するとγ一U＞アの条件が崩れて転流失敗を生じるが，これは負荷に応じて蓄電器の容量を変化するか順変換器の直流出力を変化せしめるζとによって防止できる．また蓄電器を各負荷群と並列に接続しておき負荷の開閉と静止型水銀周波数変換装置・己斐同時に所要の蓄電器を開閉することも考えられる．4・イグナイトロン周波数変換装置　当社では昭和26年に三菱鉱業に3，000kWのものを始めて納入しイグナイトロン周波数変換装置の優秀な運転特性を立証した．ポットモータ電源としては容量単位は1，000kWないし2，000　kW程度で，かつ炭鉱負荷に比して負荷変動も少く製作は容易となる．商用周波数に比して周波数の高いことはこの種のものにはほとんど影響がなくただ消イオン時間の関係で僅かに力率が低下するのみである．　まず変換器としてはもっぱらイグナイトロン型のものを製作使用している．これは単陽極型で他の水銀アーク変換器と異った独特の点弧機構を有している．すなわち他種のものは励弧極によって常時陰極輝点を保持しているに対し，本器は浸漬式点弧子（イグナイタ）によって毎サイクル陽極の点弧直前に陰極輝点を生成しその陽極の通流が終れば陰極輝点は消滅する．したがって陽極の点弧位相の制御はイグナイタおよび格子によって確実におこなうことができる．いいかえれば格子制御のみに依存している場合に比して電弧電圧降下を増大することなく極めて確実な位相制御を行うことができる．このために他のものより高い能率を得ることができる．反面毎サイクルの陰極輝点の生成は失弧の確率を増大することが懸念されるが，これに対してはイグナイタを2本とし特殊の結線により確実な点弧を行う方式が採用されている．また陽極の非通流期間に陰極輝点がなく不要なイオンを発生しないことは，小型軽量のもので逆弧通弧に強い特性を付与することができる．　冷却方式としては風冷式および水冷式がある．風冷式のものは保守に便利であるが電弧電圧が大となり能率が僅か低くなる嫌がある．水冷式の欠点は冷却水による電蝕であるが，最近のものは全通水部に銅または黄銅管を使用してこの問題を解決するとともに，写真に示すように循環水ポンプその他の冷却装置一式を小型に綴めてイグナイトロンの枠台上に装置し極めて据付に便利な構造となっている．6図および7図はそれぞれ1，500kW用の風冷式および水冷式イグナイトロンの外観を示している．また8図はこれ等を使用した1，500　kWの周波数変換装置の総合能率を，直流電圧3鍋V杜び2，�oVの場合について示している．　なお最近排気ポンプを有しない密封式イグナイトロンも製作されつつあり，本器は綿密な使用材料の吟味，工作過程における厳密な試験および高度の特殊排気処理によって始めて生産せられるものでその優位性が期待されている．　変換器用変圧器としては一般電力用と大差ないが機械的に非常に強い構造となっており，結線方式は一次三角二次は相間リアクトル付の二重星型結線が採用されている．（385）39一s　�u’噌6図L5〔｝OkW風冷式lt・lfい・；・Fig、6．　　L5U【｝k、V　：lir　c’c）｛）led　igT　II　itT・‘）llli7図　1．500kWホ冷式ffi−1・イトTJンFig，7，　1，500　k、V　waler　coded　igrnitron．　・’イグナイいル変換器の制御装置とLては他種の」、の｝こ1七し　イ　グナイタ1i，�gt？Sf」1’加1えられ一ごいるカミ　’b’r励引∬；E／Jを’」Z（・，妾‘と　しなし・．　　イ　グー＋　イ　タi”1in】名（if琴lgxe’）イ亡i五；Eψ『をり1で　ラ　ト　v　ン　｝こよってfjl（1E｛上［　、ゾノ．ζ｛、元麦な’Jl　5iilぜ｝fi［を　イ　ク1ナイタに流すものである．このイグナイfXの点VIJI位相は一リィラトUンの格肺ll御にょ．ノて制副することができ制御1｛！1／J｝±も垣yノーこf‘簑力・’ごZうる．　移ii｜生ミ1昌�jk「：重カジ）rl’fs導咋‖移相機のほかに自動制御川と［、て直流励磁巻線をイa’する移相リァツト・しを使用Lている．自動制011は被吊ll御要素たとえlt変換1｛』’ノ」　・ち亡び，1［川益『11をfl：’51易r）｛±｛日〔而［変換1じ河［Cづ変fヒフ♪を，5闇零Z発］E機　（v一　ト　ト｜1・−yt）　まえこ｝±〔滋又（∫曽耽日器にょ一ノて行う．なおこのリアケト・tに補助巻＄泉を付しこれによって1に常時の自動制御と別ll「」に，変換電流が’フ這1≦艮ゲ誤を’ピ］え一た1易でこ；｛＃1を釦］1）‘r＿急、1主なほ↓｝充吊IJi逢‖をiJ：う　こともできる．その他変換器自体に対’して（1温度継屯器によ　り「呆�`’】：ヒオ・，’ノと　も　［ll：‘要なi行ノ田計目lli芝をlt2・　jallj　（tii：｝こ｛犬’つドー1動沽［｛∫｜度Hi−II　tsilもlj：オ）5，　rる．40（386）．Cti．，．’kli　　　y「ピL　vt　　：」tt　　、、Hさ．：／ご、’．3．；b2vlO　　　　　　V（’　　　　　　亨b　　　ff　筒　　％ノooノ208図　fケナイトロン周波数変襖装置・リ綜合能ヰl　　Fig．8，　COmbined　eiVlcency《）f　igmitroll　　　　　　　frcコquenc’y　ch：Lnger．　　偽ξ，滋『W　ltt；．と　して‘tlU　9’�hぐを手［」Hiし［｛江崩［失U文，　；e並『り瓜‖与iこほとんど時間遅れなく故障電流を遮断する独特の急速消弓瓜装i；戊力「；1寸してある．　こオL｝k恒ミ満［戊こ｝攻‖与σ））逆；6川1（7）ゾこりぐあるいは逆弧時の直流；琶圧の喪失を検川利用するものである．ilii：通に使用されてL．1る電流変化を検川するものは1｛艮｝斤［ll］u）［1’1：i勇〔1戊ア　ク　ト　ノL｛こよって［1与irllJ遅オ［カ：，1：＾，3！るfJ：IU圧変化によれば故1；章発生と同時に碗1川遮断することができ占k‖章�_E満［をFagb，）てf⊥〔L・ll白：｝こみllえることカ；’ごきる．　　しえこカ：’つ『ご変換2呂　こノ∫云＿る｝｝診！t聾メ）で↓〉・く，　ピ1重力liiig］U各ま一ごぴ）川」・1呂Jカ：鴛元斎1ヨーできる．　そのfU．−fikL　l　l　j変：喚2�gと1ifjド套�dミ’乍P乏，　才♪よこノごii，il度：弓；¢）！直｛’ill・iこ弘fしvfそ身1二t”1　’ilf呆，i庄兄麺動力こ．施されFこ」⊇り，　1田屯ぺξ」ゾ）、」呉」1柴｛ノ1；をIYj【1fJ．＾z，・邑動（・‘ji　l　Li山i重力も’ノヒflliiきれている．5，むすび　　レソ、1二要d一る｝こ17‖1上珊「り｜、勺力支2改変換三装｜言暖｛IHIノ」f｝！れこ村1当t｛しe）1等争∫E蓄］E器｛を’匹Z“要とする力斗i躯yジ（1吉1禽旨膓辛〔一でil∫▲尭�hllヵ○．人こであり，いかなる回転機とも並列1璽転を行うことができ’る．かつ振動，騒音を伴わない軽威な静止器っであり据付増ld及し・カこぞX易’ごありfl言束貞度も［，IltYvk機と　1・・1［呈1芝’と　杉’Yu　rこよい．　　また糸5わ育申1；iこ一rっlv・て｛t　・　tiJX｝こ陶iごら4〔なL、カ：］九・｝（・j”etl，1里1∪こゼ4ノ奮を釆｝；台「づ一」，tぱ噛人ご≠XII［｝器に対してはイ1’杓1とノこ�f∴こあろう．　　したがって今後このノノ而の進川が尺いにチ期せられる所であるがなオ♪・層；1！、｝要者側σ）ご則待に治いたく使）Hrじ芥位のご指導を乞・5次；∫膓である．＝．．菱電機・V，，1．28　N‘）．8・1954AA’＿54−−51移動フアンDUC　621．63−．182．3名山り己製1／川所瀬原田一一一郎＊Movable　FansSaburo　SEHARADA　　Nagoya　WorksA　　　lN．’lovable　fans　are　devices　installed　on　top　（）f　the　spinning　machine　and　serve　notollly　to　blow　off　flue　which　m［ay　accumulate　in　tlle　nlinute　gaps　of　the　apparatus　andensure　the　uniformity　of　the　quality　of　yarll，　but　also　save　labor　and　亡he　tinle　of　sus−pending　the　machine　for　cleaning．　In　the　latest　foreign　practice　various　m↓）vable　fansare　used　and　playing　a　role　of　rationalizing　the　management　of　factol・ies．　11n　this　ar・ticle　is　introduce（l　the　constructioll　and　perf（，rmances　of　Mitsublshi　m（，vable　fans，　andalso　explained　how　to　determine　the　speciflcation　of　fans　relative　to　varied　spimingnlElchille−s．一一1，まえがき　紡績機械には綿埃は非’il；；に有害で．・tbる．綿塵が糸に付くととの∴�g♪げ糸力汰くなり，太さの均・性を損ねる結果となる．また機械細，士ホに綿塵がからみ付くと潤滑油を吸い取ると」．ヒに機械を汚す．現今までは／，　f・によって機械や天月：を掃除してきたのであるが，この人件費も相当多初］に二．のにごり，　さらに掃除のために運転を序めなけれは’ならない機種もある．これらの弊害を除くために従来いろいろぢ案されてきたが，結局は機械に綿埃を積らせないことか肝要である．移動ファンは7アンを3箇または4箇を備えた乍体が紡機の一］二に据f・「けたレーノしヒを，つねに強風を送りながら・L行して綿埃を吹き落す装置である．　これまで精紡機用，整経機用がヒであったが，最近はダブ7，ワインノ言にそれぞれの条件に合う構造にして移動’ノァンの刊周範囲を拡げている．　結局，使用する紡績機械と，−1：場の建築構造に適合した移動．グ・�dを使旧しなければならない．＊　　↓又｛）1’ij戸‖；2，本体（1図およひ2図ち照）　ア．走行部分　車体はア・しミニ1ソム鋳物で構成し，焼人、した4箇の車輪は半径75t）mm　）カー．／’を回転寸→るに充分な丁一ハを有する・1一ン型としてあるので，カ・−ーノ部分でも極めて軽快に．走行する．　走行モー　fX　，　t中：台の中llこに縦に置き，上軸には．L向きノァンを取付け，下軸にはねじ歯車を取付けて減速して，つぎに傘歯中：を介して中：軸を1［il転’せ三しめる．ねじ歯中：部分は油槽中で川・転する構造で，注ゴ由管はビニール製としてオイtLゲージを兼ねている．　走行速度は紡機の機種によってjtい18〜27　m、Sminにとる．精紡機，整経機では18m∫mirl，ダブ’ラ，ワィンヌ“では22mlnin程度が適当である．走i］：速度を変えるにはねじ歯｝ドを交換する．本体の総｝E｛f［は約30kgである．　イ．パンタグラフ　市台の1両側からハ・タグノブξ持腕を川し，トuリ線｜図移動ノ．1’x本体Fig．］．　M〈）ving　fun．2図移動．ノアン本体　　　　の内部Fig，2．　Interior　view　　　of　m（⊃ving　fan．（387）　41を外側から抱えるようにして電源を得る構造になっているかジ，仁体の安定度を増Lている．紡糸ノi［二場ではとくにスパー1ノは危険なので片側2箇の【1一ノ刷一1’・を使用してスt・、＿’sの出ない安全な構造にtてちる．電源は100V単相で屯流は合計糸tj　3・5　A　ご拓る・　ウ．ファン　　ヒ1∴］ノ・，・ンは　12i114ト｛＜〕」〕1｛艮を｛吏用L・　ピー’？｛よ『）ンデンーリモー’x一ご，　10｛〕V，60csにオ⊇い’て345rplTIとくに風速を増してあるので鋸歯形工場のK“まで充分風を洪ることができ，※や螢光燈のヒ部には4t然綿埃が積らない．風速は3図に示す．1：場によってK　“：がフラットな醐ξりで綿埃稀llる」bliHL］がない時は，・じj恨の振りの反対なソァンを使用してド向とすることもできる．　下向ファンの風速は，走行速度とtl’）関連するがその決定は非常に難しく，強過ぎると糸VMLを起し弱い品1掃効果が減少する．風速は使川する紡機にょって違い，精糸方機，　整希簑機｛こにヒ⊥七lh駕口勺Ssjく　L，　タr”フ　．ノ，　1ノ　イ　ン　ダ1＾輻｝こは強い風速とする．4図に精紡機，整経機1｝1．；了ンの風速を示す．　こ力らの風速は当社が柿�h実験の結果求めた最適の｛ll’（〔口　　一／1？　　　　　　戊丁．こノ蚕由外らの距萬｛CrT1）　　　3図　風速分布曲線　　　　↓　It｜ε’1j　ノ　ド　ン　　60　c　s、Fi9．：1．　Di・t・ib・ti・・cu・…　f・i・　　　velocily　tuP、var（｛　「二lll　at　60c　s’）各クリルピラを延長して，そのヒ［・こレー・し締付’金具を共用したし一・しスタンドを喉める．嵌合の直径は7／8inである．クリ・しビラの延長長さは機種や配列間隔によって決るが，4図に示すように精紡機では問隔が約1・6mの場合，棚ヒ約600mm延長す力ばファンから機械まで約2mとな一ノて最適である．レー−tしの重情は1mにつき糸勺8kg　である．　当社の下向ノァンは隣σ）紡機を斜横ヒから吹く構造てあるが，只ヒから吹くノノ法kりもこσ〕ノ∫が清掃効果があることが認められる．4，各種紡績機械との関係　ア．精紡機　精紡機用としては，風が強過ぎると糸の’・・し一ニング（BaUooning）　を崩し，糸U」力を起すの．で風速は約200m．’min位が適当である．し一，しの配置は7図に示すように精紡機4〜6台を1組とする．4台ユ組でも（a）と（b）の2通りあるが，（．a）の方法は（b）のノ」法に比べてし一ノしが短くて製作費が安く，清掃効果もLるが通路の頭ヒが弔：呂：しくなる欠点が％る．　　　1‘1　　万メ．＼　　　　　’i　　　　　　　　1／：＼一　’　　”　�g』　・．、『∫／　vη　　s、　　　　　　＼一ti　4図　風速分布川線く粘紡機　　幸S糸そ機ltl一ト16］プ　．F’　ン　60　C　S：｝Fl蕊、，？ist漂�l1ざ「v5；｝鴇．pirmifig　and　wa・1・i・g　machi・・：lt　60CS｝一で約2mの距離で使lijする．　ド向フ．，・ンは12in　3枚羽恨をi吏川［，風速を変えるには羽根の角度およびモー7川ノ」を変える．紡機の・番・｛τ要な部分に風が当るように，ノーt一ンの1，�`」きは変えられる構造にしてある．3，　レー・■・ル　し一ノしは｜ll形鋼40大4（〕．K5mmヅ）　’辺を機械ti：一ヒLた＃）のを27ご使用し，その間隔は220mmである・最小回転半径は中心線ヒで750mmで，機械の中心線とレー・し中心線とを・致して取付ける．（5図，6図参照）　卜T1リ線は帯銅（2〃〈ユ3mm）　を阯川し　し・−JLの外1［lllに支持金具で取付ける．　レー・しを機械に取付けるtC・｛，；　5図に示すように紡機の42（388）し一L＼�h一一一　　i’一↓．．　］鰍司＿一．＼声n『L止、＿　　　　．こ1・・：−t「r−＿、　　　　　‘　　　　”　・5図　移動／・・ン本体ノト形・】’｝去図Fig．5．　1）illlensi《ms　of　Tlハ《）vablc　　　fan．．一一tue　　（”’　、　　　　　　　　　　　　　　　　t　−一一L　．1−一♪’．．’．ritlX／　　　　　　一　　「k，診　　　1−・≠−　s−　　．’　　＼ニー「　　ト声　　　　　　　　　　　　　しヨ　アほ雀＼』t　　一’　一一＼ξliミl　it　　Ll　f／’　．　卜一痢，tetxl．　　　　　一・6図　精紡機に取付けた移動戸・ンFig．6．　Movable　fan　attac1Ted　to　　a　r｛ng　SP｛nning　machine・：三菱1．E機．VoL　28　　No．8・1954AA’hA　ファン本体の走行速度は18m／minが適当で，精紡機4台1組の場合し一1し全長が約60mとなるから約3．5Millにユ1司u欠くことにな�f、．　イ．整経機　整経機の場r↑は糸の抗張力が弱いので風が強過ぎると糸切れを起す．したがって風速は精紡機と同・か多少弱める．し一・しの取付ノノ法は8図に示すようにフレームよ1け↓径7　’8　inのハィフを糸！］250　mm　it：て，そのLにレー一・L／，’1ンドを嵌める．し一・しの配置は9図に示すように整経機4台1組ヵ遥9’11であり，この場合し一・L全長が＄勺　451n，　ノ⊥E・｛】：i虫1江］8mmin　”／（“S）ろヵ・じ，糸勺2．5mill　iこl　li中i欠くこと｝こな二る．　整経機の場r†はド向・・’　1’ンの向きをドげて，クリノし部分に充分風が当るようにする．移動ソ’1’ンを整経機に使用すると，掃除のための1！じ転停1卜時1川を完全に省略できる．ので川常に’kJ］果的である．　　　　　　　　　一一　一　一　1　・　　　　　　　　　ゴてニ　　　　　　　エ　ム　　　　三£r三迄｝、き＼・ユ　こへ．一〆　　　　　　　t−÷ハ　　　．・　　　　　　　　　　　　　　　　コドご＿　　　iJ・　さ一一一口式＝・．一一「　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　い‘・「」　　　　　「　　　　　　1　　　　‘　　　　　　［t／’L」　l　　　　ll　　　　　　　　‘　　　　1　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　ii一hrrTMTnMTTTT　，　　　　−L−→一」−L−一一一・一一・，・．・．・．一・一　　　　　　　　　　‘♪壱　　　　8図　整経挫に取付けた移動ノ・一．Fi　kf．8．　M（，val）1e　fan：ttkw｜“・d　Io（1、val’PiT）kV　machille．APlti．「・’1　rL　　　　7図　しゴし配置図〔精紡機lFig．7．　Lay《，ur　of　raih　〈Ring　spinning　machine｝つ」‘1白ll峯壕ndil元一1−−1「1［　lL．一一1　　　9図　↓一・［配置図1整経機）Fig．9，　　Lay‘｝ut　c）t　rai［R．　1、Varpil19　maclline）A　ウ．ダブラ，ワインダ　この．1：程では糸の抗張力が強いので風が強過ぎるための糸切れの心配がない．したが’、て風速は強いノ」が効果的で，強力型のノァンを使用して風速を約250m「nlinにL，真．ド向ノ�hンを￥，うユ箇迫加する．（10図参照）　リfン7’ではチーズヒ向に積る綿埃はなかなか取れないので風を送る川数を多くする必要があり，走1．1：速度22m／minとして1／fン’x’　4台を1組にする．　ダーノ．フメ｝ノvf本ワ　i　ン　タとll・1じfヒ様一で⊥込冑・．5，特　長　ア・この移動ノァンはll向ソアンを1藺えているので｝〈1卜掃除をも省くことができる．　イ．ド向ファンは斜横から吹くために清掃効果が大きい．　ウ．レー・しをlt’　Aiから吊る型と違って，し一ノしは安定性があり天Azがiil：呂：しくないので工場の美観を損ねない．またクIJ・しピーノを延長するだけでレー・しが取付くので，据付1：事が簡単でちる．iTL−一一　　　　　一＝＝テ市　　　　　　　　　　　　己鋤　　　　　＿　　　　　　「、／t　　　　　　　＿lO　図　　　Ll　f　’　タ　、　　tf　一フ　．ノ　Iilモち亜i］ノ　’rs　1Fig．10．　M（，vablぐ　fこm　f‘）r　a　wilユdcrこmd　daubler．6，むすび　移動．7アンの使川によって綿埃lirB除のノN件費は，機種によ一」て違うが75〜95％減少している．その他，糸の均性とか一E場の美観のほかに工場内の湿気を一様に分布せしめる効果をもつ．　以ヒ移動ファンを紹介したが，今後リストの引下げ，品質向上の線に沿ってわが国においてもますます匝用される趨勢にある．今後他の機種にも適合した移動ソァンを開発してゆきたい意向でちる．移．＄JJ・ノ　ア　ン　・　瀬局↓lll｛：IS）fl）　435」5：t1了1）C　（21　S5：69　0：3，S一空気動　扉名占’屋製作所瀬原田三　郎：；：Pneumatically　Operated　Automatic　DoorsSal川ro　SEHARA「1）ANag《｝ya　WOrks　　In　ordinary　fact　o］’ieg．　and　“アaザehouses，　110｛　to　speak　of　the　facto｜・y　relatet1　｛・extilehldt1StrieS，　Where　air　（’Onditiollillg　ill　Set　tO　vVm＾k　d《）《♪rS　加　the　adjaCent　t　ha11‘1berS　a1’erequired　t（．）be（：losed　and　opened　as　quickly’as　possible．　　At　door−ways　through　which　trainways　or　trucks　pass，　frequent　closing　and　ope−11illg　the（｜oors　by　hand　are　very　ille臼iciellt　and　automatic《）peration　is　highly　desiral〕｜e．Mitsubishi　is　n〈｝w　ill　a　positi（m　to　fumish　with　pneumatiually　operated　alltomatic　doorsfor　P1’actic．al　use　in　answer　to　the　demand．1，まえがき　温湿度調整を行うに場の扉は，簡単なものではf頃斜し一’しを使旧する万法とか，中心聞きでばね式にするりi去，あるいは，ll．：錘式等で1」月．放を防いでいろ．　こカらは開閉が厄介なヒに，中：の通過には非常に不便である．　これまで，ド1動厨艮置としていろいろ杉案されてきた．たとえば駆動II．【ltlに交i斤1または直流モー’＞tを使日jL．，検出部分に光電タ’1：を使用するメ、の’猴あ三が，　こtilらは非常に高価で実1目的でない．実際1・］｝J題として，紡績工場で多数の扉を自動化する場合，圧縮空気式の与が，経費メ，少く，保守も容易である．当社ては現在まてに，この空気式自動扉を繊維関係の25　L場に，1↑評数百組を納ぺして好、脱を得ている．2，動作大要　戸閉機械はノ＼体屯dt川に使田さ力るものと同様である．扉の1両側に踏｛：11（を。よ置L，人または中：がこのヒに乗ると，踏板のドに設置した一Xイッチの回路が閉じ，電磁弁を働かせ空気通路を聞くので扉は聞き始める．扉は4秒から呂秒の間に1＼開レ）位置に達し，直ちに閉る運動に移るが，」、L踏板を踏み続け乙ときは開いたままて停止する．　扉を1川放の位｝i’llに保つ場冷は’限りIll1∫倶llに‘よii〆ll　l．たtil｜釦のいず力かを押せは’良い．開放の扉を閉める時も，kltj側いずPUのy，Hこもlh［d　V，　yことができる．　非常の場r↑，すなわち停電やイ�kk（回路電ぷ川路」）故障のときは，収の中に据ト」’けた三！∫・・ソを開けけ，blTII自由に「ご開閉ナるこLがこ占る．44　（39川　　i’は伽llllト［・ッ・い一・しまたはトラムウ〔・fが通過する扉の場合には，L　一一・しに・sイッィーを設け，運搬1トの通過に際Lて扉の開閉を川動的にlfうこ］こが・でき�d．3，扉部分　有効日1入llの」＼きさは，　｝票｝章と　L　’．ごillliさ　2，ユ201nm（71く），幅1，820rnm（6　J〈），　Jt・よびド1三さ1，970　mm（6．5尺），幅］，820mm（6尺）の：通りであるが・多少の変更は差乞えない．2図では後者右勝rの外形寸法を示す．この場合，戸閉機械のあ乙側から見て右に開、Mを有勝千，左に開く型をノピ勝手としている．　扉の厚みは28　mmで，その構造は鉄板を一1の’i：ilicに曲げたメ，のを骨とL，去面は］．6mm仕1鋪司板張りとし彗”　　　　1図　自動扉外観図｝“iト｛．　　1　　　Al）1）e三lrallve　　tハf　llut‘）11）：｝tic　　（｜‘∫（）r．一：菱屯機・V軋）1、：一｛s　Nt，・8・1954AAti，自A’一“’A　　　　　　ハハコー」．（　　i　←　−l　　　l元ll／・／≧f　　　t：’li：一］亘三＝if11r　　　　　ニニニパぶ」、L　’　←＿・−L；　ド‘；lts“BtS’｝＼rl＼判轟．r・L、，　・＝三＝．1三埠2図　n動扉外形・j’法図トig．2　Dimensw｝ns　ol’an　au｜りmatic｛1〈）り｜．一．・t−一・・り［亡‡：二；：：”　　　　　　　　75，戸閉機械二・、・て，．　川｜．1・｝i日ンノ「｜；：ノa　り　｝⊥　751Ulll　±Y，　り，　　krt，｛こ（よ　500m川・3｛｝1）mm　v）網ぺηソス窓を付けIJ通Lを良くしてちるにば構造．C・あると火災保険蝿約C・乙種iりj火扉に認定さ？Mる）．さらに扉の内醐こ1・ッソ1’「・一・しをぺれ，窓を付けない馳は，＋11種防火扉に認定されるがこhも製作［てい・る．　温度差の尺きい11：1；屋間に使旧す二：、扉には，　t・しケ板をへねて熟絶縁を艮（する．　三方枠目ノパニf，シ・lf，柱，・・ンノfi）．一スよりなりU［”0’　iを据付現」易で剰い�dてるり式になっている．　川袋はll川：多鋼でト牛組みをなし，外側にユmn1錨押くを張り，ヵモfとし一’しの間に［・｝碇する．戸滑金具1；r分の点検のために，2箇所の鉄板を取外せZ、構造である．　壁が厚い場合には三与枠儲1；を壁の中｛こ理込み，｜．喰t一ンノ万・一スのγト面が壁面と　’致する構造の埋込型とす］hは　・層1：場の．是観をり1立てる．　有効川人日幅がとくに広い場合，あるいはとくに迅速な開閉を要求さ］bる場rこには，左右に芥1・台の1−「閉機械をトと1目L　て｜，1，jlosき三一ナる．4，踏　板　踏枚の人きさ川1m角が標川ごあるかいろいろな要求から多少の変史はできる．奥∩：1mのうち手前から‘IOO　mm　二踏枚を　：分し，　その合せb目が10　mm“i　Lドげられると踏板スイ・ソチが人る．踏板の表面は縞鋼板1張りが標準であるが，　ノt！一リング張りの型も製作している．縞鋼板張りの場合，約ユOkgの荷竜で踏板スイップ・が入ろ．　｜flU機械はEG−131　E　甲］を使用する．3図に据付けた状況を示す．この機械の所要空文（昌：は1rll復につき約17／である．電中：に使用する場合と1’1動扉に使用する場合ジ）llな相違点を挙げると，　ア．開閉を逆に使うこと　電巾の場合は開く時に遅く，閉る時にltT．くなってい」；が，　ll場でぱ1凋く時に�_T・く閉ろ時に遅いのが合理的なので反対に使川寸る．すなわち人シリンfx’側に空禄が人る時が開で，そtlを逃1．！きが閉であ》．　イ．空気圧を高くとってある　　　こと　ピ場川ぽL電申：・b　ttriに1・Lべ．ご小いの（”，　圧肴ドi�h〜く（v’）lllりは最Tl’lj　7　k9’cm2，　占乏低5kg　Cn］L’で使用する．巾の｜fl：16：とLては120　kgが限度である．6．空気圧縮機　川縮機はR型空気圧縮機を1主用する．ILJ｛動室に据日日た状況を4図に・ドナ．仕様�gつぎのとvtり．　　illLl名　　　R　型空’K（圧縮機，空冷式　　ご（il’，：i　　　　　rr可：ll〜　58mm　／簡rI；［f：85mm，　2　気1摘　　　　　　190rPm　　（21−IP，4Pモー？臼，4扉　　　　　　　　　　　　　　　　　k　　　　　‘　　　　　　まで）　　llll転数　・　　　　　　69｛’）rPm　　（3HP，4P　亡一�j付，5扉　　　　　　　　　　　jり、ヒ8扉ま’C・　’）　　　　　　　｜O．ユ431TI：ilmin　（490　r　p　lll　ピ）とき、　　1弱♪叶1唱冠　一　　　　　　　｝｛｝．2｛旧　　i・　　　（691｝rpm　のヒき）3田戸閉機．械Fig．3　　1）《）（♪r　engine．空気（ド1動扉・瀬原川（3Yl）　45　　　4図　圧油機．い1：’L・　’t．‘TFig，　I　Co］］］pi’e／　s．　ur　aT］d　；tlr　rCscrv↓bir．　川り開閉器，直人起動器1・j（flり功極転をなL，7kg　Cm’ご停lL｛，5　kg　cniti　C一始動する．　n娯（ll！ljにはくトい斗を，LII一川側には油分削器を只f届する．7、空気溜め　1〈1｛・勒1司パu80／・’；’ソを使川1，5扉以L8扉丁．ごは260／タン〃を使lijする．7，ツは竪）tl’LJ円筒形こ，安1＞弁，トレン抜き，点ψ1窓を備え安全1捌蝿［lllにilりて試験を受けた確実なものをぽ川する．（．4図参照）8．電気配線（5図参照）　電磁弁回路は交流100V電源を使用する．電磁弁電流および継電器電満［は1じに0．23Aである．最低作動電圧は約7（）　Vであろ．　回路を説川すると，踏板スイッチが人｝，［ば電磁弁に電流が流れて扉を開く．そ」iと同時にKM　20継電器が人って自己保持するの’ff’踏板スイッチが開いても電磁弁電流は聞かず扉は聞き続ける．扉が］こ1用すると戸閉機械に付いている戸閉スイッチが自己保持回路を開くので電磁弁は消磁さtir扉川1∫］じる．もちろん踏阪を踏み続けれぱ開いたままご停止する．　押釦はPB　1206∫『1灰秤式で踏板スf・・’チとは無関f系に扉を開閉できる．　電源室より現場までの配管は，3！8〜3　”4　in混線管を阯用し，床ド埋込と十る．9．空気配管∪三�h二［　動力室のタ・クから各扉まこの配管は，　・般に相当長く200mに達することもある．管の人さは扉数と配管⊥くさによ一コて違うが，1　1’2−一．　1in亜鉛xッ．1ノノス管を使｝ij−sl一る．　各t乖ゾ＼q）フ）¶lk管；は　38ill　で，　1堪．rシ，　　三”・’ックを通って戸閉機械に連結する．途中の空気洩91に僕1しては極めて慎E｛1：でないと圧力降1・’が甚Lく，圧縮機は　　　　　　　　過負荷となる．　　　　　　　　　圧縮空気は冷却rl’るに従って水分　　　　　　　　を析出するので空気溜や配管途lliに　　　　　　　　ドしン抜きを備える．　　＝・些一∵≡　　　　　�_1　　　　／”t、粍ロ　　　　5図　1’i動扉装置結線区lFisr．5C・川IUCti・11　dhgram　f・r　an　aut・matic　d・・1・．10．むすひ　自動扉の設置によって，温湿度調整の効果があがるばかりでなく，近代｛ヒされた働き良い工場となって生産能率もEるであろう．繊維関係の［：場ばかりでなく，　一般i二場，倉庫，病院など今後利用範［瑚は拡がるものと期偽・さ力る．AA’A46（392）三菱電機・Vol．28　No．8・1954A54−53UI・）C　533．276：↓〜21．317，38：677繊維工業における含水分率の測定と自動制御，無線機製作所馬場文夫；i’大烏羽幸太郎ぷAMeasurement　and　AutomaticMoisture　Content　in　TextileFumio　BABA　・Kδtaro　OTOBAElectronics　worksControl　ofIndustry　　In　mesuring　moisture　content　of　textile　goods，　there　are　cases　where　the　measuremelltis　rnade　piece　by　piece　on　the　produces　at　an　inspection　roonユand　continuous　measurementis　carried　out　in　the　progress　of　work　simultaneously　with　automatic　control　of　dryingapparaturs．　A　moisture　content　meter　or　a　drimeter　is　accounted　for　herein　this　con−nection，　our　Type　SB　IJ　meters　1〕eing　reported　of　its　experimental　results　and　R．　everalforeign　makes　being　illtrodllced　together　with　it，ny〜＿1，まえがき　最近各種の製造［：場において品日管川，計測運転の問題が取り｛二げられてきた．・1ミ稿に：iisいては乾燥11程，とくに紡績1二場におi†る含永分率の日動制御1目として開発したSB・一［型・1こ分計について詳細報川すると同時に外国文献も二三紹介して参杉に供十ろ．2，測定法の種類　ア，触覚　紡績，製紙L場などにおいて，乾燥機を出た製�g1を，熟練者がr：．先でふれることにより，乾ぴ度の適否を判定するノノ法で，精度副七較的ll’ljいが，人にkり，川間状況により絶対値が異ることかある．　イ，絶対乾燥測定　被測定物の呂：卜1止を取り，そのときの（n：．量却を測り，こカを電気乾燥炉中で絶対乾燥せLめ絶対乾燥弔：�g9，を知り，幅一μ面�gu〕0，％いコその物質のCl・パ♪率を知るノ∫法で，値は正確であるが，面倒で時問がかかる．　ウ．電気測定　被測定物の含ノIS分率の変ILによる電禄常数口）変動を測定する力法で，川接測定であるためあらかじめ被測定物　＊製造部第・．一技術課副課長　＊＊製造部の含・k分率対電気常数の関係をi［ll定しておく必要があるが，　’度較．IEできi，・1ばメーヌ指示などで直続できるから簡単で，測定が迅速である．川題にた乙電ご（常数としてit次のものがあ／ノ．　（1）　　i　lsl　kt　＃｛1　jVt［　　　　　　Electric　resistance　（．2：）　　．1ろ］口：辛｛　　　　　　　　　1）ieleC／ric　colls亡allt　（3）　　［誘；琶f本fJ：率　　　　　Dielectric　］oss　factOr3，電気常数と含水率との関係　ア，電気抵抗と含水分率　鮫測定物の電ぷ抵才・tとしてぱ容積絶縁抵抗と2ξ面漏洩抵抗とがあるが，測定する場1↑は両者の合成である．含水分率との関係は指数函数であり，低含水率では数百MΩcmの高抵抗である．絶縁抵抗に力よぼす影響としてつぎの項Flが杉えられ二：．　は戊　川度　　・般に川度IX一とy（一に減少L吸湿性に？1∫むtf、の程川度の影響は甚だLい．　（「2）　湿度　　川度の影響は温度の影響1：りメ、数倍」“iC−・あり，測定　に際しては湿度を淀に保持することがこの測定ノ∫法で兎要な問題でy）〉：、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31，3）47　（．：1♪　リli圧電圧　　　・般に1川圧竜圧が高し・程小さい（tu’を示し，また電川　が余り高過ぎると被il碇物の糸賊を破壊づ一るおそ71が　あるので注意が必要でt’）る．　〔4）　電解質　　被測定物にC貯1∫｛する電解質のぼ！に　止抗1直に�宴m＼な　影響をおよぼす．　イ，誘電率と含水分率　蓄混器の1つの導体問を11，5電fiざで絶縁［た場合と，空気を1，って絶縁した場合との容量をi『ち庵率といい，つねに1ユ：り弍である．含」V率ヒの関係は川題になる範囲にa−）いてに　・次函数に近い値を示Lて、　’LるがII必1［r撮：’ii　’）増「オと急激にふえる．　ウL誘電体力率と含水分率　絶縁物被測定物に実効値Eなる・k流電圧を印加L，実効値／なる電流か流イ［た場合E・／c帖rρをパ電f村日失と呼びrρの余角δを損りぐ角という，tanδなろ誘電体力率と含水率との関係（よ簡単には表わぜない．4，外国製連続測定用水分計について　抵抗」U了よぴ容量式u）代表例をfi．、ifi・・膓”るヒ　Barber−Collnan　会社製の　MCC　装fgitl｛Mo：stllre　ContentC皿troりは加者であり，　Fielden社のDrimete「は後者である，カタログによij　1はづイ／ンヅ溶液の均一性，貯蔵湿度の維捕三，適当な粘性の維持，ンI！ンヌ噛混度制征・｛］∵の付属設備をすす♂てご川，すなわ六恒♪計での測i・七に際してはできるだけ影響する函数を少く［て運転を白：一t、　プつ　L・’　liノノ．　ア．Barber−Coln・a［1会社のrXtltollloti（r　Moistu「eCo）ltellt　C《，ntrolについて物．ノ，「⇒一・ト1｛llミ1じ　｛1｝il．　’へ｛llytψ　「v：ノ　’．／．．τ「　　．／．・1・　一；．工で、⊇÷1一セ竺1　　　�dど　　丁一至遇竺一一誌］，1⊃　　　　　　　　　，　s＝一＼”’　．一　一一一一一一一、一⊂：兵　1后　　　　　　　　　‘　＜ン　　　　　　　1F　　　h況1、　　1図　Barber・Cdm三ll1社りMCC−IX’置Fig．1．　Schematic　L｝f　l11《lisluve　c（lnk・川　人・”川｝．，，I　　　　u川【いfBこirl｝目・・Cuim：tn　Cu．　「三にス．ノ・，　s・　〔Slasher　lにおける木綿・羊毛・ヒスー∫一ス繊維・アセテート繊維などのたて糸の糊付乾燥度の測定に川いられており，記録用紙としては5〜11％jll・ts　kび　8〜14．eo’のメ）のを備えている．制御範囲は1．4u“以内，測定範囲�g人制1で4〜12％，収容箱の’j’法ば68in・L）7　in　l634ill，電極u一つの・1・法は6　inl脂のイ、：）．11．『らJl，晶　　（u　検川部　　11−．・電極川に布を走らせ，侑の含水分変化に応じ　て変三拭抗変化を検川し，コ〔により’f　Uッジ回路の　∴空管の・・イヤス電［i三を変1ヒさせて1図におけるCD　山に直流電位差を生ぜLめる．v一フ川の抵抗は数「　MΩを’」汁場∩が三力1たひあり，最ノ＼電流2｛〕μAで　ある．　　〔2）　変換川　　CI）「L」の直流電fl〆差お．よひ極性にしたがって交流出　ノ」電圧のよひ位相を変化させ，増幅した川力を隈取誘　〕淳電動機の隈取線li而に加え，電源に直接継がった界磁　線輪との位相礼LよりIE逆に回転させて指示計を振ら　せ，同時に白動制御【司路を制御している．　イ．Fielden社のDrimeti「　ぞドr拭’一扇度は含水分：率±1．％以内であり電極間に去オfLる容1｝〔変fヒ，0．00］μμf以ドを検知でき，また電極同に’1つ：：、電圧は0．1V以一ドである．測定範囲は木綿でO、20°。，1『∵巳で0〜40％，黄麻で0〜2�J％である．［Ill路構成，t．2図に’」kすように交流ブリッジに500c，．sで変調Lた5｛，Okcを加え，戊1£準値より変化Lた被測定物の含∧分率の変動によ：りノピじた変流不平衡電圧を取り出Lて指’」｛川’を動かLている、5、三菱製SB．　U型自動制御用水分計48パ14）　アL概説　当社製に被測定4勿の不純物（とくに電界質）および表向の状況山変化を遅けるため，検出部として容量式を採川Lた．測定器の｛」ll質上長時川にわたる安定性が問題になり検出部・川路1］］1・電源部に温度Wl臓その他の特別の杉慮を払っていろ．構成図を3図に示す．　i・ま静電容ig：を物ノξする’対の電極を杉えるとき，相対する電極の川［iiiをS，電極問の距離をdとし，この電極同にぢ電率・cなる被測定物を挿人すると，その静電／毛：d　　　’　　　（trO　’1L／t　　　2図　Fieltlt・1’1　fi二の1）rinlcter　l【｜1路構成！；ig，．：ノ，　Sピhema1；c　dh’imate｜・dii｛，gri’un’）of　Fielden　Cり，1菱電機・V4）1．28　N“．8・1954AAメ’””As、AA，za．一電唾部発擦部τr．F壱了音’r，｛♂妻　　　　3図　SBII班｝く分山構1）夏岡Fig：1．　Schematic　diagralll　of　SB　｜｜　【yPc．ユ1　．ヅ　　’、2，電ほ：号，　−fi’／・．（4　−，’一’t’t板5．　絶縁物6．　　’ノー　ト　リ　〆　�d・4図　’屯阿｛部Fig．4．　Eledrf　dc．fi．f　　　　　　　　　5図　　電極断面図　　　　Fig．5，　C・nslruc［i・m・1’、し・tr・rlu剛．容IT｛：Cは次式で／ノ：えら41ノ．　　　　　　cゐ￥Cl｛・比例常蜘　Il，，　LIで与えら力る静起容吊：C　と　一定りfttsクタンス／．とで同調する発振器ご構成するとその発振周波数Fは次式となる．　　　　　　F　−1、　　．．．、（2｝　　　　　　　　2π、LCいま　万　を　・定：とすると発振川］波放　F　�_5｝氾’容沽Cの函数であり，Cは∫1）式の如1含1（分率に」七例する誘電ヨ≦（cの函数であるから（21式は（3）式に井き換えられる，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F＝Kξ一　　’1　　｛κ：　1・ヒ｛句1’i・1’；1左《l　　　　　t’1｝すなわち含メ⊆分率に比例Lて発振川波数が変fLし，本装置はこの発振周波数変化を電流変化に変えて指示計を振らせ，継電器を動作せLむて自動制御を行らものである、　イ，検出部　　（b　電極構造につい一⊂　　4図および5図に示さノ「るよt”］なノ’・．一ノ・に　保持さVNた測定電極一ごあり，侑の継日を通迫　しやすくするために最人5mmの聞卜菜が設　けてあって，これは彼測定物の厚みに応じてかえられる、　　↓2）　電極部の温度補償につ．　’／て1（川◇．・1曽　　　．　　　　．「fnfF事t’1　　．一［．ll電極部を通過するi波i則定物の湯1芝変化，およひ摩擦熱にょシ庵極淵已の変化により電極£持絶縁物oikl度変化が’ヒじて測定電ト）lf1体の容lrヒ定数が変り，測J定値に誤差を生ずる．1：一．て｛“li　1置では5図に示す如きバで1？・しにkり川度補償を行’っている．　温度がTrから7’，・に変化Lたときのバイkれ！v）川1げ’li　ll　Dに次式でノ」：えCノれる．　　　　〃＝κ∫バ伍一γ’川方　．．．　．「山　　　　　　　　　　　t　　　Kノバ：バflJ／・し∂｝伴｛に．い，定まる（．mm）　　　　　　　　’、‖「凄文一139　　10幽‘　　　　t，：　kき　（mm）　　　　　1：　厚∴仁　〔mml撒たt・fく？・L，∵一．＜toc川の句r∴」面積をSと↓．，こゾ）卜川19�`6カ、で1【カ・ド、ぱ．に変ミfヒ［たときV）−rst．・1±；変化Cカミ補償容量に等L　1なけ］川ずならない．＋なわfl　c−1…S（2，，−kl）　　・〜・であり，実際」ハfAン・しは　蠕ぐ制呆持で川るためだ切間隙変化は｛4）式で得ら2Hるものより少く，浮遊容辻り問題もあるのでr（〇二d，．d，，（r疋Obである．6図は電樋硝LのハイメX・しとアース阪の対抗面磧を変化させた湿反補償の主測仰1を示Lていろ．すなわち6図において（A）（B）（C）につilて這極II，！1「k変（ヒにJlる容辻増加吊：は減少L，（Dlにおいては補fi’？し過きJ）傾向を爪Lている．　　　（：3　）　　　　ト「芝iL−u’，t4勿v／　　t　alユ　δ　　　ノ）　．コ多79：　被i則定物の含・kフ♪率が変ると，前述の如くぼ近率と．．O・’・．−O…．．．O　σ『’　　　　　　「．1．一．、　　　　　　　　L．」d　　　　　　　；　　　Ol　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　エ　ぶ　コ　コ　　　ロ　ロ　ェ　　　ゴ　　　　　　　　、・’汀一1｛L　　　．cr／へ＼。〈／o（プ．．o．”　　i／’¶i！f’o・’・一一・．一（〉．＿−o／こ：］・’　＋‘　’1：し／t　　　1∵　．　IL°．−寸　　’L−」　　’・．9．・4　　　．Q・・’一一’−o『『”『『．o．　oσ　o‘’R．e−−oゾ／rt　一◎．’f”己・．　・”“　．」、。1、．t・s　　　1’・アー・kisL←　　r］＜o−・・　　．o／、／／繊紺1：業にわける含水分牢の測定と111動制御・馬場・ノミ鳥羽oL“，　．・’1？　　　　　　．1．’1　　　　　　　　　　L．’　　　　　　　　　　　　ドこ一一　　　　∫r11　　　　　　　　　　　　　　−一←力　　川　　　6図　　這極剖．；）温FAi　k［1］’償実，染例Fig．　iS．　C・mpensa［i⇔n　data《・f　electr・rles、”91．一　．・　1，：・iLlLJig．；’　　一　．：｛「・r395）　49⊆丁1”　　．　、コー　→一・　　　　〔　　　　　　　　’．O　　辱；三了�d’1三巴［i」占←σ⊥　−9，‘：・1A1・　　ミ、・巨　‘　’．．日三言．！l／l　l．三：7’i「自巨な，キ：三≡）」］；ll，下馬　　　　　　7図　電i・kl’；−1：　’1・1’イ：・｝i同iil・1．ドig．7．　E・lui・．”le］】1　drCui【・い・IV・・1｝・v‘k．・unlt，　「ifSll！j：に　t≡m♪　）t，変iLする．　こ．）鮫i則’走物を亀：blに人　れて構成L．．た．発振llll路で�btanδの｛影作バ発振r差1度．ノ）　変化！：Lて表わ力るが，空禄［llj隙のある電極を川いる　こと1．こ．1［り，　ま1�fこ．．く・．一・＼・i一グi∫ゲ　f　ン．」丈を杓」jlj寸『る：二　と｛．こより’．：iE用1・．1「ftとんど無紘1できることを確1認Lた．　（1．　i則’走い阯洛ジ）　Q　に！フい÷こ　6図に」♪いてz．　　x　　．1“．、．．｝ωRcデ）　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1：ω2ぽC7・k」小cc・s’1　　　　　　　ただL．　C・ll・C：C．s’　．タン　ク1日U洛に社．するパ1｝加1直列］巳］’戊「tl・j，：　　rt）L）八lt　Uf・LX・．’t　lとして　　　　　　1？’．・1，ω告（．，、，’二�m（・，三．．・．・…〔狗線輪のQ，．己トR’なz徽○っcを棚」に継｝’いだときの合F・垣．）Q・川．1直那場∫回’伽分は（6）式より　　　1　　　　であるからω2GRωL　　　　　　　　　　　　　］（？L）．・γ　　　　　ω2C2ノ？t　　（2！1］tl：1116．（？1たた　　　（；1．σ14，ta。δ，一（h　　　　　　α1　　　　　　ωCI　　　ノニ1：　電極面積　空隙に対Lナる厄〔1倒・ンつ力率低．f“こつい・て一一8｛とに戊J率P．f．は．汐こ式．で表わ．される．　　　　　　　　　　　　4，7δi．P．1’↓．，L、mC．，rt）《Ll　　　　�jC∵ρ11・．∴、t・n6−　（？i　1）．　ilil」定迫1極とPむ則’・這］勿の目｝jにソド1；藁のあろ」．＞5rr，定物のtanδが・’xン〃川星各に！之已＋影ぷ巨につ．、・てtt，　　A　　　　　　　　　　　　　　　‘「．1ン．1　　　　　　　　　，　　Cl　　　cl‘．4τd，，4Tf∫、1　”　　　　、￥rrd1．川や1笥な酬己・蝦U繊lk・・Cと賠るt！ン　ケ川路に　A）なる�g1りぐをイ」’する試判・（．ごが人・ノた‖与（りン　ン　ソlr1DL各己・戊　ρ、：　i：　｛．．7）　∫Cよ　り　　（2，⊂．−Q・一一一一．　　（？1．　．．、・8）／1　　　詰唾　云lPk．1皮i則．　d’、／）．　　d，1叶L・（宗1∫巨�cい�c�d∴．�e；ll�j〈IR1．−t・nδtL．アこノう∴ノ『こ吟�gm・；1・総・ρ∵∵名、−t｛11芸…9・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dtた川．　　，．ぺ万〔ム　C．　’寒｝：祭数〔直に文・j’する桓ミdl　1表．．．．）測定ffhl　l　i：ついての（9）式の、11’算1直を2表に．：J　k’す．　．・・．ti’川r」定電極・］’法を1｛｝OmmφとするとA＝78．5Cm2fiill也の1ソ・さを｛｝．15mmとすると8図における，　　　　ml、　トil．　’9φ　；ぱ　、　そ十ll　　坤こ．幽9・：｝　　　7　　　　　〒旨）　　　　⊥�d　　　ら一　≧ら　　　　一「了　　　　　　oとなりC1ωS85三ド78・・1　　　　　　　　　（．｝．015　　　　　　ユ　c．］1］　’fCf　tt’　1・v計日例を3表に・jk一す．464・，ft　1μμfd測：走　：7’ン　’ノ川ki・3　i．二おけ’二膓｜日�g周ぞ☆｝1：を　　　，1〔＝＝＝＝了、ヅド）．ゴ！｝⊥乙zfテ61「ABc｜表　L．一・�dに対するiilJI’，じ例⊆；lll］．�n亡50　ゼ396）　　　8　図　　シ｝1隙酩．♪ヨひる’tgJ　s∫，i剖；Fig．8．　Electr・des　Unit　air　gaP．rr　　，lt　撒JN　，i，1　　20UtL　　］otl‘，B　　（1、［ノ’二・．　　　c／1　　5　　　5］ti川151：’）c［i3．22，42表　式（91しソ計原f‘ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　1eL322．．1v1612］1vo．り5890．t｝77；｛．lt　　　　バ2　　　　（），tl311：・；Lt．4　　　　t・1．1　　　　｛．［．｛｝4IL：　　　　・！（s　　　　｛）．（．lz｛142．．1　　　　；1（｛　　　1［．〔｝270C：・Cs＝200tanδ14．�`，　　f｝．l　　o．05taDδ1　Ulb　o，ユ　n．05：∬c）．り5　0．l　O．（．）5：ILi　l｝．05　u．1　｛Lo5万o．｛．后3表　S国のC、、・．．）計’C《二値t’lly／，・一’　til　川　1（1ξ1322．3（’1μμfd　1484．8　　1113・6＿《‘　37］，2（9）　ll〈’Li）　P．f．〔．｝．0058YO．flO385（［．O｛．）2f．1’．1o．〔｝o：’io：so．o｛｝2｛）．oUl∩3o．o｛［2u4り．〔｝｛u35り，oo↓．XGtl｝（Tvμμfd44．9．　8Y44．5440．445．．　菱f’gte｛　・VoL　28　　N〔，．8・1954AA、v’⌒、⌒A一へB4表　（8）式ゾノ罰掠値　〈lot）＝…1∫　P．｛P＝　d・t（Js　μμfd　（’r（、t’　　　　　　　　（2r（G）　　　μμfdΩ3ユ0　　　　（）．003b．a　　　44．98Y　　　　200　　　　　1〔〕〔｝　　99．9：｛1810　　　0．UO2　　　　44．544　　　L）OC）　　　　ユ｛｝0　　9Y．9554μμfd，（？1＝ユ00（（？i日無損尖ll∫変蓄電器が並列に人った時メ洞じ値である）とすると（8）W）計算は4表の如（なる．　−」一なオ）ナ、し　一コ　ン　d・’）ρ｝小こ；S・tl　2．O　Uo　カ・ら　］oOo　∀）Vllt．こ」・いて厚み0」51nm，測定屯極・1’法ユO〔）mmφ，測定・酬隙・・65・n・mすなわち；一・・〈・脇・1」定…回路のQの低一ド割合は0．02S4．Oo程1斐で問題にならない・　d．屯極寸法，電極間隙の異る場合に生ずる被ill碇物の一定誘電率差と容量；（：との関係　電極寸法は被測定物．ti．kび現場σ）状況により異り，電極間隙ぽ被測定物の継日等の厚み変化に］：り衝撃を当えないように充分広くする必要がある．　　ソ7測定器として含水率変化に応じた容量変1ヒの値と［てたとえば0．05μμfd「．9e以ヒが必要であ1〕，被測定物の含水分率対誘電率特性を実験的に確めてから9図の如き曲線により必要竃極寸法が定められる．　ウ，発振回路　発振回路自体の周波数変動は測定値の誤差となるのて発振タンク回路は恒温槽中に密閉し，また呉空管の使用中および差換えによる電気常数の変化とくに人力容吐C．，rの影響を避ける為にケ：’・・，フス川ifG　cClapp’s　Circuit｝を採用した．すなわち発振周波数は10図のL，，Clでほとんどきまり，C2，　C：1，のリアクタンスは　100　S）程度とLているので貞空管V，　，」）ぺjjザ了’ノヌンスの変動X　F「　　　　　4＝∫こLS　こ、】｜、吐’｜　　・1：：：）△こご．Ol〔1　A　　⊥　　　　トZZZIZIZIコ料・｛Lt・／1η’〔rrl＼＼＼　、ご一一eti，f　lh）5　川し　vL・｝　　　　　vs　　Cl．、1　　　／／：T　＃’1　　・・｝　　　　　　、’　　　ttu川［〃’1亨・こη4n，itJ’tノiU9図　被測定物の誘電率、tl：32い12．4にな一弓こ　　　　　ときに・ヒ・」一る容�gぷ　（μμfd）　　　　　　　　　　ピよF｛9．9．Relati・11　・・＝　CUid　Ctlpucity　tlirft・rence　　　　　　　　　　マピ　　　　wl1ピnとchallges：｛2　to　Lt．−1繊紺．丁業にk♪けろ含水フ持1の測定とド睡猜ll御・馬場りく鳥羽　　「．　　　　　　　　　l　　　　　　　　l［≡一・�k　　　　　　　　eL1／・、一「ξ一一一t　　　　　　　　　’B10図　SBII型水分計発信回路Fig．　IO．（・）9．・C川ati・11　ci1’Ctlit，v（コξi，“』州」，wwNHt’9　　11図　周波数変換ぶよび低周波増幅111ぽ各Fig．11．　Frirquency　converler　und　low　frequency．　　　12図　矩形被発小、周波数弁別1【ll路Fig．　］2．　　RectangUlar　and　frequenCy　cletecter　CirCUit，は無視できる，また　V，としてはg．，t’の高い真空管を選ぶ必要があり本装置では，6AK5を採L｛／」　L一てある．　エ，周波数変換，低周波増幅回路　被測定物の含水分率が変化した為に生じた発振回路の川波数変fヒを，11図の　V2の／k晶発振によりfLk　）・’｛j波に変換，櫨波器を通じて後低周波増幅をfJ：う．　オ，矩形波発生，周波数弁別および直流増幅回路　12図Mの陽極電圧をド1ずて格J’一への直列抵抗の作用9：lkにIE弦波を矩｝1多波に変えている．　1／r，は混r川波計lll【路を構成して宕り，指示計ルr1に川波数変化ナなわち1’相S分率を指示させていろ．直流増幅管V，のグリッ1・にlt’パヤス電圧をIJI　9−，指示回路を流］1る電流変化が万のバfヤス電圧を減！少せしめ，V，の陽極電流を箭｛1御Lてい乙．またRL・、，　Cv，により充分な時定数をとらぜ被i1｛1」定物の部分的急変に対して・’�c応動｛．ない1：・一）に｛ている．｛397）5｜　　13図　：水分指示計Fig．13．　M‘）面ure　iildiclttei’，カ，自動制御回路＄：e・r　乾燥機を通過する製品の1⊥度を制御して［’が｝渡を毘定値にするため，−1三電動機の川転数を変えている．すなわち13図の如く規定含水率Sを中’t・とLてある含・k率の幅，たとえば2％と定めWETのノノ向に指示してヒ限を越すと主混動機の回転数を減少さす、り向にDRYの方向に指示してド限を越すと逆に川転投を増す方向に継電器を動作せしめ，主電動機が直流電亟力機の場合はそつ界磁抵抗を変1ヒさせ，1整流．1二這動機の場合i丈その刷］�cの位置を変える操作電動機を正逆に川転せL1ノノて，　ll冠動機の回転数を変えている．　しかしながらある回転数になった時の乾燥状態の侑が電極部を通過するのは，　14図に」．’いてもわか乙如く1〜2　分の遅」｛かあるから，この点を杉慮［で，回私’�afッチ部を「jl二用Lて’・v・乙．　キ，電源部　電源人力に対Lて川川動］ぜ圧品整器，真空管陽極電圧および・川ヤス電圧用には，電」�c管1川御定」r5ii｛回路を採用している．その特性は15図に’ドす友日く電源電圧の変動才eよび直流負荷の変動に対して極めて安定Lている．　ク．SB　ll型水分計仕様（］）（2）（：力（4）←T　　　　　　　　�`、簑⇒　、、�`．’讐　騨1じiJsli：　　1｝1．Wl，　50cs　まアこiL　60cs　looV使用L’［空管　　測定部　　6AK5　　　　　　　6SI叉7（：’F　　　　　　　6SJ7GT　　　　　　　6H6GT　　　　　　　6V6GT　　　　　　　VRA　1355e　　電源1引；　　KX80　　　　　　　5U4G　　　　　　　6SJ7　　　　　　　6AS7　　　　　　　2A3　　　　　　　VRA　6580　　1二1動制御部　　5z：1　　　　　　　　3G15性能　1「1動制御範囲．52　（3Y8）111］211121］412児定∧分率士1y（、以1勺　　14図　SB　II　FPt据付図Fig．14．　SB　ll　Setlirlg，（liagrani．〆1．lt．053v，B　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　垣1∵ぷ�g榔，1，1　　　　　　　　ピ　　　み　　　　　　　　：・L．＿．＿＿＿．＿＿一15図　電源部斗」性80　ぶ｝　1・　1｝o　l遭電「電圧しV）1�_g．　15．　　（’1）“1’ttL・teristic　〔，ゴ　1）　（、　POI・V（，1・　sUl）ply．　　　　　　　　　　　　］00V±10％に対し含水分弓；　　　　　　　　　　　　の変動O．05�j以ド　　　脅　　　電源t＋fケノL　　　1．・　）変動に1引　．．．±2．5�_に対し含／白♪率の　　　　　　　　　　　　変重りo．2、�j　ユ’几i・’｛5〕　　’t（f事　　　　・j’法600（幅）ぺ川哩i二川・パ51）川高）mln　　　・脳［　140kg　　　　　　　　　it，・｝　f　−j．　s・t氾源電圧の変動に4・i　L・　　16図　SBI［’　」i！l，］t分計ク抽〕］　　　Fig．］6．　SB　II　Type　　　　：lut“111atiC　moistUre　　　　　C“nteJlt　c《）lltl’C、｜．17図　SB−［”型水分計内部　Fig．17．　SB．ll　Type　　autOl／’latiC　111vi　S．亡ure　　content　cイ）ntr‘）1．1菱電機・V《）L28　N《）．8・1954Aぷ””’A⌒、一一、、／！ノ、　　　．L�`　．、一1蕊1＼⊃1∵＼∴＼＼こ；こ�nご■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　＿　　　　＿　　　　＿　　　　＿．L、…一⊥L＼　　　1　　、　　　　、　　　　l　　l　　lrビ…、、，．ト「一　　｜11、　　　　　1、Ll　　　　　　l．L�`一一∴．｜　　　　l　　l　　l　　l1　　　　　、＼　　　1−　1ぺ　　　　　　　　ll　l1一　い　一　llLトィ＿．．」．⊥コ1，∫，11’，コーコー‘　　1　1l　　　　l　　lIl　　　　十　t　il　s　　l　　　t　　∫i　I一　　f、1十｛17i　，11　　　．　　l　l　｜　1　｜　1　罰｜1桂　　　　「1，1イ　．117’t　　l　入l　　l　　　　　　　　　　　　　　　　i1＿！i　lj1屑v一　＿1＿　辿　＿／一一．t−　．．L　＿t＿’　1．　1　1　1LL二Lj−i．」一一�dLL．L；−LLLL⊥−i．；」．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　　　　　一　　　．一　　一　　　　一　　　　一　　　一　　下　　　　　　　　　　［　ごト丁〕1・も　．．」p：、相ヨ］6…18図　SB−111刑の旧力測定f直（電9“t部に布を通Lている！：き）　　　Fig・18・　Data　uf　SB　ll　type　drimeter〔川tl〕ut．一tl！二｝　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　コ　　　パ　　　’　　　　　　　　　　　l　　　　F≒ξ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　へ　やln　，t”ni◆一一一一→1時9�d一’｝1　19図は，・k電動機川転数を変えた時に含水分率が変る模様を示している．　測定電極，W本の総rヤ配置図を20図に示している．7．むすびA一　19図　・1：電動機川転1：i（．と含水率との関係Fig．］9・　Relation　between　Iunin　motOr　1’pm　　　　　　and　Illoisture　content．　　　20図　小分計総合配置「く【Fig・2n・SB　II　TyP・・Upe・ati・n　di・9・all］，6、現場実験結果　18図はSBu型電極1；：1；に布を通過せしめて測定値を日記記録計によi川1ηかした約10分間の記録である．変動は大体含灼ナ率2�`の範囲である．繊維L：業にかける含水フ♪午の測定と日重り制御・馬場・大鳥歩1　さて誘氾率はノk分のノ人でな．（｛li1’1体，糊，しジン等の函数であり汐十国では他の条件をできるだけ’定にして，最後は合づS分率の，7”　U・）函数であるように工程管理を行一ノて後，i’｜動制御を行っていることを知る時，いわゆろ白動制御の総合精度をヒげるには，幾多研究課題があり今後の進展にまたねばならない．　　　　　　　　　たお本機の開発研究の　・部は文部省　　　総r†試験研究費により東人含湿量測定　　　委員会委員諸氏のご助言を得た．また　　　基礎デー7をとるため醜｛洋紡績本社電　　三（課の関係各位ならびに当社加藤・小　　　林両技師の援助を得た．あわせて感謝　　の意を表する．、1文献（1）　‘‘BrowIい’　　Instrun）entatiun　Data　Sheet　No，8．14a（2）　’‘AutomaUc　M〈｝isture　Content　Con−　trej”　Electr（／，nics、　Jall．　195（）　p．　138（3）“Measurh・g　M（・isturべElectronics、　ApriL　1949　p．126（4）　LL　An　Indllctance−Cap三tcitξmce　Oscil−　lator　of　Unusnall　Frequency　Stability”　LR．　E，　March，1948　p．356（5）tt高周波加熱”コロナ社（39Y）5354−．54〔IDC　621．365．・1：677＿アル、s、カヒータM川ば製作iF）　i’鈴木洌“Application　to　Almicaheater　to　TextileIndustriesKiyoshi　SUZUKINagoya　WorksA　　　‘‘　Almicaheater”is　our　trade　name　given　to　immersion　type　heating　Units　generallycalled　tube　heaters　or　sheathe　wires，　having　many　notable　features．　They　are　nowenjoying　popularity　in　various　circles　and　are　particularly　welcomed　by　textile　industries．This　article　gives　a　brief　explanation　of　t‘　Almicaheater”and　the　method　to　determinethe　capacity　when　used　to　liquid　heating，　together　with　a　suggestion　of　a　few　new　ap．plicatioll　to　this　part｛cular　industry・ノ1，まえがき　各種の気体，液体あるいは固体を｝川熱する川題はほと人．ど’すべての1：業にオぷいて出合う問題であ’，−C，繊紺11業においても，その11程川あるいは付属設備とLて種�kの日的に熱源が必‘要とさ川るが，熱源とLて電気を利」川することはつぎの仁うに多くの長所がある．（1）（2）（3）（4）（5）（6）　これらの⊥、i’所は鰹1据｛をi尺疋する1なるべきものであ’、さらに1建ん、でメく1∵嚢用にま’で『ii二皮発達1いてもその特長を発揮している．　電熱器の’ヒ命ぱ，　その発熱体にあるのであるカミ，　一ク1・ム線を碍∫1”で之持し，これに電流を通Lた，いわゆるこヒ1罷dl，｜質がYkく，　生ドrlf迄率の」＼な《」こと．イ∫1h：ノ∫スまたぱ粉塵を発生せ．」ーこ，衛’ヒ的．であること．描度訟］節が11・1確力・つ容易に1幽こ，］爪の］肚駄が少1・・こと．操i’vが簡ii’i．で労りを［ミ11約：二1きるこヒ．｜：場川積を節約L，投資客貞をi威ノ］ノできること．火災ηの危19iXiを少くし，維持費を節約できること　　　　　　　　　　”�d　　　　こ’11り，　1石：ノ＼なt要づ熔と　　　　　　　　　て，電熱器はノ）や家庭lilより丁喪業川，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「：iL，　袖嫌∬［1業に二言♪，乾燥川・烈処川用・艶出L．川等に応川．ぜられて，露出型発熱体では，　局部的に過熱1．一たり，傷や酸化の害のため，比較的寿命が短く，埋没して加熱することが困難であるため，ドするなど種々の欠点が避けら力ない．54　（400）　＊　士支1’1；」部‖‘対別器6｛1」課長外部力・らの1日また液体中に加熱哺窪ヨζカこ1氏　ア’しミリヒ・一？は露出1『∪発熱体の1：記欠点を除去寸；：Jため，／はり約2｛｝ll｛llij，羨研究所野｜i博1．：（現名ll・’屋大学教授）により発川され，こ9，1を当社が受け継いだもので，　当時�g、絶縁材’料としてアノLt粉末と生石灰：lf．：〕．1〈とを使用Lていたため，絶縁材料の名に困んでア・しミ’カヒーヌ（“Almica−heater”）とlfb名され，以来当社の尚hrii名とな一、て1。・るのであるが，　・般には金属管発桑5またはシーズ線Lも呼は’牙1ている．　この金属管発熱体｛t米国において）J．、，　ll「くから製�hトぜら，ir，Westingllollse電機会引：では“Corox”，　G．E！l：ご�g“Calrod”という商tl，f｜名で販っ｜己さオ1ている．また高川絶縁物の［屯類や製造法については種’．rの特・｛’1：1）ミあり，　各引：独得の1力去が採lliされているが，　当川：ては長ll’・の経験と陛j係1（’の絶＞1一ざる研’先改良の糸［1；1杖，その性能ψ宮Lく1【「lj　Lし，高“nl）11アノしミカヒーノxについても外川Ll1［］1に⊥’ヒしほとんど遜色な’〈，その用途4）広範囲1．二拡ノ〈さ」fr，需要も漸汐（ユ．曽1川L．つつあZ．　以ド’Y　，Lミヵヒー”！の琶8腰を説1りU一るとと‘t‘に，繊紺i況への応川例に一・き紹介一；一る．口れ．・硲t．lf厨書輪絶醐，号よ虫｝〕’コミ　　　　　　　　．・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼，　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　L？1打ワ，．1」：．や　　　＼完熱線　　　　　　　1図　ア’しミカヒーfS断1繭図F；g，1．Cr‘）s　！sectional　view　of　t（Almicaheateビ．．三菱電機・VoL　2S　No・8・1954一一’At／・、A2，アルミカヒ’タの案内　ア，構　造　アルミカヒータの構造は1図に示すように，コイル状の発熱線を金属管の中心に保ち，空隙に耐熱性の絶縁粉末を充墳し，しかる後金属管を引伸して絶縁物を緻密に固めたもので，両端の日出し部分に1よ特殊組成のガラスを溶融密封し，湿気による絶縁の低下および発熱線の酸化を防止している．　アノし1カヒータの製造においてもっとも百要な点は，絶縁層の熱伝導率を良くして絶縁層ならびに発熱線の温度をできるだけ低く保つことと，高温においても絶縁抵抗の大なる絶縁物を選択することであって，絶縁物の材料および工作方法の相違にkって，性能卜箸しい差を生ずる結果となる．　イ、型式　アノしミヵヒータは2図に示すように，端jt部分の構造によりつぎの3極に分類される．　1型　口出しの銅線をそのまま出している．フランジ　　　　に蟻f寸けしたL，別に端了を設けて接続する場　　　　合に適する．　2型　日出しにねじを使IHしたもので，そのまま電線　　　　に接続できる．芥種のフランジに蝋伺’して使用　　　　するのに便利である．　3型　2型に簡単な一ノランジを蟻付したもので，この　　　　ままタンク等に取付けて使用てきる．　ウ，表面負荷率　ア・しミカヒータの容はに対する寸法の関係は被加熱物がヒータから奪ってゆく熱の割合によって加減される．人まかではあるが標準1）rllとLてつぎの3種に分類される．　（1）　’般湿水加熱川　　　　水はその熱伝述率が大きいので，ヒータの表面　　　積に対す乙1／ット数は通常約5W／cm2にとって　　　いるが，短時問加熱の場合は1｛〕W．；Cm2　e’cもき　　　つくとることカミキノる．　（2）　汕加熱用　　　　・般に表山負荷率を約3W／cm2にとっている　　　が，たとえば同じ汕でも粘j夏の小さいものや循環　　　しているものは，一般温水加熱用とほとんど同等　　　2図　端r部分構造図Fig．2．　Cuns　truction　of　terminals．ア’しミカヒータの繊維［：業への応用・鈴木　　　に考えて差支えない．　（3）　　空気力［1熱戸手」　　　最も熱伝達率が小さく，表面負荷率は約1　　　W，・”cm2にとっているが，表面を赤熱させて使用　　　する場合には，3W’cm2位にとることもあり，用　　　途および使用状況により幾分相違する．　エ，金属管　アルミカヒータに用いる金属管の材質は，使用時の管表面温度および加熱される液体等の腐食性を考慮して選定せねばならない．　標準としては継日無銅管，継目無鋼管を使用しているが，使用状況によ・．てはステンレス管を使川することもある．すなわちア・しミカヒータの管表面温度は最高600〜700℃まで製作可能であるが，このような場合には鋼管表面tc力ロライジング処理を施すか，スi’　）しス管を使用することが必要である．また腐食性の強い酸溶ifξなどの加熱には鋼管表面を鉛で被覆するかス幽・ンしス管を使用せねばならない。　オ，形　状　アルミカヒータの形状は自由に曲げ得ることが特長であるが，曲げ半径の標準は1表のように定めている．標準形状としては2表のような形状が挙げら；1〔るが，パ｜らのうちU型が最も多く用いられる．3、液体加熱用アルミカヒータの容量決定法　アルミカヒータを液体加熱に使川する場合，’1）ケを適当な熱絶縁材料で保油｛するのが普通てあるが，この絶縁層の厚みは操作温度50℃につき少くとも2．5　cnコなければならない．また蓋のないタンクからの熱損戊こはkとLて液面から生ずるものであるから，操作条件が許づ’種　　類1表　標準則け’｝：径管　　径1継ll無鋼管｜　　一一　13mm曲げ半径〔中心径｝mn125継H無銅管］5mm　　］Irnm9mm25］2．520253｛戊3（）3040！o2表ア・しミカヒーソ形状の標璋巳152（｝〔401，155　　　　　　　14’　　　ノ1　　　ζ）i　　9面　8措　∬m，7　　5　　　　、：　　　　、∫　　　　z　　　　71tl愉乙．aT1イ7o‘　　　　1「　、ヤプ．F、1、力1「．　｜13図失曲線1て．割、相．は．・）F　　i　　g　reck“’i．）ol　，jf　1　　12iSl；；、彩530　／　2　3　4　5　5　7　8　ρ．「t］’i∵　3九．．’5．「li．．フ　　　　　　　　　　　　　　　縞事　屯．1〕9’、六　2．5elu　Iハノ：．ノ’・ゾ：・｝‘i・荊i｝’こ　｛呆ikLさ　れ　、た　戊、‘」日童　k　り　」）i・k，｛員　　　t．．　し　f％ミ誌、tt：ケノ）ILノ：〕「’、シ：　5Cn、　オi，・�d�g．j引〒要’、瞳ノ戊ノく〔　2hsses　curws　ol’w；，11　iTisu］nted　wiihinch　thiek，20Fig．4．jo　　　　　　4δ　　　　　　50　　　　　　60　　　　　　70　　　　　　fio　　　　　　90　　　　　　／00　　　　　　　　　　．＊：　濁　　℃　　　　　‘　　　4　図　　　萄ζII｛，Ssぱli，ウ・ド，�dコ；！flS1上ソこHea！いScs　rr・．・1コ・　（−XP・S←d　WミL【・・r　Surl．；K’t・S．ならば蓋に．も烈絶奉まするのが望．まL、い．　　汀ζ三f．事．iJll熱｛・二k・S　L　’堤／」ミさy．1る一．ブ・L　ミ　ヵ　ヒー一　：タ（ノ：）1’）　’，t一村〜ぞX敏は，3図から得られるタン．ク周．世よりの弓÷灯日失，4図1こノ云さ戊1る自《1．本鵬ξ「r［iカ・C．）の弓玖手日y〈・」♪よし‘1；fJJ−k’C・　i；・？：1・ltさノ．1るif2（liliこ．ノ＼2［　る↑イネご｝のiJE］；r’Aiこ傭Z・“z”2な擁A｝辻を1じ〜く（［Pf、�d：（kW）に衡；）：Lた1，のの合計によって求めレ’功る，　　　　　　］時川に1川熱さ」．1．る材料の・．臼rUkg｝kW−　　　　　・・吐例．ヒ烈・温劇拍℃．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　860　　しカ・しなカ：’ノこ二」）．．∫ノ’i」ミ｝こよっ＾こ｛VC．）ノLた了＼フi三」各’ブド1｝［lt操作条件の不Ilijを’XJ慮Lて15（）（i増Lておヵ、ねばならない．　　な．才SあるYti3／7｝こ｛⊥‘za／1（さメLζ、発穿A　f事vr）IY，t・格’ブX　I“1をiメこめるにあたってさらにもう　’つの要素を杉慮せねは．ならない．すなわちこれは冷い」Vこ態の1XンZt♪．kび液体をjJll熱するに要する時間て’ある．　　・1．，ち；ちん）1”1：L　f7る日ii’ii117y：X・tl　iづ．」，　i｛1：’．短元L・｝］11，　，必、1要な）E格容雛はノくきくなる．いいかえ］［ばタンク内のi｝lll度を操作詰、1｜隻ま’．で矢・、力1芽if月tこ　上｛ず’ど、、言1’Ilhi｝二r〒至｛（さ・c’るt：．Vノ｛こn、，　ヂ饗伯戊｜」｜［ll］｜｜ILメZ・‘乏工と“丁るJぱU／J　k　り．ノミきな1t！1ノ」を’IZ・慨2とづ　三i．　　ア・しミカヒータを液体加熱に吐：川する場rこにhける加熱電．ノ」の代ノξ的な、ll’算例として，5図σ）ごとき幅0．6m，長さ1．2m，深さ1mの内側・j’Viをメ、　t・，液の深さ｛1．8　　56　（4｛）2）5図　ア・しカリ洗浄槽Flg．5．　Alkali「1（・べk・”nillv’1）：Ilh臨v　．．E・．テ1i2L−−t”　t’　　「　　’lb．［』　　　　　　　　　i　　　　　　　　l」In　lこL　’．．［，　fl｛｜1　tt’11．；r　kし’＞1∫（1頂illlC：さ　3．8Clm　しり弓Cl｝絶i：丈llxl−−C・保漏さ力たア・しヵ11洗浄槽を仮定す1．．ただLこの漁1．65C　rでナ・籔伯三さ：ね，　こcつhllii．ご　1　M与i；1」に処Jli！さ．れろ到司覆甚iψi：i；IJ“ltV）・全‘F：枯｛．t　il　50　kg　とする．　また梓『i；．蓋なL．で．使用さ，llるもの三する．卜記仮定にi：川．li．，7ンク内の漏度卜昇45C（室温を20　Cとす｝，側山才、≧．よび底［1’liの’fi．効放烈向積は3．61tl　2となる．したがって3図汐）川線より，　txン　ク川tl；icより．ン．）方n］’［］失は絶華ま1｝’ηの1｝ノ：さf」　’92．5　cm　ならは‘0．9kWとなるが，ここでは3．8cmと．1．庭ELたから0．6kW（0．9・：・15）となる．つぎに露出Lた液面の向積に0．72　m2にLて，液面から．の熱損り引．ま4図より2kW（2．8xO．72）となる．それ故に4こ損失熱｛lli．it　2．6kW（0．6−．2）となる、また1時間1・こ450kgの鋼製部｜’｜rl1によ一・て奪わji．1乙烈の電k（換111：敏�g前式によ”，てつき’の｝パに決めらカる．kw．．ユ時間当り・の1国．〉：」．L熱！ゴ搬Lケi．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　860　　　　　　　45U×0．12　x　45　　　　　　．＝　　　　　　　　　　　　．．2．8　　　　　　　　　　　860　　このよ・〕にL”ゴ電ノ」の概1〕：は一応2．6t−2．8・＝5．4kWとなるが操作条件のイミ1司を杉慮Lてユ5％ゾ）余裕をとると約6．2kW！なる．　　’x　ン　ク1・’・j　lv）i夜体の容1▲li｛．　i　O．58　M；s　すなオ．．ゾr．，　S・IJ　580　k　9・であるカ・ら液体Cl）比熱を水の」’ヒ熱とII　iJ一と仮定すれば，液温を2（〕Cより65’．Cまでヒ昇させるのに（580x1．〉（45）−1860−．30kWh必要である．ア・しヵリ液槽の｝lut度をヒげ．るにはこの30kWhのほかに，’xン．ソに．］：り吸収さY，1る烈日ll：と　IJI13当其月「［lijrいiこ3」♪↓．ナえ、ま’thリこ査・jJiじ三ズこ’t、ヅ）をf！li・　f，hせね1．f1ならない．そ身［1敗6kWのw”・いヵ1ニータを取付けメ1ば’り11熱時間1よ多分6〜71Wtjとなろ二あろう．」．》L．この1川熱時間が、1”ltさilるならば2ン《・に｛．1：2kW一戸し1カヒータを3箇．備えれ｛まよい．またもL判♪の加熱時1・ll」ヵミ情�k｛されるならは’6＞：2　一ユ2kW　c1：）〃亡1・各ぞぎ1．巨：カ；i要訪《さンね．？」．　　〆こ／こし　．こJ」）上易7）iよ目］d昌jカこ糸5」過す一Jil｝」：，　if《浸：llZ）：同「’要目HU隻」こりti’ljくなるカ、ジノス　f　．ノイ1を川jlv・’てぞX｛辻をU」卜：乍元＿7vノり、，ド1動ilulド乏、1｝冒〔’iW；÷器｛．こ　4：　一ノ�`てil，，｛P乏を、‖，冒∫］1’1−｛⊥．才ユ1．］：「な’」tg．し・．4，アルミカヒ’タの繊維工業への応用　　ア．カレンダロール用アルミカヒータ1実用折案出願　　　　　　中1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱屯機・Vu】．：・t8　N，‘，8・｜954一rt9A〆．−“卜A涕、●⌒＿A’＿　織物の仕L．11程中必・要な圧搾艶出Lにカしンタ1’・ト’しを用いることは衆知のことである．カしン1／“　11−・しは加熱せる鋼鉄製ロー’しぴ）川に圧力を加えて，この間に織物をtt・一・Lの川転により通過せしめて艶をつけるのである．　この却司鉄製T’r−・いン．）」川熱には従来蒸云〔やガスを用いるか，雲母板や信綿板を巻きつけて裸の二？Uム線を絶縁Lたものが．．多く，いずiiも　’長・短があ’．、たが，．当社でけ：’”ILミカヒータをiiWljしたものを錦洲1紡績ト末式会社へ継1人L．好糸�g果を得た．　すなわち6図に示すよ・’〕に，ili’｛E　it−’しの内部に（・！filかな間隙を］戸．、た数箇の了1しミ川筒をほとんど密接させて装置し，こ．のア・しミ川筒に適当数の穴を等川隔にあけて’1］’　yしミヵヒータを貫通するようにしたもので，1・一・しは．〜r十e’？1；カ・ら［夢区動されll小｝広L，　ヒー．タll’tスリ　ッ1／リ　ン　グ’より電ぷを供給するようにな一、ている．またア・し・1円筒はガW：，　l　i：．〃8せ♪よび一ノ・ノンジによv．、てIJU熱・・一・し｝．こLLiil’疋されている．　本器は1∬巷変IL器を経て］．E／Jのf共給を受兵　　Le一・ゴニ：こ一　　‘．）］’．　　o　．＝．．．「＝二；　　　．　　一’一　　　ヒ　／　∨9「二　　　　　　1　　　目　t「．：　‘‘．．∴三司口　　　　　、1　　　　　．1t図　’ノ‥ソぱ．・川　　　1・．一［tFig，　7．　　1．lt］ulcr・　「《，r　；t　　　V；llC・｜1dcr　I・OtJlt・r．　．“〕ザ　ニ　　　マン　へざ　　　　　　　　　　　　　　　　ヘパ　−1◎）《v　．　．一　�`←一”’　　　　　　ノ　ー±lf6図　〃し’？n・一．．ノ）n　　　　rr　♪！、　、　．’∫　［：　一　　’tFig．6．いAlmicミd・（・：lteビ　　｜or　a　calenflCr　rり11er．ける．〔うになっているので，変圧器のタップ’を切替たることによって簡単に温度調節ができる．　7図は本器の外観を示すもので，その特長を挙げるとつぎのようである．　（．ユ）発熱体ぱア’し．ミカヒータを使用し．ているから回　　　　転や振動に耐え断線百の故障がない．　（2）　熱はア’しミカヒータから急速にニアノしミPl6苛に伝　　　　導し，さらにi．r−・しに伝わるため，　L・一・し表面　　　　　のi．品度分布が均一になりかつ烈！効率が良い．　13）　ア・しミ川筒は適当な長さに分割してあるので，　　　　　製f乍が容易で取替などが簡単にできる．　また熱　　　　　膨脹による対障がない．　本器のノ〈略の仕Ulを3表に示す．　イ，ブラッシュローラ用ヒータ　紡績工程の　・つに｛；6詩吊機を使用する．硫綿．1：程が．ちる．この硫綿機に貼りつけられた針は’ノ．．ノッシュL・　・一・ノで清掃されるが，．た．・ッシ：．　ll　一フ川・じ川中，．’Eの｝t端が丸味を生じ，川掃に不適当となるので，ときど．き毛の先端をUJり揃えるかあるいは焼き揃える必要がある．ゾフッシ．、．u一ラ用ヒータはプソ・・ノシュ11一・ノの毛の先端を焼き］前えるたyパ．こ用いられるヒL一タで，8図は東洋紡績株式会社の注文’により製作したソソッシュμ一ラ川ピー．タの外観を示す．また9図は本器の構造図で，これは発熱線を熱板に直接埋込んで製作されているが，ア’し．ミヵヒ…’／を熱板に鋳込むノが去『（1製作ナることも・できる．5．むすびJ’J．　1：ア・しり比・一タの8洗要」♪にび繊紺」1業へび）応川例r−一　　　　．　　一一15毒一一K−　L＄11づ口）’ミ．慰ご錬＼絶曝物8図　・．ノツシ1．［い．つ川「7．．ソF｝只，8，　川c；“UI・∫t．ir：l　bl・Usli「f，Hc「．3表　　SJ　I．ン　’・’日・．�j川「：一ソ．ノ．ノll：fs’ミ　全　　長イ1ご刀口’；．｝〜〆ムユ＜）”　，相．（．　　　　　　　ノ　コ　ロ　リ　1：・　ソ．｝r｝rft．結電市線圧；1；cf・J’属　品］〔．）（）iTl　’ノ　し　ン　ダ1丁一ゴ　　　　：t、950mm　　　　；！，52t）　m11ユ　　　　gvll1T）1　　　7、51ハ［W　　　　三柵川．月・；　　　　22〔．IV　　　糸〔J　51kg単巻変圧器7．5kVA22〔）VI・：O　l6〔〕　18｛｝−20（［22｛［V50kn　りL．ン　？‘ロ　　．ノ　　　　2，5701nln　　　　1，580　mm　　　　fN）llu｜】　　　5、り〔｝f）、v　　　　三相∫己川ラ　　　　22｛，V　　　系勺　33k9単巻変圧器．7．5．k▽−A22【IV14016（）18〔｝　2｛｝（レ221）y「）’ノい〃ヒ…タの繊紺1：＃E．へのLじJI］・力本　9図　ノハノシ．…ト．川1ヒ・一［・Fig．9．　Ilc三）ter　f（｝r　u　brusil　roller．の：・．三について述ベノこが，ア・いカビ．−rlはそノ）構造ヒ，．三（体中，液体中のいず］Lにも使用二きるとともに，　fNifell勺↓こ£左1ムん、．でi上U　1］．’i’ること　もて．きる’V）ご，　万自旨与邑寿8f本とL．ご各りi川に｜心日1ぜら力好川1を博L『（いる．　この1：5に戸ノ1ごノ∫ヒ・・7川そのゐ鰍多い刊点ゾ．）た・ゾノにi）後ti．−9．±．1発展するもしt．）と∫己1、われるが，　こと1こ熱効率が優力：！、・ること，＿Lt’ロム糸泉力：金［，鴎ケト：ぼに．．よりfX−iiif；されてい・るこ．三，表帥．i過度を低く刊�d三得ること等の］’与長をイ∫づ．一るため，繊紺11二業における源禦1としても，　・部の例外を除き最適であるといい得る．すなわちアノしミヵヒータは繊維一IXY．・iに�mナる品質の1句ヒ，　．1ストの低i戒．心よび安全仁i；の」．曽ノくにtTivgk’ごきると｛，言一干る．（，IO：3）　J「754　．55場におけるUDC　533．296：621。317．3Y：677”一’L本社市村古示明「Fluorescent　Lighting　For　Textile　MillsMuneaki　ICHIMURAHead　Of｝ice”””　　It　is　a　lnarked　developmellt　in　the　textile　lndustry　that　fluorescent　lightirlg　isextens｛vely　applied．　Froln　the　viewpoint　of　economy，　however，　it　will　be　sometimebef（，re　this　lighting　is　regarded　free　from　blemish．　This　paper　deals　wi亡h　the　presentEtatus　of　the　practical　apPlication　and　go　into　the　details　of　ideal　factory　lighting　byc：ting　the　idea　of“Delos”aduocated　by　Moon　and　Spencer　and　the　Calculation　ofeconomical　illumination，　concluding　that　higher　degree　of　factうry　lighting　than　thepresent　state　pays　after　all．’1．まえがき　近来各『に場において生産合理化の…端として照明改善が取りEげら訓ており，とくに繊維工業においては戦時中の転換や戦災によって減少した設備の復旧や増設が相っいで行われ，Lかもこれら新設工場の照明｝±もちろん螢光燈で計画恒1・札既設の1二場も順次螢光燈照明に変更されたので，芥種産業中4、っとも螢光燈の普及した部門となってきた．　これは繊維関係の好況によったことはもちろんであろうが，世界的；鏡争｝こ鍛えられてきた紡績業界の積極性とrこ理化に徹底したその考えノノによるところが大きい．そしてこれら1二場における螢光燈照明のノノ式もほとんど決まったかの感もあるが，いまこれら設備の現状について述べ将来の在りノ元について考えて見たい．2、照明の在リ方照明の口的はもちろん物を見え易くすることである58　（4↓14）　　＊　ll　；fl一業ISS貝fi　HJ　1『支i’ii’i，｛果長が，そのためには充分な光の量と適当な光の質が必要であり，さらにその環境も見え方に人いに影響するから充分検討が必要である．　ア．光の量　光の量すなわち明うさは作業の精粗によって，その必要なlg！’が異る．1表は米国における繊維「：業での推奨照度を示し，2表はわが国に才♪ける螢）1亡燈照川の実施例から筆者がその照度を集録したものであるが，両者間には相当の距りのあることが判る．一体適当な明るさというものには限度はなく，視野内が一様であるかぎり明るけれぱ’［IJ］るい程物it見え易いことが判っており，明るさを制限するものはただ経済であるとさ力ている．したがって光源の効率が良くなり，燈具や竃力費が低廉になるにつれて安価に明るさが得られるようになるからいわゆる適当な照度も次第に高くなって行くことは当然であろう．Moon，　Spencer両氏は多くの人のffった視力と光束発散度との関係の実験値を整理してつぎのような実験式を作り，これより相対的な見えノノを表わす方法として1．菱電機・VoL　28　No．8・1954．一べ、A■j””“AHN一A　　　　　1表　米国繊維工場に才テける推奨照度］．　数字は床ヒ3「：｝il1の1高さでの照度を）Lクスで表わす．2．　＊　PPは締助月：ミ明を併用する・　　　綿　紡川綿，混綿．才」’綿　「「・…　．．・・．．・…　．．．・・　　”硫椙i｝ヤ練篠・．一・・「「「「・．．…　　．．．．．・・・…　「’始紡ぺ川紡、．椙紡、管迩・．…　　．．　・・．．・．．…整糸5，糊付’　　11；（　｝1’“．．　　日．ヒ�d（・検　査　　原　反　｛丁送・ゾl　　　　　f｜：．｝：｜（　　V．tTl一三壬　1，　ハ　　・　　　　．　　　．　　　…ド1動糸歪継・ヤ．機・・・・・・・・…　　．・　　．・．　・．糸．f，　jt｛）し　V手重ID　・．・・　　…　　．・．　　　　　「「…　　．．．　．織機・　　　絹、　．人絹紡．ド漬け，仮染、ノノ“；凋整＄撚．止．め．．．．．．巻取、撚糸、巻換．こ，−1一ン．．巻、紳作．巻，糊付け　　明色物・．．．・　．…　．・．・・．．・・．．・…　　ば色物一・・．．．．・．　・．・・・　・…　　．一・整糸f　（綿．またはli肖．力’式ノ　　　　　　　　　’．r　　．・L　　−　一　　ノし　　　｜こ　，　　　　！L　tilXi　　｜二　，　　　　｝｛u　．1二　＿　　　　1ご　　．一　　ノ　・　・E二経」喧L　　糸七枠lt，　殿．ヒ織　機　　i：七枠．ヒ，腹ヒ．．・　・．　・．．．．．．．．．・・．．・　　織機台後　　　／“；k　盲行・・…　　　　糸方毛，　硫二毛IYii〔：、　i「．昆〔｝、　ビ・ソ　1．ンン1　・．．・1聾　　別11t一　ン　／　’1’．、　　コー一　　ン∬1∫　紡（白）・．．．前　紡　（．色弓勿」　一．・精　紡〔．ソし一ム）　　　〃．卜炊　　　　　　　　．．」，．．ト繰　　　　　　　　．・．tf力⊆孝ε機　！ドい　．・　　lf　　（ドv　；護．1二．　〃　　（色物）・・・・…　．　〃　　（色物）箴ヒ・ホ▲’没　　機　川∫川　・．　t’t　　（色物｝ノヒユ也室　　節取rp　　Ir［i修折畳∵．i、ll！∫C仕ヒ　　縮］｝戌、　洗｝伐．　煮辛皮．　乾・燥．反染ρ．．乾」−kL’fi：．ヒ　　起亡，蒸ネ曳，　フし　　・寡　毛・・　　検　査（検反台）　　．「ノ　　　　〔．　　　　．v精　　i方　i：　、．．−”　　　1　　　：’　　糸（ピD・　　返　（．i’川　・・　　　（色物・　　　　　　　　　　ア　　Ui〕・・．　1〕1色］．勿：い・・し1〈1’1卜・　｝1色］．毎）　・ヅ、・白・．・一：：ン’／”　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．、」斤畳ノy・．繊維［．：場における螢．）亡燈照明・市村　　150・・　250−　2002005〔｝050〔）1，000＊1．O（．｝01，∩00＊　5001003m7005〔［〔｝1，0001〔〕02〔’）（）31）｛｝　　　　　15〔ハ　　　．・．　Loo〈）＊γ　ノし　　・・　　350　　　　　250　　．．　・・　D「OO、．　　＿・　　　25（，　　　　　5〈）o・・　　　　　　200　　　　　　4（［o　　−・．　　　250　　　　　　2｛．）｛ハ　　　　　　4（）0　　　　　　2ω　．・・　　　750＊・・．　　　・　　4C〕0　　　　　　75「｝＊　　　　　　400　　　　　　8〔｝o1．o｛）o＊2，000＊　：；｛K）・・　250　．1，〔｝00＊　　　　400−’　　　．1，0�Jo＊　・．・　3，00｛）項AIl場Bll場C11場DIl場項E［2表　わが国繊維．1：場｛こ制．予る螢光燈照明の例そのユ　綿ま．たは．ご．ノ紡目　　　　紬一P薗　　もli　kII12｝　　　970　　　　　3．65（戊　　　　　　3（：‘8（［よ注　数　〔ノli｝　　　14（）　　　　　　　525　　　　　　　558ni2i．Zg　　　　　　　6．8　　　　　　　7．f；　　　　　　　5．5　　5．6J｝ll　．度　tlx．）　　　13｛｝　　　　　　125　　　　　　1f・i（．｝　　ユ55面　‡責　｛．m21　　81（il710　42｛〕　］｛）4｛．）25CU　2］9（1燈　数　曳．本）　　　66　144　　46　138　398　270111L’〆ン仁　　　　　　　12．4　12．｛｝　　9、2　　7．5　　6．3　　8，1∫照　．度　　clx）　　　　70　　　73　　　95　　11〔，　　14r）　　1（10　　　　　　　　　　　　　　iffi　手｝1ζ　（．　m2〕　　11GO　192｛｝　　　　｜y2（’）　　3ミ）（：（．｝23↓．10燈数（本）　IU6　1S4　　186　　562　320n12　ン仁　　　　　　　10A　　IO．4　　　　1（，．3　　　　7．‘］　　7．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8〔）　　　｜15　　12｛｝∫1貫　∫隻　（lx）　　　　8（戊；　　801’．「頂　程t　V｜nL’〕　　113n　　　　　：．1，」850　　　　　　1se，go　124〔）燈数　L本1　　　9C｝　　　　278　　　　・4｛）（．｝　1：．16m2，ン｛ミ　　　　　　ユ2，5　　　　　　13．9　　　　　　7．7　　9，11取｛　．度　ttx）　　　70　　65〈3e〜・150）　　　11｛）　　Y5場酩池1欄鮎詞台紡1�滑ｪ糸継合糸「1面　ぴ　佃12｝’燈　数　（−ASt）m2．本59（）　56C（）ユU6　1U5（）　　　．一5．4160　−．　　185｛．）一．　　176−　10．5　　　85その2　紡．巳または硫〔1［コ易賜酩1硫蛎パ・齢繍経繍紡（　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1場1照度…F「場注面　積　白n2）itXf数　〔本1niL’，本照度　dx｝luc（）　］8｛．〔［　16｛．K）1L）6　　238　　23〔｝7．9　　7．5　　7．（）100　115　　125　　　　　　：1｛〕（］｛♪　　　　　3S8　　　　　］∩，4　　　　　1］0　　　　　　　　　精紡’　　　　　　　　　二）・一　　　3、（；；り　　　43s　　　　7．〔l　　　l25：．う，］〔〕｛）　　　　　−　13203、（．iUO　：S52　　　　．　　Z〕8　312　8．8　　　　　−　　5，6　　9．6　115　　　　．　．　180　　1（｜01．照度は作業i而での平均水平lli．｛度を．示す’2．FI〆401本の受持！）面手責（m2本：・のf直とIIC｛度は取　　付高さや琉裕億i蔽の．た小なとの1》｛∬糸があって必ずし　　も⊥’ヒf殉しなしt・．3．旧）ili柑．／ンノ．ピs・光・」ミ1，4401iコ1　’）て発表され’．：いる　　資料は新悦格．．・・．・〔全・光束2，1（’）りll．旧に換算［て　　用いた．”デTIス”（1）elOS）とし・う単位を導入している．たノごL．．　“’1．1Ct’一コ18．3×jl）．lti（0．412，←．碗・1一t　　　H　．・ノンド・しト環の切れ目が眼になす視．角（単　　（，’f［．？シ／tア／）：視標1司1刑なら（ジごに視野内．の光束．発散度　　（．11n．！11’〕2）　と　し，　カ．1つ主見｛三票iiill・V景｛こ支」．　L　ユ（）0　％の対比を有するものとする．このa’の逆数は視力を表わすとちえられるから，いま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．4f｝5）　59｜　　図　　　　　’．lr　　ン　　　ド　　ノし　　ト　環Fig・1．　Landolt’s　rin9’角の単位に分を用いて，彗きな“t　，・すと祝ノ」Fは、，　　　　H　　　　　　　　1・i・：．−　　　　　　　　　0．407（0．4］2・．τ11り％　となり，光束発散度Hが」〈きくなる程Vは大きくなり，ノ了J！！［：IU−Eノ〈a）とき　2．5　になる．　こv）ことは1照｛りla）ノ万去f」　’；川想的な限り明るけi［ば明るい程物はよく見え，最高視　ノJのbド均値が2．5であることを・il−Lている．　いまこ」｛をレマ詞で表わL視UJの変化のみについてMiえると　　　　　　Y．＝γ＿　H　　　　　　　　　↓�j，（0．4ユ2−．吻・・となり，このγ“は照明ノノ法が埋想的な場合視力が光束発散度に対してどのように変るかを示すもので，いわば相対的な見え方を示している．Moon，　Spencer両氏はこれを“デロス”と名づけた．そして1乍業に必要な明るさすなわち光の量を単に’ド均照度のみで表わすことは不適当でこの相対的な見え万を示す量“デrlス”で規定することを提唱L，長時問継続して行il村難な視作業では（，・9以ヒ，他の’般作柴でメ，U，8〜（D．9とすべきでちると述べている．　　・〃光束発散度は照度と反射率とジ）積であるから反射率が決まilば照度とi：’　ttスとの関1系メ，計算できるわけで3表tCこの’例を示す．　　さらに両氏は1二場にオ到j’る生産高がテ’tlスに⊥・ヒ例することを多くの人ヤの実験結果から見川L，この仮定のメ，とに経済的な照度を計毎；1：Lていろ．3　表　　　テ　1・　く　と光i4ミ発‖文度　耳♪　k　：t，・双ぴ隻　Lノし　ク　：　　」．．ノ　　　IY・1．係（視野内は・’様に明るい」，のとL対象物の　　　　fA身・j’率0．65　も／）ノ易で｝〕・：’u．又　光」ご発散度　1！（｛　度y，’　　　dm　m2．）　　dx）U．97｛｝．Y6（1．95｛1．94｛｝．93｛，．92｛戊．910．91）〔，．890．89D，870．860．85（i5．83027，16｛，］3，6507，736・a　．7653，】242，1461，531ユ、1Z6　842．5　651．9　51〔」．3　405．4：101．t“】041、8t；（，21．C｛；011，9（；｛｝7，3404、8ユ〕Olis、32（）‘2．36（ハ1．71SUl．ilo（）L〔KX）　785　　624I　u　　’1v↓，｛［．84｛，．830．820．810．80〔）．75U．70（［．650，G｛1（1．55n．5uU．45n．40・光束発散度　照　度dm　m∋　　dx｝326．4265．8218．6181．5151．968．6234．7418．991｛｝．936．519：1．Y．　822．466　L5335〔［2410［s3t・；28（ハ234川653．．129216．91〔1．06．13is．7Y　2、3660　（40ti）　ある1二場でちる期間中したとえば1日とか］期川）の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’1三産高を八1とすると，これに要した費用Cは次式で2ミわさ力　L，．C＝α一LmN寸一t　　tl：照明関係を除いたこの期間当りの固定費（家　　　　賃’償却・保守費・賃金を含む）　　　　　　　　　．・　　〃r：　製品川位’」］りの材料費　　1：　この期聞当りの具（1明費（電力料・　H（｛明施設の償　　　　却・保守費などを含む）　初力の仮定からN．、　k、・「、，さらに照明費1は照川器只や光源の種判がきまればその全光・王Fに1七例するかC｝1−1．Fl，）はtPレーXン当りの照明費を表オ’すことになる．　また　　　　　　　F＝EA　　E＿旦u‘　　PただL，　A二床山積（m2）E＝｝！6度中しケス）　　　　　σ二照川率　　　　ρ＝反射・キ｛の関係があるからこれを代人して　　　　　　　　1＿1・　E・A＝1，，H・A　　　　　　　　　　σ　　　u・P　Lたがって1箇当りの生産費xは、’．、9．．，、三・ぱ・HN　　　　　　kN「　，、｝！，，　｛t　thli’，d　し”　L・　、tt一リ　ソ〔ニレ｝ミ、9ξE昌・（（｝）’乏　　H「　・〆）［了t：i去一’〈　〔・t�`♪フC！ノノ、Cノ　　　　　　　　　　：ノx−｛，　　　　　　　　　　：ノll　を汁算［，．vを最・刊こナる光東発散度〃のll自を求める　と，　　　　　　　　〃．．c）’4隠ひ’t’）∵　とな乙．　Lプこがってこのときの！1・［V［」Eは　　　　　　　　弓（“41絆ρy　l：式がもっとも経済n勺な！照度を」長才ノすこととなり，　L場の性格によってもっとも経済的な！照度も異るべきことを　rJl’　Lている．　M〔♪011，　Spencer両氏はこのよ”）なり法に　いプ実例について経済的照度を計算！．ているが，　1二想以　卜1こiii：jL、‖］：W斐とな一．，’．：L・乙．　　以Lは）1ξ国とわが国との国｛．�gン，相」墜もあってそのままでは適川できない山も多少あるかも知れないが，ノ〈体の傾向は同じでわが川でも恐らく現状にξ《倍する明るさが経済的に引合うものと杉えら」！ろ．　イ．光の質　　（1）　まぶLさのないこと　　まぶLさは見えりを妨げ，眼の疲労を起すから極力避けなけれlfなC）なし�`　ア亡il塩σ）ま□こしさの1恨度｝こついてはWa1・d　HarドisOn氏力sまぶ［さ係数ヒいう判定法を提［1昌　し．’いる．lts’4−si↓幾・V，，1．：18　Nl）．8・1Y54pt⌒亀．A”’“’A＿4表　Harr】s‘川八’ピ；．1）1糸放　1引0　　　　　　　　　3〔1甚／コミ快　　　　ぐやfこ快　　ln　　　　　　　3ほとんと’快適　　快　適　いま輝き　B〔cd　M，i　．），1川「、ノ1（Cm2）の光源が眼から距帥D（m）蘭」1て）t束発散已〃（．1mln�_の背景のtこノ、に小c’1’1urliヒ／↓（1皇）のノノ1∴Jにある」易合k！］線を・N’　’1　’：1：して，ま．；、［さ係数はつきy）よ・〕になる．r、　　A　B：’　　　　　　　　G−　　　　　　　　　　　　　、へlol　　　　　　　　　D：’rif　H・），｝Gのノ＼きさによ一．て4表からその限度が判定さh1．る．　このことからも作業者の眼に人る光源のまぶLさを少くするには輝きBの低い光源，たとえば螢光燈の良いことはもちろんで距離1）を尺きくとったり，遮光角を尺きくとろこEすなわちtlJを人きくすることか効R一的なことが’判ろ．　全般照明の14jl今器具の取付高さがちまり低くすぎてはいけない．通常40W螢）ヒ燈の場合康ヒ2．5　m以1：｝こ取付けるのが良い．遮光角も器具効率を余り多く犠牲にしない範囲でできるだけ人きい与が良い，遮光角を尺きくすると器具の配光が狭くなるから照度のむらをなくするため器具間隔を小さくする必要がある．　初期の工場照明田螢）亡也器具にはこの遮光の点があまり考慮されていないメ，のがあ・、たが，最近。卜画さ力ているL場ではこの点も充分考慮さi，　1ていて人きな進歩である．　このほか反射によるまぷしさを少くするためにも拡散性光源の螢光燈がもっとも適しており，さらに作業対象物の背景となる機械その他の各部i．t　4、らうんつやのない仕ヒとするよう考慮しなけ加ねならない．　ウ．むらのない明るさ　作茱の行わilる範囲では照度はできるだけ一様なのが望ましい．作茱の行われない室の隅の部分まで含めて完全に一・様にすることはほとんど不可能であるから室の隅におこる最低照度は’F均照度の1、「3まではやむを得ないとさカている．　視野内の）回溌故匡力S様な理想的な場合のILえ加1前述の“デLt　7s”で表わさdiるが，実際にはこれが’様でないためさらに見え〃が悪くなる．　Holladay氏は実験から見ようとヂる物の周囲背景の光束発散度が1みの時，視野1ノ寸にH．，という）亡束発散度がもるtl　（”1≧”’・と’j’る）眼はこの〃1に，澗応L二硯野内・♪’ば1：”1こちる�d1詰視覚に関ナる最小1直は、tLい�d・　”）二と川」出した．dなわち見ようとするものの近傍より明ぷ・物が視野内の他のご粉にちると眼はこれに調応して，見ようとするものがこれより暗いために見えノノが忠くなる．いま視野内が　一様｝こH」の光未発散度の時の最小視角をrY，L，視野の11｜心付近だけが1み（たたしH，．−H．’）となっている時の視角をτvと繊維1：場における螢）亡燈照川・巾村5表　光束発散度の対」七の椎奨1屯；用　　　　場　　　　　所作業対象物とその周辺部分との間で作業対象物とそれより離れた周囲との問て燈器や窓とその周辺部との間でf乍旙�_者び）JJ，j　lJIIてユ’凄！、オJ）・ヒゾ）ノくきLiCfilと1「riゾ）開一る三，こ｝，「らの」ヒ　　rt’〃yご＝　　t’tは川らかに1より少さくなる．Tl場5：120：140：1事務所，学校3；110：ユLO：180：1　　40：1　すなわち｝Cは環境が一様でないために見えノノが悪くなる程度を表わす吊で，こ21を“環境デUス”と名づける．最小視角の関係式にヒ式を入力て，近似値をとると　　　　　　　｝≡昆　（〃・≧H，，　’）’；，L　ノ九：てノみ　なら　　　　　　　　　　flf　A　　　　　　　γごH　｝i結局視野内が・様でない場合の見えノ∫は　　　　　　　　　　Y＝Ys・Y，，となり，このYを全デロスといい，照明の量およひ質が不充分なために見えりの悪くなる割合を表わす．以ヒの点からデ【・スの低ドをある程度内にとどめるため光束発散度すなわち物の明るさの差は5表のごとき範囲内にちることが望ましいとされている．　作業簡所での照度にはもちろんむらかない方がよく，・般の作業では30　×．　40　cmの作業面内でのむらがユO％以ドであることか必要とされている．繊維L茱のように同・の作業者が広い範囲にわたって監視している場合にはその範囲内全部にわたり照度のむらがあってはならない．現状の螢光燈照別の実施例を見ると作業面における最高照度と最低照度との割合はノく体2：1または3：1程度の場合が多いが，これはぜひ改善さカるべき問題でちる．　均・な照度を得るために｛ま照川器具の取付1司隔Sと作業山ヒ光源（7）高さHとの瀕1合は人体つぎのようにとる．　　　　　　　　　S二（1．0〜1、3）〃この係数は器具の配）ICによってKL　itる値で，11j［照明用・）反射がさ付器呉で｛tL3，杢た川込・い一’・器具ノ）」1・’1に配光の狭い器呉で日1．0をとるとよい，　つきにある点における」（’ド面照度と鉛直1川照已は必」Lも�jしくないが，こカもその割合が1：3または3：1ノ）範囲内にあることが望ましい．　エ．柔かいかげ　1乍業者のrや頭や身体のために作業面にかげが出ないように器具の配光と位置に注意しなけ21ばならない．全（407）　61般照明の場合螢光燈のような寸法の大きい光源はこの点甚だ都合がよい．また天井・壁・床などの反射率をよくすることは照明を効果的にするし，かげも柔かくなってよい．柔かいかげは物の立体感や奥行を見分けるに都合が良い．　オ．光源の色がよく熱の少いこと　照度が同一・の場合光源の色の質的相違は物を見わける速さや正確さには影響しないが，厳密に色の見分けを必要とする場合には，自然光にもっとも近いスベクトル分布をもった光源一たとえばデラックス型の昼光色や冷白色螢光ランプーを選ぶ必要がある．光源に伴う熱の少いことも心理的生理的に作業能率に大きく影響する．3．環境の影響　気持のよい色彩が施された環境はその中kC働く作業者を快活ecする．このことはとくに婦人従業員の多い繊維工業では影響が大きい．正しく用いられた色彩は視作業に大きな助けとなり，疲労の少い快的な作業環境を作る．　色彩の利用にはつぎの諸点に注意するとよい．　（1）採用する色彩は明るく反射率の高いしかも気持のよい色でなければならない．淡い灰色がかった緑とか青が適しており’，強い色彩の明るい赤や黄または鮮かな緑などはよくない．　（2）天井は反射率の良い白色が適するが，壁は白色でない方が良い．なぜならば作業対象物との対比があまり強くなりすぎて不愉快になる．壁の色としては反射率で50〜60％程度の淡い色を選ぶとよい．　（3）機械類の色も従来のように黒一・色でない方がよい．光の反射をよくし，作業対象物との光束発散度の対比を少なくし，視作業を楽にするためにはかなり明るい色が推奨される．一体物はその物と背景との光束発散度の対比が大きい程見分け易いが，明るさのみによる対比よりも同じ程度の明るさをもった色相の相違による色対比で見分ける方が遥かに効率的で疲労も少いから明るさの対比を減少し，色対比を利用することが近代色彩学の教えるところである．　（4）照明器具の色彩もその上面は天」｛：と同色に仕上げ天井との対比を少くし，器具をできるだけ目、近たせないのがよい．また同様の意味から天井面も照して明るくすることが一層快的な雰囲気を作り出すので望ましい．　（5）床面もできるだけ反射率の高い色に仕上げることが望ましい．光の効率的利用ができるし，拡散光が多くなってかげも柔くなる．反射率としては25〜35％程度が推奨される．4，照明設計　全般照明の照度計算には通常いわゆる平均光束法が用いられ，所要ランプ数Nは次式で計算される．62（408）ds　　2図　丈の高い機械の申間における照度分布（実測値）Fig．2．　Distribusion　of　illuminat輌on　between　large　machines．　　　　　　　　　　　D・E・A　　　　　　　　　N＝：　　　　　　　　　　　　u・F　ただし　A＝室の面積（mS）　　　　　E＝：所要・lz均水平照度（lx）　　　　　D＝減光補償率　1．4〜2．O　　　　　U＝照明率　F＝使用ランプの全光束（lm）照明率Uは器貝の種類によってあらかじめ計算され製造者より発表されているからこれを使用する．　燈数が決定すればできるだけ照度にむらを生じないよう，また作業面にかげなど生ずることのないよう，また作業面にもっとも有効に光が到達するよう光源の配置を決定するわけであるが，この場合計算より出される平均照度とは床面の反射率を14％とし，室内に機械類も何もない場合の作業面あるいは床面の照度を示すものであるから，室内に置かれる機械や品物の反射率あるいは大きさによって作業面の照度が相当変ってくる点に注意しなければならない．　たとえば設備機械が精紡機や合糸機などのように丈が高く，しかもその間隔が狭い場合には機械自身が一・部の光源をさえぎることになって作業面に計算された照度を出し得ない場合があるからとくに注意を要する．　2図はその実例であるが，機械のない場合，照度が2601xあった箇所が機械を置くとその中間床上1．2mの高さで2301x，さらに実際の｛乍業面では1601xと低下している．またこの例の場合作業面での鉛直面照度は901xであった．このように機械の丈が高く，作業面より出ばっている場合には所要照度の決定に際し，以上のことを充分考慮しておく必要がある．5，照明の実際　つぎに繊維工業における：Eな作業について照明の実際的方法について考えてみる．　ア．選別　原毛または原綿は工場に到着すると開俵され，選別されるが，この選別作業には変化の多い外光を避けた方がよい．米国では照明として昼光色螢光ランプによる全般照明と選別台上に取付けた高照度の局部照明がよいといわれている．わが国では米国のように高照度にはできかねるが，幸い演色性の良いデラックス型の昼光色あるい三菱電機・Vo1．28　No．8・1954AへAv一sAノ与AAM6表二二　菱　螢光’媛ξ　2苦　［↓　cz）　具召　1り」　二辛く（−1二場i！（｛日JIl目）照明器具減　光補償率最大器具間　　　隔平均配光FH−41型40W　1燈（直接）o％1．3H良1．5中1．88概否2．2500cdFH−412型（直接）40良1．5中1．8否2．0％1．3HFH−412　H　型（半直接）40W　2燈反射笠採光穴付1：」メ；H9明月」良1．5中1．8否§％1．3H乃％22、　｜，ooecdFH−42240W　2・燈（直接）下面ルーバo％FH−413型40W　3燈工（直接）良1．5中1．8否1．1Ho％13H77％．2�`6eocd天井壁室指数75％50％30％10％5｛〕％501％30P61�J％30％30％10％JIHGF照EDCBA明JIHGFEDCBAJIHGFEDCBAJIHGFEDCBAJIHGFEDCBA率0．400．340．290．390340．290．330．290．490．440．40・0．480．430．400．430．400．540．490．460．520．490．460．480．450．580．540．500．560．530．500．510．500．610．570530．590．560．530．550．53一0．660．630．590．650．610．590．610．590．710．670．640．690．670．640．660．640．730．700．670．710．680．670．670．660．760．730．710．740．720．700．710．690．780．750．730．760．730．720．730．710，39−0．320．280．370．320．280．320．280．470．420．390．460．420．34・0．410．380．520．480．440．500．470．440．460．440．560．520．480．540．510．480．490．480．590．550．520．570540．510．530．510．640．610．570．630．590．570．580．570．680．650．620．670．640．620．630．620．700．680．640．680．660．640．650．630．730．710．680．720．690．670．680．670．750．720．700．730．710．690．700．680．360．310．280．350．300．270．290．270．440．390．370．420．380．360．380．360．480．440．420．460．430．410．420．400．520．480．450．500．470．440．480．440．550．510．480．520．500．470．500．460．590．560．530．570．540．510．530．51．　0．630．600．570．610．580．560．560．550．660．620．590．630．600．580．580．560．680．650．630．650．620．610．610．600．700．670．640．670．640．620．620．610．360．320．300．350．320300．320．300．430．400390．420．400．380．400．380．470．450．430．460．440．420．440．420．500．480．470．490．470．460．470．460．530．510．480．510．490．480．490．480．560．540．520．550．530．510．530．510．590．570．550．580．560．550．550．550．610．590．560．590．570．560．570．550．620．600．590．600．590．580．580．570．640．6］0．600．620．600．590．590．580．380．340．310．380．340．310．330．310．470．430．410．460．420．400．420．400．510．480．460．500．480．450．470．450．550．520．500．540．520．490．500．490．580．550520．560．540．520．530．510．620．600．560．610．580．560．580．560．660．630．610．650．620．610．61O．610．680．650．620．660．640．620．630．620．700．680．660．680．660．650．650．650．720．690．670．700．680．660．670．65繊糸∬　［：場｝こt｝け　るξ資2亡燈1！CVII−1・　ilr“・S（．10！））　633図　混打綿照明の配置例（一印は40、V2燈器具を示りFig．3．　　Exaiiiplt・　of　　］ighting　fvr！c・utchel・1，1t111IK11−｛ら山］［山［LlA〕口iP　Pill　Pi　　4図混打綿室の照明Fig．」，　Illumination　f（，r　scutchers．は冷白色螢光フンプがあるから，これを使用すれば一層良い結果が期待できよう．昼光色螢光．ノンプと白熱竃球の併用も行われているが，この場合には充分うまく混光する必要がある．　イ．混打綿　従来この工程は粗な作業として照度も低かったが，最近では原綿の配合という大切な作業であるとの認識から相当照度も高く取らttるようになってきた．　機械の運転状況の監視ぺ・調整に便利なように機械側面の鉛直面照度メ，充分あるよう杉慮しなければならない．普通40W螢光ランフによる全般照1り1が行わ拓照度は現状70ないし1｛〕Olx程度である．3図4図はその・例を示す．　ウ．カード　この工程には70ないし1001x程度の局部的全般照明が実施されているところが多い．品質を左右する大切な工程であるので米国では綿紡で2501x，紡毛では35064　（410）PiP　PiP　Pi（β）　　　　　〔c）5図　カードの照明器具配置例Fig．5．　Typical　layout　oflighting　fixtures　for　cardingmachines．　　　　三菱電機・V‘）1．28　N⇔．8・1954一”AsN撒一N’”A［＝：＝＝：＝＝＝：コ　［　＝’＝＝’　’E：＝：＝＝＝：＝＝＝＝＝＝コ　　〔：：＝＝＝＝：＝＝＝＝＝＝コ一　　［＝＝＝：＝：＝：＝＝コ　［：＝：＝：：：＝：＝＝コ〔＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ　　亡：＝＝：＝＝：＝＝＝コ［4）　罷匿　，u5［x　程辰［＝＝＝＝　　　＝コ　［一≡＝＝コ〔＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ　〔：＝：＝：＝＝＝：＝＝＝コ＿〔β）窯債［＝＝＝＝＝＝＝＝］　　　　　一　　　　　　　　　　　一／fi　e7　i　x　程歴〔：＝＝＝＝＝＝：＝：＝コ　　［一コ＝＝＝＝：＝＝＝＝＝＝コ　　［：＝：＝＝＝：＝＝：コ　　　　ピ（の　頃匿　、2ク01x　程匿＿　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一［＝＝＝＝＝［＝＝＝＝＝＝＝コ＿⊂一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　F−．■　　　　　　　　−P‘　　　　∴口［x　搭雫　　　　6因　精紡機照H　　　いIOW2燈用反射Fig．　t；．　TyPlca川ay・utrlng　splnncrs・の器具配置例．・さ付器具使用）llighting　fLx’tuT’es　f・r7図　米国に才こける‘�dク精紡機照明の例Fig　7，　Example・f　lighting　f・r・i・9　　　　spinllers　ill　America・IXという高照度の4≧般照明が推奨されている．わが国で8，作業而で1501x程度にはすべきではなかろうか．この：に程に」♪いても機も霞のf＝入，調整などを考慮して側面の鉛直向照1斐は忽せにできない・　5図に燈呉配置例を示す．　エ．精紡　精紡機の照明｝こは機械の列間に40W｛翌D亡燈2燈用反射がさ付器具が3箇または4箇の割合でf鳥に配置された例が多い．ときには1列おきに5箇の割「†の例もある．照明器具の方向は機械の軸方向に’ド行なノノが作業者繊維工場にSSける螢光燈照明・市村8図　t苗∪機照明L　？c　Jl：　・i，ii：；いので均斉度li　l：い）　　Fig．8．　Lightil19　「or　hlエin［〕illg　macl川1しs・　9図　‘1〆t「粘勅機照明Fig．　t）．　LighUng　foドring　spinners．の視線と直何となってよいが，のこぎり屋根や機械の据f、肪向によって異り，わが1・｝三［の例ではむLろli！1：角b・1i，jの力が多いようである．　照度も・ド均140ないL1601x程度に設計さdLたものが多いが，　一与天井染の馬さが温湿度調節の関係から相当低く，燈具の位置も低いため照度のむらが多い．現状の如く燈只の取1寸高さが11尺ないし12ぺ程度では照度を2001x以Lとするか，ユ燈用器具を多く用いる方が均斎度も良くなって遥かに能率もよくなるであろう．とくに色物を扱う場合には反射率力こ低くて見えにくいからさらに高い照度を必要とする．6図に精紡機照明の［’‖Li置例を示す．7図は米国ilc　t）ける紡毛1）ング精紡機の照明例で，この設ll6では85　W　3，500°Kの白色螢光ラン（41D6510図　£一一一川劫ジFi．g、　Iu．　Mu］u　Spi｜mCrs．　　　　　1｜　図　　リン　Jl’｛：占紡機　（紡t、光源が低すきるためややム．ノ．二／liち・、・明るい都分に目は・凋応丁るから賠い部分：）1とCに見二にく1なる、　　　　　　Fig・U．　Rlng　s．　lllnr）vl・s．12図（il　1／i・川に．∫♪けるネ1‘左機ll�j．）照明Fig・レ・4；1）　rlhmminti“nn　fl）r　w・・avi｜19　　　　　　m川、1n．へm4ザi《a．12図（B｝　判qに．�b川る聯，．4枇「場の照明Fig・12・川）l　Ilit］minatiりllゼ‘｝r　wくllivm9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66　い41L？）ブの2馴仮射がさ付器具が梼磯の軸川りどドi、1鳳、さUft　g　ill，燈間隔9ft，列間隔8ftで取付けられ作業面照度5001xを得ている．このように米国では色湿度3・500｝Kの山触ξ光．・ンプの効率がよいv’）で陽や「｝享務所の照明に多く川いられているが，わが国では人の顔色が余り良く見えないので嫌われた例がある、ミュー’し精紡機ではホピン．1ヤリヤがノし一ムから一幕離れた時糸切力を監視して動いている作茉者に全部のポカ三見えなけ力はならないから2001x程度の全般照明がもっとも適Lている．燈具のノノ向，丈ミュ・一・しのフレームと直Jf「jでメ，・ド∫1・ても人」£はノ〔い．8，9，10図は粘紡機の照明｛列である．　オ．織機　織r川乍業目繊組Llピの中こi、”＃、一，ヒも精密ノこi’P，戊ミの　・つでちり，L力凶榔侶1姓r軸1門てあるカ・ら長い照明かもっとも有効に1ノト用する部門てある．作裳の性VLヒとくにかけの少い虹う光源の配置をきめなけ．ればならたい．　このた�dづには螢光燈の遵粥ξ列を織機の通路に直角に通すのがもtt　）とも良い．12図はこし・）方法によ’、た米国り一例で右、る．わが国では自動織機2子海に40W螢）’t燈の2燈川または3燈用反喧」がさ付器只がユ台の割合てlllいるのが｝lii・通でΨ：均il（｛度1601x程度である、13図に　：　：cり閂U置例を・六す．織機で山鋤挿人や掃1勇汚るい仕保守が容易なようにまた糸切の発見や織上りC」’）　il　tイト判定が容易につごきることE’gE□自・］　　　：：’〕9ξ亨　’．二、　‘・　・言ff［］呂　　　　　卍L）Pユー口‘H’　　　『’字〉亨　・’　〆　iミ）’？［1［±f，”　　こ！り≡F・41「　1元ξ但！3図　紋機の照明器只酉1！置例t40WL，燈川反身1・かきf・J器具使川｝Fig・】3．　Typical　lこiy《）ut　of　lighti叫（　　　　fix　tures　fur　lo‘川ls．．三菱電機・V〔d．28　N《），8・1954一A＿方〜N＿A⌒A　　　14図　検反台の照明の例（米｝中F唱．LI　Exu］T）P］eりf　lighling　ful’ill・；Pt“’ti〔m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝〕　t　．　　1　幽　c　　−　1　　1　　　　　　　1　　」　　t　　∫　こ　　1　　ヒ　．　《　．　l　　　　　　　　i　　l　　）　　　　　　　　A　カぶ必・皮で，　目01隻は　25｛｝　なL・し　30〔）1x　と　充フ♪11「liく，　liilt度分布もよくすることがJ〈　W」である．　また製品の色によって反射率が異るの’で必要照1皇は人きく左右さオ［乙．後述8表の例に見るJlうにせめて30し〕lx程度σ）照度が欲しいもの．こちる．　とくに現状より5％程度の生産能ヰ｛のヒ与1［が期待できるにおいておやでち”1、．　カ．検反　この作菜は製111111のll乏終検↑rll程でちるのでとくに充分な照度と適当な’�h　；tトJL分布の光源くζ必要とする．検反台はrft：通約IO度ないL　30度川度検在員のノノに傾いており，布が板を越えて引張られドに畳ま」rる1昌］に険査口はちらゆる種類の穴点を見付ける必要がちる．　たとえぱ糸の色江い・しみ・毛羽・節・」：りなどであるが，こカは椙当困鰍えξ視作菜で螢光燈による全般照明のほか各台に40W　1燈または2問llの1迎1がさf］器具による補助照明が併川される．　14図にE，」る例では4｛｝（）lxの全般照川と3’（）00ないL4，0001xの補B川！別が併用さノ「てい；3．補助照川には日）1絶｛溺c．・ン．・10悟が’・レームに組・しで用いら」bている．白地の場r�eに口昼光色螢）「C燈ににる高照反の照川か山Lて．むり，色物の場合にはや�gり・ノソソス型の冷川色撒たは昼）1亡色が］1い．燈呉り取日的度引ト藁反イ1’の傾きに’1†わナと；1い．　キ．紹検査　人絹・毛糸などの紹ト‘在ち人体前項の検1）ζと同様てらるが，　L場によっては全般照明¢）みにk　、・’：いる処と，全般照IUIに20　W　1燈または］OW2燈の反射がさ付繊紺1：場に，］♪ける螢光t，登照川・巾村川　　1−｜項　Il7表紡毛作業時　期　　　照明改善前　照明改誇後光　　　　　　　源照　度dx〕ノヒ　唐　能　率　い�`パ不　良　率〔｛�j）デ｜r　／．イ直　｛P＝↓1．65｝ノ　　　　け　　　　r．　　イiカ：　　Lt）　　上ヒll　1）　期．光　源　　の　種　糠胆度dx）織布能率い1い川　修　費（（lll［川ノペイ直［ρ二吐（二5｝ノ　　1！　　〈　イlt1．　v）　J．ヒ白熱燈　　螢一光燈1：！o　　　　　　　4501（il）　　　　　　　1｛｝9．61（M，　　　　　　　　S8．5　　0．75S　　　　　　　｛｝．Sll2100　　　　　　　　　1〔．）9．　．68表緑布作業照［川改iCl．前　　　　1ドi熱ド15〔｝−180　1（；｛｝　1り｛io．77ti　1（；1）照1‖1改　　照YLI　j改〆，・後　　　1牟後　2　　　　3蛍光i登　　螢光1：tlEl：14（｝　　　　　56｛［1i｝4．6　　　1い87　76．5　　　　　66．4　　↓［．82　　　　0．845105．6　　　］P8，9照明改　1屯後　4螢光賂75Ullり．5tlc｝，4　｛［．8581u）．5器［！に11ろ前1：リカ・らの補助照li月5・併川L二い乙処とが｛｝ノる．照已は人休3｛〕｛｝ない14001x程度が現1伏で．ちる、　）亡源には｜li味の多い昼光色螢）亡．ノン．ノがしみや｛三羽なとの発［，Lが容易とi“　Eので採嗣さ．llている．要は作業対象物からの｜臼又射光が眼に人らないよう，すなわちxj象物が光らないユ：う光源の位置を杉慮しながら照度を上げることが大切で作業の性質ヒデ11ス値で（1．9は必要でちる．毛糸などでは色物が多いからノ．ハ・クス冷白色ノンノゾ）使川がよい．またE糸検在の場合真赤な色を連続検査Lていると日が痛くなZ、ことがらるがこかは赤の色の刺戟値が高いためで適当に検在対象の色を変えて∩二うようにノミすれは予防できて能率もj”るC・あンう．6．繊維工場での照明改善の利益　繊維11場で山照明改善の刊益を作茱Llの具体白勺な数f直で．去わそうとする試みは種せな条件に制約さtiNて，ノ」“ll，困難な問題であって，まだわが国では資料の発2ξがほとんどないが，米国に才3いてユ941年より1949年の間に繊維工業照明委員会じ・）指導のドに柿々の実験がf　j：わ2t，之の結果が発表されているので参杉までに掲げてむく．　実験は照明以外の条件一　1ノト業・機械・材．料・1：程　を1＞然同・として置き，照川の最と質のみを変えて行われたものである．　紡毛作業ての照明改善前後ンノ能率〃変化が7表に示さ力，また’E織i’「業で白熱燈よ4J螢光燈に，さらに螢）V．v・，iに上る照度を変えての実験結果を8表に紘iめて示Uた．この均合の作菜能率の改善が�dlrスに］’ヒ例するか否か興味が持たれたので検討のため，視野内が・様｝ロリjるく作茱対象物の反射率をO．65と仮定Lてデ＋・ス値を計算し，．ノξのド部に併記［．．てノi一た．ノ＼体　ttス値に正しく比例し｛41：り67ていることが判る．　以1二は外国の例．「乙ちってわが国にそのまま当てはまるとは限らないが，照明か生産rlε率にいかに人きく影胆・するかその　一端をf司い知乙ことができる．7・配線上の問題　　「：場照川においては視野内に回転体が多く，また作業1像物も動いている場r）が多いから螢脳い一∫．・…1を防止する必要がある．こノ）ためには電源のFHをかえて防ll：す乙か，　r’ンノンi｝をIljいて迎み電流をflU目するいわゆる．／1」・・川L　…11　11・d［　lk’7fを採川する・1、t　ili樋．こ・ソ7．．　t’　・／他配線上のIIり題に〆）いて杉えてみ▲：う．　（1）　200V屯源の場i”）（ll場照1川の場合ノ〈抵そう∵ちちが）には3相3線またiよV結線によう2川3線式が採用され，できるだ∪作業山⇒チゾ’ノ．1を少．くする1：う芥ノンフkliに目1を変えて結線されろ．　｛2）　∬｝OV電源の場合には器只中に｝ト圧川イ・一トトノンスを装置するの．二進相’遅帽の．ノンつを組ン，・r↑せたいわゆる．ノリ・・カしス11・陥とするのか；i樋一．一ちる．こti［は力率改善が同時に行え乙L，Yli・圧川変圧器のi畏作Lからもイ．∫杓」となろfJ　・・ら．こちる．　（31　力率改善の’」訪匝ノ∫法にぱ据ば毎に・；1ン．りを取付けて改善す勃法と細・につい・ご変冠所．こ級めて改善するノ∫法とがあり，）t’　V）i‘Yk・については柿々意見がlv，って，きまった方式いない．　すなわち前者では配線費が少くてすむが”ンデ�d’ll’の価格が増し，保守iこf：数がかかる．後者では配線および電源卜．ノンスの容�gが人きくなる欠点がわろ．筆細il渡の高・繊1紅場の作糊に（⊃ン．／ン・時持込まぬノノが無難．ごはないかと杉えL．（4）配線の太さは電圧変動・）影響をZ．（受U．ろ螢）亡燈では忽せにできない川題で．�_∠．通常・・ネ・しまでの．・仁タ“1い）竃圧降ドを］・。，・、・．ネより負荷中心までの電圧降ドを2％に取るのが1：い．了≧体で；；“・と押え’ftばこv”）択r↑パ多少変：．　fも差2えない．　（5）　20（jV｝妃線・で片線接地を『」一ノ場合にはとくにつぎの点に注思する必要がちる．　・つ川スfッ．i、二あろ．この場合螢光燈用のスイッチは両切とするのがよい．片切ス（ッチぴ）場合にはスイソチを切った後にもソンブ．は器巳とのフ♪布容量を通して微光放竃を続け，ランプに悪影響を及ぼすことがある．とくに220Vlfl1路で起り易い．　いま　・つは点燈中のフンフを器具から取外す場合である．この場合には必ずスイッチを切ってから取外す必要がある．　点燈中のフンソは内1’『llがイオン化して導電性を持っているV）て，取外しの際にはランフビンの’ノノがソeコットに入ったまま他りから外すのでヒンが器具の金［属部分に触れると200Vをk地［た状態となり，電ll三がノンフの両端にかかフ紀果定格値以i二のノ〈きい電流が流力てフ1フらトを断線させることがあり注恵を要する．　（6）　螢光ソンフの使用電圧は定格値のゴ・6％の範匪1が存命の点から望ましい．したがって200Vと220　Vでは当然日様の異った安�j七器を川いる必要がある．またとくに高漏の箇！i斥てith’lljする場合4，この点を考慮Lた安定器を使llj寸：、、じ．むすひ　以ヒ繊訓じ弓における｛螢光燈照1リ1の現状と照明の在りノjについ’”述べたが，結局作業場内の光束発散度の対此を5表の範囲内に7k　‘rようにし、現状多く認められる照iEとンニ）∠・．ノを！↓♪くづ一IZよう　llノこ一寸一るなら）は1卜明ノさもノトー一歩増加すろ結果に�dなって，デTlス値が少くと￥）Moon，Spencer両氏の打1；奨する0．8程度となるから，生産能率の向1：，イ浪率の減少，さらには問接的利益である安全も確保されることとなり経済的にも充分り1合うことが期待ぜられるので関係各位のこ検詞’をお願いLて軍を欄く．　　　　　　　　文　献1・　　TYIT｛｝Un　ancl　Spencer：　L｛ghtin9　工）esign．2．　1・1・1．S．：　Lighting　hand　bo（ハk．3．　IM．　En9：　1949，　No，6．4・C・Zwikk・r：Flu・1・escent　lighting．5・　黒沢：　色ち調節一1：学、1鋒座No．3．（H本科技連）．6・　　．三菱1盲機：　　近代坦i明と色」　踏、1母∫曽「1」、　V《）1．28、1954．＿A一’A’s”’一．、⌒68　（41．4）1菱↑E機・V‘）1．28　Nし）．8・19545！456UDC　6Zl，316．578：677一b．夕一ノ一ヒユ一鈴名占屋製｛ノ11所木洌苦とそNo・fllse　Circuit　Breakers　and　Their　ApplicationKiyoshi　SUZUKINagoya　Works　　No−fし1se　circult　breakers　are　an　answer　to　the　pr（ハblem　of　eliminating　variて川sdefects　from　the　combination　of　knife　sw｛tches　and　fuse　cutollts．　They　are　widelyapplied　as　a　protective　device　to　circuits　blow　600　volts　in　Japan，　but　it　looks　they　arenot　yet　popular　in　the　textile　industry．　　1）istinctive　features　《〕f　the　apparatus　arebelieved　to　be　appealing　to　the　engineers　hl　that　live　on　closer　21cquailltance，　which　isthe　aim　of　this　paper　to　deal　with　the　subject．■．41，まえがき　電JJを供給する600V以卜’の竃気卜ll路の保護装置1二［ては，従来ほとんどナイノスfッチとピコ．一ズの糸11�gせ’が用いらオ1てきたが，ヒ．L−一一ぐは切］1た場合に取換えのr二間を要するため保守が厄介でi●り，また溶断特性のハttソキが人きく，　カ・つ’h匡動機（ノ）走旦重加ゼ而［ぴ）ような　・H与n勺過竃流により溶断する恐れがあるため，保護の目的を無視Lて人きなピーtl．一ズ，t”しメントが使川さオ1勝ちで充分な配線保護が期待できない．また遮断能JJの不足により災害を生ずる危険がある等柿’・の欠点が避けら」｜ない・　ノーヒューズ遮断器はヒューズのこれらの欠点を根本的に解決し．たもので，わが国でも最近ようやくそのじ｛1川か認めら力，駐留軍関係のほか，1場，ピ’・1．ディンf’発変電所，船舶等各ノゴ面に広くIUいら力好評を得ているが，紡織関係においては，その普及がいささか遅訓ているように感ぜらわる．　わが国の紡織工業は終戦後，その上程や機械に新しい技術が次々ととり人れられた結果，質，沽ともに日覚ましい発展を遂げるに至った．しかるに近代技術の粋を集めた紡績1：業において，保安Lの屯大な任務を有する配線の保護装置のみ，ひとり旧態依然たるナイ’fスイッチとヒューズの組合せが多く川いらカているのは多少奇異の感を否めない．これは配線器呉がtk｜圭に［1’｜：結しない　：次的存在であるため比較的等閃視され勝ちなこと，配線の保護装置としても・ノとも理想的であるノーヒ．・一ズ遮断器にっいて関係者の認識が不充分であることに起因するのではないかと考えられる．　以下主として紡織工業を対象とL，　ノーヒューズ遮断器の概要を紹介するとともにその応用について説明し関係者のこ参杉に供したいと思う．＊技術部管制器副課長2，ノpヒェーズ遮断器の概要　　ノ・一ヒュー一ズ1塁1新嵩ことは’tlkl：（／）｜｝碗1；1�j名であ・ブご　・瑠斐にはi呪線用遮1斯1｝9，川込遮断器等と［1乎ばれているもので，定格600V以ドの違呂各の保護にlljいる定格600A以ドの爪中遮断器で拓る．この遮断器は動作機構ぶユ1び引外装置を1耐熱杓ノrノー・しε洲旨成刑物の容器内に納め，常蝿状態における電路をfl動ご開閉することができ，かつ過負過や短絡などの際自動的に電匡各を遮断する器具である．つぎにノーヒ、．一ズ遮断器の概「要について説川する．　ア，特長　（］）　過負荷に対しては熱動り1外装置｝こkり反限時杓を）；，一ノて動作する．Lたが・ノて　・時的な過電流で不必要にトリッフ川動開星各）することなく，持続丁る有害な過竃流によっての・なトリッ・ノする．　（2）　短絡時等の大電i充に対Lては電磁「〉【外装置によ一、て瞬時に動作し，かつ遮断容日が人であるから電源が」〈きい場合でも’友心して使川一できる．　（3）　多極の場合は，いずdpの極に過電流あるいは短絡竃流が流れても簿争洞時にトリッフする1k：jurl引外型で防るから，　三相電動機の単相運転を防lllできる．　（4）　開閉は一f・動，自動いず］1も早入，川切C“，Lかtl，接点は焼結銀合金をi；E用Lているので，デアイd’ン消弧効．果と相まって接点の耐久りがノ〈である．　（．5）　　ハン　トノL〔ン）1、�j置↓こより，　人，　しリオゴよUごト　リ　ッ：ノが表示されるので使旧ヒ使利である．　（、6）　充電部分は露出L．ていないので感電の心配がなく，また引外機構は調整後」≡」印されるので使川中動作特性を1勝手に変更さi［る恐れがない．　（7）　いわゆるり1外日川型で，　・・ンドノしを閉路の位罎亡に拘束していて’i，，規定の過電流または短絡電流により（415）　69動作する　（8）　動1乍機構あ・］：びリ【外装置は亜JJの影響を受けないのでいかなるノノ向にd，川由に取付けることができる、　（9’）　遮断器が動作Lた」坊合，　’i．貼《の原1．klを除き，　単tこハン　ト．．’しをt：1」σ）ノ∫1・’IJ〆．＼伺」．i1．｛・t1［1セ・：ノ　トされ，　信］茸iに1．1藪ぱ粗各できる．　（101）　ノ」・jli’V．1．二つ・（ら力ーこL・る三．）で，　IRI・1’1「liWiが者L．〈「市糸勺で．きる．　イ，種類　　．ノ＿ヒ．’、、，．ズ�j遮断；器にi．．t　NF　型坦刮析出÷と　BH　型1遮｜斯器の2型∫Cがちり，　い．，」”tilも3熟〉琶1滋’元1外ジミ1澱をもった気中遮断器でこ力；、のW観を1図に示す．　NF型1遮陶己÷｝引．よ分・『「む鴛t用，　〔記］じ三置「1力遮「新2｝；・ン・）ほかに，箱人〕遮’｜断器，　・iンビネーション，　ラ．インスタータ等とし．て広範［．li・1に使用さカる｝1−］ので，　現在50A　ノレーム，］OOA．ノし．一ム，225．A．・・「し一ムの3FLVI類を生産しているが，近く　600A　．ノレームも生1董に移ることにな・っている．　BH　∫〔1星正：1析器は　1＼］．F‖｜’1］」唾1斯出∪こくら∠．く，　｝荷；口悟］単，’1・｜　図　　1．・H　フ；ト1川．」＾　・　NF　｝ξ‘1！　　　「Fig．　1．　　1’ypc　BI．I　tln（．l　tき・p℃　NF　n⇔．ftls（」　cir・Ctlit．　brcakじrs川名　’BHNF5〔［A50Ai｛’OA225A｛．；（　’（　’　／．．x1表定　格．、CI25V　　　　　　125、．wz50Vl25V　　　　　l25、725↓．IV　　　　　l25〜「25白V　　l2525利V2こ（）V　　　　I25V250〜1　　　125　25〔．〕、「6〔〕ov　　　　　：，｛50V6COV　　　25i．iv’150V　　　125V25nV　　　ly5．．250V6〔旧y’　　　　250V601）V　　　　L）50VL，δ“V　　　　　　IL’51v・−25｛．八．「　　】25250X．，6↓（［〜ア　　　　　L）5（．，V600V　　　250Vノ　．・十電　圧　　　　　継数DC1＊2123232323232323　　　二、へ4、ll−L、　　　　1．）．ρ・一　’：1亘：勘i？1；1・一　く．，遮窪斤Rl・；定｝各　・呈1，去」bE’流　定　路　｛A）（1’1．1［，Li．li島L艮ど　　25’C［サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「．｝、15、20．25．3↓），tl｛1．50　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　コ1〔｝、｜5，20、25，30、35、40，5nコ　　　　　　　　　　　　　　　　コ｜5．　L）“　　3n，　　　　　コ7臼、　S↓）　　りn　　　　　　　、　　　，　　　　　　　　　　　　　　ロ35、　50　60，1（．白50、7↓）、90，〕ue、125，15（），175、　2（’0、　LJ255Uw　　70．　　90、　［e｛［、　125、15白、　　175，250，　　3〔：（｝，・il　5｛，今　　5UO、2｛「n，　　225、35〔．）、　　・1tl‘｝、55｛｝、　　G｛1e型軽量で安価で一ls；）るとともに，屋内配線の保護はもちろん短絡‖キに才）［†る屋内”1一ドの発煙，溶断保護もできる便利な遮断；器で，引込日遮断器，　ロードセンタおよび分1じ層3用返到析器とL．て川いtら］しる．　BH　l暢♪．よびNF　J9−tl遮断器の定．格を1表に示す。　ウ，構造ノーヒ　．．．L一フご辺≡i判〒膓：阜‘ノ．）？liPli’l　lよ尺f本’．）ぎ’（／）4｝’1’i；分斗こう♪｛丁られる．　　（b　．い一・しドf祁分　　　．C一ノしド．部分｛よべ一石，ノノパー」ぷよびハン　ドノし．等；て：”，　いずy，i）！，．ノ．，・ノー・し樹1指り〜ζ．型物を川いているが，熱動　り1外圭ξ置部分oつように洗1度の上ヒ］凌自〜1高．くなる部．分は1耐　熱成型物を川い，ハンド・し等のように樹・（セ的強度がヒ　として要求され．．る部分には抗折力σ）大なる成型物を川　いるη，ilj途によリモ⊃し一ドの成分を変えている．　　　（2．）　閉1羽機も晋　　開閉機情はノレー一ムのノくさにより多少相注するが原　理は同じで，いずti’1．も肘金機構を1．i］いて日人，早切を　行う．　　　　　接∴‘．1、はい一・二れ．も・’じ拍：ti虫’？li：〕寸（り’ヒ尭糸Ji合‘〉を用い，　か　　　　’．・人’容�g：しりも・ノ．）はll十妾触」気7．）ほかに電ジ瓜接触子を　　　　‘没け．1才左角虫子の］’員傷を防いでいる．　また可動導体　　　　にい、超日∫｛尭｛’生の］1同｛然＄泉をlljいてし・る（力．Cl耐久「隻か　　　　．J〈　二1，　ノJt格荏亘允　100A　以卜’｛．i．1．0，0001iilL’）．ヒcr）1；1］購號．り．か｛・1る．　　　　　〔：；）　　iiラ．：�d　f　t　ン　”　i　bJ．［il　：！　Wil・　　　　　‘‘　．�g　．ピ　f　／1　ン　”　　汀‘」り∫｜i三｝」｝口】�dン）！iiC．イ91atJi・r‖�a．lE｛⊥　　V　　’j・：　　　　型一）Lリ｛’くをも．，た　4〜12　枚の角∫甲］磁ナ生板をイミ広　　　　：代レ）」瞳当な；奈を4，た．1．；．’て絶華斜勿の．k持枠｝．こ程」市ねノゴい’．．）．．ごある．　　　　　そヅ．’i肖り瓜機擢ilLIl∫動｝妾角虫．」∴カこ1桐・lirr，・2f，　｝妾角虫ゴ・い　　　　r磁刊；板のU」欠0）ll｜央を通るよ�jにな　、．こ」♪り，電活［の已劃新により発Hl！．．たを琶り瓜は，　日6切己七満［と各庇》十生｛反に川ずる1滋、束に上りf滋］寸板の内与｛こ　吸リ1され，　．つ）・’，｝司・パ｛申｛．、’／．さ．11．遮川容�gACI25V　5、0（1↓）．X　　　　　　　　　　　I｝　C　・・：．t，i）（’OAA　C25VV　　iC］（KOAA　　c　＆．　D　　ci“‘旧Aiへ　c　＆二　D　c　　　　5、〔：（｝（1∫、A　（’　　　　　15、〔：｛｝OAI．ハ　C　　　　　l〔1．（1↓｝a∠へAC＆DC　　　L（．），（1↓〕OAA　C　　　　　I5，eeOADC　　　］｛．｝、UOOAACI．）c．25，〔’IOO，へ．20∫［Of）A注　　L　＊　印　2相・迎断．2Xは1，f］・定搭の単br：遮・漸．器2箇．1：延」．ミハン　1・・し　2箇を用いた単独引タトL式　　2．　　・　Eリ　　キ∫ξ朱品170　1．416）二三菱§呈機・VoL　28るとともに磁↑生板によりi合勾1，　i肖イ．イ　ンさ．　才t　2ii三｛威一．」’　る　（fi’）　，Jl外生ξ置　リ1外也ミ置はい．．ボ］r’t、苫』．・］E｛滋型で，　］寺ヲ涜する小」口言ξ而［が満［れると，　バ．イメタ・しは川身の抵抗あるいは加．1熱llt・によりhu．islさti　i｛余々にf9奎Flilし，1用目〔」機祁fにf系合」士ど、クフド1しを掛金から外し開路する．また知旅各によリメく過冠f溺［　　　　No．8・1954一へ一A’’A4＿Aへ⌒　　　　　　　ぎ　　　　・；＝　　．　1オ　v2図　5〔IA／L−…NF型遮断器動作特性Hll線Fi9．2．　Perfortnunce　　　　　　5‘）A　friu：nd　curves”1’TVI〕e　NF1，reukert，　が流］（ると，　ilJ動一！グネ・ソトがi舌1定一・tグネット｛こU及弓1　さd，Lること1こより，　累1動Jj　l　yトσ）場毒「〒とIlfj　ktf，にク．ノ　ド1し　が掛金から外れて瞬時に開路する．　エL動作特性　ノーヒューズ’遮断器は過負荷や短絡事故から電線を保1漢するのが．1三目的で，その動作特性はつぎの諸項を考慮して決定され．る．（D（21）（、3’）（41定格電流を連続通電し得ること．50A．ノレーム以ドはタングスノン定球等の点燈11tf　lこおける越流により動作しないこと．その定格電流に相当する電線を過負荷から保護し得ること．短絡，地絡に対し電線および接続された機器を保i護し得ること．　各種規格には定格電流の125％およびf“）OO　．o〔｝の2点における最人動作時間のみが規定されているが，これらを参考とし，さらに上記の点を杉慮して決められた当社50AフレームNF．型遮1狗1器の動作特性を2図に示す．3，ノ’ヒューズ遮断器の適用　ア，ノーヒューズ箱入遮断器　ノーヒューズ箱入遮断器は1箇のNF型遮断器をその用途により適当な鉄箱に入、れたもので，　NF−1型，NF　N型，　NF−W型の311望式があり，引込口遮断器，電動機回路用遮断器，幹線川遮断器などに用いられる．　NF−1型箱人遮断器は1場やビノしデfング等の川途としてもっと；1，一般的な型式で，遮断器は閉鎖型の箱の中1・c納められ，箱の外細こは操作・・ンド・しが設｝ナられている．また操作ハンド’・しの位置は遮断器の人，切，あるいは引外状態を2、示し，かつインク⊃rック機構により遮断器の閉路状態にフおいてはカハーを｜川．くことが阻1トさノ・一ヒ、．t一ス遮断器とその応1｝」・ji｛j払れ，またカパーを開いた状態では閉路が阻止される構〕口・である．　NF−N型箱入遮断器は一一般に引込口用として用いられるもので一幽断掃ま閉鎖型の箱の中に納められ，緬まNF．1型のような操作ハンドノしゃインターLtック機構をもたず，カバー中央に別に設けら力たハンド・しカパーを開いて操作せられる．この・・ンド・Lカパーは錠止めまたは封印ができる．またハンド・しカバーを開けは〕塵1断器・・ント・しの位置により，人，切または引外状態を’i：ll別する．二とf」1できる．　NF　W　IIII箱人遮断器はNF　I型をIVjノ｝d；1］ll〕口L：L，h］’ノt川とL．こ作られたものである．　なおL記3型式のほかに特殊型とLて電流計，�g圧剤“，日算電力計，表示燈などを付属Lたものもある・　NFI型箱人遮断器の外菌貝を3図に示’仁3図NFI型ノーL・一ズ　　　　箱人遮断器Fig．3．　Type　NF　I　ne−fuse　　　circu｛亡breaker．2表　ノーヒ．．一く分電盤の種ま貞　　　　　　　　分岐川路遮断器ノート．一・ぐ分電盤・り型f，　種　類　　配　置　　　　　　　BH型遮断器BH｝CLIBHX卜！NF型BHNF’胆のみを川いたメ，の同　　　上NF型遮断器の50Aフし一　i、a）2トを）uいたものBH型遮断器とNF型遮断器50Aフし一ムのみを用いたものNFC型NF．型遮断器100Aノレーム以一ヒを含む」のイ，ノーヒューズ分電盤祉2列配置縦1列配置縦2列配置一i三なる川途�u【L燈，電熱，｝♪よび電動器只・川路lij同　　　上・iS］　”，蚤、’｛vwo，’立重li芸1・≒：具お’よひノ】・動力回路川縦2列酉己置　　回NF型遮断器50A．100Aフし一ムは縦2ダIJpgti置・で　225A7レーム以上は縦1列配置．ヒ∫力力回路川3♪よびい（’電川　ノーヒューズ分電盤はノーヒューズ遮断器を使用した分電盤で，電燈，電熱およし．動力回路用として，交流600V，直流　250V以トのいかなる配線ノ∫式のllll路にも使旧できる．分電幣には主回路遮断器ト「と．1三川路端子付とがあり，　ll川路遮1祈器付は分電盤で電1原を切るこ1：が（417｝　71望ましいときに川いらkる，　　1・、・ヒ1ネソトは使）ll場所により保、度型式を異にL閉鎖型のほかに防滴型あるいはiyj・k型とすることもできる．　　ノ　ー　ヒ　ュ　ー　’ズ1i♪lt，1￥ti｛の，9’V．　J−〈l　l　tフ＞i［｛乏［1｜�g各」蛙：liYi　？？｝｛の手市£貞」亘よひごf”Li　1−if；［1．こよっV．一．5艮り，　2　表（’二・jk’−9→よ　5｝こ5♪C一ナC）オ1．る．　4図はi．．1清紡績株・式フ評1：へ納人Lた　NF　型分電盤の91観ソノ：�d」づご・、あフし．　　　↓1）　　ト1〜1芦ロ　　　　ノ　e−一ヒ　1’・，・一一『アごフ♪1L］｜ll｛1・tltYl’i，　　1〕i11V’（，ナ＞Jlじ己1）T］・II　りIJ叉る　　、　　v　ヒ’「．1・ツ　ト内に遮断2｝こ盤を恒」．L．’・たt，ゾ）　c・，　1しこ1村己グ；ぴ）Jl籔　｛乍｝jl・．・ヒ．k…　　ト�uノh了を1川．いて臼∵）．　　　　　　　4図　NF型ノー「．一．�c分電｝：Fikr・　4・　TyPe　NF　no・fus（・（listrilJution　P（川db〈）alて1．中性！e柄・ヰ」杜一｝ξ雫　中，l！ト宇’ピ埠苓．1：・　　　1．「　　　　1　．、　　1　　　：〔．　販　　／　　　｝　　・1　　　　　　馳．’　　　　　　　　　　　　　　　　／一・・q二’1嘗∈1、冷t主1．t悌芭　「？続　h脅　⊆1　　キ　拒21　鍵i・l！訓で回路　　断　吾端」T一　巴目「ミ　　｛11　　　｝iiば　　ヂt”IL；�e頃三9〕i「i7．　　　　　三1巨〔；版三・桔二／／　．；　蕃　E7一　一一一　　　孟　　El　ポξ　　｛ゴ　　　　：91　『91　こ　　　，［L　　三、．，／　　　　　．巳畠6s暑ll，！：iJ　　　　　、ー　エ　　シ　　TF一1三1、一∫．　　　　　　5　図　　］＼IF　．拷り分〜亡席こJ）遮｝｛弄2＆撫3Fig．5．　（．）tMlsll’tt（・ti（川ユ｝f　t＞’Pt−NF　l川h・lb‘）ar（1、72c418）　　　　　a・　遮断器盤（5図参照）　　　　　　1遮・「新29ラ荏とはフ〉山支1可路」塵・「相i29R）ll［ill出客∬匡閑訂！Uまスこ　　　　は1三川路端r・等を，llし1側にZ　型梓を設けた1枚の　　　　絢狩反｛製1夜f寸ト反に11※f寸けたもσ）で，　必・1要にLi：じ中桝：線　　　　端ll’・n｛まカ�_没けらオ〔，　充茎Eぱ≦フ♪は｛↓1蓋と端｝碧詫によって　　　　，ナ♪おわれデ・ソトーハ・ント目1造となっている．　　　　　遮断器胞諏1札1ゆ四隅の穴を箱の遮・断器取1れ、　　　　・L　ト｝二3‘ifi，1ム・み�_謝ナ有8才1じ一ごf・‘ろi；�hを、択］・整．後1直1フ亡さti　tる．　　　　　b．　箱　　　　　　W’ii　t　2．31n　ln　l‘隅：さの」“iMiJ（iji　U−一ごノ十奉まψ）弓1オ，り1こツハ・　　　　を、；乏1ナwy’iをkii，」91・ナ乙と　と　rl，　iこrli∫W疋をJIVf寸｛ナると　キぴ）　　　　tt　ノ　ン　ノ・θ）フ1）zフウ・り　と　Lt’（し・る’　　　　　　xW（乙）ノ＼さitフ♪10¶；tし’）’『1」∫V，　」巴：［＊ji7：｝V）も巨炎1「1，　C）rliAt’1i｜1　　　　巨」各左（（万により�d艮るカ�_　祥‘i｝こ辺±｜粕己器f詫を論勺ゾノノことき，　　　　川囲に最小］（）Omm幅の配拳泉樋をもつている．　　　　　c．　　　i］ij　十1）C’と　tJfti　　　　　日il｛反才ゴよUごt∫T！i　：S．21nm　l�dノ：さuつ磨」桐｝反製づご，　日∬昏反　　　は7ノンバによって簡単に箱へ取付けじ一，itるとと1、　　　に箱取付の不整を，凋整できる．　　　　　til！・1よイ．i　lfiiJきを楊1�h隼とするカミフ〕i琶碧3カ：村肖封更f・∫▽）場fこ　　　は観剖刑き式とすることもてきる．　　　　〔．2）　　］1与」．ミ　　　　　a．　前述’のノーヒュズ遮断器の優力た特長をその　　　　まま発揮できる．　　　　　b．　同・容最のナイソースィッチとヒューズのWt　r↑　　　　ぜ’を使用した分竜盤より取1・1’面積をξgll約できる．　　　　　（�d　　　充謎』（’部づ♪カこ了こ，夕！ミ豆�g日｜一せ一一ボ，　ナ柴fノ仁力ぷ女1ご一ぐ表ノる　　　　とともに配線の点検が容易である．　　　　　d・　　遣き1析2言（ノ＞1卜品寸ゴ去｝、ま｛1・’7‡又自勺なr均｜系力こ歩）り，　」遮三［杉「　　　　累≠ぴ」事舞均’iをft’t；3「｝1rこ変更て’き」C）．　　　　　e・　　1遮目罪諾÷¶8，　1〕il．板し・一ゴオ1．も霜卜i耳文1寸σ）イミ・整を人こψ苗　　　に調整できる取付構造である．　　　　　f・　　］寺来フ＞ill支IIIほ［各の土ξ乳没力こ膓L｝ムまAlる士易でこ1ま，　柏i　　　ク〈蓋を使月」し，体裁のよい分電晋3に剤い‘ノ：てらtilる．　　ウ，クイッグラグ　ロードセンタ　　クf・・クラグ　lr一ドセンタはBH型遮断器を使川しえこ付c？N（ゾ）よL・f？”j易ク〉］丘f機一ごfユ損「ぴ）lll吠と1寸辻［・｝こ元文‖」「しiiEf｝1さAlるもv．）f（”／V）1，．　一とσ）1・β芦口・｛よ6図｝こ！Jk’9一よ　う｛こ，　辺匡1杓「29↓�gf・」’掃くv）⊥｜ζタtLカこ百’」肖ilこ一ごきる（7）一ご肖己｛≡泉才ぷよ（ノご∴・∴F11カ：ぞX易二（“ネノると　と！、｝こ，　f曳剤「ン）変史『1・こよる」遮‖相〒播÷しつ日文］興元⊆こも酉11（∬一である．　また」E）t易（v）［ill艮各耳1］li文を！　L］　．1　LK　／v一で，　1遮・1栂i’al“（」）｛V　i▲tこ（イSi〕SζC・）よし・i自’嘉iをii’　kLけるこ　と　♀，幽．C’きる．　　樗｛」｛｛：雪｜4」〔Viよ［U｝J4」）　BH　　・亨1》」蛙’1杓「29tこ換算：して　2，　4，　8川路て一ト≒己線り’式，負荷の種類」♪よび将来の増設見込にkり単極，2極おkび盲蓋の多くの絹．1合せ一ができる．4、ノーヒューズ遮断器の選定方法適−）〔1な保護特性創、つようにノーヒュース遮潤1器を選フ亡d．る｝，こiま　1三と　し　vこ’♪き’しり1要」トミを杉・｝恒：すノlelti仁し・．三菱�g機・V“1．：ぞ8　Nu．，9・IY54＿⌒AチLi一．　　　　ア，回路電圧A　　　　供給電圧は遮断器の定格電圧を越えてはならない．　　　　イ，回路の負荷電流　　　　遮断器の屯流定格は回路の負荷竃流以ヒでなければな　　　らない．ただLこの場合つぎに述べる外箱の影響を杉慮・　　　する必要がある．　　　　ノーヒ“，一ズ遮断器の電流定格は外箱なしの状態で　　　25C　の周囲川度で・II支IEされ試験されるが，これを箱入　　　遮断器またはり）電盤｝τゴ遮断器として使用する場合は，遮　　　断器自身かよびllu線より発生する熱により周囲温度がユ曽　　　加するので，熱動型遮断器では当然定格をドげて使旧せ　　　ねばならない．すなわち箱人遮断器および分屯盤用遮断　　　器においては，そオ［それ1［ll路の負荷電流の　125　．”n以L　　　および140％以ヒの電流定格を￥，った遮断器を選定す　　　　ることが推奨さ力る．傷Aへ6図　〃　ノク・力川’・−Lンソ内i；｛；構造　　　　Fig，6．　1川（・｜・iVl’　（｝f　　　　quicklay　l”a（icc・11tet’　ウL負荷の種類　ノ…ヒ．、．　一一ズ遮断器の］じ流定格の選定法は負5；∫の柿類に］：り多少趣を異にする．十なわち負荷が電燈，電熱器�_の場合はその使川電奉泉の，，’i二容屯流に相当する値の電流定格をもった遮断器を選定すればよいが，負荷が電動機の場合はその起動電流で遮1新器が動作しないように電流定格を選定すべきでちる、したがって電動機の種類や起動条件等にょり桐連するが，　・般に電動機の全負荷猫流のL5〜2．5倍の範囲i力で選定している．ただしこの選定は負荷の竃動機が1台の場合で，数台の電動機を負荷として接続する場合はこれらの電動機の最ノv全負荷電流の　1．r）−2．5　借に普通の1吏旧状態で同時に1吏川することのある他の電動機のt）負荷電流の和を加えて，遮断器の屯流定格を選定すろ〃法が推奨さi，1る．　エ，周囲温度　ノーヒューズ遮断器は加熱にk−）て生ずるバイtわしの卍を利用しているため，周囲温度の影響を1受ける．すなわち基；隼周開湿1豆25℃より上ドするとともに電流定格は変fヒし，この変化の割合は温度補1日紐1線により表わ］1さかる．また　・ノノ電線の許’容電流4−，周！丑1温度にょり影響を受けるが，遮断器の電流定格低減膓辛｛はその遮断器で保提される電線の許容電流pm［N率と相似の特性をもっている．したがってノーヒューズ遮断器は，琶線を有効かつ確実に保護できる結果となり，理想的な保護装置といい得る．　オ，最大短絡電流　ノー・ヒューズ遮断器は電源立ψ川�cに流力る最ノ＼短絡電流か遮断器の公称遮断容情よりも人きい場所に用いてはなL）／こL1．5，むすび　以1：ノーヒゴー『、遮断器の概〕以とその応用について述べたが，　・般に紡織1：業においては精き方機川および撚糸機用として440V級あるい�g550V級の電動機が使旧さ川じ源容情が」ぴξ的ノ＼でちるため，短絡の際ヒ．一ズ｝二．トfフスィッチの組rこせ．こは遮断能ノ」不足に1る災害を川ずる恐」ヒがちる．　圭た紡織一L業においては作業の性Hヒ，女」t’従茱員がJ〈多数を占めるため操作が簡単かつ安全でちることと，取扱われる原料，製品いずれも11∫燃↑ノliであろため火災f防に万］こを期することがとくに強く要望さ豹る．　これらの要望に応ずるK二はヒューズとナイ・／スイ・：・チの組rヤせでは不充分で，　ノーヒコ．一ズ遮断器の使川をとくに推奨する次弟でちる．rAノーヒ．・一く遮断器とそのL己こ川・ロイ・｛41Y，　7354．．57紡績工場用変電UDC　621．316，262：677≡九i又備＿　　　　」〈阪枯菜所吉田米太郎Substations　for　Spi皿ing　MillsYonetaro　YOSHIDAOsaka　I）istric．t　Sa［es　O仔ice　　Sしlbstations　foi’　spinlコin，g’　mills　inake　llo　excepti《）11　to　thc　latest　trelld　f）f　electl・icpower　development　and　au・e　re〔lttired　t（，　change　the　eqllipment　to　extra　high　voltagewith　the　increase（）f　pr）wer　consumption，　which　furt：her　leads　to　the　building　of〔川tdoorcquiPment　in　the　factory　yard．　Hellce，　unit　substaliイ）11s　are　regarded　to　suit　best　forthe　purpose　becallse　of　Inこmy　districtive　features　posscssd　by　them．A1，まえかき　戦後，紡機・り増設に伴いii’j費竃ノ」力増ノ、，・；硫川1品：F拝故に▲：る，作業1二ぴ波障【；1川：と電ノノr川牝により高IE受屯より，特高受電〜）施設変更を生L，Il場構内に特高屋外変電所が施設き；ilるようにな�dた．紡績r．場の変電所といりても　・般L場の自家用変電所と］’じ｝皮して，その設備機器拓るいは施設上ちまり異なるところはない．2．受電方法　受電ノノ法の種類には需要者側の設計にkる受電設備の状況により，種々の方法があるが，現在行われているノノ式は一系統のみより供給を受けている自家川変電所としてはもっとも簡易なり法である．受氾電川4，地〃により相違するが，2�JkV，30kV，あるいは60kV，70kVでもる．3，変電所の容量　変電所の容ぱは1司じ紡績｜：場で∪，その礎模のノく小，設備の近代fLにより帽違するが，概略2，0｛〕OkVA〜5，000kVA程度である．負荷電力も，紡機のよび織機用として］ご使用竃力の約85％，照川および電熱約700，その他lVjりV言文il苗　11i’f，　7iiン　フ，　Jk）L”］fそジ）1也し）　1：」易f・」’�h1昔元斐｛r苗と　L、て約8％を占めている．電燈も最近では｛螢光燈照馴に変ってきたため従来の消費電力の約］3に減じている．紡機，織機刷屯動機の最ノ＼負ffljは定格容敏の約75〜80．％程度である」」率も総合で約95．％まで改善されている．　某丁場設備日，2図）の・例を示すとド記のとおりである．　a．　　1二1易〔郷θ也糸勺　6（工，000　上’ド　　’建坪　（社宅，　寄宿そのf也編利厚’ヒ施1；塁を含む）　　糸勺　22，000　1：］こ　74（420）b．　’ヒ産設備　紡機，精紡機にご，93，600紳，撚糸機7，2｛［0沖，　織｝幾960台c．　受電設備　受氾氾r［33，00｛）xノ　受電電力（契約電ノ」）’ili’時3，｛IOI）kW　受電川変圧器　　　1φ750kVA　3台△約線　　　　　　　　　　　　　　　　3，300V　3，：soo　V　　　lφ750kVA　2台V結線d・　発電設備（自家用f’備電源）　500kWジーゼノし発電機1基e．　配電ノノ式と配電電1【1　動ノ川1　　三相三線式　3，300V，440V，220V　電燈，�g熱　　三相三線方よじご単相：線式200V，100Vf．　設fl蒲屯動機　紡績用4529．5HP，織機用1281．5HP，防火設備，［作，　．U：｝1ホンプ，炊事そe）他の一r．場付帯設fiiii「目529．5HP9．　照明および電熱1；±備　1場照明　紡績1：1易　40W螢光燈　2，506燈　　　　　　　i哉機　［1場　　　　　　　　〃　　　　　　　　1．040　　〃　　　　　　紡績および織機工場付属室　290〃　　　　　　寄宿5こ，1｝：宅，事務所，炊事その他，福　　　　　　　」刊「�d」：’｜：施r誌ttE燈　　　　　　　　　　　1．560　土てt　電　熱　じ場試験室，医局その他92箇　6�JkWh．総r’†力率　95％以1：4、屋外鉄構　普：通亜鉛鍍を施した山形鋼を使用し，1三としてボ・しト締めをもって構成する鉄構の変圧器設lt（，1場所の近くに変圧器吊Lげ塔を設ける場合もある．鉄構の梨および柱の構成材は6�JkV，70kV級では主材に山形鋼L65×65　　　　　　　　　　　11菱電機・Vo］，28　No．8・19．　54N．一A“．f6　kTV陵翻　毎1図翼z．tSf‘f参　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　一∨　”←◆一　　　　●　　◆　　　　　■　　←↓‘1　　　　‘s　　　　　‘÷ぺ　　　　　　　　　　　．1　　｜　　　　‘　　　◆i．5　　，「　’　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sn．11rII11　　β11　　　一口卵　　，一　　　　　　　●e　　　　ト　　　　　　へ　　　l　　　l　　　．δ×6　を、　《川∬カトづ’［こ｛±　L　50x5｛｝×4，　20kV，　3｛｝kV　級で1：こ］1村にL50入50’（｝　葡り加ll’にL40パ40×3を使用丁るのが・般的である．恒川銅材量lt，20　kV，30　kV級で約8，（）oo　kg，60kV，70　kV級で約12，｛｝00　kg稗度でるる、建柱にはアンカ式と川込式とがちうが，アンカ式○方が作べが簡単であ　EC，ため，アンカ式が多く川いられ一、　　『芦＿・、タノ．5’変電所設置機器　変電所機器の選定z・よびtNdi｝i；i・画こ当りぢ抽一べき点，ま変亘所事故の発生を少くL，保守一日uこLて，しかも己斉的な設備場所を有することである．　ア．屋外用遠方操作断路器　引込箇所⊃断路Z：；に｛よ招弧角を有する，遠り操作式を採れ，ぷ枯，引留柱の頂上に設置する．これは絶縁物区分開閉器としてあるいは遮断器故障時の側路開閉用ト司い，」也ヒより容易に1∫川羽操作を行い1日る．　ブレードも垂直に投人開路するtl、のと州｛に投入，開路するものとt：ある．垂直式の方が断路器1剛�d）を狭くし得る．　イ．屋外用断路器f狂｛i：場用変竜設備・口川禄〜t　｛’［一“utぷ一一廿｛’f　”：1　　iτ　屋外田断烙Wとしては一ド向取付を標｝｛ξとしているが，鉄構，配線の関係L45’傾斜に取付ける場合も多い．　ウt避雷器　許容端子電圧も高く（公称電圧の1．4倍）放冠耐lf［のメ〈きい，保．貰特性の良女」こな避侶器が使用されている．据1暢所は引込柱付近が多く，鉄構外の位置が多い山｛外変1し所としてもっとも重要な機器は変圧グであり，最近では変圧器の保護として避雷器の据付位置も変圧器に近く変圧器の・次側母線｛こ接続さオ1’；ようになっている．　エ，計器用変圧変流器　紅ノJ取弓川の計2忌旧変圧器および計器r目変流器は戦後需‘炭家側の負担チで、没置するP合が多くなり，取引用あるいは計器肘とLて計器ilj変圧変流2；↓が多く用いられるよ�_にgった．　：相計1呂目変圧器1台と計器旧変i充器2台三をつの7ン川勺に納山たものでノり，積算電ノJ計付のものもあって，据伺’ぱ1積も’」・さく価格ti、低廉であり，経済的であ一’、．　オ．計器用変圧器と計器用変流器　吋Fi勺言卜累こlijとしuこ’必〔菱クくくことv）’Cきないもu）て｝弍う乙ポ謝変圧編±油人？〉ク胆）桝1武と・：村賦とがちり、一般には1椙式力；多く川いられている．計器用変1�g枯避舌器と同じく，li　Vili；iの節約ヒ，鉄同外の位置に据付られる場合が多い．計器用変i｜！は従来抽人ヌンク型が使用されていたが，現在では碍」�c型計器jn変流器が多く川いられている．容積が小さく，現’易据付8、同単で，碍管は中身を人れるタ・7であつて，’パ・・コの役i−［を兼ね，絶縁が完］ミで機械的に］、強い．　カ，遮断器　20kV，30kV級では油人遮断器を，6�JkV，70kV級では碍子型遮断器が小・剖ている．碍子』遮断2｛ぬ油ぺ遮断器に比較して僅か高価になるが，遮断容ぎ［，絶縁耐ノJ共に大きく，非常に信k・i度が高い．計器用変流器を内蔵しているので碍1二型計器川変流器2台分は宵1略できる．碍i”型遮断器で1’tコンクリ〜ト基礎を地一ヒ約工5m・）高さに構築しなければならない．碍」二型遮断器の前方（421）75］3　“K’：’E2図P、」’撃．、　　　1ゴ　：」、／・　　　／＼　”＼．／・〉　　．◆圃「9　　　τ〕i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　一．　　　　　　　　　　　　　　　L1噛　　　　　　　　　一1需日（否◎）日［魑田・〔＝コ　　　　［＝＝コ　　　　［＝〕○《》o　　「．」口　●一一◆　　μ．．・’書、口・一◆　　一・一　当K！　　　　1∩’　／　　・L’　　　　，　　　　　　　　　　．　　　　　4ジ＼　／＼vrl＼　ノ／＼　／＼　．〆＼　〆＼・　　　　　　　／　　　　’　　　　　　　／‘約2mの場所は中身吊上げ装tile．の搬1川、ぺに必要でちフこ‘．遮断器の投人は油入遮断器では’ノし　ノf卜線輪を日iい；；・が，碍子型遮断器でiま圧縮空気を使川する．圧縮�hピ気は圧縮機によりド｜動的に気蓄器に込められる．圧縮機川電動機は］2HPの直流，交流の両ノ∫式がちるが，直流100Vが，もっとも多く使用さtiyている．　キ，変圧器　変rll器は中容吊：の内鉄型単相変IE器がllである・恒相変圧器3台を常時∴結線として恒川L，内1台故障1の場合はV結線に接続｛こXえし使川するり式が　一般AIJでちる・変圧器の容lrllを全kVA　2×｛〕．78とすti　rば1台故障の場合，V結線にしても全負荷運転がir∫能でちる．丁：場によっては，将来1の増没を杉慮して3台li‘ξ置し，常時2・台をV結線とL，　ll場増設までを1台了二備としている．最近変圧器の絶縁強度も，1’llく，機械的にも指；亨に頑丈になっているので，　三相変圧器を使用す」，iは．　kVA当りの価格が低廉であり，》失構費ならびに基礎費が節部Jさ力・接続も簡単である．　変圧器の搬川人にはトラパー一．が使日」さ」，‘‘てい乙6，配雷盤室屋外変電所と配近司1そ室間の低圧線，操作線の配線は二層76（422｝ンクリートヒットを構築し配線されている．ビット内には雨Xの溜る恐れが多分にあり，鉛被多心ケープ・しが順いられていたが最近ではビニールの多心ケープ・しが多く用いられるようになっている．f萌格が安く耐水性’で多種の色別が容易である．　配電盤は受電盤と変圧器：次盤，他に蹟電盤数面でちる．変圧器オ呈よび籟電線に《寸す乙保護も過電流方式の‥であり，変圧器の内部1閲1章に対する保護は省略している．過熱保護に対Lては温度指示器による警報を川いている．遮断器の技ぺ，引外しには，信頼度の高い直流電源を懐川L，据置川の蓄電池を設置している．小容沽低1じ圧の変電所で遮断器の投人をf：動操作により，引外しのみ直流電源を使1目している1二場もある．この場合の蓄電池の容1．itlは最低24V，36AH程度である・碍］こ型遮断器および電磁操rl；にkる1遮断器では直流100Vヵ�_ll二通で容娃く♪　1｛〕nAH　程度である．　蓄逗池容沽は戊s体遮断器の最大閉路電流値をそのまま10時間率で取り，容妓AHが決められている・蓄電池の容1辻は普通10時i｛illで現される．蓄電池はヒ記遮憎1器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ用の外に表示帽はσミ停電時1腰な箇所の照明用電源として川いら力ている．7、むすひ　以ヒ最近の紡績に場用変1じ所の代表的のものについて簡単に述べたが，輸1、‘江場の変電卵川・容量｛こ属する簡易な変電所でちるから最近発達しつつある簡易変電所（ユニッ　ト’1｝．sス　’．一ション，　［　1菱≒淫機．−　n召村［28　ζド万ン6号参照．）を採旧すれは1，配氾室の建家が不要となり・屋外変電所の面［責も非常に小さくなりLたがって1：事ti”簡単で建設費も宮しく節約できるので今後はこの採川�d期il」・さ］［る．三菱電機・VoL　28　No．8・1954A4A⌒、Lべ“ミs“−−　C製品紹　介tW・“・W’“∨、へぐ“心’1“b・・へ心・へ・k・ヒ、∨・x・八A・w忘・“N・’・・N＞．　NX・八：！L・・“’“A＞スフブラント用制御装置A　　　電動機一覧表　　　　　ニ　　　　台洩ll」功極数　　川　　　　　　7だ／tノ／　1　ILl主｝則1卯盤　…しノを裁断熟成L’こ，スソ川原液を製造するL担lLl：II仁の困鳳力三あったが，1icに新1麦1五fi・1名占屋製1／1；所C・，：，　米i」・］’：・しンL一二・ン｝：i1から最新”i動1田1卸JJ式を導人し，・ノフント装置一切を；82作している・その電概111111は当社が製作し，防塵，防il［｜！の密1別｛；ll｛1∫造fヒ�k：的耐久力をもi．た各機器を納入した・1　　1川　Ll　lol　51　　．r，l　L）i：1　11｝1　　2　°　r．FI・r　　　v日札1↓4▲L）1　　　　　途tt’・し．ノ・｛　’tノ　、　一．　ゴー1，　t　−　　’し了　　　．　　そ　　　　　ヌl　F　リ　．i；　〆　　ノタ　・ノ　　�d1　　／　　t　　　二・フし　タ．stシ　’・一　ソン　　　、　　し　　　・　　ttコ　ノ　デ　・　1｝1　　　　圭なる制御装置1−⊃1制御111姥（t’｝lc糸1い・：，床置壁支持刑）11くf・］1∫、tl110　・ンビ不一ンヨン　　　　　ラfンr47一タ才♪よひ』1P途目　　　　1　選択開閉器　　　　］　継電ぷ祥1　　　　2　端tt＃k　L　l／iii路IU」♪よび　　　　　制御川路川）　　　　］一．接触器狛　　　　1・ヌfマ1式　’・・しソ『ノf一タlll；iill御装置　　掬1；開閉�g1、i別含押釦継屯｝で訴自・べ・ら　　　マfンロス1ノチ2「：判1品い・・しフ・ノ・一ヌ川，　・1・一ジヌンク用｝1　操1！1；機（7　〕｛防Fii’il押釦付）　　　　　・その他．　抵抗器、ベノし．押釦，マfクロタイノ．i’・信ンノ燈・　　　　継電器箱与ケーク精練機乾燥機用自動制御装置Aユ∩　ス．ノ，人猫なと化陥繊斜1．の精紬は従力（は」i・ットに巻取、た．・一ソをぷたた膓かせに巻き直してからおこなっていたか，最近は’・一ンσ）まk精辣する仁うになってき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　ロ　ゾた．　i，〈器はZ・一ケのままて粘練卓に取付け，その佼は込り　と各‡占＄宋ゾ，−1二1呈力こ了こ1’1動日勺｝こオ亘こなオノれ，　董llj糸宋ぴ）糸冬ったrl，一が最初の位1置にもと一．て停Lヒするのを一周期として連続的題転が一こきる．相練の終た一・一　’・　，t，・1乞燥和こ移むLて乾馳の中に送られるかい人な乾燥炉iノ・Jを移動する乾燥巾：の1上転に正確を期して人口，川L1にそれぞれ操作盤とIIジン盤が巳BJされてい�d．　　　　　　　主要機器1　制御狛川榔�_1日1．・，型1く防｛・ll｜／／・釦　取卜昂lll　］式　十f・ノ．1　T・チ’�b1：ひヒ・・　「．　　　　　4　限時継，じ9「；　　　　　1川　電動機式リニ」1ii］聞閉器］　］イL臼・1，f，し；・・1ト・］9i・11「i、L．・kjりj枯1口）　　　　　6一信s・」−1；：ご　　　　　1．へ’t　　　　　3　押jl日　　　　　：｛　切換川川rr；　18一ハノチウ．　f式1圃限1川目ll器　　　　1極およこ「12極1吃燥機円　G　信号・1《（、各い膓ン燈3箇，内1∩は．i∴1．減式）　6　継電器柏（各剰l！電器4箇｝18　・ハソーi一ウJ、f式制限1刑閉詩i；1似∴∴£靖3、・1　　　　　L　　　　　　．　　　　　　　　　　　　へ●自　頃儀　　　蹴謝��　一宜恒　　　　　の　　　の　　　　ロaζ隠　　　　　　れ　　エ　　の　　争商�S・　　『ピヂ　　　　　　　；・梅・’1一ン精練機川操作萄器遼）泡＾e・’　rLle，H’ttt…『…　．’．・tt”・tt＿・rtt，・，t、、twnt、＿〉　　　顕　．　　　　1．1−／・　　　　ドへど　　パく　　　””‘：：∵疇�a、　　　　　　　　．t，　　．．tt’　　　　　　，　　　　　　　　　　、　　’　　欧1　　　　　　　　　　　　、　’　礼　’　　　　　　，＾嫌　　　　　　　　　〉タ「’　　　　　　　　　ソ・一ク精練機戊1野副御和タト観と内部　　　　　　　　　　　　（423）77Aヴニ　、’ヴ，＿ン轡∨区　別特　ll午tl　　〃　　fノfl折　案llTi｝T一、．卓ざ＼特　許　紹　介．�c◆ご　最近登録された当社の特許およひ実用新案　　　　名　　　　　　　　　　称Fi森’｛t｛1’、’巧寸ik▲）t｛本o）掌三造．VL一絶縁套管の製造法起動川電動機をイ∫一▲一る同期‘端i暇．，電圧位相調整装置電気弁電力変換川路ち）制御装置誘導電圧調整器の並列遡・肱保護装置遠隔同期検定装置白動加Ii機部晶flt給装置螢光放電燈川電極傘形発電機特許または登　録　　H　29　6−］4　29　6一ユ：1　29　6−1−i　29　6−］4　29　6−14　29　6　3　22　6　3　29　6　3　29　6　3特許または登録番号　　tt（J6185　　2C6186　　2｛16163　　2｛｝6164　　21’6165　　41il952　　4［3953　　413954　　11395“＿．◆鴨二．こ◎ら二竃二、、発明，考案者佐　藤　i［郎イ1三　　fi　f・　じ烏　　　　：．尾　’j［川　ゴ：：行加　藤　又　彦門　　頼　雄｝τ二　　・t川　　　｝rgl　　｛i’加藤義1川野ll元吉郎山砥文間一：　加　　宏　所　　属研　究　所伊’　　　　　1’1一神　　　　∫一∫伊　　　　1’｝神　　　　戸組　　　　川．ノく　　　船神　　　　戸⌒＿・bI�`AコーAへ●A＼A’s’s1・優秀なべ一ンコントP・一一ル装置により風　　量制御が迅速有効にできる．2・　効率が高く軽負荷の場合に動力の節約が　　大である．A3．扇車には特殊鋼板を使用し，耐蝕　　性・耐摩耗性が大である．4．構造，取扱いが簡単で故障がない．．−LNV−一＿一＿−VVV−＿一＿一一V“＿．　−V−＿、＿，＿　　　　　　　　昭和29年8月28日印刷　　　昭和29年8月31日発行　　　　　　　　　　　　「禁無断転載」　定価1部金60Fq（送料別）A．A　　「三菱電機」編集委員会委員長岸本久雄委i員　浅井徳次郎　荒井　潔　石橋英樹　石黒克己　　　市吉惟浩伊東鮪義市村宗明大久保夙郎　　　岡屋精二　金内幸三郎　川田勝利　小林治一郎　　　進藤貞和渋谷進一田宮利彦松田新市　　　毎熊秀雄前田幸夫松尾米太郎松岡　治　　　宗村　平森　　範馬場文夫m事吾郷侃二成富公一　似上、。韻｝編集兼発行人　鯨都千畑区丸の内2r臼3番地　吾　　郷　　侃　　二印　刷　所東京都新宿区市谷加賀町1丁9　大日本印刷株式会社印　刷　者東京都新宿区市谷加賀町1丁目　長　久　保　慶　一・発　行　所三菱電機株式会社内「三菱電機」編集部　　　　　　　　　　　　　　　　　電話和田倉　（2e）　i631　　　　　　　目本幽版励会会員書甘213013発売元蹴千�葛謳_田錦町3・1株式会社オー・−A書店　　　　　　　　　　　　　　　　C29｝0915・0916囎東京20016T．A当社では昭和27年9月中部電力株式会社振甫変電所に納入して以来，技術的研究に精進しております．この写真は関西電力太秦変電所に納人して好評を得たものであります．紡績工場の一次変電所としても好適のもので，特長のある三菱ユニットサブステーションをご推奨いたします．〆油無し遮断器（DH型磁気遮断器）は各電　力会社の型式試験に優秀な成績を収めておりま　す．　　この写真は量産中のDH型磁気遮断器であり　ます．　　17’しケ．ノt・fド配電器具に使用される遮断器　は現在では油人型よりDH型磁気遮断器に移行　しつつありま］．PA
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